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- カタロクをご希望のかたは、請求券をハガキに貼り、右記までお送りください。〒541 大阪市東区平野町5-1 大阪ガス営業開発部「エックス」係
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電電公社のテL タ通信サービス I  

1 台 盲 人 力

;基 匙J-

-

複雑・単調な計算業務から解放されて、より

創造的な仕事をしたい、あるいは現在要員の

ままで、より多くの設計を手がけたいなど、お

考えの方々に是非ご検討いただきたいのが、

建築技術計算用デスクサイドコンピュータ

DEMOS- E。

[ 主な対象業務}

構造系 ・建設省認定・確認申請用構造計算書作成

・骨組応力解析 、平面板応力解析

- ・骨組振動解析

・汎用 構造解析

・構造設計図作成

. R C造耐震診断など

計画系 ・確認 申請用日影図作成

・日 照計算・ 作図など

設備系・ 空調設備設計

・空調設備消費エネルギー計算など

積算系 ・RC. S R C造 く体数量計算など

- 資料請求・お問い合わせは ・貴社名 ・所在地・電話番号・お名前を

ご 記 入 の う え 、右 請 求 券 を 貼 り 下記 住 所へ ど う ぞ。

干 530 大阪 市 北区中之島6- 2- 27 中之島センターピル

近 畿 電気通信局データ 通信 本 部 営 業担当 : (06) 446ー 7081

• 

DEMOS- Eは、構造計算、日照計算、空調

設計、く体数量計算等あらゆる建築業務に

低コストでご利用いただけ、かつ操作も簡

単。また、プログラムの購入や保守料も不要

など、まさに l 台百人力の働きをお約束し

ますユ

[ 処理料金の一例】

・構造計算 C3F 、5スパンx 3スパン) 一 ー 約 9，800円

・日 照計算 ( 建物数5'"'"' 6棟 ) … ・... 約 10 ，000円

・く体数量計算 C7F 、4スパンx 3スパン) 約 18 ，000円

令 電 電 公 社 ん
匂F 守 一 、

J ，，;争
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謹 賀 新 年

1 9 8  1  

昭 和5 6年 を 迎 え て

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

明けましておめでとうございます。

本会会員の皆様、役員の方々、事務局の各位におかれては、無事ご越年、大慶に存じ

ます。

昨年は、日本では自民党政権下で、鈴木内閣の誕生、米国では大統領がカータ一氏か

らレーかン氏に替わ って新政権をとることになりました 。

イラン、イラクの戦争勃発、アフガニスタンの異常な状況、ソビエトの農作の不況、

韓国の政情による不安な治安等、無秩序で不安な中東状況を中心に、事態を解決する

決め手を欠いたまま、推移してきました 。

翻って、わが国をみますと、経済的には徐々に物価上昇に向か つております。同時に、

土地の値上がりのために、マンション等の売れ行き不振、サラリーマンの住宅取得の

あり方に対する反省等、建築業界には、官庁工事は別としても、あまり明るい見通し

があるとも言えません。当分目立った活況は見られないと思います。こんなときこそ

落ち着いて、前進すべき対応策と内部的充実をはかるべきときであると考えます。

ただ、泉南の新空港の建設も肝余曲折はありましょうが、実現への第一歩を踏み出す

でありましょう 。これに関連した事業は期して待つべきものがあろうかと思います。

暗い面ばかりではなく、明るい面もほ、つぽつ顔 を出してくると思います。

つぎに多年の懸案でありました本館敷地につきまして、府当局より、購入方のお話が

ありました 。昭和31年には、先輩各位のお力によ って地上の建物を取得しております。

現在敷地は、ご承知の通り府の所有であり、したが って従来通りこのまま借地を続け

て参りますと、借地料が毎年上昇し、協会の経理も苦しくなりますので、この際、会

員の皆様方より資金をお借りして、府のお話に応じていきたいと考えます。何分大き

な金額となりますので、会員各位のご理解とご高配を得て実現していきたいと思いま

す。 よろしくお願いいたします。

昨年11月に名古屋において、東海支部の20周年記念の会が行われました。建築関連の

仕事に携わ っている人達で、本会のように各方面の会員を擁している会はありません

ので、懇親の意味も含めて盛大にな ってゆくことを望むものであります。

本会の運営につきまして、改めて全員各位のご意見を聞かせていただき、 事業の発展

を期したいものです。

会員各位のご健勝をお祈りして、年頭のご挨拶といたします。
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事 業 委 員 会 本 年 の 抱 負
事喋委員長 三 品 哲 夫

関西における異色ある建築総合団体であるわが協会も、厳しい社会

状勢の波の中で、会勢、運営活動上の数多くの試練を経てきました

が、昨今よ うやくにしてかつての活力復活の兆しが見えてきたこと

は、大いに喜ばしいことであります。

当事業委員会としても、見学会、広報、若い会員の集い各小委員会

の事業計画について、及は、ずながら会員サービスを通じて会員の新

しい意欲昂進を目ざして、その卒業効果を重視して参り、相当の成

果を挙げ得ましたことは、会員各位ことに青年層委員会員のご協力

の賜物と厚〈感謝をいたしております。

本年も引き続き 、さらに新鮮で・ユニークな企画をも って関係各委員

会活動との速けいを図りながら努力を重ねる所存ですので、各位の

重ねてのご助力をお願い申し上げます。

編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負
編集委員長 三 輪 泰 司

「建築と社会」誌は、会員はじめ建築界から「保存しておける雑誌j

という評価をいただいています。 タイムリーな企画と同時に、その

時代の建築に関する思潮や技術の到達点と方向を多面的にほり下げ

て示す役割をはたしてきたと思います。 それには、各方面の第一線

で活躍されている会員と専門家の皆さんの「編集幹事会」へのこ' 参

加lによ っているところが多大です。 またそこでの討論そのものも、

自己啓発への武重な場にな っていると自負しております。今年度、

編集への参加を期待し、さらにすすめたいと思います。

また、この価値ある「建築と社会」を支えていただいている各企業

の方々に、改めてお礼を申しあげたいと思います。

皆さんのご期待にも添えるよう努力したいと思います。 よろしくご

協力、ご支援のほどお願いいたします。

住 宅 委 員 会 本 年 の 抱 負
住宅委員長 小 西 岬

例年の百貨庖における「よろず相談住宅展」は 1 月29 日から 2 月 3

日まで、難波高島屋で開催の予定である 。高島屋での開催は l 年以

上も前から決ま っていたが、 56年度の会場については未定であるので、

ぽつぽつ採さねはな・らない。

このところ住宅委員会の事業としては、展覧会を聞くことと、庭の

スライドの作成であるが、今年からは委只だけでも 、新しく建 った

住宅の見学会でも行って勉強せねばと考えている 。なにぶん住宅も

日進月歩で入居者のニーズも変わりつつあり、とくに最近は量より

質の時代へと移りつつある 。一方、昨年 4 月以降の工事費の急騰と

土地の値上がり、あるいは周辺都市の住宅建設の締め出しは、庶民

にとって由々しき問題で、工事裂のコストダウンの研究も進めてみ

たい 。

教 育 委 員 会 の こ と
教育委員長 多 胡 進

工高生デザインコンクールは、J l ti 和30年より、毎年、全固め工高建

築科生徒を対象に笑施しているが、 111;年は、 「幼稚園J をテーマに

して、応募校22校、 100点の応募作品が集ま った。入選10点は、正月

号に掲載したが、本年も第27回の事業として構想を新たにして笑施

したい。建築技術選書講座シリーズも、従来 l 講座半日で実施して

いたが、内容によっては、同系統ものもを組み合わせて、終日の講

座も考え、すでに、地盤関係と構造計函とを組み合わせての講座が

決まっている 。

建築工事実務講習会については、 施工計画、施工図、見積を中心に、

初 ・中級技術者を対象に、毎年実施しているが、本年は近隣府県で

の実施についても検討することにしている 。その他、魅力ある事業

をセ ッ トしていきたいので、会貝各位のご協力と参加をお願い申し

あげる次第である 。

4  l . 且築と社会/ 1981年 l 月号

建 築 技 術 選書 のこと
出版委員長 小 林 j青

わが建築協会創立60周年を記念して企画した本技術選舎も、学芸出

版社の努力によ って、初年度には 5 冊、 54年には 8 冊、さらに 55年

には 9 冊と、順調な刊行をつづけており、大方の会員から好評を博

している 。 また、教育委貝会、あるいは各支部においても、本舎を

テキストとして講習会を開催して、会員の啓蒙、技術の普及に役立

っていることは、手前みそながら喜ばしい次第である 。

なかでも 「茶室の話J rソーラーハウス j は好評て第 3 版、 「都市

の下水処理J rすまいの語録J r構造計画とやさしい力学 ・1 J  r建

具の知識と意I l I J r建築と設備の接点 ・1 J は重版している 。昨年

掠尾の刊行の「住宅の家具J はなかなかユニークで書庖に出まわ っ

ている 。

なお、本年は「建築と設備の接点 ・2 J  r瓦の話J r塗装の話J r住宅

の外装J r建築技術者のための建築概論J rまちがいやすい構造設計

.  1  J など、続々と刊行の予定である 。

法 規 委 員 会 本 年 の 抱 負
法規委員長 岡 本 行 善

本年度は、防災問題をテー? とし、 5 月号の特集は、 「災害と法一

安全な環境をめざして」 として準備を進めている 。去る 51年にも同

様の企画があ った。 しかし最近、圏内、外で1頻発する地良、ビル火

災あるいはカ・ス燦発等による恐るべき惨事に接してみると、今さら

のごとく、防災問題は緊急性をおびてわれわれに迫 ってくるのであ

る。

建築物や都市を通じて、人間環境としていかにして安全をまもり得

るか、まさに生命にかかわる重大問題としてとらえ、法制面はもち

ろん、より広い分野f からの知恵を出していただき、防災一安全に対

する指針になれば幸いだと与ーえる次第である 。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負
建材委員長 山田 幸一

昨年 1 年間に 10回の定例会を聞き、 11件の建材をメインテー? とし

て審議し、同数のものを協会誌の「新建材紹介コーナ 」 に ｴｾｊ￭ｬ 在した 。

当委員会ではそのH寺々の建材に関する情報を正硲 ・迅速に会員に提

供するための運営を行 っているが、幸いに委員各位のご努力によ っ

て現在では採用申し入れのあ ったものの中から重要度 ・緊急度によ

って取捨選択を行 っているほどである 。51年以来、紹介コーナーへ

の掲 il或数は累計75件に達しているので、本年はそれらの集大成を行

い、再評価をしなければならないのではないかと思っている 。

ともあれ、この 5 年間の笑紛によ って建材評価に関しては全国でも

最も権威ある機関として定ー治したと自負している 。 なお関連委員会

との交流を毎年意図しているが、委員の多忙のためもあ ってまだ実

現していない。本年以降の諜題として考えていきたい。

本 *

*  *  *  

*  *  

「建築データシート委員会j については、 55年度は機能していませ

んので、本年の抱負についての原稿は見合わせることにしました 。

まことに申しわけまりませんが、ご了承のほどお願い申しあげます。



年頭の二と l正

本年の抱負

作 品 作風・新建 築

表紙デザイン . 棚田一夫( 造型作家)

特 集 予 告

圃 2 月号/ 台所まわりの計画と設備

.3月号/ ポー トピア ' 81

.4月号/ シーリング材の知識

.5月号/ 災害 と法一安全な環境をめざして

編集委員会( 昭和55年度)

編集委員長

三鎗 ｾ討 ｬ

編 集 理 事

秋田 満

井上 浪
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松下電器貿易本社ビル

設 計 監 理 日建設計/ 大阪

松卜' ，[ L ｾｦｩｈ＠ ｾ功例 ｾｉ ｪＺ、 Ｔ 公下製品を ｬ 止抗 ｌ の Ｑ Ｑ ， Ｑ < にに輸

lれする - ) j 、木村 イl ' ア ル ミ な ど の 輸 入 Lt &う

IJ<Iド禁(i守主・ it ｾ功 ｉｦＧ 向社である 。 このビ J レは k 正ドめ念願

かかない 、大阪 の ＧＱＧ 似の御 Ｇ￬Ｚｾ ー筋に桃えることとな

った 新 本 tl ビノレて“ある 。

，ni 1hj にあたり、ニの| 玉l際 u 劫 IHi H の 本 社 ピ ル と し

て の ア イ テ ン テ ィ テ ィ を ど の よ う に ぷ 現 し て 大 阪

の ￭ ｊｲ， ｪｦ ，みのむかにＭｉｾ［えるかヵ、大き主 諜泌 て Ｇ あ っ た 。

松 卜 Ｑι ｾｩ ｩｈ ｾＩｊＨ 仰の村一ｼ付スローカ Ｇ ンに「的きをめざ

す」ということI . f かある 。 新 本 t l: ピノレの外 観 はま

r 一一一 一一一+一一一 一一一一一一ー

f  

L 一一一

寸

6  

さ に そ の こ と ば を ぷ 徴 す る も の と し て J I.画 さ れ た 。

ポ を 突 き 刺 す 外 壁 の 1(( 依なデサインは、この談員! 1

に 応 え る む の で あ る .

外装材には1 ' 1 ｴｬＺ カサ以リ扱うカナタ ＱＱ￬ｾ のイ ｅｦ 詞石 Ｈ カ

レドニア ) が使月1される 。 このイ i 材は. . j s: 1.発て寸土上

げ ら れ 、 コ ン ク リ ー ト 下地 と紋を切 った 等 圧 乾 式

工法によリ取リイJ け ら れ た 。

ヂ1(I i，ili 叫にあたり、 中! の な い 大 き な ま と ま り の あ

るオフィス ｾ ， ｭ の 雌 似をボめられた 。 これは 御堂

筋 に I(II してスノ、ン 2 2 mk さ3 7 mという型眠 中主のフレ

「

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

梅 造 規 模

工 期

竹中工務盾・鹿島建設・熊谷組・鴻池組 J V

大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 4 丁 目 41

1，618 . 7 0 m'  

1，377 . 4 3 m'  

16 ，550 . 9 7 m'  

S R C ， 8 2 、 1 2 F 、 P 2

昭 和53年 12 月~ 昭 和55年 10 月

キシブノレなさ ｾ ｬ｡ｊ を 確保するこ とで応えている 。

広|見lホ ー ル は 、 訪 れ た 人 び と を 奥 深 く 悩 き い れ る

場 と し て 絡 訓 刈 〈 表 現 す る た め 、 御堂 筋 に た い し

て奥深くかっ， ｾＧ， Ｇｪ ¥. 、空 間 と し て い る 。

空 調 設1rili に つ い て は 、 キ メ 細 か い 対 応 が で き る よ

う、可変 ｪ且ｾ｜ 11tユ ニ y トを各l培 米J ド 内 に そ れ ぞ れ の

ゾ ー ニ ン グ に 応 じて配置t している 。 ほ か に い く つ

か の 設1Iiii ;l! i 凶 |ょ の 工 夫 を も つ が 、 目 新 しきよリ 碍

尖性の ｴ ｾＧｾ ＮＮＮ、 Ｎｅ ｾＱ 成となるよう努めた 。

( 自律 百)t;1 !・/ 大 阪 )
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日本中央競馬会京都競馬場スタンド

設 計 監 理 日 本 競 馬 施 設

安 井 建 築 設 計 事 務 所

，' _..J 

8  

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 大 林 組 ・ フ ジ タ 工 業 .

鹿 島 建 設 ・ 戸 回 建 設 ( 5 社. . J V )  

所 所 地 京 都 市 伏 見 区 霞 島 渡 場 島 町32番 地

敷 地 面 積 597 ，059. 32m'  

建 築 面 積 ス タ ン ド 25 ，486 . 4 5 m'  

そ の 他 2 ，837 . 7 2 m'  

在 来 日 ， 181. 21 m'  

延 床 面 積 ス タ ン ド 74 ，178 . 9 8 m'  

そ の 他 2 ，日54. 93m'

在 来 日 ， 746. 90m'

構 造 規 模 S R C + R C 、 ( 一部 P C ' P S )

工 期 昭 和54年 5 月~ 昭 和 55年 10月

全
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断 面 図 ( 1 ・1200)

姿な交通スペースとしている 。 スタンド上層部 ( 5 ・

61滑) は、馬場への可視線を豆祝したプレストレスト

コンクリート造 g 持梁 ( 持ち出し長さ 17m) による指

定席とし、一般席答と指定席容とを完全に分荷量した 。

外観は、競馬場全体がもっ大きなスケーノレと大観衆と

の調和を々! 邑して、ユニークで魅力のあるものにした 。

ゴンドラ 下見馬場 ーl時計俗 ( " ンポノレタワー ) はお

のおの旧スタンドのイメージを継承して新スタンドに

ふさわしい姿でのデザイン化を図 っている 。

この工・ ｊｾ の完成により、京都競馬場スタンドは全長 ＴＵＰ

mからなる東洋ーの大スタンドとな った。 また、将来

地築の余地として中央部の 2 階以上が残されており、

この苦11分が完成すると床面般はさらに約 19 ，000mヘ 収

容人口約 9，000人がおのおのl ¥' l える予定である 。

(安井建築設計事務所)

9  

撤去と新スタンドのill 設 紋化・オープンスペースの

拡 似 付 以 地 政 ( 1 ・2 ｊ ｩ［Ａｾ入選場門 下見馬場 ，J也下

尚道その他) の新設など競馬場地訟の全体におよんだ。

幸fr スタンドでの計阿でも っとも ill 視した点は、スタン

ド内外における鋭平年の動総処理である 。 また、スタン

ド|人j では不特定多数の集問に勝馬を投票させる機能と、

ｉｊｾｊ＠ ｭ ，業務ｦｉ刊の Ｇ ｊＧ［ｾ ＺＩｊ 処理 ｉｉ 機能とをｩｬＡ ＱｊＪ 忠商でおのおの完全

に独立させている 。

スタンド低層部( 1  - 4 階) は、観答の流動性を虫干且

して、広場と立見附を一体化した l スロープ }J 式を保

期して一般 l前に開政した 。 このことにより、スタンド

観客の大半を占める 一般存の流れが 4 層分に分散され、

7 7 ンの投票券購入を答易にすることができた。下見

所に対しては、充分な可視線をｾＱＮｩｆＮしたテラスを設け、

多くの下見守ヰが下見できるスペースを餓保するととも

に、このテラスを利用して上部スタンドへの観存の主

京自I1競馬場は大正14年現イビの所イlコJ也に移転 ・新築され

たが、本給的スタンドは l昭利 13年に ill 殺された 。

旧スタ ンドの設計は 昭和 11年に当時の梓名建築家 5 名

を指名しての競校設計の結来、安井武雄のｾがよ主用さ

れたものである 。大屋恨の製綿 ゴンドラの形態 下

比馬場 ・時計雄のデザインなど、その特徴ある姿はフ

ァンや競馬関係者以外の人却にも約40年にわたって税

しまれてきた 。 その後、競馬の大衆化にともない、観

客の )¥"'1加に対処すべ〈、数回のJ ¥" ) 築が行われた。特に、

昭和46年のスタンドJ ¥" ) 築は近代的競馬純設としてのス

タンド造りであり、全体計画の第 1 ｊｕｊ 工白 ｊｾ として行わ

れたものである 。

今回のスタンド改築工 Ｇｊｾ は、 ｡第Ｇ［ 1  J却期g制l工

タンド σのＩｾ左 ｅ引十桁 ＧＩＱ 化ヒによる似紡 ｩ 災七の危険似防ｾＮ J止t と、 より新し

いフ ァン サービえをもIH共できるようにスタ ン ドの近代

化を図 ったものである 。工事範聞は| 日スタ ンドの全面1



多伎町中央公民館

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 多 国 建 設 広 島 支 庖

o  5  100m)  

-

10 

計 l面 し た 場 所 は 凶 道 9 ｊＯｾＧｫＦｾ のし、の小 ｆ ｬｉ itJt 

iぷで、 1111. ， ｾに日本海を、はるか ｩ 卓〈大社

日1朗l曲川i止4 l を望み 、振 り 泌 っ て l轄に は 多

{支sITの ゆ る や か な 丘 陵 を 眺 め る 絶 好 の 地

で あ る 。 雄 物 は rl" 央 公 民 館 と し て 特 色 を

ねらい、 I!I-!)-，t には円形のコミニケーショ

ンホーノレを E没 け 、 こ れ を 伎 と し て k 布 に

会議室、集会主主、さらに北 11111 に は 野 外 ス

テージｻｽｮＺＡｊの嵯闘を配して海の ｉｾｴ 噌と利

用企ｾｽ栄Ｚの ＱＢＱ I二を，ドめ た 。 ム:1比lア プ ロ ー チ

細 り は 竹 嵯 を 配 し 、 外 か ら 入 館 さ れ る 人

々 の H を 楽 し ま せ 、 ま た Lii 外からも手1I 用

fB7Iミる喫茶ヰミを設けた。外装の民般には

郷土のイ[ 州ノk トーるが瓦: i } とし、南側IJ l 遊間は

騒宵| 妨 d: IJ ＮＮｬ ｦｴ ね Ｑｾ ｦＮ Ｑ LI 部 の 少 な い む の と し

そのイ 1: Ｑ ＭＮ はｊｩＮと ｼ百 ｪ じかまどで料 ｦｾ［Ｑ Ｑ にスト

カマボコ '1日夕イノレに焼き上げて必リつめ

た。そ hl i 文It. Jl fII lの 監 は 外 観 |ーの大きなポ

イントともなり、るかとＱ￭ｾ補色とＱＧ Ｑ との仕

卜ーは紛糾の it Jj と の コ ン ト ラ ス ト と )JII え、

Ｏ品 ｈ のタ ｩ 映はまさに匠 ｬ 然との， ｾｉ ，ｉｦ ｕ を存分

に 表JJL し た か の 係 で あ る 。 こ の ill 物 が 周

辺に! 戎谷をぶして H町 民 の 集 い の 場 と し て

誇 り を 抱 か れ る と 共 に 、 亦 i七と J15補 色の

'1，1，が持つ i:nl 1J 、ぃ !i.Ll ｾ＠ 、の場としての主J I . しみ

を 党 え さ せ 、 町 民 の ) J に 大 い に 手11THされ

中央: 公民館としての役 '11[IJ を 允 分 に 発 陣 し

隙 リ な い 発 岐 に ml 1 寺をこめて作リ " げた

物 で す。 ( 三 谷忠義・ 三 原点目 JJ)

機械設備 吾 郷 設 備

IH' ]t lli 府与町 1169番地

T E L  0853- 22・1175

中国電気工事

電気設備 品

出雲市北本町5 3昏地

T E L  0853-21-3451 
出 雲 営 業 所

中庭か ら胤除宅を望む

Jj ¥¥"，ホー J レ

コミニケーションホール

北側 ( 1 : 1 本海) よリヨも

5  特別会議室

6  町民* 会室

7  全長t( 正岡より)

*1影 出l際写 J H菊 地 弘)



所 在 地 簸川君郡宮多f伎査町沖代

敷 地 面 積 9 ，7刊51 日ω日m

建 築 函 積 1仁，288 . 66 m'  

z  

延 床 面 積 1仁， 745. 4刊Om'

構 造 規 模 R C(一 部 集 会 棟5 ) 、2 F、B 1  

工 期 昭 和54年 2 月~ 昭 和54年 1日月

11 



大 阪 工 業 大 学 中 央 図 書 館

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 フ ジ タ 工 業

12  

1 ， * 南 i師外観

2 ， 1  階 ホ ー ル 、 レ リ ー 7

3.  n瞭写以

4' ， 1 階 ホ ー J レ

拙ｾ［ｾ ｾ s  s  



昨年の7 1 ' 1熱いアスフアルトの上て'の起工式から i 年余リ、控物

としては 5 月末に完成しました 。 この変休みを利用して移転も終

りいよいよオープンとな った訳ですが、設計者として立図した機

能が思惑どおりよJとせるかどうか比守 って行き たいと思 って います。

当敷地は四周を道路に固まれた調11長い敷地 ( 16.5 mX  116m)  で

かつては城北運河のあ った所です。 計画として狭い数I也でもあり

rM: 大限有効に利用すべし」と言うことて' 結来 (I(j には、処ぺい率、

斜線制限一杯のJ建物となりました 。細長い，主主物なので1; 背↓ 立室を中

央と* 聞の 3 ヶ i')十に設け 中央階段をコアーとしてエレベーターホ

ール 、w. c 等を自己し 米自を 2 分して機能させる フランとしメイン

カウンターは既設住家との i主総i ! 訓告のある 21滑に設け *11111に一般

図占室、西 ＱＱＱＱＱ に参巧図 ｉｉｾ Ｚ 室 、 研究図占室、 ＳＱ［ 皆は ιｬＧ 央にロビーと

しての自由閲覧室を設け、東西にそれぞれ巡 った機能の閲覧室を

設けています。 1 1析の玄関ホ ルは煉瓦タイルのスロー 7 を上リ

学生の溜リ、諮らいのロビーとして卜分な広さをとリまた半地下

の ｂ 階は保存 ｴＡＮ ｾｊ ・ ｬｩ とコミュニケＭ［｟Ｏヨンホールとなっています。

所 在 地 大 阪 市 旭 区 大 宮 5 丁 目 16番 1 号

敷 地 面積 1，917 . 3  m'  

建 築 面積 1  ，337 .  9  m'  

延 床 面積 5，363 . 8 m'  

構 造 規模 S R C 、 8 1 、 4 F 、 P 1

工 期 昭 和54年 7 月~ 昭 和 55年 5 月

計画段階より省エネルギーの問題も大きく If: l . リ上げ建物11町での対

策として空調負荷を )b( /1、にすべ cぞの大きさを保光而約の限度迄

小さくし艇にはガラスプロ ，' 1 を保用しました。 EEf凋}j 式は各階

空調機、ファンコイル併用 }i 式のプロ y 夕日11制御 }J 式と 一般 的 で

すが、作機 ｾＱｩ は管閉式 Ｗ ーリングタワー空会 ｴ パイハス式のファン

コイル等の省エネ Ｇｴｾ 、また ｉ 羽生 め Ｉｊ でも節水引のフラッシュパル

プのHdTI 等行エネルギ には池設コストのれす| 浪リ対処した依り

です。

外観に ついては、ザ校図占sii とJ うことで利用者である，} : 生、教

右に入りやすい、居心地のよさそうな! 必じを与えることを主1111に

総内にある l既設の建物とは伎の巡 った! 必じを与えるよう土色のタ

イル必リ、斜め崖般には銅. fli を 11" 、てその ff 図に沿うよう努めま

した 。

また玄関ホールには舎回雄うこ氏によるカ銭い陶板レリーフを特別

に加えて ｉｾ き、設計者ーとしてはこの上なく省維〈思っておリます 。

(J:R到11建築よれ務所 )

「一一一 1 階平面図
J 回ml t

13  



パ レ ス 南 塚 口

設 計 施 工 長 谷 川 工 務 庖

14  
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パ レ ス 南 塚 口

尼 崎 市 尾 浜 町 1 丁目 91 番 地

12，556 . 62 m'  

3，l 10 . 23m'  

25 ，074 .26  m'  

S R C ( 主 体 H. P . C ) 、11 F  

昭 和 54年 1日月~ 昭 和 55年 B 月

大 阪 ・阪神附l を 結 ぶ 大 動 脈 、 阪 急 ( 以 ロ ) お

よ び 阪 神 国 鉄 ( 尼 崎 ) の 3 総 を 自 主 に 来 り

わ け ら れ る 忠 ま れ た 立 地 条 件 で は あ る が 、 反

而 [" i. l f，工 業 地 域J が示すように{ 主現段は決し

て良子ましくはなし 、。そこに 320- 1止イ背の J 島問{主

毛 を 計 画 す る に 当 り、 「これ が出来て住以上立

が と て も 良くな ったJ の jJ : i がきける ι)}. を主眼

とした。主主物 の配置uま敷 地 周 囲 に 対 す る I1. 自民L

. 日 !mの阻害ならびに重圧! 必を極力 j避けるよ

う、 コ の 字 恨 の 2 棟自己誼 ( 一 団 地 計 画 ) を 収

用 し た 。 オ ー プ ン ス ペ ー ス を そ れ ぞ れ 、 中 央

広 場 ( わ ん ぱ く 坊 主 遠 の あ ば れ ま わ れ る 場 所 )

公 Il 日公図 ( 幼 児 が 安 心 し て 遊 べ る 場 所 )

プ ラ ザ ( 幼 児の 父 母 や 老 人 が く つ ろ げ る 場 所 )

と名付け生活邸宅克の向上を計り、 ＱｾＺ 製版 Ｑ 1; 皆

を 一 部 ピ ロ テ ィ ー と し て 雨 天 の 遊 び 坊 を 開 保

した 。 環 境経備の- 11走 大 の ポ イ ン 卜 で あ る 紋 化

事業 に 対 し 事 業主 も 協 力 的 で 「 紋 に 閉 ま れ た

7 ンション 」 を キャ ッチフレーズとするべく、

外周 に は 日 木 と 芝 生 、 ア プ ロ ー チ ゾ ー ン に は

築山と y ンポノレツ リー ( ケ ヤ キ 株 立 ) を 、 要

所 に か ん 木 ( サ ツ キ ・平 戸 ツ ツ ジ 等 ) や 生 垣

を自己し f針オミ名キしも耳見付けるよ う，心カ吋すた 。

エ ン ド ユ ー ザ ー の た め の 駐 l l{ 場 ・向転 '11出 場

・管 理 械 等 は 、歩1: II}立のう) ，- illft を JJ;¥Ul) に 「而 IJ トl

発 」 を 主 IIRに 設 計 し た 。

( 祭 回 全 紀 浜 口 正 己/ 長 谷 川 工 務 J苫託生日十昔11)

所 在 地

敷 地 面積

建 築 面 積

延 床 面 積

権 造 規 模

工 期

9  .  10  .  11 )  

10  プ ラ ザ (.n政隙愉 )

11. '1.'リと広土品

抽 ｾ ｾｾｾ＠ つねなリすたしお ( 5 ・7

s  S  ( 6 ・ 8 )  

Jl ，1f l 廊下 [ 外部 )

仲H1!i l師外観

ダイニノタ キ y 千 /

エントランス

リビングルームよリぷ! 日lを噌む

R

U

F

O

ヲ

'

Q

U

Q

M

E 日コ
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1501rTlii )  

電 気

吹付左官

造 園

手摺面格子

イグロ電気

菊 山 組

グンゼグリーン

込山製作所

クロセットドア一 大 建 工 業住宅資材部

ガ ラ ス 東 京 建 硝大阪営撲所

木 製 建 具 中村建具

キッチンユニット 日 東 ス テ ン レ ス 工 業

サ ツ ン 不 二 サ ッ シ 販 売大阪宝庫

造 作

襖

富士室内装備

細井永昌堂

k 阪市点 I頁 l ' ff.al5 40  

ｊＺｾ谷川部 ｬ ピル
i正06 201  5GZI  

k 阪 di 車f.i :: .'i 区，t. i IU辺5 30 33 ι 06 697 4917 

尼崎市以ロ丙 Ji.l ' ( 320 ..¥L1l 6  423 4032 

堺 rl i iMt金町3 4  15  '，1( 0722 28 25問}

A 阪市北区中之1;.¥2 3  IH 'I l!. 06 228 3456 

ム: 阪市鶴見I王今 ;1・Ij ll 4  30 '，1( 06 962 5250 

奈良県，t{' f m; ￀Ｚ ｾ［ｬ 町総 ｨｩ ｾ＠ Ｇ， ｾＰＷｈＵ Ｎ＠ 2  0814 

尼 崎 rli<'tt 茸; S.I 6  '，11 06 482 6321 

太阪市東区本町4 4  I  '.1l 06 262 2541 

神戸市 中央I i ¥二日町 I I  314 活。78241 1155 

両 '/:¥rlj プ、 t晶、1回19 12  3正0798 34 IIII  

パスユニット 松下 電 器産 業 近 眼 電 位 営揖所 太阪 ｲｬｩ 点 ＱｾＺｾＧ ｦｊ間防， 12 '.l!. 06 201 1421  

17 



兵庫県芦屋保健所

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 神 井 建 設 工 業

ｲｾ＠ .  

、¥

兵庫県揖種保健所

電気設備 太 陽 電 気工業 所 西川I末日三町 l 需27号 T E  L0798ーおー 5857

給排水衛生空調設備 住 田 建 設 凶百市柳本町 6 帯23号 T  E  L0798- 73- 0331 

18  

圃・

1  7 7 ロ チ

2  会公

3 .  7 1レコープより泊り厄をみる

4 .  ｾｉｬｾ ｬＨロビー

5  栄 Ji 桁導主

品ｾ Ｚｩｦ ｾ＠ つねなりすたじお



保健所は地域住民の住! ! 康管理の拠点として、特に

地 域 と の つ な が り が 深 い 。 従 っ て 威 J!i¥l堂 々 と し た

モ ニ ュ メ ン タ ノ レ な も の で あ る よ り も 、 だ れ も が 税

しみを党え気軽に足を述べる、言うむら( ; f [ " なじ

みやすい，建築」でありたいものである 。

また、建築の索 ｵ Ｍ ｵ しさ、Ａ味わいも、人 ｉｬｾｊ 的な尺Ａ支

の ス ペ ー ス に 心 を な ご ま せ る よ う な 雰 囲 気 を 持 た

せ よ う と 、 い ろ い ろ 工 夫 す る と こ ろ か ら 生 れ て く

る よ う に 思 え る 。

敷地は北側1I が 国 道 2 号 線 に 而 し 、 西11111 と南側IJ は 住

宅 に 囲 ま れ 、 そ し て 東 部 分 は 将 米 芦 屋 の 南 北 を つ

な ぐ 幹 線 道路 の 計 画 用 地 と な っ ており 、全 体 と し

て 狭 あ い で あ り 、 配 置 計 画 に 十 分 な 配 慮 が 必 要 と

された 。 さ ら に 、 緑 泣 か で 洗 練 さ れ た 芦 屋 の 街 並

み と の 割 和 を 図 る こ と も 大 切 な こ と で あ っ た 。

そのような条件に対応する ｾ ｉ ｈＭ ｊ 構成 として、まず

壁 を ず ら せ て 平 行 に 並 べ 、 そ の |昔1に 必 要 な ス ペ

ス を 雌f示す る と い う イ メー ジ を つ か ん だ 。 そ し て 、

明 快 に 配 世 し た 各 ブ ロ y ク を そ の ま ま 外 部 に 表 現

す る こ と に よ り 、建 築 を 周 辺 の ス ケ ー ル に 合 わ せ

る と 共 に セ y トパ ンク さ せ 、 変 化 と 奥 行 き の あ る 、

全 体 と し て 船 を とli 恕 さ せ る よ う な 親 し み や す い 外

能t とし fこ。

さ ら に 、 県 民 ロ ビ ー に 旧 保 健 所 か ら 移 設 し た 芦 屋

市 在 住 の 伊 藤 継 自11画 伯 に よ る 壁 画 、 廊下 に 訟 法 さ

れ た 各 組 展 示 を 可 能 と す る ピ ク チ ャ ー レ ー ノレ、そ

し て 通 リ 庭 の 彫 刻 、 な ど に よ り 、 文 化 的 雰 閉 会t を

もがi tH した 。

こ う い っ た 機 々 な 工 夫 を し た こ と で 、 芦 屋 保 健 所

が「なじみやすし、建築J として、 地 域 と の よ リ 広

範 な 結 び つ き を 硲 立 し て い く こ と を 期 待 し て い る 。

Ｈ 兵 ｨ ｬ Ａｖｾ 者 ｉｬ ｲｊ ｬ 住毛音 ＱＱＱ 主総需品 Ｉ

事務室

P 5 O ( m )  

1 階平面図

所 在 地 兵 庫 県 芦 屋 市 公 光 町 1

敷 地 面積 1，867 . 93m'  

建 築 面 積 593 . 7日m'

延 床 面 積 966 .34 m'  

構 造 規 模 R C、2 F

工 期 昭 和55年 2 月~ 昭 和55年 9 月

←タ

2 階平面図

19 



， 

辱

20 



兵庫県警察会館( パレス神戸)

設 計 昭 和 設 計

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市中央 区 下 山 手 通 5 - 40  

敷 地 面積 1，484 _06m' 

建 築面 積 838 _79 m' 

延 床 面積 5，6日1. 52 m'  

構 造規 模 S R C、 B 2 、 7 F  

工 期 昭 和53年 11 月~ 昭 和55年 5 月

この ｩｬｬ 物は、＿ｾ主判［ｬｉＺ Ｑｾ とその家族の九 ｜ＱＧ ｉｊ Ｉ 平生

地a没として ，ili ，hi さ れ た も の で 、 大 浴 場 、 大 食

堂、 ラウンジ 、 喫 茶室 、結婚式場、' 去: 会場、

社1;(1弓i ( 利l '-ii 8 去 、 洋 室 11 む) 、民efL レストラ

ン な ど を 合 む 似 合処 築物である。

リ ｬ￬ Ａｕ也悶 ｩｬＱ は 、ｉＮｾ Ｇくから ｈｲｩＧ ￭ｴｲ として知 ｬ られ、

ｆｾ ｊＮＱｾ山市 ｉｪＧ 合、リ ａＺ 咋米 ｊｪｾｾ 守、栄光教会等のＱｦｦｩ

ｾＨｉＨｊ 必 ｬ 築物カ、ｻ足ＨＯされ、位かな主主とＮｦ ｬｬＨ 実 って

担I'J i 山千特イTの ;;tl!JI. を形成し て い る 。 ぷ ，iI に

211っ て 当 会 館 か 、 泣 か な ht 在11. の ひ と つ に な リ

仰 るよう、形態、 村 ＧｴＧｉ 、色， ｾｉ ， ｪ な どを決定した。

周 辺 他 物に ) '，泊し て凡 ら れ る 形 態 の A ，- c  h  

を例 1，)(; 1t:，ki として f千百11にJ fJ ( ' ) 入 れ た の む そ の

ひとつである。またｾＪｾｾ正な赦 ｉ 也 をイ ｬ 企 Ｑ ｊ に治Ａｉｬ

しながら似合住ｾの Ｂ行機能 を充分 ｩ 前 ＩｊＡＮ すべ〈、

配 ［ ｩ ＨＨ ， ｩｬＭｬｬｬｩｪ 、ＡｦｩＩ ｊ 料ｾ 1I !-ll lI i :手に立を i H、1:: 。

内庁 Ｑｉ 常川については、 ｦ 品ちＢｶￍＢ｜Ｂ、た吊 ｴＩＧ［ＺｾＺ Ｚ，手 ｉｊｾ

% の 'i' に JJL代 感 覚 の仕上、 デ ィ テ ー J レ工予をと

リ 入 れ た っ し り で あ る 。 ま た J EI ( li 入 11 の 大 き 1  

な A r  C  h を|人'Jffl llζ まで，与さ、 内 外 部 宅 I:ij

の 一 体 化 を ，:1 った。 他 物 のnrn Jーやすらぎを

也、 l苅 し、金 品 に わ た っ て 本 11 ，VI，j の{仁 I-.l f とア

ンバ一系の色 ， ｖｉ ， ｪ で統一し、 ｾｴ ろさＧと交流の ＧＱＧ

心、 になる 1 j : 皆ラウンジは j 品ち J f きの '1' にむコ'

ージャスな' - 2 ! IIIJ をない<1 したむのである。

( 三 十ti( f) .と/1I ( J .f 11 ぷ，11- )  

1  I  ，----， 1 少は見 ＵＮＧＱ Ｑ 官会 Ｇｊｾ ，ｻ 2階)

I  I  I  3  I  2 入" 7 -，7 6，).;寝会j 以 2階)

|  けT訂 3 ロビー{ 淵) 7 . 1，附レストラノ

1  L J τ --tτ i  4 ラウンジ( 1附) (  7附)

1  H  5  17 1  

1  12  ，_............. 

2 階 I. E V ホール 3，) 、: 宴会主 5， ' 、ントリー

2 ロビー 4 ， ' 1' 官会引 6 明訓機械可{ 7，1史所

"皆 1. 'I[ i!f 3，7 ロント 5 ラウンジ 7 会館 'Mjj む 9，I!I!'叶

Ｒ ぶ ｉｾｊ ロビＭ 4 ，E  V ホール 6 スナ γ '1 8，J_{P，円 1出J叶
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韓国ロッテビル・ショッピングセンター

設 計 監 理 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所/ 他

22 

申立国ソウルの中心地で周辺には最大の繁

経街吋リ ｊｩ ｬ ｩずがあり、百貨 ｊｾｩ 銀行が林

立するー街区。 そこで特定街区の桁定を

受けショ ッピンクセンターが計画された 。

44凶で初めての本絡的ンヨ ンピングセン

ターを… ということで、発展するソウル

の国際化の流れの中に位置づけ、入 U の

三つのアーチに南大門のイメージをかす

かに残す他は、ヨーロ ッパ調の* エレガ

ンス H を基本イメージとした。

高層線は地下 l 階から地上 lOli 符まで行貸

出で11階から 25附までは貸 'JI 務所とな っ

ており、片コアで Ｕ Ｒ 場 ｾｉｈｬ を佐保した 。

低層棟は地下Ｑｉ￭皆地上 ｵ 皆が ｗｉ ｊｬ ｝ｊｾｩｕｪ に

なっており、一部に通り抜け. t ! I 路を設け

た。 2 I i 符は通り抜けのプラザにな ってお

り，サンクンプラザを専門 l市街への導入

ｾ ｬｬｩｊ とした 。

隣国とはいえ諸 eJI↑ ! ? の異なる昨聞におい

て、共同設計の図書 ｪｾ さ、また資材および

地工純度等、いろいろな問題に怒 lia-l '¥:1刊

の年月ではあったが、最終的には谷部門

の方々の協力を待 、満足し符る結* とな

ったと JE えている 。

υ I:n和夫/ 泉沢建築設計事務所)



基 本 設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 所 在 地 韓 国 S E OUL 特 別 市 中 区 小 公 洞 1 番 地

実 施 設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 + 般 建 築 研 究 所 敷 地 面 積 1日，058 . 5 m'

設 備 設 計 三 新 設 備 研 究 所 建 築 面 積 8 ，日日 4 . 4 m'

電 気 設 計 文 侍 絃 電 気 設 計 事 務 所 延 床 面 積 95 ，494 . 4 m'

内 装 設 計 A R S  構 造 規 模 高層棟 ｂＳ ｾ ｂＱ ， ｬｆ S R C  Ｒｆ ｾ ＲＵｆ ， ｐＱ ， ｐＲＺｓ＠

監 理 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 ・ 三 隻 建 築 研 究 所 低 層 棟 B 3  ｾ＠ B  1  ， 1  F  R C  (一 部2，3F )  

施 工 HOT E L L OT T E 建 設 部

l  内 l( ! j 外観

2 .  JRI(II 外 観

3 .  " 1ラサ， ( B  1  )  

4 点 [('1入 11

5 .  ｾｬ ｦＮｉ Ｂｉｉ ， ｬｩ￭ｬｔ＠ (  1  F )  

6 .  7 ラサ'

抽 ｩ 草ｾ .1.1.

1

:111 N躍を

工 期 昭 和51年 8 月~ 昭 和55年 2 月

23 



吹田ロイヤルマンション

設 計 施 工 不 ニ 建 設

24 

所 在 地 吹 田市 末広田T 1713番 ー 1

敷 地 面 積 4，533 . 12m'  

建 築 面 積 1，514 . 43m'  

延 床 面 積 9 ，060 . 46 m'  

構 造 規 模 R C ， 8 F ， P 1  

工 期 昭 和54年 12 月~ 昭 和55年 11 月

同欽 ＱＱ 久 ＱＱＱ 駅周辺は、 ＵＴ 年度の駅前 ￯ｬ ｪＮ ＯＩｾｪ 発 ＧｪＧ［ 業

の-131 として完成した rl吹1 f I さんくす』 など

が、占ぃ街並みの '1' に新しい街を j形成してい

く状況下にある 。 その l次国駅点万約 1 kmの所

に当マンションは、 55年 l l r J に完成した 。 (， 1

阿に先立ち、リltj (地図iHl 印刷長J也に公悶千定地が

できたのは、 IJ f J 発者 ・近隣住民等、関係者・の

努ブJ のI ! 品物である 。雄物は大きく 3 ブロ ック

に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ * 縦 四 隊 北 仰 を 椛 成

し! f i) J 総を与えて '1' 央にエレベーターコアを配

置した 。 東西両棟は制l線に対し 5 J支ずつ角度

がfぶれており ， ( i 色裂音11分と，"1まってエントラ

ンス古11分に微妙なペースペクティプ効* と迎

l立な緊d長! ¥さを与ーえている 。 内百111こ入 っても色

調 ・材質 ・ス ケ ー ル 光 の バ ラ ン ス な ど 紺iか

し、配慮を施し、 110戸に住まう人々を迎える

にふさわしい ＱＺＱ 見 ｬ ホールを ｊｦｾ Ｎ￬Ｑｴ っている 。 ま

た ｦｪｾ 戸の集令体であるマンションを ｩｩｅ るに当

た ＱＩ 、ノ〈ルコニーのデザインに ＱＱｾＱ としての，ｾｉＮ ｪ

利l を求め、，( ( '，鱗のイメージを付 )JII することで、

リズムＡぷのある迎続性と必 ｬｾＺ し、た雰ｪｊ ｾＱ 公をＱＮＮＨ｟

1比している 。

れ{ 主戸の形態は、} 首位性を向めるスキ ッフフ

ロア方式を t.. Hr J している 。 また! i i: 'IL坊に I聞い

を与えるため、 11欠[ ! ] 市民の木であるクスの大

木を配している 。

Uf 山，: 主総/ 不二ill ，没)



第12回中部建築賞

昭和55年度 ( 第12回) 中部建築貨の入賞作および

入選作が決まったので、以下に紹介する 。

応募作品は総数86点、うち一般音11門67点、住宅部

門19点て¥一般部門の入賞‘ 数は 9 点および入選数

は 9 点、住宅部門の入賞数は 1 点および入選数は

2 点であった 。{ 柑細則判，，11

入賞作品 10点

l位計 . ア ト リ ヱ プ ラ ン ニ ン ダ 施 工 仲 代 建 股

l股肘 . 馬喝正孝重鎮段計事務所 純工 ・日車建位・高島屋工作所

位計 . 釣吾建築事務所 施工真柄・豊蔵量股工事共同企集体

l段肘 : 宮 本 忠 畳 建 箆 位 計 事 務 所 施 工 大 進 建 段

l殴計 : 日 建 股 計 施 工 : 清水建殴ー大成建I l

l位計 : 日: 本住港公団中部封土施工小康建段・栄輿建股共同企集体

l位計 : 川 瀬 建 築 位 計 事 務 所 施 工 ' 村中建股

⑥段計 : 日 建 般 針 施 工 ・竹 中工務庖

⑨設計 : 車 戸 建 築 事 務 所 施 工 土 屋 組

⑪殴計 : ，鴨川建築事務所施工大成建股愛知工務庖共同企県体

劃

一

時

l

-

1

 

J

-

谷

「

耳

目

長
一

-
ロ

(

i

 

村

一
世

い

?
入

ス

一

ゲ

一

②

一

④ 南 牧 村 立 南 牧 中 学 校 一般部門

⑬名古屋ライトハウス置度身体障害者鰻産施般 - mIY"1 

⑬藍カタリナ牢 思 槻 開 時 一間間"1 ⑬長野いこい僻サ「アゼィリア恒綱J →}/IIl I "1

① 鯖 江 市 立 図 書 館 一般部門

⑥ 滋 賀 県 立 図 書 館 一般部門

⑨ 大 垣 市 立 図 書 館 一般部門

三←有台君11

⑬富山県11青畠青少年Q) l t < - u刷"

⑮ 白峰村役喝斤書 一的制"1

建築と社会/ 1981年 1 月号 25 



第26回工高生デザインコンクール入選作品

応募作品 100点のうち、予備選考、第 l 次から第 6 次

までの本審査を経て 、入選作品 10点を決定し、うち

最優秀作品 1 点を選定した。

設計 課 題 : i 幼 稚 園 」

主 催 : 日 本 建 築 協 会

応募校 22校 応募点数 100点

締切日 昭和55年 g 月20 日

審 査 会 昭 和55年 10月 4 日

〔掲載50音順〕

審査委員長/ 川 崎 清

審査委員/ 垣内健男/ 小角 亨/ 高口恭行/ 千葉和成/

寺 井 信 九 笹村征一郎/ 浜田学日目/ 間柄曹司/ ヨ証夫/

美濃吉昭/ 安田丑作/ 柳 ( A : 也/ 山崎泰孝/ 若野暢三

( 50音順 ・敬称略 )
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作品であった. 構成力、表現力ともに位かな天分を感じさせ、将来がltl J 1寺できる。

入選作以外の作品のなかにむ入選作とほとんど差がない見るべきものもあったが、

表現力に勝れているが魅力にかける. ユニー 7 ではあるが変った形を忍: 識しすざる，

好感むてるが表現力が不足であるなど問題点が指摘された。また ) 1 iil を持ちながら

む時1111不足で充分に完成していないなど惜しまれるむのもあった. 今回む定時制高

校からの応募がー占あったが僅差で選にもれた。他の工業高校に劣らぬ力 iJ を示し

たことが、 Ｗ 在査員の問で明るい話題となった。なお今回者干のノレールｾ反があった

が、児期11 なものであったのでそれらを巡巧の対象とした。

きて今岡のコンクールの応募作品は全体としてバラエティーに白んでおり、表現の

向[LJ さの可能性をポす反商、デザインのリライテリアの喪失という危険な兆侯むあ

った。高校生らしい堅実な研鈴を望みたも、。これを機会に一層の努力を彼み、 4守米

建築家として大きく成長されることをお祈 1) ｾ、たします。Ｈ川崎 消)

審査総評

幼権問というテー7 は高校生の課題としてはす' 11ニむつかしいと思われたが、作I也か

ら多数の応募作品がmった( 提出作品 100点、応募校22校、うち定時制 l 校 ). 作品は

それぞれ高校生らしい17- 欲に浴れたものが多〈、明日の建築界を" 1 ' ; ; 1 うす号い校術者が

お実に fi っていることを感じさせるものであった。

数回の討議と投禁によ って入選作品は絞 られたが、この聞に敗者復活を行って再審

1 i ' したり、同じ パターンを示す作品の比較を行 ったり主ど、1 n if¥な審食が行われた e

:ij <ii師計画の作. f A 性、戸外空間lに対する配慮など機能的な fWJ 而と、幼桃図らしさの表

現、高校生らしい索直主表現、ｾｩ［ のあるアイデアはあるかなどデザインめ 問題も検

討され、これらの議Ei 古に耐えうるものが入ill 作とな った。特に段優秀作は応募作品

中群を抜〈水準にあり、数回の役票て〆常に全日の支持をうけ、問題なく最優努作に

推された 。ZE聞の解釈に夢ふくらむものがあり、審査只にさわやかな印象をラえる

.... 
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募集の趣旨

幼児教育の重要性は、今日ますます高ま っており、幼児のための施設の充実が望

まれている。

「幼稚関J は. 園児が心身の発達に応じた経々の活動や経験を通して、日常生活

における望ましい智慣や態度を修得する場としてたいせつである。

本諜題の幼稚聞は、多いて通闘できる位置にあり、 4 オ児、 5 オ児を対象として

4 7 ラスを計画することとし、幼児教育のためのふさわしい泣かな空間と悶辺環

境を十分に考慮した提笑を期待する 。

設計条件

l  般 地 3，∞Om' 程度的敷地を惣定する .

2  規 1.¥1: 平家建または 2 階建的建築物とし、延床面績は 1，∞Om' 筏Il f . とする.

3  情造. 自由とする .

4  所望書室 (釜 名) (面積)

保 育 室 60m' X 4 程度 ( 1 7 ラス 40人以下 )

遊 戯 室 2∞m' 程度 ( ステージ ・控室を含む )

戦 貝 室 60m' 程度 ( 団長室 ・教材室を含む )

会 議 室 25m' 程度( 応接室を兼ねる)

給食準備室 25m'経度 用 務 只 宅 15m' 筏j立 保 健 室 15m' 位 Ilf.

その他{出所 ・舛降口 下足室 合目11など必要な諸室を適五配置する.

E量外所婆施設 運動場，戸外学習の場. 遊具; 水飲み・手洗い・足洗い場など屋外保

有に必要な地訟を適宜訟ける . 外来者用的駐車湯 ( 2 台) を訟ける .



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 5 5  

建築基準法上の道路( その 1 )  

は じ め に

i立は古来より人と物の交わりのため、土木技術

の中で最も古くから存在し、建築物と道とのつな

がりは、人間の歴史と同一であると言っても過言

ではない 。 また、人聞が集団生活を始め社会を形

成すると、道は人と物の交流と同時にコミュニテ

ィーのための不可欠な施設となっている。とくに

都市社会になってくると、道はいろいろの機能を

要求され、満たしてきたが、建築物との関係は都

市景観、都市権威等でますます不可分になってき

た。歴史が物語るように人間生活、とくに建築物

と道とは切っても切れない関係にある。

建築指導行政の中でも、建築物と道路の関係は

非常に重姿なポイントであり、指導意義のあると

ころでレある 。

1950年代以降、わが国の工業生産力が急激に発

展し、 1960年代に入ると、大都市への人口集中が

激しく、社会構造を 10年間に完全に変えてしま っ

た。 また、この IHI にモータリーゼーションが普及

し、道路の用途も大きく変わり、 111 を中心とした

設計、構造が道路に要求されるようにな った。 さ

らに、大都市の膨張は低質な住毛の大詰主主設と、

市街地の未整備のまま進められ、各都市問題にい

ろいろの歪みを作ってきた。

1980年代に入り、高度成長期に建設された低質

な住宅の建て替えが始まっており、また、権利関

係が鈴綜しているとか、進入路が狭いなどの開発

条件の悪い既成市街地の中の残されたエリアでの

開発が行われるようになった 。 このため、敷地に

接する道路あるいは宅地開発に伴う取付道路につ

いての建築基準法上の規制、あるいは民法上の権

利関係をめぐってトラフソレが多〈発生している 。

なかでもとくに法第42条第 2 項の規定によるみな

し道路の解釈に関連するトラブルが多い 。

建築基準法が施行され30周年を迎え、ここで建

築基戦法上の道路について、改めて笠通! してみた

し、。

1 . 道 路 の 概 念

(1)  道路の幅員

道路の幅只には、法律上、観念上の道路の幅. Q

と、現実の道路の幅員( 法敷を含まない) とがあ

る。道路の幅只には一般に法救を含めるが( 昭和

39年 11月26 日住指発第 192号、鳥取県土木部長あ

て、建設省住宅局建築指導課長回答) 、建築基準

法 ( 以下「法J という) 第42条第 1 項本文にいう

幅員には、側溝は含むが、法ｾｊｬｬＺは含まないものと

解されている( 昭和 27年 l 月12 日{ 主指1280号、鳥

取県土木部長あて、建設省住宅局建築指導課長回

答)。ただし、大阪府においては、昭和46年 3 月11

日付大阪府条例第 4 号による条例改正以前は、条

例で道路と敷地の境界線に 11問機の設置を義務づけ

ており、道路の幅只には、 11111織を含めないものと

解していた 。

(2) 道路とは

法では、幅貝のほか何ら規定していないが、法

の主旨からかんがみ、交通上、避難上、安全上支

障ないことが必要でーあリ、道路として効用を果た

し得る筏l交の笑態を備えていることをもって足り 、

必ずしも側織が設けられていたり、舗装がほどこ

されている必要はない( 昭和45年 10月 6 日住街発

1039号、字者I1宮市長あて、建設省住宅局市街地建

築課長回答 )。 したがって、建築基準法上の道路と

は、一般交通の用に供しているものをいい、 「一

般交通の用」とは、あらゆる般類の交通を許すと

いう意味ではなく、住毛地の安寧を保持しまたは

道路の破級を防止するため等の理由で重量車等の

通過交通を制限することができると解されている 。

ある極の交通制限のなされた道路が建築基準法以

上の道路であるかは、その道路の位置する環境等

によ って社会通念に基づき判断される( 昭和30年

2 月 1 日住指受 7 号 、神奈川県建築部長あて、建

設省回答) 。

2  . 道 路 の 種 類

(1) 道路法による道路( 法第42条第 1 項第 1 号)

道路法第 2 : Q " : の規定により路線の指定または認

定を受けたもので幅只が 4 メートル以上のもの、

かつ道路形態が怒って事実上通行ができるものを

いう。したがって、必ずしも供用が開始されてい

なくても良い。

道路の種類としては、高速自動キ国道、一般国

道、都道府県道、市町村巡の 4 種類がある。ただ

し、自動車専用の道路は、法第44条( 道路内の建

築制限) の規定を除くほか、建築基準法上の道路

ではない。 ( 法第43条第 1 ｦｴｩ カ ｹ コｾきＩ

(2)  都市計画法等による道路( 法第42条第 1 項第

2 号)

都市計画法、土地区画総理法 、 ( 旧) 住宅地造

成事業に関する法律、者I1市再開発法、新都市基盟主

主主{ 締法または大都市地域における住宅地等の供給

の促進に関する特別Hr 置法により築造された道路

で、幅員が 4 メートル以上のものをいう 。

前記各法に基づ ｲｾ 、て築造された道路の大部分は

道路法上の道路に引き継がれるが、例外的に引き

継がれず、私道( 公有地を含む) として残される

場合または法律上の手続等が完了しないため、道

路法上の道路にならない場合がある。このように

前期i各法に基づいて築造された道路のうち、道路

法上の道路として引き継がれていないものを、建

築基準法上の道路としたものである。

(3)  法第 3 章の規定が適用されるに至った際現に

存在する道( 法第 4 条第 1 項第 3 号)

法第 3 : ' 1 立の規定の適用を受けるに至った| 努( 以

下「基準時J という) 、すなわち、都市計画区域

の指定を受けたとき( 法施行の日に、すでに都市

計画区域の指定を受けていた区域については、本

法の施行の日) 、現に存: ( E する道をいう。これは

私有地、公有地にかかわらず、幅員が 4 メートル

以上あるものであれば、現実の利用状態を縦持し

て建築物の繋備を図ろうとするものである 。

当該i ! [ は 、道路の概念で述べたように、法文に

明確な規定はないが、一般の交通の用に供されて

いるものに限定されるものと解される 。

また、当該道の大部分は私道であり、幅只とか

境界線は恭$ 時にさかのぼって判断しなければな

らないため 、民法上の権利と の関係でトラブルも

多〈、基準 i時に幅員が 4 メートル以上あったのか、

あるいは、 j且の境界線がどこにあったのか、法が

施行されてから 30年を経過しており、 l明石祉に判定

することカず図官仏になってきている。

したがって、このような道については、関係権

利者が協議し、側溝を設置するとか、舗装等を行

うことによリ、境界を明確にする必要がある 。で

きれば市町村道に認定するとか、あるいは、地目

を公衆用道路に登記すること が好ましい。

関係般利者が積極的にその道の井. I f 持管理に努め

るとともに、特定行政庁も道路台帳、図而喜平を務

fHI i していかなければ、基準時にさかのぼって判断

することは困鰍となり、各権利者IHJ でのトラブル

は防止できない。

(4)  2 年以内に事業執行される予定のものとして

特定行政斤が指定した道路( 法第42条第 1項第

4 号)

道路法、都市計画法、土地区画室主連法、都市再開

発法、新都市基盤整備法または大都市地域におけ

る住宅等の供給の促進に関する特別的世法による

新設または変更の卒業計画のある申/.¥11 4 メートル

以上の道路て¥未だ笑際に卒業に 1) ' か っていない

もののうち特定行政庁が 2 年以内に事業が執行さ

れるものとして予定して指定したものである 。 こ

の場合、特定行政庁は常識的には道路関係当局に

十分意見を li f I いて、指定することになる 。

計画段階では、その予定道路の現況は道路の型

態ができておらず、予定道路の上に建築物が存有

する場合があるが、前記の要件が満足する場合は、

建築基準法上の道路としたものである 。

この指定を受けた場合、建築基部法上の道路と

なるから、指定道路内では法第44条の規定により

建築が祭止される反面、法自 ｾＴＳ 条Ｈ敷地と道路と

の関係) 等は有利になる。また、 tM! 位決定があり、

卒業がI l H始されると、道路境域内での建築行為は

それぞれの法に基づき、禁止または制限を受ける

ことになる 。 ( 大阪府建築部建築指導線中図 巌)

建 築 と 社 会/ 1981年 I J I 苛 29 
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1

'

:1“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にす ぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用して いる間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フリントコートについてのお 問合せは下記へ

ｪ 糠武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｩ～ 版発売所
-..，，-..1 ｾＮＭ］ｉＺ ｾｉＭ 部

大阪* 部 ""，530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ピル 9 F) 会 (06) 343- 0441  

東 京 ，"'!' ，104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ビル) 包 (03) 562- 4676 

福 岡 高810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1 - 5( 舞鶴ピル 3 F)  f t  (092) 77ト 1961
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〈新建材紹介 N0 7 6)  

アキレス N Dノ〈ネル

- アキレス N Dパネルとは

接着剤を一切使用せずに硬質ウレタンフォームおよびポリイ ソシア

ヌレートのもつ優れた自己接着性を 利用して、表面に石背ボードを 、

裏面に特殊防湿層を一体成形した、連続ラミネート法によるサンド

イツチノ 守ネルである 。 また上記のアキレス N Dパネル をコ ンク リー

ト、コ ンクリートブロ ック、 P C 板 、A L C 板等の下地に G L ポン

ド( 吉野石膏附製) 、で直張りする乾式断熱工法に最適て、ある 。

. アキレス N Dパネルの種類( 規格)

(1)構造

表 面 材 石 膏 ポ ー ド

芯材( 断熱層) ー 硬質ウレタ ンフ方ーム

またはポリイソシアヌレート 7 方ーム

特繰防 Ｗｾ 層

(2) 種類( 規格 ) (単位 : mm)  

厚 さ

平7 膏 ポ ー ド | 芯 材 + 特 然 防 i1:_ 層

9 ま た は 12 7 以 上

(3) 建設省防火材料認定取得一覧表

認 定 番 号 t咋 ii!l 

i事不燃 ( 側 ) 第2486号 石膏ボード 12mm+ E  N  C  7 オーム 20mm

難 燃 ( 個 ) 節3236号 石膏ボード 9 mm+ 硬質ウレタン 7 才一ム 10mm

融不燃 ( 例 ) 自，2536号 石膏ポード 9 mm+  E  N  C  7 オーム l Omm

iW不燃 ( 側 ) ーー 石青ボー ド9mm+ E N C 7 オーム 7 - 30mm 

長さ

1820"世ぴ2430

認 定 取 得

年 月 日

l沼53. 7  24  

日目53. 10.  13  

1I1l 55.  8 .  7  

申泊中

- ポリイソシアヌレート 7 方ームの間 31名

• N Dパネルの性能

(1)芯材 ( 硬質ウレタンフォーム、ポ リイ ソシアヌレートフォーム )

の一般物性

ｩＱｉＧＧｉＧｬウレムタ ｉｾ リイソ ｹ アヌ
ン7 ォー レー ト7. - ーム

{前i .!J 

外 鋭 総色、制刊

見 か け lf，' ，主 ( kg/ m') 35 

画f 圧 11! I立 ( ん / m') 17 - 2 0  

U)i 水 !f主 ( vo1%)  0. 5以下

タ九 伝 導 Zド ( kca 1/ mh "C)  0 . 018 20' Cにおいて

線ＡＺＡｩ目 ｾ f品 数 ( 1 / "C)  5  X  10-
5  

0 - - 50' C 

使 用 以 1立 範 問 ( "C)  10い 州 ー ル + 150 

維 燃 1'1' 自己消化性 A S T MD- 1692 

UI 水 i Mま及び一部の出亦lを除いて

自f慈l日1 門主 7 1レカリ # i んど段されない.

由t ifi 自IJ 悼

トーー トーー

奥田化学工業株式会社

本 社 〒160 東京都新宿区大京町22 T E  L 0 3 - 3 4 1- 5111 

大阪支庖 干550 大阪市西区西本町 l ー 14ー 15 T E L 0 6 - 5 34 - 2172 

( 2) N 0 パネルの性能

(;忘村 に 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム およびイ ソ シ ア ヌ レ ー ト フ ォ ー ム が き

て も 下 記 の 性 能 に は余り 影 響 は 認 め ら れ な い。)

1持
主唾主z  熱 ｮ ｾ 庇 Ａ ｴ ｬ 圧縮強さ !HIげ強さ 透 温 帯 ｾＱＧｙ刊能 11'1 ｬ ‘ ｾ＠

:ri ・宵ボード 芯村 ( フ才一

( k c : 4  [kg/ 冊〕 [kg/ rm') 
[山， .1

(てカ
[kg/ m') 

内 厚 さ ム) の厚 さ mml lg J  

10mm 1. 27 1. 7- 2. 0 50 

9  mm 

20胴 0. 74 1. 7- 2. 0 30 

lOmm 1. 27 1. 7- 2. 0 

12m田

20mm 0. 73 1. 7- 2. 0 

. アキレス N Dパネル、 N D工法の特長

(1)優れた結露防止効果を期待できる 。

(2) カビ防止効果がある 。

(3) 施工が簡単である 。

0. 001  22 7. 0 

0. 001 26 7. 3 

0. 001 24  9.1 

0. 001 28 9.4 

石膏ボード単体の場合と同様の G L 工法が適用できる 。 また N Dパ

ネルを施工すれば、建物の北側、裏側に特別の| 坊露工法の必要はない。

(4) コストダウ ンが可能である 。

コンク リート面の不陸なおし、下地骨組等が不安であり 、コンク リ

ート商の乾燥が不充分でも施工できるので、工期の大幅な短縮がで

きる 。

(5) N  0 パネ ルは、規格が豊富であり、用途に応じて最適の材料を選

J尺で-きる 。

(6) 防火材料として認定されているので、内装制限のある所でも使用

可能である 。

. アキレス N Dパネルの用途

(l ) N 0 工法・・・・・・ コンク リー卜、 P C板、 A L C板等の下地に直貼り

する 。対象部位は、主として壁、 天井。

(2) 木造の内装下地 ・・・対象部位は、 壁 ( 大壁構造) 天井などに直接

釘止め、ビス止めを行う 。

. アキレス N Dパネルの施工方法

(1)下地処理… 下地面のゴミ、 汚れ、付着物等を取 り除〈 。

(2) 盤出し・・・・・ ・下地面の最大凸部を基準にして 、アキレス N Dパネル

の 厚 さ + 3  mm以上を仕上げ面として量出しを行う 。

( 3)G L ボンド塗付け ・・ ー-下地面に G L ボンドを コテにて塗付ける 。

塗イ寸量は通常 15 0 mm角、 厚さ 15 mm以下、ボ ンドピ ッチは 1 5 0 mm位。

(4)H占り 付け ・・ ー・・ アキレス N Dノぞネルを壁に tl l ' し付ーけるようにし、軽

〈手でたたきながら塁線と合せて貼り込み、次にアキレス N Dパネ

ルの表面を 定木でたたきながら上下左右のレベルを正確に出す。

(5) 目地処理・・・・・ ・仕上げがペ イント仕上げ等、 特に目地の彬塑i を受け

やすいものの場合は、白地テープ、パテ等で処理する 。

建 材 委 員/ 藤 川 懇 (財) 日本主主築総合試験所耐火 JI)j 火材料係長 )
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レポート

市 民 の た め の 移 動 環 境 計 画

事 務 所 ( WO RK S HO P  O F  E NV I R ON-

ME NT A L  P LA NNI NG)  

瀬戸本淳建築研究室 瀬戸本 i草、大土呂巧、鳥居千恵子.

rl>徳 修

繕 瓜 脱 邦 環 境 計 画 オ フ ィ ス 議 原 康 邦 、 岩 下 修、大崎啓司、

棚田 行男、木山 禿起、井川 i両軍事干

詩のある広場・夙川テラス g二22、
瀬戸本 淳 / ( 瀬 戸 本 淳 建 築 研 究 室) 、 回d冶d

者11市 と は 何 か に と い う 問 い か け に 対 し て 、

「市民の思い出の集積である 。 」 と い う こ と

ば は す ば ら し い と 思 い ます。 自分i童の家はも

ちろんのこと、 {釘角にさまざまなメモリーカず

主主 りこ ま れ 、 そ れ が た と え 悲 し い 思 い 出 で あ

っ た と し て も 人 生 を 盟 か な も の に し て い る の

でしょう 。 し か し そ れ が 何 か の 理 由 で と り こ

わ さ れ 、 な く な っ て ゆ く と し た ら 、 ま た そ の 心 が 街 の 発 展 に つ な が る と い う こ と を 、 実 際 分 の ア イ デ ア を 揃 く と い う こ と に 対 し て 意 外

あとに 、 自分とは 何 の か か わ り 合 い も な い よ に 行 動 す る こ と に よ って 抑 し 進 め ら れ て き ま に 制 優 的 だ った め に は 、 こ ち ら が 大 い に 総 か

う に 思 え る よ う な も の が、 自 分 の 夢 と は そ ぐ した 。 されました 。 そ の 場 で ひ ら め く 人 、 じ っ くり

わ な い も の が 、い き な り 出 現 し て き た と し た そ の 「 夙 川 を 美 し く す る 市 民 の 会 」 か ら 、 た と務ちついて A 号える入、中には 一 週 間 毎 日 来

ら 、 何 と つ ら く 感 じ る こ と で し ょ う 。 そのよ ま た ま 夙 川 で コ ミ ニ ケ ー シ ョ ン ピルの仕4 を て 、 私 達 と 話 し 合 い 、 そ の 後 に 巧 え た 結 来 を

うななn永 で は 日 本 の 現 状 は 、 ま さ に 不 幸 の 迎 し て い た 私 共 に 、 駅 前 広 場 の デ ザ イ ン に つ い 出 し て く れ る 人 も い ま し た 。 ま た チ 供 達 が 摘

絞 だ った と 言 え る か も 知 れ ま せ ん 。 再開発さ ての相談を受けたときに、 「せ伊ひ 市 民 の な 見 いたタの中には、大人が気がイ寸かなか った点、

れ て ゆ く 街 の 中心音11は 、 画一 的 な 方 向 で 作 ら を と り 入 れ る 場 を 設 け ま し ょ う。 J と提案さ え 終 し が ち な 点 が 多 く 践 り 込 ま れ て お り 、 大

れてゆき 、か つ て は 特 徴 の あ った 街 の ふ ん い せ て い た だ い た の は 、 会 の 熱 心 さ に う た れ た い に 参 巧 に な り ま し た 。

き と か 趣 き が 次 第 に 個 性 を 失 って き て い る 例 こ と も あ り ま す が 、 市 民 の 中 に 似 を は った 建 築ま った ア イ デ ア は 320案 、 こ れ を ま と め て

が 多 い よ う に 思 わ れ ま す。 築 家 は ど れ ほ ど い る の か 、 と い う 日 頃 の 聞 い 一 つ の 計 画 祭 を 作 成 し て い った の で す が 、 そ

住 宅 を は じ め と し て 、 建 築 、 環 境 は ， もとも か け に 常 に 疑 問 に 思 って い た か ゐ で す。 の 設 計 過 起 に お い て も 、 市 の 区 画 強 迎 、 企 画 、

と そ の 街 固 有 の 文 化 の 具 現 化 で あ る の で す か お そ ら く 今 後 、 各 地 域 で コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ 公 園 各 謀 、市 職n組 合 、 助 役 と の 話 し 合 い を

ら 、 街 づ く り は ま ず そ の 地 域 が も っている向 ンへの要請が高ま っ て く る で し ょ う が 、 そ こ 進め、さらにはi l I l焼 の 人 々 や 、 婦 人 会 、 地 元

然 や 人 々 の 心 情 を 無 視 し て は な り た た な い も で 住 民 の 信 頼 の も と に 問 じ テ ー ブ ル に つ く 挫 の控築家、 ma画 伯 を は じ め と す る 文 化 人 の

の だ と 思 い ま す。 そ の 街 に 何 が 欠 け て い る の 築 家 へ の JtJ l待 は か な り 大 き い と 言 えるでしょ 方 々 と も 打 合 わ せ を 密 に し て 突 を ま と め て ゆ

だ ろ う か 、 何 がi前たされてk く て は な ら な い の う。 す で に ア メ リ カ ヨー ロ ンパ で は 、 ゾ ー きました 。 ど の 会 合 も 、 い つ も お 祭 り の よ う

だ ろ う か と い う の も 、 そ の 地 域 に 住 ん で い る ンワークショ ップ 等 の 市 民 参 加 の 手 法 が、定 な楽しし、ふんい気に包まれ、人々の1mが 抑 い

生活の笑感から、半IJ ってくるものでしょう 。 着 し て き て い る よ う で す が 、 日 本 で も 各 地 で て い た の が 印 象 的 で す 。

そのような意味で、身近なコミュニティ空↑ m 厚 い 信 頼 を う け な が ら 、 市 民 の 中 に 入 ってそ こ の ょ っ に し て 2 ヶ月間l で 計 画 図 而 と 紋 引 を

の問誕百は、徹底した住民参加の方法で進めて の 職 能 を 来 た し て い る 建 築 家 が 出 現 し て き て 作 成 し 、 駅 前 の 移 動 事 務 所 で 市 民 に 彼 成 し て

ゆ く の が 当 然 の こ と の よ う に 思 い ま す。 また い ま す。 私 共 も 、 微 力 な が ら 、 市 民 の た め の 意 見 を 求 め ま し た 。 多少の不安があ った の で

そ れ で な い と 、 部 市 そ の も の も 、文化をつく 移 動 環 境 計 画 事 務 所 を 徒 附 し て 、 多 く の 専 問 す が 、 そ の チ 怨 に 反 し て こ の お 祭 り の よ う な

り出す母) j 古にならないでしょう 。 家 と 共 に 、 地 域 社 会 の一 般医に似た役j ! ;ll を栄 ふ ん い 気 は 11立高に雌り上りました 。 何 回 と な

一 方 、 自 分 遠 の 生 活 は 自 ら の 手 で 守 ってゆこ た し て ゆ き た い と 思 って い ま す。 く各新|湖 、 テ レ ビ 、 ミ ニ コ ミ 紙 で こ の 経 過 を

うという住民意識の高まりは、徐々に大・きく 今回の夙 川 駅前て 、 の移動 ・ ｊ ｾ 務所は、紅白の必 と り あ げ て く れ た こ と も あ って、多くの人々

な っ て き て い ま す。 特に最近の自問、対観、 や ち ょ う ち ん 、 大 テ ー ブ ル 、 ス ケ y チ 展 示 用 がこの案にｾＡｩ ｬ ｬ，ＮＮ、附心と愛情を 示 してくれまし

風 害 、 騒 音 公 害 、 ゴ ミ 公 害 、 と い う も の に 対 の パ ネ ル 等 、 か な り お か し な 設 営 で 聞 き ま し た。 i ♀くつく って ほ し いoJ i ほ ん と に こ ん

す る 運 動 は 、 街 を 美 し く し て ゆ こ う と い う 住 た が 、 子 供 遥 か ら 左 人 ま で 幅 広 く 多 く の 人 々 な案にな って よ か った。J i 市 民 の 意 見 中 心 の

民 意 識 が 向 ま る 上 で 、 大 き な イ ベ ン ト に な っ と 直 に 気 楽 な 状 態 で 対 話ーできたことによ って、 ; 十函がすばらしし 刈 「皆の力でつく ってゆこ

て い ま す。 か な り の 成 採 が 符 ら れ ま し た 。 260項目にも うoJ i  Jli¥川 住 民 の 向 慢 で すoJ i 町 作 り の 中 心

西 宮 市 の 夙川 に お い て も 、 住 民 の 手 に よ る 佳 およぶ人々の心の底にあるアメニティ資産、 にする J 等。 寄 せ ら れ た ア ンケー卜は 2 日間

築協定づくり、 10年 間 に わ た って の 夙川駅 前 街 づ く り の 新 し い 参 加 プ ロ セ ス に 価 値 を 比 H¥ で 330枚でしたが、 97% の 人 が 質 成 立 見 て" し

再 |升j 発、 ( これは市の計画案に対して、住民 し て く れ る 人 々 が か な り 多 か ったこと 。 向分 た。 残りの人々の主主見もとり入れながら、今

世liJ から 別 の 計画 案 を 提 案 し 、 市 民 全 体 の キ ャ 達 がui を つ く り 、 守 ってきたとし、う意識はか 後 こ の 計 画 を 尖 現 さ せ る た め 、 以 川 を美しく

ン ペ ー ン に よ っ て 実 を 結 ん だ も の で す。) な り 強 か っ たし、作る 11tl J の，倫理が先行して、 す る 会 と 共 に 市 に 対 す る 働 き か け を さ ら に 強

さらには、街の制除や、 「夙川に詩をもとめ 使 う 人 の 気 持 ち が お ろ そ か に さ れ て い る 現 状 め 、 野 外 7干楽会なども催して資金づ くりにも

て 」 と い った 音 楽 イ ベ ン ト を 通 じ て 、 人 々 の が 、 よ く 型 解 で き ま し た 。 市民の人々は、i ' I 手 が け て ゆ き た い と 巧 え て い ま す。

32 



私の6<がき

マイ・フォト

ニ ジ エ ー ル 園 、 ニ ア メ イ 市 の

近 く に て

本多 友常/ f仰 竹 中 工 務 臨 本 底 設 計 部

読者の頁

乾期i には土ぼこりが舞い上がリ、 1 日 中 宙 に 滋 っ て あ た り 一 面 は か す み の か か っ た よ

うになります。ときどき出会う 小 さ な 集 落 は 炎 天 に さ ら さ れ て 、 乾 き に じ っ と 耐 え て

い る 風 情 で 風 紫 の 中 に 沈 み 込 み ま す。 そ ん な 焦 点 を 失 っ た よ う なt止界て¥突然のよう

に 明 る い 像 を 結 ん で く れ る の が 、 水 汲 み に 出 か け て く る 彼 女 た ち の く っ た く の な い 笑

顔 で す。ちょっと 品 の な い 笑 い 方 を し た リ テ レ た り し て い る さ ま は 、 普 回 舎 で 出 会 っ

た 人 身 の 気 さ く な お も か げ と 重 っ て ほ っ と し た 気 持 ち に な っ た も の で し た 。 今 日 も 彼

女 た ち は 水 汲 み に 汗 を 流 し て い る の で し ょ う 。

村 は つ つ ま し や か で 、 尊 厳 に 満 ち た や さ し さ を た た え て い た よ う に 思 い ま す 。

可ムのらくがき砂募集

。テー7 は、 「春J f J: J  f秋J f巷J 町四草をあ句わすも町で‘

タイトルを 適当におつけ〈ださい. またスケ γ チ喝所などを含的

て 200字程度的コノノトをつけて下さい.

。サイズは目。X 2∞ミリ程度的白 紙に 、できるだけ黒インキて' 書い

たものとします. ( ハガキ大でも差しっかえありませんJ

01晶扱分には規定的稿料をさ しあげます. 原則としてスケ γ チ向原

格的返却はいたしませんが. 返却希望的場合はその旨特配下さ、、.

0 氏名、住所、 棟集. 年齢 を明記してω日本控築協金網集部宛お 送

') 下さも、.

祇 園 の 抜 け 路 地 裏

和田 孝 之 / ( 枚方市建築指導課)

京 都 は 三 方 を 山に 図 ま れ た 、 美 し い 土地 である。

春 は 花 、 秋 は 紅 葉 、 寺 や 庭 に も 見 る べ き も の は 多 い が 、 そ う し

た 自 然 や 、 建 造 物 と い っ た 空 間 だ け で な く 、 そ こ に は 町 を 支 え

て い る 。 長 い 伝 統 に 培 わ れ 、採 ぎ な い 、 美 し い 生 活 が あ る 。 花

街の春のおどり 、そ れ に 続 く 秋 の 温 習 会 が 行 な わ れ る 。 紙 図 甲

部 歌 舞 練 場 と 大 和 大 路i湿 り に は さ ま れ た 路 地 裂 に は 、 町 家 の 白

日 の 営 み が 繰 返 さ れ 、 路 地 を 一 歩 表 通 り に 抜 け る と 、 花 見小 路

か ら 続 く 、 紅 が ら 裕 子 の お 茶 屋 な ど が 紙 図 特 有 の 嵐 山j をかもし

だす。

日 本 建築 協 会 東 海 支 部 復 活20周 年 記 念事 業

挙 行

日 本 建 築 協 会 東 海 支 部 で は 5 年有i に支部l I ii 前記念行事を挙行し

て き た が 、 本 年 が20周 年 に 当 る の で 下 記 の と お り 記 念 行 事 を 実

地 し た 。

なお記念パーティ に は 本 会 塚 本 会 長 を は じ め 東 海 地 区 建 築 持

団 体 の 代 表 者 が 集 い 、 な ご や か に 歓 談 し た 。

日本建築協会東海支部復活20周年le念特別事推

1 ，記念式典且ぴ記念パーティ- ' 80， 11 ， 22， 併 世相1厚生年全会館

2 ，記 念 情 械 金 ・80，11， 22， 於 向 上

「印皮肉旅一一ヒノドゥー教の削輩 ( アプサラス )J 地師 本，E lI i { 先生

3  記 念 座 談 会 、80，10， 22， 快 1 ' 1 t1j ! i 工業会館

「これか均的町づ〈りと控築 J - 8 0年代にむけて

井上主太郎氏( 中部電力) 大辻繁夫氏( 中部純情新聞社)

都築J i. JI.-IJ l 氏 ( i!(朋il も断 ) i既辺鯖 ifi f:¥: ( ユニデザイン 事務所)

中山 一 ( 本金 支部民}

4 ， . 記念 4 刊 行 ・80，11， 22，刊行

5 .  ，f己 立 礼 学 会 ' 81， 03， ( 干定}

也換と H会 19削年 1211 り 33 
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ニュース原稿をお送りください。
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トピックス そ の 18

サ ー ビ ス 施 設

田 中 直 人/ 紛争l' 戸ポートアイランド博覧会協会事務局

ポfー トピア ' 8H剤事Lの 年 が 明 け ま し た 。

撃やかな話題につつまれた〆 マビリオンの数も 30を

超 え 、今 や 3 月20 日の|件以下 を 目 指 し て 、 内 装 展 示

工平等の仕上げを台、いでおります。

回

寸

」

コ

図 案内所 回 努fr 一

回 迷い子セノター 圏 郵便局

目 制 セ ンタ ー 図銀行

最 大の イ ベ ン ト 会 場 で あ る 間 際 広 場 や 中国 友 好 使

節ロンロン、サイサイのノ マン ダ館 も 同 僚 に 、 最 後

の 仕 上 げ を 急 い で お り ま す。

こ の よ う な パ ビ リ オ ンや俗物会場とは別に、多く

の 入 場 者 に 対 し て 、 各 組 の サ ー ビ ス を 縫 供 す る サ

ー ビ ス 施 設 携 も 、 会 場 地 設 の 構 成 に お い て 、 必 要

不 可 欠 の も の と な っています.

案 内 所 ーー 中 央 ゲ ー ト を 入 って 、 市 民 広 場 を通り

抜 け た 所 に 会 場 サ ー ビ ス 地 設の セ ン タ ー が あ り ま

す 。 こ こ に あ る の が 総 今 案 内 所 で す。 総 合 案 内 所

で は 、 博 覧 会 会 場 に l捕 す る 総 合 的 な 情 報 の 提 供 の

f也、 貸 出 し 物 、 忘 れ 物 等 の サ ー ビ ス I J {T' 、ます。

案 内 所 は こ のf也、 ゲ ー ト 付 近 を は じ め 主 要 な 箇 所

8 ヵ 所 に 設 け ら れ て い ま す。単 独僚 になっている ター が 設 世 さ れ て い ま す。赦 急 セ ン タ ー の パ ッ ク 区分し、ゴミ集積所を設世しています。

案 内 所 は ヨ y ト の 帆 の イ メ ー ジ に 基 づ く 形 態 で 統 ヤ ー ド に は 、 放 急111 を常 11寺、待機させ山内の新中 主 金 五 歪 ー 屯 話 の 設 置 形 態 に は 2 つ あ リ ま す。

ー し て い ま す。 央 市 民 病 院 と の 述 携 に 備 え て い ま す。 こ の 他 、 場 1 つは 6 f i をユニットにして泣訴コーナーを設け、

迷い子センターー 総 合 案 内 所 に 隣 接 し て 迷 い チ 内 に は 、 中 央 広 場 、 南 ゲ ー ト 、 西 ゲート 付 近 に 数 シェノレターでおおうもの、もう 1 つ は 案 内 所 等 の

セ ン タ ー が 設i泣きれています 。迷 いーr に| 剥する業 急 プ ラ ン チ を 配 泣 し 、 緊 急l侍に備えています 。 カウンタ を利 用 し て I丘話 コ ー ナ ー を 設 け る も の

務 は 、 前 述の 各3案 内 所 に お い て も ブ ラ ン チ 的 機 能 便 所 ー 便所については、 1 日 入 場 予 測 最 大 数 16

を 予 定 し て い ま す。 万 5 千 人 に 基 づ い て 、 計nさ れ た 必 婆 例 数 か ら パ

苦手備センター・・・場内 に 設 定 さ れ た 答 備 区 域 に 法 ビ リ オ ン や 国 際 展 示 場 や ポ ー ト ピ ア ラ ン ド 等 の 恒

づいて、直陪隊終備センターをはじめ、 7 ヵ所の 久 施 設 に 設 置 さ れ る 11司数を差づい、た必要分を設世

干守備 セ ン タ ー が あ り ま す。 野村ii ; t" ':/ クスは、各約 す る 他、 各 便所 に 男 女 各 1 の"1" 、す使用者 lil Jl 誕百予

備区域の要点に配備され、 きめ制11かい終備休i I ，ll 綱 を 設 世 し て い ま す。 弁 使 所 の 附 泣 に つ い て は 、 協

の 確 立 を め ざ す も の で、14 ヵ所あります 。 このf也、 会 の 「 老 人 身体ｼ邸主者等の利用を々 ｉＮ ， ｾした地設

県野本日I1と後a 按なi ! I l 携 休il，llを と る た め 、 野 察 官 詰 基準」に北づいて税制Hしておリ 、 乳 幼 児のために

所 も 場 内 6 ヵ 所 に 配 備 し て い ま す。 おむつ; 瞥え台の設位 L 義 務 づ け て お り ま す。

J険急 セ ン タ ー … 総 合 案 内 所 に 隣 接 し て 放 念 セ ン 三三韮並 ｲｾｲＮ ・ 場内を北、雨、商の Ｓ ブロ ッ クに

です。 l前者は 19ユ ニ y ト、 114; 今、後者は 17f i で、

計 131台設置されています。公衆屯 話 は こ の 台 数 の

他 、 各ノマビリオンや営業地殻において設けられる

ものがあります。

以 上 の サ ー ビ ス 砲 設 の 他 、 場 内 に は 、 郵 便 局 や 銀

行 、 等 も 計 画 さ れ て い ま す。

各地設において、入場者にサービスを従伊ぐするコ

ンノマニオンをはじゲコスタ y フIli lI IJ 目白石ょ をゲコざして

入 念 な 準 備 作 業 を 進 め て お リ ま す。

人 工 地盤 上に広場

遊 び 場 ・美 術 館 も 配置

一 一即 11 を 美 し く す る 市 民 の 会一 一

(1則J 輩記事 φ:..'!.12JI 号ニ ユース 刷 本J，}p)"cfi の t l 33P )

阪 急 夙 川 駅 前 に y ンポノレをー ー と 夙 川 を 美 し く す

る 市 民 の 会 ( 佐 藤 き よ 子 代 表 ) は 、 さ き に 市 民 か

ら寄せられたアイデアを検討していたが、 11 月28

日までに 「詩のある 広 場 、 夙 川 テ ラ ス 」 と し て ま

とめた 。駅 前 広 場 ょ に 人 工 デ ッキ を 設 け 、 シ ン ボ

ル の モ ミ ノ キ を 兵 ん 中 に 市 民 サ ロ ンやi . ! t ぴ場、花

組 な ど を あ し ら っ た し ゃ れ た 原 築 て ¥ ス タ y フら

はなんとか! : JUJ I . を、と; なl'.k i前々 。 11 月29、30の 両

日 午 後 、 駅 前 で 展示 、広 〈市民の意見を 11日〈。

ア イ デ ア は 務 手 建 築 家 ら の 協 力 で 9 月22 日から 6 容 の 階 段 上 の 市 民 サ ロ ン を 脱 リ 込 ん だ32Eい っ ぱL 、

日l旬 、 阪 急 夙 川 駅 前 で 砂iliJ 同 i筑 計 画 事 務 所 を 設 け の 童 話 の 世 界 を つ く る 楽 し い プ ラ ン と な っ て い る 。

て募った 。 J t ま ったのは 7 歳から 74哉のお年寄り ま と め に あ た っ た 建 築 家 の 瀬 戸 本 i辛口却は「多彩な

まで、建築家や画家、夙川在住の 外 人 ら 約320人 が ア イ デ ア を 収 谷 し 、 広 場 の 機 能 を 十 分 発却 す る に

寄 せ た ア イ デ ア ス ケ ッチ。 原案は、こ のス ケ ッチ は こ の 方 法 が段 通 と判断し、まとめた J と話す。

を ま と め た も の。 駅 前 広 場 の タ ク y 一、パス乗り 市 民 の 会 は 11 月29、30 日 の 両 日 午 後 零 H寺から 7 11寺

入 札 部 分 に 人 工 デ y キを 設置。 テ ッキ は 口 さ 約 4 ま で 夙川 駅前で紋型やパネ/ レ、図而を展示 、調度

m 、l早さ約 1 m 、広さがj 900m' の II R 鋭砲で、 8 本 の 市 民 に :む} 止を 11[1' 、た 。 と こ ろ で 、 処 設 予 定 地 は 区

柱 で 支 え 、 ス ロ ー プ を 付 け 、 南11l lJ 中 央 部 に 日 さ 約 四 桜 理 中 の 市 有 地 の た め と く に 間 足iは な い が 、 災

15 mの モ ミ ノ キ 、 北1111J に 叩 山 を か た ど ったアー チ 現には資金がカギ 。 見付 ￎￌｊ りて Ｇは 総工 Ｇ ｉｈ ｾｊ 4  {意向

を設ける 構 忽。 デ ッキの上はパラのトンネノレ、花 にのぼる 。 佐総代表は「市に協力をお原ri' 、するだ

の テ ラ ス 、 子 ど も た ち の 希 望 に 沿 っ た 遊 び 場 、 烏 け で な く 、 来 年 は 野 外 行 楽 会 を J}}I' 、たり、市民に

や! I I ) J 物の小 屋 、 飲 み 水 場 、 手 洗 い 場 、 そ れ に 作 品 協 力 を 呼 び か け 、 資 金 づ く リ も 手 が け た い 」 と 話

広 場 や テ ン ト 美 術 館 、 小 さ な お lおなどを配; n 、周 している 。

聞に. f i i ' ( 樹する 。夙 川 ベ リ の ス ロ ー プ に は 約300 人収 納自衛問 1980年 11 月29日より転戦
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省エネルギー・省力化/新製品

F串Lヌワイヤラ又i 1i ード

く外壁モルタル下地断熱建材〉

アキレスワイヤラスボードを使えば、

従来の4 工程が l工程に・・- 。

すぐにモルタル塗りができ、簡単てす。

アキレスワイヤラスボードは厚さ 15弘、 20' %. ，

25鳴。防水材と硬質ウレタンフォームそしてワイ

ヤラスがーイ本になった断熱ボードて、す。現在、

木造住宅は、 一般的に柱・間柱の聞にグラス

ウーノレ断熱材をつめこみ、下地板を打ち、アス

フアノレトフェノレトとメタノレラスを取イ寸けてモノレタ

ノレ塗りt いう 4工程を行なっております民「ワイ

ヤラスボード」はグラスウーノレ、下I断反、アスファ

ノレトフェノレ 卜、メタルラスの4工程を I工程に短

縮しすぐ仁モルタル塗りができ、工期の短縮と

工事の簡略化に役立ち、木造住宅建築に画期

的なメリ ットをもた らしま した。

アキレスワイヤラスボードの特長

①断熱性が抜群で、省エオ、ノレギー住宅が実現

しますb ②モルタルの施工が容易にで、きます。

③モルタルの亀裂が発生しにくい製品です。

笹精米防水材付てやす。 ⑤工事の省力化がで

きます。 ⑥軽量で、取扱い ・加工が簡単、しか

も女夫な製品です。

AchDl es 

興国化学工業株式さ社

断熱資材部

本 社 / 東 京 都 新 宿 区 大 京 町 22 f t 03・34卜5111 ( 大代)

大阪支庖/ 大阪市西区西本町ト 14- 15 f t 06・534- 2170

札 幌 011- 704- 5825 仙台0222・95・0219 足利 0284・72- 1115

名古屋 052・612・6544 福岡 092- 573-6860



骨 材 品 質 試 験 結 果 報 告 一洗い試験、

日本建築総合試験所だより財団法人

塩分試験-

が 0 .001%程度を示し、特別な必要性がない

限り試験を行なうことは無意味に思われる。

梅砂の場合には、除塩の程度により試験値に

ばらつきがみられるが、一級骨材の規定値を

超えるものが13 %程度あり 、さらに 一層の除

塩が必要であると思われる。以上洗い試験、

粘土塊試験および塩分試験の各試験結果に関

して述べてきたが、今回は骨材の産地別にま

とめたため、依頼件数が少なく資料不足で整

理できない産地の試験結果は省いた。

なお、ここで示した試験値は、各々の産地で

直接採取された試料の試験結果ではなく 、大

半がレディーミクスト コンクリート工場や建

築工事現場の骨材置場から、品質試験を行な

うために、依頼者が採取して当 試験所に搬入

した試料に対する試験結果であり 、同等の品

質を持つ骨材が、実際に コンクリートを練る

場合に用いられているか否かの確認のなされ

ていないことに留意されて、参考にしていた

だきたい。

粘土塊量試験、

最 大 他

1. 65  

2.23  

2. 54 

3  . 考 察

粘土塊量試験については、試験値が骨材に付

着した微粉末 ( シルト、粘土、石粉等) を含

めた値であるため、粗骨材、細骨材共にその

影響が多分にあらわれており、必ずしも粘土

塊を含んではいない骨材でも大きな値を示す

場合も少な くない。

次に、細骨材の極分試験については、山砂お

よび川砂の試験依頼も多いが、その場合の試

験値が、 J A  S  S  5 に示している一級骨材の

規定値0 .04% を超えることは全くなく 、大半

品質試験で、試験件数の最も多かった城陽産

の細骨材 ( 山砂) について 、そ の単位答fi' t重

量、絶乾比重およびl吸水率の試験値を整理し

たところ下記の ようにな った。

重

率

単位答 検 重 量 ( kg / 1 )  

比

水

乾絶

吸

本報告は、昭和54年度 4 月から昭和55年 3 月

までの 1 年間に、日本建築総合試験所本所工

事用材料試験室が生コンクリー卜会社より依

頼を受けて行な ったコンクリ ー ト用骨材の洗

い試験、粘土塊量試験および塩分試験の結果

を骨材の産地ごとにまとめ、これに若干の考

察を加えたものである 。

1. 試験方法

各試験方法は、 J I S Al l 03 ( 骨材の洗い試

験方法) 、J I S A 1l 37 ( 骨材中に含まれる粘

土塊量の試験方法) 、J A  S  S  5  T  - 202(普通

細骨材中の塩分試験方法) によ った。

2. 試験結果

樹H骨材の洗い試験、粘土塊詰試験および塩分

試験の各試験結果を図一 1 に、粗骨材の洗い

試験および粘土塊量試験の各試験結果を図 -

2 に示す。 そして、各図中上部には、 J A  S  

S  5 鉄筋コ ンクリート工事に 示 している各品

質の規定値を示す。

なお 、昭和54年度 1年間に行な った細骨材の

粕土塊畳( %)

o  0. 5 1  

- 1. 0餓- - i

匹- 雫= = .

t1t. 1
V¥駿 によって

5たわれる量( %)

。 0. 5 1  

-1. 0 級吋

田級一一吋

川 砂 利 b 塁- - ーー-

ｻｾ＠ ｉ ｦ ｾ＠ r  一 一 「

0 .2  

塩 分( %)

o  0 .1 

r ーーーーーーーーーーー-

191級<t o.m 

E  

l  

粘土嶋量( %)

o  1  2  

「ーーーーー司ーーーー「

1. 0級 噌 由 級-0(

i正い拭績 によ勺τ 揮と われ る' ，t ( %)

0 1  2  :¥ I  !i 

1級 _ 0銚吋 田総叫
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ι

L

L

L

L
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大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

大阪 ( 06)872- 0391番 ( 代表) (干565)

大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 18  

大阪 (06)351 ー 7217番 ( 干531)

大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁 1 - 34  

石津 (0722)44- 3912番 ( 干592)
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風土と 建築シリ ーズ

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 1 0 -

くら そ の 2

日本のくら

「くら」が観念上高い台の上にまつり上げるという意味を結びて

いた時代は古江主文化をさらに遡って、すでに弥生時代の中期以後高

床倉庫としてあらわれていることが登呂遺跡によっても証明されて

いる 。と ころが 日本古代語、として の「クラ」には 、これと 正反対の

意味で地上に堀った穴に通ずる使い万があったらしし、。池 j告三氏は

これをも とに「クラ j が単に 穴とか V 形の地形とい う可視的な形態

の類似性に対してのみ付けられた称呼ではなく、何かものを践すと

いう性能上の特悦中心、に用いられた語のように恩われると説いて

いる 。その論拠を概括的に数例拾ってみ ると、まず第一に、台湾で

はアナは「窟仔」と発音され、日本古代語のクラはこのク ッラァー

に通ずること、第二に、横穴境基の系譜に j認する岩穴を方言で「ヤ

グラ」と H乎ぶ地方があること、第三に、墓穴を堀リ、結をになう役

を「クラホリ j と呼ぶ こ と、さ らには『古事記j 上巻に 見 られる硲

あ め の (:，

谷の水神、「天之閤声の州、「前日 ｩｩｴ 免の神 ｊ 、「信 ｩｩｾＱ［ｩｬ 桑の神 ｊ 、「前

御津羽の科lJ などの「くら J が「くらたに j のクラに 同義だ とすれ

ば、クラには穴のイメージが投彩した「崖に固まれた深い地形」の

イメー ジが認められる ことなどをあげ ている 。 また古語には、「辞」

Ｈ平 地 の 中で小高い所 。 また回畑の詳Ｉとか ｬｾ 品 ｊ (草木の密生した

所。草むら。 物を級み重ねた所) など堆:f i'iを意味するものがある こ

とから「クロ」 ・ 「クラ j という語は古くから堆般に対する一般的

呼称であ ったとし 、クロ ・クラのI断'l' tの呼称が稲mみに淵源するも

のであるならは¥ 両 者の「ク ラJ の繋がりは 、共に食糧の貯蔵施設

とい う点において つなが りをみいだすことが出来ると 述べ ている。

くらの聖位

さてここで注目しておきたい のは 、「クラ J という ことは‘ が対立概

念であるはずの「地上高いところ」と「地の穴J の両方の立味にま

たがりながらも、食槌貯蔵施設としての背後に深訪日立る神聖への様

態を含意し ている ことで ある。

どのよ うな段耕民族にと っても大地の盟僕性と 、穀物の周期的な

繁殖は自然の リズムによ って支配される。周期的な再成 を体験する

ことは宇宙の原理をかいま みるときでもある。その自然の 多産性と

生成の神秘は播種、育成、収獲の過程を経て穀物として「クラ」に

おさめ られる。 ここにおさめられた峰子から新しい生命の誕生をみ

ることは、 l災耕の基本的直観としてそこには精霊が宿ることを意味

する 。ミ ルチャ ・エリアーデによれば、農耕作業そ のものが儀礼で

あるという 。 なぜなら j長耕作業は「地母j のからだの上でなされ、

植物の聖なる カ を発動させるからというだけではなく 、そ れは耕作

者をある忠みの期間、あるいは 害をなす期間 ( たとえば、土地が開

墾される前に、土地の主であったあ'i 益が怒る、とか ) にくり入れる

ことを意味するからでもある 。l見耕作業はまた 、穀類の成長を促進

し、耕作者の行為を正当化するための、起源や構造のさまざまな一

連の儀式を おこな うのを 前提条件 としているからであり 、さら に、

農耕作業は耕作者を、いわば死者のtt: 館下に ある領域に導き入れる

からでもある 。

このように聖にみちみちた世界におい ては 、労働の結果として何

られたものを貯蔵すること自体、世界の事11位、を集約することであり、

そこが単なる収納場所から神聖なる空間へと変質する、いわばヒエ
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本多友常 ((附竹中工務町大阪本病設計部設計課 )

ロフ ァニー ( 聖なるものの顕現) の舞台としての条件を、十分にそ

なえているということがいえる 。 ここに至 ってさきに 引用した、堆

般 の呼称としてのク ロ ・クラが、稲積みに淵源し、同時にクラが、

どんぐりやしいのみを入れて お く穴グラへ通ずるとする共通性は、

単なる食糧貯蔵施設としての連関にとどまらず、聖なるものが宿る

ところとしての尊崇なる宗教性を同様として共有していることがう

かがわれる 。地母に埋め られた穀物が再び生を受けて再生するよ う

に、死者を葬る墳墓ヤグラは輪組転生への願し、をこめて村I聖化され

た。他方地上の高床がわが国において 神社建築へと昇議してい く原

型ともなったことは想像に難くなし、。 クラの延 長 と し て の ホクラ

[ ホクラのホは美称とされる 。原怠は、稲の穂、のホ ・炎 ( ホの ホ)。 火

の穂 ) 公 ホ、波の聴のホよ うに「高くっきでて 目に立つものJ を意

味 した。] に「まつられた J ものは、霊力ある刀剣や稲経であった。

それは、神ではなく神のごときものに過ぎなかったかも知れぬ。 し

かし 、これ を収蔵したクラは 、制I威・宣言力も つものの坐す「座」に

ほかならず、神聖なる建造物として存在したであろうことは、容易

に恕¥{ 象される 。とすれば、われわれはここに一種の宗教的建造物の

成立を 認め得ることとなる 。

どうやら私達は穀物念が単なる収納場所としての地位に甘んずる

ことなく、住まいの中においては重要な神聖をになう属性にあふれ

ている こと を認めなくてはならなく なってきたようである。少くと

も一般的に稲作文化圏として知られる 。 インド東部から東南ア ジア

を経て日本にいたるところでは、このような現象が確認されるとい

いう 。 そして古代的観念としての殺霊が有する基本的な属性として

の多産性は、そ の発展的形態と して祖釜に結びつき擬人化されやす

い。木村徳行氏によればわが国では稲実つまりウカノミタマ信仰は、

日本書記では 「宇介能美花踏」と表記 され、 j美風表記では実に 「倉

稲 魂( 命) Jと用字されるように、「念に収められている稲砲の生命力 j

を意味しているという。そしてウカノミタ? を尊崇する由来が、天

ｦｴ｜ｾ 大神を頂点と する 人格神的な神々の系列による 皇 統制 ｩ 道的 宗 教思

想と は、531] 系統のものであった ことを思わしめるとしながらも、後

代になると祝詞「大長議J では「屋船昼宇気通るJ とされるように

人格神的名称を 示すようになるとしている。

東南アジアではこ の 擬 人化が明i僚に観察されるとい う。 マレ一半

Ａｾ Ｇ ｩＧ こ住むスムライ族の場合には米念のー音 ＱＱ に稲魂のため の 部屋がつ

くられて いる 。それを ドール ・ス7 ンゴット ・パパ、マレ一語では

ルマー ・スマンガ ッ ト ・パテ‘ ィという。 そして活力を失 った稲魂、

あるいは疲労した稲魂の元公を回復するためにさまざまな供物を供

える。 7 レーシア のウ 7 ・7 ンギーに住むイパン族にとっても、か

れらの考えではモミのなかに布i魂がひそんでいるだけでなく、そこ

に同時に祖先の魂がかくされているかも 知れないとし、テ ィパーン

とよばれるモミ収納容器のなかの稲魂には気持ちよく暮してもらわ

なければいけないと思っているのだ。
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福井工業大学教授

A Z  Insti t ute 環 境計画研究所代表

松 下 良 一

白本住宅公団関西支社長

蓮 併 亨

京都建築事務所代表取締役

荒 川 治 徳

清水建設大阪支底建築妓術部長

建 築 家 教 育 に 広 い 視 野 を

建 築 家 は 、 広 い 視 野 が 必 要 と 同 時 に 細 か な と こ ろ に も 気 の 配 れ る 神 経 が 必 要 で あ る 。 い ず れ か 片 方 が か

け る と 人 間 無 視 の 単 な る 巨 大 建 築 が 生 ま れ た り 、H寺代感覚のない優美な様式建築で人をあざむ〈 。

先日、私の教え子の建築科の学生め、ら、建築界だけには進みたくないと打ち明けられた 。 彼 は 忙 し い 受

験 勉 強 の さ 中 に 深 〈 考 え る 暇 も な く 、 あ る 人 の 勧 め で な ん と な く 建 築 科 を 受 け て し ま っ た と い う 。 考え

てみれば、今の受験戦争の中でしかも十代で、本当に自分の将来を考えることはむずかしし、 。 昔 の 高 校

H寺 代 に は 、 色 々 の 本 を 広 〈 読 ん で 人 生 に つ い て 考 え る 余 裕 が あ っ た 。 だ か ら 今 の 学 生 は 、必 ず し も 建 築

家 に は む い て い な く て も 少 し 器 用 で あ れ ば 建 築 科 の コ ー ス へ や っ て く る 。 その結果が H乍今、アーチや、

レ ン ガ や 、 昔 の デ コ レ ー シ ョ ン を つ け た 建 築 の 流 行 を 生 ん で い る の で は な い か と 思 う 。

建 築 は 、 そ の H寺 代 、 そ の 地 域 の 術 文 化 砂 を 表 現 す る と 同 時 に 、 そ の 建 築 の 様 式 は 次 の 時 代 の 人 々 の 原 風

景ーとなリ、そこで育つ人々の価値! 惑を規定する 。 だ か ら 、 建 築 に は 人 々 へ の や さ し い 心 づ か い が 必 要 な

のと同時じ、広い視野で次の時代の文化を示唆するものでなければならなし、 。 必 要 な 時 に は 、 人 聞 を 愛

するが故に 一 時的な人聞のあまえを拒絶して、冷たく次の時代の文化の! 必党を指し示さなければならな

し、 l時もある 。 これが建築家の役古IJ で も あ り 、 必 要 条 件 で は あ る ま い か。 次 々 に 建 つ 建 築 に 、 あ ま り に も

無 愛 想 な 装 飾 建 築 が 多 い こ と を l嘆 く と と も に 、 建 築 家 教 育 の 在 り 方 を 々 え さ せ ら れ る 。 ( Y .  Y )  

最 近 団 地 建 設 や 地 域 開 発 等 の 計 画 を 笑 施 す る 前 に 、 地 元 住 民 へ の 説 明 を 行 う こ と が 通 例 に な っている 。と

こ ろ が 必 ず と い っ て よ い く ら い 、必 ず 反 対 者 が 現 わ れ る 。 どんな良い計画でも 1 0 0 人的内、 2 - 3 人

は反対である 。 原 始 時 代 の 人 類 は 、 苛 酷 な 自 然 現 象 の 中 で 生 き て い か な け れ ば な ら な か った。 自然の恐

怖 と し て 、 地 誌 や 山 火 事 、 噴 火 、 洪 水 に 遭 遇 す る 事 が 多 か った。

s 例 え ば 1 0 0 人で構成される音Ilf;容があ って、 1 0 0 人が避難する時、大部分の人は同一行動をとるが、

必ず、 2 - 3 人 は 全 く 反 対 の 方 向 へ 逃 げ て 行 く 、 こ の 人 達 が 集 団 の 意 志 に 逆 ら う の は 、 音I1族 の 極 の 保 存

の為の安全弁であり、万が一大部分の者が全滅する時に、音[1族 の 砲 の 断 絶 を 免 が れ る わ け で あ る 。 しか

し通常はこの 2 - 3 人の反対者は、その為に悲速な途をたどることが多し、。

地 元 説 明 会 で 何 が 何 ん で も 反 対 だ と い う 2 - 3 人 の 人 は 、 人 類 と し て や は り 自 然 な 意 志 表 示 で あ り 、 地

域 開 発 等 に 対 す る 安 全 弁 と し て 18t 丞 な 意 見 を 持 っ て い る 筈 で あ り 、 尊 重 に 値 す る 。 じっ くり話し合うべ

きである 。

しかし嶋呼なんと H寺聞のかかる 4Zか / ( R . M )  

『聖 者 た ら ん と す る 様 に J =建 築家貧 乏 論 ・耐乏 論 その 1=

こ の コ ラ ム に は 再 登 場 な の で 初 回 と 何 か か わ った 内 答 を と 考 え た が 自 ら の 業 の 他 に は 能 が な い の で 体 験

か ら し た 現 在 の 心 境 を 述 べ る こ と で お 許 し い た だ き た い 。

独り忠、子が、いま建築学を学んでいる。ものを造ることが好きな息子に、もし、人聞の生活するところ ( 空

間 ) を 造 る か こ と を 望 む の な ら 大 地 の 表 面 を い じ く る 点 で は 同 じ こ と だ か ら 建 築 だ け に こ だ わ ら ず 土 木

とか民業土木も立派な学問なのでその分野を選択( 進学) するようす、めたカ、とうとうあとをついて来

そうな気配である 。 その話をするとホスノくラシイ息、子さん秒と皆さんは1 ' t めて下さるが内心どうなるの

かなと思っている 。 人生を; 建築家の道とするときよほどの党|奮 が 要 る の だ が と い う の が 僕 の 卒 直 な 心 境 だ

から子供可愛さの親馬鹿が働く 。

聖者になり切るまでには幾多の苦覧佐や障害に打ち勝たねばならないようだ。 隣 家 が 聖 書 セ ン タ ー で 就 任

して来る牧師とその家族の芥しぶりをじ っ と見ているとそうである 。 点 面 目 な 建 築 家 た ろ う と す れ ば す

るほど聖者たらんとする姿とよく似ていると恩えるからである。建築士の資絡は足裏にくっついたメシの

ようなもので取らないと気になるし取っても食えないと、日本の建築家を英訳するとテク、テク 、アルキ

テ ク ト だ と 誰 か が言っ たが現実をよく表現していると思う 。 ( T .  R )  

検 査 な し で よ い も の を つ く る

正 月 を 迎 え な ん と な く 改 ま っ た 気 分 に な り 、 初 心 に か え って 今 年 の 抱 負 な ど を 考 え る と き で も あ る 。

さて、ここ数年来建設業でも Q C に 取 組 む と こ ろ が ふ え て き た が 、 初 心 に か え り 始 め て Q C に接したと

きの感銘について記したし、。数 年 前 の こ と で あ る が 、 規 格 協 会 の O 氏 の 指 導 会 に 何 の こ と や ら 分 ら ぬ ま

ま立会 った。 そ こ で 次 の よ う な こ と を 教 え ら れ た の で あ る 。

建 設 業 で は よ い も の を 作 る に は 、 例 え ば 昔 新 入 社 員 が よ く や ら さ れ た リ ベ ッ ト検査のように、できたも

l の の 全 て を 検 査 し 惑 い も の は 取 り 答 え て よ い も の に す る 、 そ し て 熟 練 の み が 悪 い も の を つ く ら な い 基 本

である、そう考えていた。ところがQ Cでは悪いものができたら 、な ぜ 惑 い も の が で き た の か そ の 原 因 を 探

しだし、それを取|徐〈、つま り惑 い も の が で き な い よ う に や り 方 を 変 え る と い う の だ。 そ し て つ い に は

検 査 を し な く て も 良 い も の ば か り が で き る よ う に や り 方 に 変 え る こ と が Q C で あ る と 教 え ら れ た 。 もち

ろんできてしま った 悪 い も の は 取 り 答 え る か や り 直 し て よ い も の に せ ね ば な ら な い が 、 こ れ は Q C とは

関 係 の な い こ と で 単 な る 尻 ぬ ぐ い で あ る と い う の で あ る 。

気 の 長 い 話 で は あ る が 、 言 わ れ て み れ ば も っ と も な こ と で 、 や り 方 を 変 え ね ば な ら な い と い う 点 に 感 心

した 。

我 々 も こ う い った 考 え 方 を 笑 務 に ど ん ど ん 取 り 入 れ る 必 要 が あ る と 感 じ た 次 第 で あ る 。 ( H .  A )  



日 本 建 築 協 会 会 告 一一 一 一

なんば高島屋における

4第17回「よろず相談住宅展」開催

本会では毎年好評を博しております「よろず相談住宅展」を 、本 年

は 会 場 を 高 島 屋 百 貨 底 に か え て 、下 記 の と お り 開 催 す る こ と に な り

ました 。今 回 は “ 省 エ ネ と こ れ か ら の 住 ま い " を サ プ テ ー マ に 開 催

い た し ま す。

記

会

会

期 昭 和 56年 1 月2 9日( 木: )- 2 月 3 日伏) … 6 日間

主

後

場 高 島 屋 百 貨 庖 7 階 催 会 場

催 社団 法 人 日 本 建 築協 会

媛 大 阪 府 ・大 阪 市 ・住 宅 金 融 公 庫 ・日 本 住 宅 公 団 ・朝 日 新 聞 社

展 覧 会 内 容 1 . 大手分譲住宅会社( 合マ ン ショ ン) 及びプ レハプメ ー

カーの宇目言炎コーナー

1. 住 ま い に 関 す る 建 材 ・ 設 備 な ど の 展 示 コ ー ナ -

1 . 住宅よろず相談コーナー

1 . イ ンテ リ ア 及 び 設 備 工 事 な ど の 相 談 コ ー ナ -

1 . 住宅に関する資料及び模型の展示

1. テ レ ピ 受 信 相 談、防 犯 コ ー ナ ー

4 会員の受章

こ の た び 下 記 会 員 の 方 々 が 、 叙 勲 並 び に 褒 章 受 章 の 栄 に 浴 せ ら れ

ました 。

ここに誌 し て そ の 栄 誉 を お 慶 び 申 し 上 げ ま す。

llc 

秋 の 叙 勲

男前 三 等 瑞 宝 章 塚 本 猛 次 氏 (本会会長、元 ・日建設計社長)

。 。 坂 東 依 彦 氏 (元 関西ペイント社長)

勲 五 等 双 光 旭 日 章 川 口 喜 代 枝 氏 (篠田川 口建築事務所社長)

。 瑞 宝 章 橋 詰 一 雄 氏 (締結工務底社長)

褒 ヨ健

黄 綬 ｾ＠ 主主 中 村 政三 氏 {中村喜fl 弥商底社長)

広 瀬 勘一 郎 氏 {広瀬鋼材i ' E 業社長)

前 田 保 永 氏 (前回 自主韓研究所社長)

4 竹腰健造著「幽泉自叙」頒布 (前号掲載)

こ の た び 、 本 会 名誉 会 長 竹 腰 健 造 先 生 の 「 幽 泉 自 叙 」 が 発 刊 さ れ

ました 。 93才になられた先生が、 70才 の 古 稀 の 年 に 警 か れ た 「 建 築

と 社 会 」 昭 和34年 新 年 号 の 「 竹 腰 健 造 特 集 号 」 を 軸 に し て 、 そ の 前

後のことを加筆され、 一冊 の 本 と し て ま と め ら れ た も の で す。

内 容 目 次 を 列 挙 す る と、 つ ぎ の と お り で す。

幼 少 年 時 代 i 住 友 へ の 復 帰

中学 時 代 ! 新作能「世阿弥」の自作自演

一 高 時 代 : 敗 戦

大 学 時 代 j 財 閥 解 体

英 国 に学 ぶ 建 築 界 へ の 復 帰

住 友 に 入 社 j 妥 の 死

長 谷 部 ・竹 腰 建 築 事 務 所 の 創設 j 余 生 へ の 願 望

こ の 自 叙 伝 の 発 刊 を 記 念 し て 、 本 会 で 、 そ の 頒 布 を 扱 っておりま

す の で 、 ぜ ひ一 本 を 求 め ら れ ん こ と を お す す め す る 次 第 で す。

A 5 判 上 製 ク ロ ス装、函入、 280頁、創元本土刊

頒 価 ￥ 4. 500. ( 送料込)

事務局( 電話06- 231- 9648) ま で 、 お 越 し ね が え る か 、 も し く は

電 話 か ハ ガ キ で お 申 込 下 さ い。 限 定 版 で 部 数 に 制 限 が ご ざ い ま す の

で 、 お 早 い 自 に お 願 い で き れ ば 幸 い で す 。

4 近畿建築会館の敷地購入についてお願い

日 本 建 築 協 会 が 所 有 し て い る 近 畿 建 築 会 館 は 、 交 通 至 便 の 大 阪 市

東 区 北 浜 3 丁 目 に あ って 建 築 界 発 展 の 拠 点 に 致 し て お り ま す が 、 会

館 の 敷 地 は 府 有 地 の た め 、 毎 年 借地 料 を 支 払 って 今 日 に 至 っており

ます。

こ の た び 、 大 阪 府 よ り 、 こ の 敷 地93. 68m' ( 28 .34坪) の買取りにつ

い て 考 慮 さ れ た い 旨 の 申 出 が あ り 、 協 会 の地 上 権 を 6 5 %認 め る と の

内 示 が あ り ま し た 。

そ こ で 、 協 会 理 事 会 並 び に 土地購 入 特 別 委 員 会 に お い て 慎 重協 議

い た し ま し た 結 果 、 ① 今 後 の地 価 の 高 騰 を 考 え て 今 が 買 時 で あ る 。

② 借地 を 続 け た 場 合 の 借地 料 と 、 土地 購 入 後 に 支 払 う こ と に な る 固

定 資 産 税 と の 差 額 に よ って 借 入 金 の利 息 は 支 払 え る 。 ③借 入 金 の 返

済も 2 年 後 以 降 で あ れ ば 可 能 と 恩 わ れ る 。 と の 見 通 し が た ち ま し た

の で 、 協 会 財 産 確 保 の た め 、 土地 購 入 に 要 す る 登 録 免 許 税、不 動 産

取得税、 印紙 税 等 諸 経 費 を 含 め て 約4000万 円 の 資 金 を 会 員 各 位 か ら

の 借 入 金 に よ っで 賄 う こ と に さ せ て 項 き た く 存 じ ま す。

つ き ま し で は 、 何 卒 特 別 の お 思 召 を も って ご 協 力 下 さ い ま す よ う

お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で す。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 塚 本 猛 次

言己

近 畿 建 築 会 館 敷 地 購 入 資 金

借 入 要 項

1  . 借 入 金 総 額

2. 申 込 金 額

3 . 申 込 期 日

4 . 借 入 期 日

5. 借 入 方 法

金4000万 円

一 口 の 金 額 を 金10万 円 とする 。

昭 和56年 1 月末日

昭 和56年 2 月20 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 名 儀 の 借 入 舎 を差 入

れてf昔入する 。

昭 和56年 4 月 1 日 よ り 利 息 を 付 し 、 利 息 は 年 4

分 と し て 毎 年一 回 3 月31 日までの分を 4 月 5 日

6 利 息

より支払う 。

7  .  f1't 遼 2 年 間 据 え 置 き の 後 、 昭 和58年 以 降 10年 以 内 で

完 済

牢お 問 合 せ は 、事 務 局 長 吉 田 ま で お 願 い 致 し ま す 。(T E L 231- 9648)  

4 グ口ピウス展開催 (前開載)

と き 1981年 1 月 6 日ω - 2 4 日ω

ところ 大 阪 府立 現 代美術 セ ン タ ー

主 催 ドイ ツ文 化 セ ンター ( Goet he-I nst itut)

大 阪 府 立 現 代美術 セ ンタ ー ・ グ ロ ピ ウ ス 展 委 員 会

後 援 ドイ ツ連 邦 共 和 国 大 使 館 ・ア メ リ カ 大 使 館 - 外 務 省 ・文 化

庁 ・ 総 合 デ ザ イ ナ ー 協 会 ( D A  S ) ・日 本 建 築 協 会 ・日本建

築学 会 ・日本建築家協会・大阪建設業協会・大阪府建築士会

・11時 - 19時 (土 -祝 日 は 17日寺まで) ・入 場 無 料 ・ 日曜休館

e
i
20世紀の巨匠グロピウスは生きているか」

一一一パネルディスカッション

近代デザイ ン史 を 画 した グロ ピウ ス 美 学 の 機 能主 義 、 パ ウ ハ ウ ス の

合 理 主 義 を 現 代 の わ れ わ れ は ど う 受 け と め るか一学 者、建築家、 美

術 研 究 家 の 討 論 を 通 じ て 解 明 す る 。 入 場 無 料。

と き 1981年 1 月 14 日(水) 14時 - 16時30分

ところ 大阪ドイ ツ文化 セ ンター (大阪市北区堂島浜1-2-6 新大 ピJレ)

出 席 者 コ ー デ ィ ネ ー タ 一 足 立 孝 氏 (大 阪 大 学 教 授)

パ ネ ラ ー 南 原 七 郎 氏 (武 廊 川 !J: f- 大.，(.: 数段)

太 田 隆 信 氏 (坂 ft 悠築研 究所取締役)

富 島 久 雄 氏 (国主国際美術館 主任研'究官)

建築と社会/ 1981年 I 月号 41 



日本建築協会会告

‘ 建築技術選書講座シリーズ・第 9 回

一一 「基礎と地盤の手ほどき」と

「構造計画とやさしい力学 2J 一一

本 会 創 立60周年を記念して発刊いたしました「建築技術選舎」も

すでに 20巻 を 越 え 、 さ ら に 新 し い テ ー マ の も と に 順 次 企 画 刊 行 い た

しておりますが、 今 回 は 、 そ の う ち 、 第 17号 「 基 礎 と 地 銀 の 手 ほ ど

き」と第 10号 「 構 造 計 画 と や さ し い 力 学 2 j のそれぞれをご執筆さ

れました中堀和英氏と須賀好富氏を講師として下記のとおり講座を

開 催 い た し ま す。 多数のご参加をお待ちします。

日 時 昭 和56年 2 月19日( 木) 開場 9: 00 ・開 会 9: 30→ 閉 会 16 :30

会 場 大 阪 府 立 労 働 セ ンター・ 5 階 ・研 修 室 2

( 大阪市東区京橋 3 丁目 15番 地 T E L  06- 942ー0001)

ただし、天満縞南結近畿郵政局の東隣り。地下鉄谷町線・京阪電鉄「天満

崎 駅 」 よ り 酋 へ 約400m。 あるいは、地下鉄堺筋線・京阪電鉄「北浜駅J よ

り東へ約500m南 側。

定 員 50名

聴 講 料 会 員 5，000円 ・ 会 員 外 6，000円( 当日受付にで徴収)

テキスト 建 築 技 術 選 舎「基礎と地盤の手ほどき」 ・「構造計画とやさ

しい力学 2 j を使用 。

( テキスト代各 1 冊900円。当日ご持参の方は不要です。)

プ ロ グ ラ ム 及 び 講 師

9  : 30→ 12: 30 r基 礎 と 地 盤 の 手 ほ どき」

株式会社中据‘ ノイルコーナ一代表 ー工 学 博 士 中 堀 和英氏

13: 30→ 16: 30 r精 進 計 画 と や さ し い 力 学 2 j

近 餓 大学 理 工 学 部助 教 授 須 賀 女子宮氏

申 込 は が き ま た は 電 話 に て 本 会 事 業 課 ( 大 阪 市 東 区 北 浜3- 37

T E L  06- 231- 9640) へ 昭 和56年 2 月 9 日( 月) までにお申

込 み 下 さ い 。

その場合、必ず氏名・年令・勤務先名・受講券送付先及

び 所 在 地 ・郵便 番 号 ・連 絡 電 話 番 号 ・ 会 員 、 会 員 外 の 区

別 及 び 当 日 有 用 の テ キ ス ト 名 を お 知 ら せ 下 さ い 。 申込者

多数の場合は拍せんののち参加者へ本会より受講券をお

送りいたします。なお、申込みの取消しはご容赦願いま

す。 欠席されでも聴講料をご負担いただきますのでご了

承 下 さ い。( 欠席の場合、代人でも結構です。 ただし、事

前 に 氏 名 を 事 業 課 ま で ご 連 絡 下 さ い 。)

一 一 基 礎 と 地 銀 の 手 ほ ど き 一 一

全ての建築物は〈地盤〉に定着して造られています。 したが って、

建物の上部構造がいかに精度高〈設計され強固に造られていても、

基礎構造やその下部にあるく地盤〉の変化によって壊れたり、使用に

耐えられなくなる例は数多くあります 。基 礎 工 の 失 敗 は 建 築 物 全 体

に影響し、かつあとからの補強や修理が許されないことが多いので

す。良い建築物を造るためには、その〈地盤〉を知り、また、その

調 べ 方 を 学 び 、 こ れ に 応 じ た 設 計 ・施 工 を 行 わ ね ば な り ま せ ん。本

講座では〈地盤〉のあらましやその調査、土と地下水の話のほかく基

礎〉の設計と施工などについて多くの実例にもとづきわかりやすく

講 義 し て い た だ く 予 定 で す。

一 一 構 造 計 顧 と や さ し い 力 学 2 一 一

どのような建物であっても、その中には必ず〈工夫された構造計

画 〉 が あ り ま す。建 物 の 主 要 構 造 部 に は 、 居 住 者 の 体 重 ・家 具 や 設

備 の 重 量 ・風圧力や地震の影響など多種多様の荷重がかかるため、

その構造設計は、建築物のま財莫・形状の多様性にしたがっておのず

から異なってまいります。したがって構造計画は、デザイナーや構

造 技 術 者 、 設 備 技 術 者 等 の 対 話 を 通 じ 、 つ ね に フ ィ ー ド パ ック さ

せ な が ら 進 め ら れ る の が 通 例 と 申 せ ま す。本 講 座 で は 、 多 く の 設 計

者 の 〈 工 夫 〉 を 抽 出 し 、 著 者 の 経 験 の 中 よ り 実 務 的 な 内 容 を 部 位 別

にとりあげ、架構 ・屋 根 ・床 ・耐 震 要 素 ・基 礎 の 設 計 お よ び 躯 体 の

コストと構造計画などについて講義していただく予定です。
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‘ ポートピア '81

神戸ポートアイランド博覧会の諸施設を見る

し関西電力未来エネルギー館

2. ソーラピラミ J ドのE 下首

3 地中全館

5 国陣 3号館

6 園開 2号薗

7 サンヨーソーラリアム

8 サノトリーウ寸ーターラノド

9 ハートピ7

10 三膏未来臨

11 日本 I BMパピリオ J

12. 蔓嘗グループパピリオン

13. テ マ 薗

14 ポートピアみど q圃

15 川鉄抱滅菌

16 神鋼" ' トラマ掴

17 国際 l 号蹄

18 ダイエー" ピリオ y

• 19 住友腫

却兵織再臨

21 三井グループ圃

22. 7 レγ γ ュライ 7 ・81

:  23 フアソ Y ヨY ライブンアター

剖大限ガスワノダーランド

25. UCCコーヒー陣

26 神戸プラネタリウム y アター

岬 制 幻 神 戸 蹄

“ 人間性と緑あふれる国際色豊かな街" をテーマに 15年の歳月を

かけ、総事業費 5，300 億 円 を 投 じ て 神 戸 市 が 建 設 を 進 め て き た r21

世 紀 の 海 上 文 化 都 市 ・ポートアイランド」が、今年の春、その全容

を現します。

その完成を記念して、神戸博、ポートピア ' 81 が開かれようとして

います。神 戸 博 は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 中 心 部 約60ヘクタール( 甲

子園若者場の 15倍) を会場とし、「新しい“ 海の文化都市" の創造」を

メインテーマに、神戸に誕生する海上都市ポートアイランドが夢と

希望にあふれた未来都市であることを世界中の人々に紹介するとと

もに、文化・経済の躍進に寄与することを目的とした一大祭典です。

今回は閉幕を真近に控えたパピリオンの全容と、ポートアイラン

ドのランドマークとして偉容を現した神戸ポートピアホテルを中心

に見学させでいただくことになりました 。ま たこの企画に際しでは、

神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 博 覧 会 協 会 を は じ め 神 戸 市 、 側 日 建 設 計 、 側

昭和設計、側竹中工務底、鹿島建設側に多大のご協力をいただきま

した 。多数 の ご 参 加 を お 待 ち い た し ま す 。

日 時 昭 和56年 1 月31 日ω ・1 日コース

集 合9: 30→ 解 散16 : 00 ( 予定)

集 合 場 所 阪急電鉄「三宮駅」東出口( 国鉄傾1]) 1  F コンコース・

タクシー乗場付近・目標会旗

ただし阪急電車「梅田駅」からは 9 時 発 の 待 急 神 戸 方 面 行 の 電 車 に 乗 車

すれば便府代、す。( 所要26分 ー運 賃 180円)

。集合所より先:lf 4 名づっタクシーに分乗して現地に参ります。

見 学 開 始 10: 00 ( 於国際交流会館)

定 員 60名

参 加 会 費 会 員 1，500円

( 昼食代、タクシ一代、その他 ・当日徴収)

会 員 外 1，800円

申 込 往復ハガキ l 名に 1 枚 限 り と し 、 往 信 用 に 氏 名 ・ 勤 務 先

ポートピアホテル

名 ・所属部諜名・連絡電話番号を記入、

返信用に宛名・郵便番号を記入し、「ポ

ートピア ' 81j と明記の上、 1 月20 日ω

まで、に建築協会事業課へ。定 員 超 過 の

場 合 は 会 員 優 先 で 抽 せ ん い た し ま す か

ら必ず会員、会員外の区別をご記入願

います。

。主 な 見 学 場 所

・国 際 交 流 会 館

・各、博覧会展示館

・神戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル

・( ポートアイランドスポーツセンター)

屋 内 競 技 場 ・予 定



4 大阪駅前第4 ビル見学会( 最終回)

( 大阪駅前市街地改造事業第4 棟新築工事)

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 は 、 昭 和36年 に 公 布 さ れ た 市 街 地 改 造 法

に基づき、大阪駅前南半分の地区に幅広い道路によって 4 つの街区

に区画整理しで、それぞれの高層ビルを建設し、その一番最後の第

4 棟ピルの完成が近づき、 2 月20 日ごろから高層部の一部入居が開

始 さ れ ま す。

本 会 で は 、 こ の 第 4 ピルを昨年 6 月 ・地下 最 深 掘 削 工 事 の 最 盛 期

に有意義な見学をさせていただきましたが、今回は竣工直前のご繁

忙中を、大阪市都市再開発局の特別のご厚意により見学できること

となりました 。

これは本会が市街地改造事業の大阪駅前ピルの新築工事を昭和45

年 の 第 1 練 か ら 順 次 シ リ ー ズ と し て 長 期 間 に 亘 り 催 し て 参 り ま し た

見学会の最終回とすることにいたします 。

こ の 工 事 は 引 き 続 き 、 テ ナ ン ト 工 事 が 7 月の第 4 ピルオープンま

で続けられ、また同時に第 3 、第 4 棟 の 御 堂 筋 側 の 巾 20mに及ぶ緑

のプロムナードの工事が併行して進み、大阪の表玄関にふさわしい

機 能 的 で 、 快 適 な 業 務 商 業 地 区 と 、 ゆ と り の あ る 市 民 の 憩 い の 空 間

が全容を現わすのも程近い予定です。

このたびも前回同様、附 東 畑 建 築 事 務 所 並 び に 鹿 島 建 設 側 、 フ ジ

タ工業閥、倒浅沼組共同企業体の多大のご協力をいただき、大阪駅

前 ピ ル 最 後 の 見 学 会 を 催 し ま す。 多数こ参加をお待ちいたします。

日 時 2 月 5 日( 木) 集合13: 30→ 解 散16: 30

集 合 場 所 駅 前 第 3 ピル . 1 階 北 側 ア ー ケ ー ド 中 央 付 近 ・目標会旗

た だ し 、 国 鉄 ・大 阪 駅 前 か ら 広 い 通 り を 南 へ 200mの左

側 、 第 2 ピルの隣りの一番高いピル。

定 員 40名

参 加 会 貸 会 員 500円

::: - ｾ＠ ］ ｾｾ ＺＮ｟Ｚ＠ ( 当日受付で徴収)

会 員 外 700円

申 込 往 復 ハ ガ キ に 限 り ま す。 ハ ガ キ は 1 名に 1 枚とし、氏名

・勤務先名 ・所属 部 諜 名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返信 用 宛 名 ・

郵便番号を記入し、「大阪駅前第 4 ピル最終見学会」と明

記 の 上 1 月20 日ωまでに本会事業課へ。

た だ し 定 員 を 超 過 し た 場 合 は 会 日 優 先 に で 抽 せ ん し 、 お

知 ら せ い た し ま す。

*  *  

( - 4ピー…l MP871ニ 渇 載 し ー な¥

お、この写真は、本会主催の工高生デザインコンクー Jレに入選した高校 |

生を引率して同ピルに見学に行った際、共同企業体事務所のご好意で綴 I

影していただいたものです。誌上より厚くお礼申し上げます。 ノ

日本建築学会近畿支部主催講習会

‘ 建 築 計 画 住 宅 設 計 者 の た め の 「 住 宅 の

防 災 安 全 計 画 」 糊は日本建築学会近畿支部へ。

日 時 昭和 ＵＶ 年 Ｒ 月 Ｖ 日Ｈ鉛 ＱＰＺｾＱＶ ＺＴ Ｐ 定 員 130名

会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 中 ホ ー ル 会 員 8，000円

協 賛 本 会 ほ か 建 築 関 係 諸 団 体 10，000円

内容・講師・プロクラム

1  総 論 ー 住 宅 の 安 全 計 画 と そ の 最 近 の 動 向 に つ い て

堀 内 三 郎 ( 関 西 大 学 ) 10・00- 11 : 00 

2  日常災害も含めた住宅安全計函の方法

水 里 子 弘 之( 大阪市立大学) 11 : 00- 12: 10 

3. 集 合 住 宅 の 防 火 ・避難計 画

室 崎 益 輝 ( 神 戸 大 学 ) 13・00- 14: 10

4. 住 環 境 の 防 犯 性 能 に つ い て

湯 川 利 和 { 奈良女子大学) 14: 20- 15: 30 

5. 事 例 紹 介 を 中 心 と し て ー住 宅 団 地 設 計 と 安 全 対 策

皆同息吹 ・藤原昭( 日本住宅公団) 15: 30- 16: 40 

日本建築協会会告

‘ 二 川 幸 夫 ・ 世 界 の 現 代 建 築 を 語 る

1932年 大阪に生まれる 1959年より、海外にて建築を中心とした企

画、編集、織影活動。1951年 大阪市立都島工業卒業

1956年早稲田大学卒業 1970年より、出版社 A. D. A. EDI TA 

1957年 〈日本の民家〉毎日出版文化賞

Tokyo を主宰。ニューヨーク、パリーに事

務所を侍ち、 GA. GADOCUMENT等の出

1964年 〈日本の かたち〉日本7 ート ・デ j 版。

レヲヂー賞

1975年 アメリカ建築家協会賞

1979年毎日デザイン貧

「日本の民家 J ( 毎日出版文化 賞受賞) 、 G A シリーズ、 G 1 シリ

ー ズ な ど で 世 界 的 に 活 蹴 さ れ て い る 建 築 写 真 家 ・二 川幸 夫 氏 を お 招

きし、お話をお聴きすることになりました。

学 生 時 代 か ら “ 好 き な 建 築 物 " を 求 め て 日 本 中 を歩き、今なお世

界中の旅をされている氏のレンズを透しでよみがえった古建築や、

奨文化の数かずの紹介は、 一貫したテー 7 の追求と的確なカメラワ

ークで私たちの目を兄張らせるものがあります。

また、土 ・石 ・木 ・鉄などの構築材そのものがもっ本来の美しさ

を率直に語りかけてくるさまざまな写真は 氏 の兵に建築を愛する心

をす生 Ｗｾ 吾っています 。

建 築 家 と と も に 仕 事 を さ れ る こ と も 多 く 、 一 家 言 を お 持 ち と 思 わ

れるこ川幸夫氏に有意義なお話が伺えることを期待しております。

日

. d. .  

=  

多数のご参加をお待ちします。

時 3 月13 日( 鎚開場 17・30 開 会 17: 50→ 閉 会 20: 30

場 薬 業年 金 会 館 ・4 階 ・402号 室

( 大阪市南区谷町 6 丁目 36 . T  E  L  06ー768- 4451)

ただし、大阪地下鉄 谷町線「谷町 6 丁目」駅下車→ホームより天王寺寄

りの改札口を出て. イヲ側の附段を地上に出てすぐの建物。

講 師 二 川 幸 夫 氏

( 建築写真家、 A D A ・エディ夕、 トーキョー主宰)

定 員 60名

参 加 会 費 会 員 1，000円

， =  =  =:...: ( 当日徴収)

会 員 外 1，300円

申 込 ハガキに 1 名に 1 枚限りとし、氏名 ・年令・勤務先名・

連 絡 電 話 番 号 と 「二 川幸 夫氏の講演会」 と明記 の 上 2 月

20 日幽までに建築協会事業課( 大阪市東区北浜 3- 37) へ。

( 備考) ・ハガキは l 月20日までは20円でそれ以降は30円に値上がりしますから早

い目にお申込下さい。

・定只超過の場合は会員優先で抽せんしますので、必ずハガキに会U，会

慰tの闘IJ をご:e入願います。 一 一 一

43 



謹 賀 新

阿 部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 546 大阪市東住吉区東回辺2丁目 3番2号

電話06( 692) 1331- 5

愚 546 自宅・大阪市東住吉区田辺 4 丁目 5 番12号

賓 館06( 629) 1∞8

青 山 幸夫

株 式 会 社 青山建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 550 大阪市西区京町線ト10- 19江南ピル電話06( 443) 0430

f.861Q- l l 自宅 ー京郡市西京区大原野上里勝山町14- 6

電話075( 331)  8082 

ーι .

女

十

塾

=

フE

ご: 主

J 同

株 式 会 社 日 建 設 計 取締 役 社 長

e541 大 阪 市 東 区 備 堀 2 丁目 38番地 電話06(203) 2361

浅 真
: D  

1!iI.. 野

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 543 大阪市天王寺区減南寺町 9 - 2 7 電話06 ( 768)  0201 

愚 572 自 宅 寝 屋 川市成田西町 4 - 2 1 電話0720 (31)  1750 

株 式 会 社 浅 沼 組

. 543 大阪市天王寺区東高浄町8番地の1 電話06 ( 768)  5222 

年 昭 和 56 年 元 旦
( 回音順)

代 表 取 締 役 会 長 浅 海 正 雄

代 表取 締 役 社 長 森 川 ネ 豊 次 郎

浅 海 電 気 株 式 会 社

ー530 大阪市北区西天満 3 丁目 7 番 4 号 電 話06 ( 362) 8701 

唇 665 自宅・宝縁市御殿山 2 丁目 31番印- 109号

電話0797(85)  0745 

. 565 自宅. J豊中市新千里北町 2 丁目 32番 3 号

電話06 (831)  2732 

新 昭

井 達 明

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

唇 530 大阪市北区曽線崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話06 ( 313)  1331 

姉
--

-
--E

・

E

・-----

'

E

a

'

 

男

上

株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 530 大阪市北区舗野町1番3号安田ピル 電話06 ( 372)  2821代

署 555 自宅・大阪市西淀川区竹島3丁目 7の4 1il d舌06 ( 473)  1069 

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唇 532 大阪市大淀区宮原4丁目4番制号 電路06( 394) 1281大代

署 661 自宅ー尼崎市南式庫之絞 5 丁目 13調書15号

電話06( 438) 2148 

伊 藤 喜 三 郎
正

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 専 務 跨

暦 541 大阪市東区高風縫 5 丁目 28番地 電信06 ( 202)  0325 

唖 565 自宅・吹田市麟白台 4 の30の12 電路06 ( 872)  3214 

安 部 恒 夫

練 式 会 社 伊 藤 喜 三郎 建 築 研 究 所 代表取締役社長

⑮ 102 本社 東京郎千I UU区紀尾井町3番; 2 3 号丈芸春秋ピル

，'!!，! fi 03(263 )1481代 - 7

支 所 神 戸 ・ 仙 台

再 141 向宅・J，f. { sjfli lS，'u' ，川 t ( Jl! li 反 1113- 16- 55 111，1后03( 441) 5437

伊 藤 郎

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唇 559 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号電話06 ( 678)  3212代

署 559 自宅・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 llI' 5 号

電話06( 671) 7774 

諌 早 信 夫

取 締 役 副 社 長

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 支 底 長

唖 550 大阪市西区京町堀 1 ー 12- 14 電話06 ( 443)  0631 

哩 560 自宅・豊中市北般塚 3 - 8 ー 7 電話06 ( 854)  7747 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 530 大阪市北区西天満 5 丁目 10帯14号 電 話06 ( 364)  5836 

唇 105 東京事務所・* 京都渋谷区渋谷1- 10- 1 八千代ピル内

電話03 ( 407)  0912 03 ( 409)  1837 

哩 520 大法事指所 ー大滞市浜大法4- 4- 4 電話0775 (23)  0388 

骨 620 宿先日山事務所 ー京都府福知山市末広町6丁目4番地婿電ピル

電話0773 (23)  5208 

浅
沼 茂 夫 井 上 秋 次

生 島 道 春

社法人団 日 本 建 築 積 算 協 会 関 西 支 部 支 部 長

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

弁上ｾ業株式会社代表取締役 唇 542 大阪市南区鰻谷中之町62需I也 市 川 ピ ル 2 F

骨 543 大阪市天王寺区生玉町40番 地 電 話06 ( 771)  2825代
電話06 ( 245)  6645 

串 543 大阪市天王寺区東高禄町8番地の1 電話06 ( 768)  5222 

愚 659 自宅 ー芦 屋 市 川 西 町 4 砕23号 電 話0797 (22)  5930 

唖 573- 01 自宅・枚方市長尾西町 1 丁目 6 番10号

1lt J苦0720 (51)  5633 

漠 沼 誠 夫

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 副 社 長

骨 543 大阪市天王寺区東高海町8番地の1 電話06 ( 768)  5222 

44 

フ ド ウ 建 研 練 式 会 社 相 談 役

. 110 東京郷台東区台東1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

電話03( 835) 2661

・157 東 京 郷 世 田 谷 区 筒 鳥 山 2 - 18 - 4 電f i 03( 3∞) 3705

井 正上

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

哩 453 名古屋市中村区得町20の15 国鉄会館内

l 5052( 451)  2025直 通

唖 464 自宅・名古屋市千傾区下方町4の30 電話052( 711) 94∞

生 重 政田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 541 大阪市点区安土町 4 丁目 5 番地電総06 ( 261)  7591- 8 

哩 659 自宅・戸1呈市朝日ケ丘22番11 号 電話0797 (23)  0657 



謹 賀 新 年 昭和 56 年 元 旦
(50音順)

石 JII 良 興
取締役会長 今 村 騰 上 西 圭

2・h
，ロ

取締役社長 平 木 寛

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

株式会社 大 気 社 取締役社長

5制吹田市. f t ill 町40調書38号 電 話06( 384) 1201 代
哩 530 大阪市北区中之島 3 - 2 ー18 住友中之島ピル 7 階

"' >560 自宅・盟中市蛍池点町 4 丁目 7 需 12号

哩 530 大阪市北医西天満 6 丁目 9 1I't 8 号
電 話06( 448) 5871 

1II;.ll ' 06( 841) ∞32 
電 話06 (312)  8881大代 串 659 自宅 ・兵庫県芦屋市浜町12ー14 1盟結0797 (22)  5949 

泉 哲 史沢

株式会社泉沢建築設計事務所代表取締役

哩 530 大阪市北限西天満 4 丁目 1211't 2 号 オ オ シ 7 ピル

電 話06 ( 364)  9071代

r::!:'I 

昌 能 和

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

哩 541 大阪市東区北浜 3 了間 3 待 地 相 光 証 券 ピ ル

，1506 ( 227)  1941 

四 657 自宅・神戸市漕l K 篠原南町2- 3- 24 電 話078( 871) 3479

市 繁 雄'E
・
E

・

-------

E

E

S

'

 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 601 京郎市南I買西九条盟国町20 電 話075( 681) 5101- 5 

母 ω 6 自宅・京郎市左京区下鴨芝本町37 電 話075 (781 )  0289 

市
-E・・・・・・

.••••• 
-z' 

宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

暦 541 大 阪 市 東 ほ 伏 見 町 5 ー 19 電. 11; 06 ( 202)  0391  

愚 658 自宅・神戸市東議区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

官(t . 16078 (81  1)  0216 

ｾ＠
i  

由

11:1砂、井 臣

イマヰ建設工業株式会社 代表取締役社長

547 大阪市平野区宇野北 2 - 9  - 1 5  官(t，lIi 06 ( 792)  4425 

""' 573 白 宅 枚 } j 市 〈 ず1;1:丘 2 ー 16ー 1 電 話0720( 55) 6511

.d.. 

圃 7 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

""' 550 大阪市内反南場11: 1丁目 22酢17号 電 話06( 541) 3051- 9

A  

i  
彦フE 康 植 寿 雄野

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 名 誉 会 長 株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

骨 531 大阪市大淀区本庄東2丁目 311't 41号 電 話06 ( 375) ω∞ 曙 ＵＴＲ 大阪市南区東清水町 ＴＸ つるのすピルＱｉｉ［ｾＯｩ ＰＶＨＲ ＴＴ Ｉ 1561  

骨 ＵＶＰ 自宅 Ｎ ｾ中市北般塚 Ｔｔ ｆｬ Ｕ ＱＱＧｴ Ｕ 号電話 ＰＶ ( 852)  5887 唖 588 内宅幌市大. x ! 聖子 5 - 9 電 .l!o0722 (37)  1162 

岩崎 徹 fT 信浪 政

株式会社岩崎建築設計事務所代表取締役 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 常 務 取 締 役

哩 630 本社・策良市大森町57の3 農協会館内

111，160742 (22)  2283代 . 550 大阪市西区南堀江4 丁目 32番11 号 屯 J /i 06(538 )2951代

631 rl 宅・奈良市学園北 I r Fl 5 - 1 1 1世話0742 (47)  2210 . お4 自宅・ 吹 出 市 吹 東 町 4 3 - 3  屯 Jf; 06( 383 )0217 

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

常務取 締 役 所 長 寺 西 種

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

哩 550 大阪市内区立売堀1丁目 13 lI't 1号 明!.l& 06( 531 ) 0913 

大1;[ ピル 111;，1& 06 ( 541)  7301 

哩 630 ｾｬ 宅・奈良市法是正立花町 ＱＰＴＶ 電 J i i 0742 (22)  2217  

司 661 門宅・尼崎市常吉字赤間 9 の 5 1世話 06 ( 431)  2101 

山

一

狙崎
差

Eヨ
雄

建築用吹付材・墜塗料・土木材料の総合メーカー

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 代表取締役社長

ー561 曹 中 市 慢 南 町 市 6 T  n  3  - 13 "ou訴06 ( 332)  5721 

串 143 門 宅 東 京 郎 大 1111>( 山王 2 - 3 0ー 10 111，1再03 ( 777)  7001  

岩本 義 ，心

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 541 大阪市東区高斑嶋 2 丁目 9 1 1 ' t 地電話06 ( 202)  4791代

哩 581 自主ー八 Ii ! 市山本町4 T 日 5 ー 7 1世話 0729 (22)  2908 

上 宇回

株式会社 日 匠 3宣 言十代表取締役

串 580 本社・大阪事務所・大阪府怯l京市西大線 1 - 5 - 6

111;お0723 (31)  3857代

520- 32 滋賀事務所 ー滋賀県甲賀lls甲西町中央 2 丁目 15

電 話07487 (2) 1114 

580 自宅・大阪府総原市西大場 1 - 5 - 6 電 話0723( 31) 1554 

3工 好

E

・
E

・
-

B

・

E

・---

E

E

，
，
 

己

株 式 会 社 江 川 棉 設 計 事 務 所 定 義ZATE

・532 大 阪 市 iJil 11 区西中島4- 10- 2 ピラ新大阪

電 話06印 刷7439

・659 自 宅 ・ 芦 慶 市 三 侮 町 2 8 8 電信仰宮7( 22) 鐙 69

榎 本 直 弘

株式会社 飛 島 建 築 取 締 役 社 長

骨 652 神戸市兵庫区北逆瀬川町 3 番 11号 電 結078( 681) 2631

愚 655 自宅・神戸市垂水区千鳥が丘3 丁目 9 ー 10

電 路078( 705) 0571

--------

E

・

E

・-

'

E

，
，
 正

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 顧 問

・541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2 7 電 話06 (252)  1201 

小 河 吉 之 助

財団法人 大阪建築防災センタ- f理事長

. 541 大阪市東区梅労町2 了目41 番 地 中 憾 ピ ル3陪

下電 Jf; 06( 261 )0212 

・573 向宅・枚方市香世ケ丘 12丁目 22嘗37号

司l J f; 0720( 54 )ω ，90

45 



謹 賀 新

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 調 取 締役会長

事 530 大阪市北区西天満 3 丁目 13番 20号 電 話 06 ( 363)  1371 

. 5 73 自宅 ・枚 方 市 岡 山 手 町 15 - 4 電 話0720( 41) 3427

大 井 弘 治 郎

株式会社 大井建築設計事務 所 代表取 締役

畢 550 大 阪 市西区京町 堀 1 丁目 1 0 - 8 福岡ピル

電 話06仏44) 4521- 2

暑 562 自宅・ 箕面市百豊臣荘 4 丁目 4 - 1 1 電 話0727 (21)  4113  

名誉i f . 会日

大 倉 郎

年
昭和 56 年 元 豆

( 50音順)

岡 本
差

回fT 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表取締役社長

唖 550 大阪市西区新町 1 丁目 5 番 7 号 四 ツ 僑 ピ ル

電 話06 ( 532)  3421代

事 659 自 宅 芦 屋 市 岩 園 町35ー 7 電 話0797 (31 )  3201  

岡 本 全 男

箆 組 建 設 株 式 会 社 代表取 締役社長

愚 543 大阪市天王寺区東高港町14- 5 電 話06 (768)  1515代

営 業 所 名 古 屋 ・和歌山 ・春日 出 大阪 工 喝 . 霊明・愛知

事 557 自宅 ・大阪市西成区玉出東 1 丁目 6 番 目号

電 話06 ( 661)  3317  

岡 山 竹 雄

22 岡山建築事務所一級建築士事務所 2総Z

，ω 4 京都市中京区A 丸通錦小路上ル手洗水町670

ー氏) 6 自宅 ・京都 市左京区下鴨 北 園 町33 電話075(781) 侃 36 京都フクトクピ ル 7 F 電 話075( 255) 0537- 8

暦 612 自宅・京都市伏見区深草平田町18 電 信075 (641)  0536 

名嘗正会員

岡 孝 男国

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

暑 589 大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 電話0723 (65) 0865 

・・565 自宅 ・吹 田市 千 里山西5丁目 40- 4 電 話 06( 384) 3019  

岡 橋 作 太 郎

株式会社 銭 高 組 技術顧問

哩岳民潟大阪市西区西本町 2 - 2 - 1 1 電 話06(531 ) “ 31  

・崎的向宅・首唱市打出存円町156- 1 竃 勝3符 7( 22) 4500

岡 武 司野

株式会社 岡 野 組 取締役社長

唖 ω 6 京 都市左京区岡崎円勝 寺町85 電 信075( 761)  3401代

骨 606 門宅. ，; r 郎市左京区岩合図 fi lH町 33 m訴075( 71 1) 6710

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締役会長

哩 531 大 阪市大淀区本庄東 2 丁目 31昏41号 電 話06 ( 375)  60∞ 

愚 640 自宅・ 和 歌山市三木町南ノ丁 18番地 電 結0734(23)  0308 

46 

奥 晴 弘野

嘉 納 伝

三 宝 電 後 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e 5 3 0 大阪市北区西天満 2 - 6 - 8 堂 ピ ル 電 結06(託泊) 1471

串 659 自 宅 声 壇 市 岩 園 町 25番 22号 電緒。797( 22)2191

土百 内 務

取 締 役

株式会社団地サーピス大阪支社大阪支社長

・ 536 大阪市雄東区森之宮2 丁目 9 番201号 電 純 情( 969 ) 1∞l  

旦ノ

原" / 近 寛

影 近 設 備 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 606 京都市左京区北白川西町83 電 話075( 761) 8191- 6

e606 自宅・京都市左京区上高野池ノ内町12- 25

電 話075( 722)  1851 

数 井 手。 美

株式会社 和光建築設計事務所代表取締役社長 株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区北嶋江 2 丁目 9 番 目号 ・652 神戸市兵庫区荒田町 2 丁目 1 番 地 旭 ピ ル

電 話06 ( 531)  4488代 電 鰭078( 521) 0205- 信 仰

骨 550 自 宅 大 阪 市 西 区北堀 江 2 丁目 9 番 10号 ・654 自宅・神戸市須膚医白川台 2 丁目39- 13

電 話06 (541)  0261  11結078( 792 )  5862 

奥 紘村 fT 

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・ 530 大 阪 市 北 区 伊 鈴 町 22 番 地 調E題。6( 312 )4131代

哩 酎 由 自 宅 ・西 宮 市 南 郷 町 14 番 34 号 電 鎗0798( 71) ∞11

奥 村 安 太 郎

奥 村 組 土 木 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

ＧＵＵＲ 大阪市港医市間 Ｓ 了同 ＵＮＱＸ 号電， Ｑ 都港 Ｈ ＵＷＲ Ｉｾ ＾ＳＨ】 ｬ

･ ＵＵ Ｒ 向宅大阪市港ｲｸＺ市岡 Ｓ 丁目 Ｘ 番 Ｓ 号電， Ｑｾ 渇 Ｈ ＵＷＱＩＰＵＷＱ

加 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 商 I買阿 波 庖 1丁目 1番10号

ｾＮｵ 剤、 Ｖ 白 ＳＲ )1231代

e 6 01 向宅 ・京都市南医東九条1ι 烏丸町24電1府175( 691 )1334 

神 谷 信雄

弁 上 設 備 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 534 大阪市都島区都島北通 1 丁目 10番目号

電Z舌06 (921)  6776代

署 615 自宅・京都市右京区山ノ内池尻町 6 番 地

京都四条グランドハイツ 820号 電 話075( 314) 8∞2

兼 高 勇

有 限 会 社 来 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 590 IW市北花田門町3了 1需 15 ｾｾＧ東洋ピル

電 ｊｾπＲ Ｈ ＲＲ 】 ＱＶＴＳ

1648 

奇 590- 01 自 宅 排 市 御 池 台 3 丁 14- 1 電 話0722( 99) 2677 

亀 井 晃
ごム

J 口

一級警察士事務所 めの

除 式 会 社 A.R. I . 建築事務所代表取締役社長

・“ 2 本社事務所・大阪市南区谷町7丁目12番地のi 新谷町議3ピル2F

電話06(768 )1771代

・104 東京事務所・東京郎中央区月島4丁目 13ト3秀和月島レジデンスI a

電話03(531 )3954 

・631 自宅 ・奈良市中町 l 番地の 4 7 9 "4 J f; 0742 (43)1226 



謹 賀 新

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 鞍 f量

串 555 大阪市丙，定川 I寛大和問 5 丁 同19一 刻 電 活 情( 474 ) 1臼4

帯 665 n 芭 ' [ 0￥di 下川 3 J i  J  8  Ｑｦｴ ＲＳｾｽ＠ ｾＧｉＡ， ｬｦ［ＰＷＹＷ Ｈ ＷＲ Ｉ ＱＳＸＰ＠

亀 夫田
-'ー
ノ、

妹 式 会 社 増 島 製 作 所 大阪営業所 所長

. 530 大阪市北区西天満 3- 13- 児島綾ピル電医師( お' ) 1951

骨 560 自宅 ' f豊 中 市 万 恨 山 元 町 8 - 1 2  竃醤伺〈範的関56

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 底 取 締 役 社 長

'“ 0 尼 崎 市 玄 番 高 之 町 4 電 話 06 ( 411)  1451 

.“ 3 自 宅 西 宮 市 甲 子 個 浦 風 町9 - 1 4 電 信O内 8 ( 41107∞ 

E

・
E

・

-

-

E

E

a

-

-

E

E

E

'

 

岸 繁 夫

株 式 会 社 川 岸 稼 業 高 唐 代 表 取 締 役 社 長

年 昭 和 56 年 元 旦 ( 50音順)

北 ;畢
ｾ比
五五 崎 勇

高砂熱学工業株式会社大阪支庄支震雲管室

"，530 大阪市北区芝田 1 丁目 4 番 8 号ー北阪急ピ Jレ

電 話06( 372) 2511

⑤ 561 自宅 豊中市城山町 1- 8- 1 的恨ロイヤルハイツ 202号

電 話06 (864)  0162 

木 下 園 男

株式会社 ミ ラ ノ 工 務 庖 取 締 役 社 長

暗 604 J;r r. Urli 中 J;r r x : 舟川通河原町点人鉾ITI 町310

11l，1活075( 231) 0177代

四 606 n 宅・京都市左京 IX: F 鴨北間関T63l ftj也

11l.ll i 075 ( 781  )  0676 

‘
、

E

・
・
a

，
，
 

滋 夫

内外パーキング施設株式会社取締役社長

唖 550 大阪市西区京町相 l 丁目8番5号 明 I註ピル

電 信06( 叫 1) 0477代

・665 自宅・宝壕市逆源台6丁目 15番 11号 電 信0797 (73)  3228 

汲 圭 司

菅

株 式 会 社 日 建 設 計 支23JR2

Cl 541 大 阪 市 東 区 備 担 2 丁 目 38番 地 電 話06( 203) 2361

島 巴
l

 

-------

E

E

E

，

 

社 団 法 人 全 国 鍛 楠 工 業 連 合 会 副 会 長

大阪鉄清建設業協同組合理事長

大 阪 鉄 情 建 設 業 I品 同 組 合

骨 543 大阪市天王寺区谷町9- 27 小 山 ピ ル 電 話06 ( 772)  0182'  

連合会事務所

愚 103 東京節中央区日本縫兜町3- 28 日繊商事日本締ピル

電 話03 ( 667)  4695- 8 

黒 譲

勝

有限会社小島勝巳建築事務所代表取締役

・541 大阪本社・ 大阪市東区南本町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 階 電 信06 ( 252) 8ω8代

・103 東 京 本 社 東 京 郁 中 央 区 日 本 嶋 本 町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 信03( 661) 07ω 代

・166 自宅・東京侮杉並区成田西 1 丁目 16- 17

電 信03 ( 315) 5435 

大 作田

黒 田 建 設 株 式 会 社 取締役社長

谷

. 5 5 0 大阪市西区西本町 1 丁目 13- 33 電 信06 (532)  0461代 署 830 久 留 米 市 大 石 町 32 番 地 電 路0942 (32)  1911代 骨 640 利 歌 山 市 下 町 19 帯 地 電 話0734( 31) 0261- 2

・563 自宅・池国市天神 1 丁目 10- 10 電 信O花 7 ( 61) 8598 暦 830 自宅 ・久留米市白山町 547 番 地 電 お0942 ( 34) 8527 晒 641 内宅ー和歌山市綴止商1丁目 10- 5 1I!，11i 0734 (24)  9563 

株式会社田淵l建築設計事務所代表取締役

E

・
E

・-

••••••• 
1

・'

崎 敬

株 式 会 社 近 後 建 設 代 表 取 締 役

桑 造 西 信 一 郎田 正

コ ニ シ 株 式 会 社 代表取締役社長

. 5 5 0 大阪市西民江之子鳥 1 了同 2 需 2 号 電 鰍 渇 ( 448) 淑 II e 650 神戸市中央区多聞通4ー 1 - 2 電 話078( 371) 1861代 ・641 大阪市東区道修町 Z 丁目 6 番 地 電 信06( 228) 2811代

@ 日6 自宅・大阪市浪速I更新1112 丁同筋6 電 J荷渇 ( 632) 7369 暦 653 自 宅 神 戸 市 長 旧 区 五 位 ノ 池 町3 r 目1- 1 ・565 吹田市古江台 1 丁目白書 5 号 電 信06 ( 831)  8455 

電 話078( 621) 3807 

--------

E

・

E

・---

E

E

E

'

 

瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

暦 616 京都市右京区太必利融式部町12j 昏地 電 話075( 861) 1157 

k 阪主席? 世話06( 353) 0222 l I ! 京支底電結03(263) 0501 

愚 616 自宅 ・京館市右京区太来安井車道町21

話 075( 811) 1509 

河 和 夫裾

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢 531 大阪市大淀医本庄東l 丁目9番9号 電1叡渇 ( 371 ) 5146 

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

‘
、

E

E

E

』，
，
 

博北

ジ ャ ス ・ ア ソ シ ェ ー ツ 代表取締役

愚 565 吹田市古江台 6 丁目 H 昨l 号 健 康 の 森

電 話06 ( 833)  6611代

氷阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

西 岬

株 式 会 社 小 西 設 計 取 締 役 社 長

・550 大 阪 市 西 区 立売 組 1 丁目 12- 16 電 信06 (532)4051 

・546 自宅・大阪市東住吉区今1113丁目 6 - 6

電猛06σ01 )0297 

名嘗正会員

小 早 川 美 武

美 工 事 長 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13- 11 11l お06( 451) 7631 ・557 大阪市西成区玉出東 2 丁目 9 -“ 電車苦情何51) 0105

""553 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 20ー10 電 話06 ( 451)  5346 ・557 自宅・大阪市西段区玉出東 2 丁目 10ー17

電 信06 (653) ∞23 

47 
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林 清

年 昭 和 56 年 元 旦
( 日音順)

佐 野 正

名昔正会員

島 村 佐 次 郎

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役 株式会社 安井建築設計事務所 代表取締役社長 株 式 会 社 島 村 建 築 事 務 所

・530 大阪市北区中之島 4 丁目 3 番25号 電 信06( 判 3) 6641代 帽 540 大阪市東区島町 2 丁目 7 番 地 電 結06ω43) 1371代

e 640 和 敏 山 市 四 番 T 4  11鱈 0734 位2) 3お8 ・4335

・545 自 宅 大 阪 市 阿 倍 野 区 北 畠3丁目1番7号 電 信06( 6: >4腕84 8662 自宅・丙 '，->i 市 雲 井 町 4 の 9 111孟0798 (72) 1569 

畢 ω o 自 宅 ・ 和 歌 山 市 四 番T 4 電 鉱0734 (22)  3338 ・4335

小 林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代表取締役

・541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 1 8  電 話06 ( 245 ) 2181 

林 四 郎

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

- 5 5 3 大阪市福島区福島7丁目 2 2 . 8号 電 話06 (452)  1151大代

唖 662 ( 1宅 内 沢 市 岡 平 町1911'i 11 月 電 話0798( 74) 6621

‘
、

z
.

，
J

 

，
，
 

4 目

干守

士
山
ヤ林

株式会社小林得志建築事務所代表取締役所長

_ 5 3 0 大阪市北区堂島 2- 4- 17 /i m ピル ... ｴｴｊ ｬｩＰＶ Ｈ ＳＴ リ ＵＶＮＧＩ Ｘｻ ｾ

佐 春野
士

口

森 井 電 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

ｾ ＵＳＰ 大 阪市北 Ｑ Ｑｻ中之 ＮＱ Ｚ 九 Ｕ l i J 3 11f 1011; '  d 京 中之均ピ ル

'，11，!.'; 06 (443  ) 838I{1:  

ｾＱＱ Ｇ Ｑ 宅 !日崎 市東[ 咽 111田f3 r目85品ー地ー11

...1! .!! ; 06(491 )9402 

斉 藤 義園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

"' 557 大阪市阿，，1 ( (>(1担'l!. 2 1"116 俳 5 りm ，1/i 06( 661) 3325代

司 557 1' 1宅・大阪市阿，，1 ( 1)( 伴屯l I [ l 1"1121待 3 け

1官，!li 06 ( 652)  0208 

雑 賀 幸夫

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

畢 543 大 阪 市 天王 寺 区 東 平 野 町 5 丁目 9 番 地 吉 盛 ピ ル

電 信06 072)  4426 ・4436

@略62 自 宅 ・ 商 宵 市 丸 婦 関r 6  - 16 電 話0798 (66 )  2394 畢 573 自宅・枚方市香里ケ丘 7 丁目 11- 16電話。720 (54)0∞4  

河 義 就内

有限会社河内霧車t設計事務所代表取締役

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

立 表 取 締2 禁 藤 久 典

アV 2 黒 j畢 太 作

斎 久 工 業 係 式 会 社

骨 l ∞ 東京本 社 ・東京都 千代I t l区大手町 2- 6- 2 臼本ピル

Ｑｬｴ ｾ舌 ＰＳ (270)  7411代

骨 530 大阪支社 ・大阪市北反 中之島 4 - 2 - 3 8

電 1806 (443)  5041代

酒 井 貞

島

由

I U ;、 男

株式会社 都市 科学 何 究 所 取 締 役 副 所 長

村

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 種目!孟06(764 )1 122 

名誉正会員

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

・540 大 阪 市 東 区 両 曾 町 1 丁目 13番 他 電 話06 (944)  1468 

・558 自 宅 ・ 大 阪 市 住 吉 区 畠 江 中 l の68 電 醤06 (671)  3792 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

串 530 大阪 市 北区 角田町 2 番 目号 電 話06 (372 ) 7151代

須 賀 好
由

昌

近畿大予. f l 1l . t: "f: ［ ｾｩ￭ 建築予科助教段

ｾＵＷＷ 東大阪市小手 Ｇｩ i [  3  - 4  - 1  "包，!.';06(721 )2332 

内線 271

串 577 自 宅 東 大 阪 市 下 小 阪 172- 2

近 鉄 グ ラ ン ド7 ン ンョ ン B- 911 電 話06 (789) 8114 

菅 良 春

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 語 句 学 長

_ : >1 1 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目幻番地 層 6∞ Jj (r.s rli F  ｊｾＺ ｉ ＾Ｈｉ 叫 条九 九 凶入ル住友生命ピ ル Ｙ ｆ 愚民犯大阪市北区西天満 5 丁目 6 番10吟 電 話06 ( 313) 3321 

ダイヤルイ ノ電 お06 (Z44 )  3500 (畳 付 台) 坦 ｴ ， ｪ ， ｾ Ｐ Ｗ ＵＨＲＲ ｉ Ｉ 8161  ・636- 11 自宅 奈良県大和沼山市南井町19ーω

・603 自宅 ・京都市北民平野鳥居前町86 電 話075(461 )1526 肩 脱13 ( 1宅 ・ 京 都市 北1>( 凶賀 茂大深町 70 電 話075( 491 )日301 唱 J l i 07435 (6) お65

佐

ミt .

J 口 誠 次

株式 会社 佐 治 建 築 事 務 所 代表取締役

.. . .662 本社内守山 di :I { 母! )剖 信仰 f 1  - 36 電 話0798( 73) 2516  

品 550 ).、似事絡所 k 阪 市内‘ 1": ＧＺト Ｏｾｾ ｉ 1，.14自似 1，

カ Y グ イ ド ル 屯，1li06 ( 541)  5831 

48 

四 方 靖 郎

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所 代表取締役社長

号612 京郎市伏見区漆草間贋敏町辺ー2電 信 仰5( 削} 怨; - 2

・851- 33 長崎I i ' ，張所・長崎県西彼件犯西彼町大谷崎1684

電 信ω592( 7) 0172

_ 1 8 3 東京地強所・東京都府中市白糸台 6 丁目 53- 31

電 話0423 (67)  0480 ・0424 (84)  0236 

晶 612 自宅 ・京 郎市伏見区深草間鹿敷町32- 2

菅 谷 健
I日

ノし

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会社 代表取締役社長

暗 550 大阪市西区江戸繍 1 f R  1O/!f 17号 電 話06( 441) 8231

帯 158 内宅 ・東京都世間谷区等々力 6 f Fl 24- 6  

司1，'舌03 ( 701)  3535 



謹 賀 新

杉 田 新 三 郎

シ ー ル テ ッ ク ス 工 業 隊 式 会 社 社 長

(建 築 総 合 防 ポ 材)

ｾＶＴＰｾ ミ ｬ 歌山市矯 ｲ 11 l I I ' 地電お0734 (32)  2581  ｦ ｾ＠

' 臼o (1宅・布1 歌山市悶; ' $ 1670 - 55 電 訴0734 (53)  5066  

杉 浦 良B敏

理 事

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

畢 541 大阪市東区北浜 2 - 2 2  官甚指06( 202) 3051代3071代

串 560 星空中市 岡町 南 l ー 7 - 7 電 話06( 855) 5995

鈴 木 毅

株式会社松田平田坂本設計事務所大阪事務所

附 長

ー530 大 阪 市 北 区 堂 鳥 2 - 2  - 25 電 話06 (344 )  782;  

曙 185 自宅 ー 東京 郎国 分寺市 富 士本ト 31 - 15

電 お0425 (75) 1581 

仙 郎国 四

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

暗 558 k 阪市住吉医万代車6丁目3需地 電 話 06( 672) 1281 大代

曙 588 n宅 噂 市大1 < 野76/1'; j也の 6 電，1，1;0722 (37)  6513  

田 中 明慶

株式会社 問 中 工 務 l苫 取締役社長

唖 601 ，;(/if Sr! i府民 l 仇羽八五紳関T5;品地11l.l.T;075( 681  ) 9556代

暦 601 1' 1主 s;(fifs ，!i l軒以 上仇材八五神町 5 III' j 也

m，1f; 075( 672) 3622 

武 弘田

株式会社 武 田 工 務 庖 代表取締役

暦 602 京都市上京区寺町 通今出川下 J レ西入真如 堂 前 町121

電 話075(211)  3681 代

串 602 自宅 ー京都市上京区寺町 通今出川上 ル 上 神 輿 町282

11U，I; 075 ( 231)  9678 

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

専 務 取 締 役 上 回 宏 ニ

株式会社 尚 僑 上 出 設 計 事 修 所

骨 550 本 社・ 大阪 市 西1>1: 続 町 1 - 4  - 21 太宰ピ ル

電 3，1; 06 (533)  0971 - 3  

. 1 0 3 東 京 支 所 e 東京都 中 央区 茅 湖 町2- 4

全国中小企業会館 4 F 電 話03 (669)  6049 

年 昭和 56 年 元 旦
( 50音順)

竹 健

、a:

2旦腰

ｾＲ 自宅西宮市松園町 Ｗ 番 ＲＲ 号電信 ＰＷＹＸ (34 )  2650 

竹 通 世村

近・2電気工事総式会社広島支社 支社長

骨 730 広 島 市 南 区 稲 荷 町 4 番 1 号 住 友 生 命 広 島 ピ ル

電 信0822 (62)  1471 

梧 730 自宅 ・広 島 市 中 区 中 町 4 番 14 チェリス中町905号

電 話0822 (43)  4656 

橘 泰

ごム

，ロ

塚 本 次猛

株式会社 日 建 設 計 相談役

明 541 大 阪 市 点 1;;: 愉 峨 2 11138 111' j 也 ，1t，1f; 06 (203)  2361 

ｾＶＶＵ 自宅・宝塚市清荒神 Ｒ - 6  - 27  電 話0797 (87)  1940 

辻 本 豊

株式会社辻本豊一級建築設計事務所代表取締役

柄 ＶＴＰ 利 Ｚｉｾ 111  rli 点 長 町 中 の r 12 - 3 屯，1/;0734 (26)  2030代

四 640 ｮ 屯初 ＺＱｾ ｬｉ ｬ ｲｬ￯ ＢＧ ｈ 止町中町 Ｑ Ｇ Ｑ ＲＭＳｭ ， ｉ ，ｦ［ ＰＷＳＴ ( 26) 2030代

寺 徳 重回

東邦ノ f ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長 大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

時 540 k 阪市東院議ノ H 中央2 f R 71f; 15け司! ，1f; 06( 941) 9445- 9 間 541 大 阪 市 東 l烹 本 町 4 r "  27 m，If; 06( 262)  11 31 

再 590- 01 (1宅 ー嶋 市 若 怯 台3 f 26需3};' 1Il:，! l i 0722 (91)  2267 四 562 ( 1宅 大 阪 府n而市似井2 J i  14- 39 11!，1/; 0727( 21) 4641 

圃.&...

主L 回

ご重E

I F'I 

有 限 会 社 柳 ｾ＠ 堂 ( 建篠尊門書底}

. 550 大 飯 市 西 区 東 町 堀 1 - 1 2 - 3 . 鱈 06 何43)0167- 8

官量調Ip骨 : 鴻 池 ピ ル
電 話06 (251 ) 8233 

立 野 良B

株式会社 ょ ニ オ ン 代 表 取 締 役

侮 馬 明正

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

時 550 大阪市内1耳靭本町 1 l i  I  17 111' 15};  

'，'!!，1/;06 ( 441)  0378大代

名誉会長・名誉正会員

東 畑 謙

e 5 5 0 大阪市西区南堀江2丁目 13番22号 ・541 大 阪 市 京 区 伏 見 町 5 - 19 電 話06 (202 ) 0391 

電 話06 ( 532)  3731 - 8  ・658 自宅・神戸市東温区住吉山手4- 4- 35電 信078( 851) 5倒 3

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

名普正会 11

玉 置 豊 次 郎

大 阪 工 業 大 学 名誉教授

聞 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

串 530 大阪市北区中之島3- 2 - 18 住友中之島ピル

電 話06( 447) 0615 - 6

骨 557 自宅 ・大阪市西成区天神森1- 19- 15 電 話06 (661)  7680 

知
美

諸見
占
穴

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取締役会長

&6 01 京郎市南区西九条春日" 148帯 地

電 : &075( 臼 1) 6455 ・(691 ) 9228 

8 ω l 臼宅 ・京郡市南区西九条理F 日町48 竃 : &075 ( 691 )  3860 

栂 野 正 春

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 長 品Z Aま

・640 和 歌 山 市 五 番 T 4 番 地 電 話0734 (22 )2826 

時 保 雄岡

A

X

6

 

錦

柿

山

町

園

田

吋

の

4

表

お

代

叫

一

質

号

附

e

。
，

地

番

和

市9

0

 

三

明
白

骨

社

抱

一

山

叩

株

丸町
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謹 賀 新

ｾＸ＠

1' 1" 益田 男

f尋 回 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 601 京都市南区* 九条河辺倒T21番 地 電 話075( 661) 2727

愚 606 臼セ 京 都 市 左 京 阪 北 内 川*11' 織 町10需 の 3

ｾＱｩ ＰＷＵＨＷＲＲＩＳＲＳＱ＠

由

昌
家 泰宏

株 式 会 社 富 家 建 築 事 務 所 代表取締役

・ω4 京 都 市 中 京 区J甲小路通東洞院西入ル

電 話075( 231) 6375代

・003 自 宅 ・ 京 郎 市 北 区 平 野 八 丁 柳 町68- 1 - 704号

電 話 075 (463) ∞50 

内 藤 正 克

機式会社内藤建築設計事務所代表取締役所長

e 675- 13 兵庫県'J 哩子市上$ 調1240小 野 ピ ル 電 話07946 <214757代

唖675勾 13 自宅・兵庫l恥j喧子市久保木町ゆ63電 話07946 (2)4“8  

中

E

-

-

-

-

-

E

・・・
・

E

・

E

-

E

J

 

匠

年
昭 和 56 年 元 日

( 日音順)

中 原 茂 橋 晃 芳

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

・巴O 大 阪 市 西 区 靭 本 町2 丁目9番 11号 岡崎相官ピル

電 信06 (445ゆ039

愚 658 自 宅 ・ 神 戸 市 東 議 区 岡 本 2 丁目 8 番 3 月

中 英 雄

本

株 式 会 社 鴻 池 組 専 務 取 締 役

原

8541 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町4丁目 27番 地 電 J，I; 06 ( 244 ) 3538 

哩>659 自 宅 ・ 芦 屋 市 精 道 町 4 ー 1 稽 品0797 (31)  6766 

長 谷 川 武 彦

株式会社長谷川工務! 古代表取締役会長

ｾＱＰＷ 東 京 ｭｬ 港区赤坂 Ｓ 丁目 Ｒ Ｑ 番 ＲＰ Ｑ［Ｇ 屯，IIi 03( 回6) 5451

名誉正会員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

南 543 太 阪 市 天 王 寺 JX:*，:'F， il 畑 T 8 の l 市，1，1; 06 ( 768)  5222 

高 631 1 ' 1 屯・奈良市二名町市登美ケ斤. .3336ー 7

m ，]，r; 0742 (43)  1091 

林 茂

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

事 ＵＳＰ 大阪市 ｾｴ ｊｸＺＮＱ＼広町 Ｓ 番 ＲＱ 号星和地所扇町ピル Ｖ 附

電 話06 (312)3587代

<<It659 自 宅 ・ 声 贋 市 打 出 小 儲 町 l 番 地405

中 堀 手口 英

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 林 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

事 530 大 阪 市 北 区 泊 花 町 l ー 19 新 興 ピ ル 電 話06 (37 1  )  3651 "" 1  06 車京都港灰丙麻布 1 r 日13酢11 丹 f包括03 ( 403)  0251 大( 1: e531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中3丁目 I l11' 8号 電 活06 (351)  6831 

暦 665 肉 宅 ・ 宝 犠 市 光 布 4 了同 15- 18 電 話0797 (86)  2391  明 251 内宅，雌 ｩｬ＼､￮ｾ Ｑｬ沼海Ｑｬ ＡＲ r 円8の26 m ，I，f; 0466 (36)  7706 骨 565 自 宅 吹 田 市 竹 見 台2丁目 ll lll' 5号 電 話06 ( 871)  8625 

中 田 勝

日新 E業株式会社大阪支:1，1; 支庖長代浬

唇 550 大 阪 市 内 区 新 町 1 ｲ 目 ＱＲ ＱｩＱＧ ＲＲｾ［Ｎ 電話 ＰＶＨＵＳＳＩＳＱＹＱ 大代

ｾ ｲ ｬ 宅 ・西山市品本凶田 ｲ 8 9 屯JIi 0798( 67H833

中 出 隆 俊

創 業 50余 年

Ｈｾ守備防水工事及スレート工事施工 ｕｬ 負Ｉ

株 式 会 社 中 出 商 会 代 表 取 締 役

愚 652 神 μ 市 兵 康 氏 わR 過6 下回 I ー l 電 話078 (511 )  4501代

中 村 正

中 村 タ イ ル 株 式 会 社 代 表 取 締 役

8 5 5 0 大 阪 市 西 区 南 細 江1丁目 11番5号 電 話 係 ( 531) 7263

・590-01自宅・塀市若松台3 T 1 7番唱脅 電 紙0722( 91) 5592

50 

株 式 会 社 中 堀 ソ イ ル コ ー ナ 一 代 表

愚 564 1吹 町 市n: 成 町 3 - 4 ー 11 ，1，'; 06 ( 384)  9069 

再 565 (1宅 . ｾｲｬｬ 市新千ＧｉｬＮｊｴＮ ￮ 町 ＱＭＹＭＱＸ m ，I，1; 06( 871)  1051 

氷 井 賢 城

ア2 西 嶋 徳 太 郎

P2 石 中 達 夫

株 式 会 社 大 建 企 画 設 計

本 社 司 550 大 阪 市 丙 灰 京 町 胤 1 r 日13- 20

m ，I ! ; 06(443)  8261 

*J ; f' J t 務 所 四162 東 京 郎 新 宿 区 下 宮 比 町15砕 地

飯 山 崎 ハ イ タ ウ ン 333 号 '屯，]，1; 03 ( 267)  4711 

西 村 淀

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 代表取締役社長

哩615 Jii /if l  rtJ"イi sj( I ? ( 両院内田町 30 m訴 075( 313) 2191 

""616 内宅 京 都 市 右 京 医 宇 多 野 御 池 町40ー 10

mU; 075 ( 463)  2784 

橋

聖士

面白
雄

株 式 会 社 橋 詰 工 務 底 取 締 役 社 長

岡 604 Ij( /if 1，1J '1' ｾ江沢猪熊通三条 ｫ ル姉絹熊町 ＳＲＶ 帯地

電 ，]1i075 ( 801 )  2356( 1: 

再 604 n 宅 府間 ｉ､Ｗ 中京 ｉｒｪ ｲＮ ｦ￯ｾ［ｩｬｬ 三 条 Ｑ ＺＧ レ姉猪熊町 ＳＲＶ Ｑｦ［ ｩ 也

m ，l i i 075( 841)  2803 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

暗 550 大 阪 市 西 区 新 町 1 r 閏 5 lf; 7刀 阿 ツ 鳩 ピ ル

7世U; 06 ( 532)  3421  

罰 565 f ' l 宅・吹悶市青山台 3 丁目 41ー 11 電，1，1; 06 ( 872)  3608 

林 良B日百 ) ¥ 

菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 雲 告 2

愚 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 7 需 3 号 電 話06 ( 352)  4881 

愚 663 向 宅 ・ 西 宮 市 高 木 東 町19需 14号 電 J 50798 (64)  0324 

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

時 532 大阪市淀川J X : トミ本町2 r n 4昨28l } m ，1，f; 06( 308)  1551 

同 662 1 ' 1 宅・西山市名次町 12 砕 9 片 清 治0798 (72)  1504 
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2表 取 締2原 田 重 信

2表 取 締2原 田 孝 太 郎

原 田 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

・ぉ4 大阪市此花区西九条 4 丁目 3 - 3 4 . 信06 (465)1212代

・661 自宅 ・尼崎市窓口町1 丁同 4 1 - 8 電話06 (421 )4518 

名官官正会員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理事 長

事 565 本所 大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地

電話06 ( 872)  0391  

暦 531 大淀分室・大阪市大淀区長柄西 2 了目 1 番 18号

電話06 (351 ) 7217 

唖 592 塀分室 ・大阪府幌市浜寺石海町西 2 了 1 1IF34号

1It 1君0722 (44)  3912  

伴 郎

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 代 表 取 締 役 社 長

唇 531 大阪市大淀区中海六丁目 8 番 4 号電銘06 (458)  3531代

年 昭和 56 年 元 旦
( 日音順)

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

唇 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 電話06 ( 231)  9648代

串 573 自宅枚方市香里園町26- 68 電話0720( 31) 0549

福 氷 薫

堀 也

株 式 会 社 建設 技 術 セ ン タ 一 代 表取 締役

骨 530 大阪市北区東天満 2 丁目 5 1IF20勾 古林 ピル 5 階

ｾＸＰＶ＠ ( 353)  0651  

骨 542 自宅大阪市南区順慶町通4-61 電話06 ( 251)  3102 . 5189 

藤 稔

フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

井

串 651 神戸市中央区熊内町2丁目 1 - 37 電話078(222) 2251

・657 自宅・神戸市漫区復原北町 2 丁目 1 - 9

電信07創882) 0755 

堀 内 史 郎

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

・530 大阪市北区西天満 3 丁目 6 番 14号 電信06ω64) 6661代

・573 自宅・大阪府枚方市朝日丘町12・18 電信仰初 ( 41) 5: 蜘

前 野 慶 太 郎

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役 骨 530 大阪市北区中之島 4 丁目 3 1IF25号? 直結06 (444)  1501  

株 式 会社 あ め り か 屋 取 締 役 社長

藤 木 銭

骨 563 自宅 ・池田市石嶋 3 - 11ー 14 電話0727 ( 61) 8652 ・530 大阪市北区梅田 2 丁目 2 番25号 電路 尚 ( 346) 1171 骨 659 自 宅 芦 庖 市 翠 ケ 丘町 4 1IF 18号 電 話0797 (22)  2005 

伴 信 次仲

春 日 建 設 株 式 会 社

代 表取 締 役

春 日 建設 一級 建 築 士事 務所

. 1 0 2 東京侮千代田区飯田幡 2 丁目 9 番 3 骨

電信03( 2“ ) 4011代

晶 160 自宅・東京都新宿区西早稲田3- 31- 5 かすカ句'01号

電信03( 202) 2411

平 城 勧

株 式会 社 藤 木 工 務 底 取締 役 社 長

骨 540 大 阪 市 東 区 両 符 町 1 - 13 電話06( 944) 1468代

藤 邦 昭回

株 式会 社 都 市問題 経 営 研 究所 代表 取 締役 所 長

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 常 務 取 締 役 暦 530 大阪市北区堂山町 3 IIF 3 号円本生命織田ピル

大 阪 支社 長 電話06( 315) 8455代

<<It 532 大阪市淀川区加島1 r 目58番59対 屯 J .I' 06ω 02 )2271- 9 暦 658 自 宅 神 戸 市 東 澱l>!: 悶本 8 r R  101昏1 - 605 

<<It665  rJ 宅ー 宝塚市中山絞n 4 ー 15- 4  ・，'It ，1.1' 0797 (89 )  3884 電話078( 411 ) 3989  

久 良
士

口
田

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

. 5 4 2 大阪市南区上本町 4 - 610 昭和ピル 3 F

電結句 (768) 2029直 通

2020直 通

畠 581 自宅 八尾市山本町南4 - 1 0 - 1 4 電話0729 (221 玖汚5

福 朝回 生

株 式 会社 双 星 設 計 代 表 取 締 役 社 長

唇 530 大阪市北区茶庖町18- 21 登 崎 ピ ル 電 J l i 06( 373) 2281

淵 保 夫上

三 弁 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 底 要 務E締2

唇 530 大阪市北区中之島 3 丁目 4 番 18号三井ピル2号館

電信06( 444) 4231代

署 595 自宅 ・大阪府泉大t阜市虫取51- 1' くすの木団地2- 311

星 虞 文

有 限 会社 中 西 建 築 事 務 所 取 締 役所 長

事 530 大阪市北区中之島 3 丁目 2 番 4 号朝日ピル

電話06 ( 202)  5986 

唇 663 向宅西宮市甲 t二国砂田町211F8号1I t . l l i 0798 (48)  0989 唇 571 自宅 「古典市城塩町 7 - 6

電話0720( 81) 1318 . 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 ー 1 - 33 電信06 (353)  1131  

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

e550 大阪市西区靭本町3丁目2番7号第l崎弁ピル

屯， Ｑ ， ｾＰＶ (441  )1462代

<<It 560 向宅・豊中市上野東 1 丁目 16 - 21 喝J .I' 06( 849 ) 5764 

牧 田 顛
ごム

J 口

大 建 建 設 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

@ お4 摂海市干 現丘東4 丁目9 番 13 持 電話06 (381 )2421  

思 546 自 宅 大 阪市東住吉区北田辺 4 T 自13 - 2

電話06 (713) 1469  

松 丸 哲 也

豊 国 建 設 株 式 会 社 代 表 取締 役 社 長

愚 530 大阪市北区天満縫 2 了間 3 番 1 号 電 話 06( 353) 1001  

骨 663 自宅 ー西宮市甲 F 関 IJ 北町20- 21 電J 初798( 67) 2787

松 村 雄

株 式 会 社 松 H  組 取 締 役 社 長

51 
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松 本

a:::ョ

ヲ官

株 式 会 社 清 水 工 業 所 代 表 取 締 役

C!t531 大阪市大淀区豊崎1丁目 11番19号

電 話06( 372) 2851 代

松 浦 潤 一 郎

株式会社松浦事前進設計事務所代表取締役

咽>657 神戸市灘区八帽町 4 丁目 9 - 2 7 六甲ピル

( 861) お 04

電 話 。78

(881) 3302 

名誉正会員

松 本 与 作

第 一 生 命 保 険 相 E 会 社 顧 問 技 師

号 l ∞東京郎千代間I X . : 有議開T 1 ー 13ー l 電 話03 (216)  1211 

晒 145 自宅東京郎大間限悶閣調布3- 17- 3 電話03 (721)  4723 

松 本

-'圃

ノ、 良R

松 本 金 物 株 式 会 社 取締役社長

・ 543-91 大阪市天王寺区上総鹿町6 ・結06 げ74) 22∞

受付案内台

・民国D 自宅 ・松原市北斬町 2 丁目 3 - 7 電 信O花 3( 31) 0158 

丸 山

年
昭和 56 年 元 旦

(50音順)

水 野 喜 一 郎

社団法人 日本建築協会京都支部支部長

a ω 4 京都市中京区押小路通柳馬場東人連投会館分室

ヨ11: 古075 (211)  2857 ・2877

e 6 0 0 京都市下京区西七条市部町77 水野建設株式会社

電話075 (312川431

水 義 雄

F 晶 司

主 谷 水

間

株 式 会 社 水 間 組 代 表 取 締 役 社 長

哩 534 大阪市郎島区東野間町 1 丁目 1 番 4 号

電. l Ii 06 (352)  3121代

哩 538 円 宅 大 阪 市 鶴 見 区 今 津 南4- 10- 15 電 話06( 961)  0785 

主 義 援 長 道 田 泰 治 郎

取 締 制 長 道 田 泰 平

株 式 会 社 道 田 工 務

'“幻-01 1I 1i ! l i 市陶陽台 3 丁目 6 番216号

電 話 切27( 93) 3456代

，ω 0-01 自宅・1 I 1i ! l i 市向陽 台 3 丁目 6 番216号

電話。η7( 93) 3456代

r.:!::圃'

邑 崎 辰 敬

山

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 550 神戸市中央区北長狭通 4 丁目 2 - 4 英和ピル

電 話078( 331) 0881

骨 550 自宅・神戸市中央区山本通 4 丁目 1 7 - 17

Z舌078( 221) 5050

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

. 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 1311鱈 052げ51 氾α 訓6

・4“ 自宅・名古屋市昭和区折戸町5丁目13

電信052( 751) 3ω4

村 全

森
由

11:1砂、

石

村 野 . 森 建 築 事 務 所

・ 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 ・8 電 信 06 (624)α l26  

・665 自宅 ・宝線市震庫山1丁目 10- 8 電 信0797( 72) 制 61

森 隆 雄

株 式 会 社 間 組 大 阪 支底実阪管底2

. 541 大 阪 市 東 区 瓦 町 5 ー 2 0 - 1  電 話 06( 201 )2751 

e562 自 宅 箕 面 市 西 小 路 3 - 1 7- 24 電 話0727( 22) 1601

八 木 喜 美 蔵

八 木 惣 株 式 会 社 代表取締役社長

ｾＹＳ Ｑ｜ＧＱ市津 久野 町 Ｓ 丁 ＲＰＷＱ 陸地 ｭ ， ｬｬｩＰＷＲＲ (52)  1175 

⑮ 593 自宅・塀市滞久野町3T 2071 I1U也沼，11i 0η2( 62) 0722

八 十 島 健

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 株 式 会 社 竹 中 工 務 底 専 務 取 締 役

再 107 東京1 i s i - 昼夜北酌 IJ 3 了目 5 需25号・ m ，l l i 03(401) 2287 愚 555 大阪市浪速区幸町2丁目 5番 3号 電 括 的 (551) 2201代 時 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 m ，Jli05 ( 252)  1201 

出張所: 術浜市・総本市 暦 559 自 宅 戸 鹿 市 泊 崎 町25番 15号 電 話0797 ( 34) 0835 母 553 自 宅 内 出f市甲 F 閣 二 信 町 5 - 3 0  m ，If，0798 (41)  0598 

谷
由

I UJ、 義

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

・ 694 島領県大田市久手- ritt恨 西m の1 11鱈 侃548( 2) 8121代

・694 自宅・島恨県大国市久手町波恨西忽50 ) 2

電 鰭 侃548( 5) 8320

輪 泰 司

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

暗 500 11: 1iI1市 F ポ民間来通川百合丙人ル大和銀行京都ピル

電 話075( 221) 5132代

哩 612 自宅ー ):;r /iH市伏見1 ) ( 桃山南太烏町95- 45

m ，l l i075 (501)  3952 

52 

村 上 郎

サ ン エ ス 石 刊 株 式 会 社 2表取締2

哩 530 大阪市北IX: 堂島2 下回 41昏17号 藤 田 ピ ル 本 館

電 話05 (344 )  5525- 9  

司 555 n 宅・欣111 市千曳山丙3丁円 7/11' 5号 電 話05( 384) 1002 

名嘗正会員

村 藤
五
ロ野

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

・ 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電 信 06( 624) ω26

. “ 5 自宅 ・宝緩市糟荒神 2 丁目 18一宮7 電話σ797偲6) 2559

安 忠 生井

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

哩 550 大阪市内区靭本町1 r 日9ー 18 m ，lli05 ( 448)  2755- 5 

" ' 652 自宅 ・商'r' iJ 市城山町 6 ー 12 パ ー ク ハ イ ム 2

m，J后0798 (72) 0865 

安 回 誠

安 田 株 式 会 社 会 長

( 建築金物・アルミ型材製造)

・542 大阪市南区末吉情通 1丁目 17 ｾ電話 ＰＶＨＲＵＱＩＷωｬ 代



謹 賀 新

簸 弦本

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

骨 520 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 電 話0775 (23)  2314 

520- 21 白 宅 ・ 大 浄 市 ー 里 山5 - 9 - 11 電 路 0775 (45)  3966 

山 敏 明崎

年 昭和 56 年 元 豆

(50音順)

山本 氷

、ｾ

辺三 米 倉
屋a
sヨ.

夫

ヤマ卜電気エ ンジニアリング株式会社 主締2

8 5 3 0 大 阪 市 北区 西 天 満 5 r 日 1 & 3 時 電 話06 (364 )3056代

@ お2 自 宅 ・ 箕d覇市舷 ケ 丘 3 丁目 1 3 - 6 電 話0727 ( 23) 5176 

山本 哲 夫

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

・113 東 京 部 文 京 区 本 駒 込6丁目 15番7号

電1 M3( 945)  2311 大 代

蓮 イ弗 亨

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 650 神 戸 市 中 央 区 栄 町 通 2 丁目 9番 4 号 晶 812 福 岡 市 東 区 箱 尚 5 T  13 11 1' 93号 電 結ω2( 651 )2931 串 604 京 郎 市 中 京 区 三 条 柳 喝 場 東 入 電話 ＰＷｾ (211 )  7277代

電 信078( 321) 0655代 冊 810 自 宅 ・ 福 岡 市 中 央 区 議 院 2 丁目 11番 4 脅 岳 611 自 宅 ・宇 治 市 南 陵 町 2 丁目 1- 4 電 話0774 (23)  2172 

唖 662 自 宅 ・ 西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電 路0798( 71) 9763
電 話ω 2 (741 )5 ω5

山 密下 男

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

8 5 4 6 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 2 丁目 4 番22号

電 話06( 702) 7814代

e 546 自 宅 ・大 阪 市 東 住 吉 区 田 辺 5 丁目 4 番 8 号

電 話06 ( 621) 9086 

山回 保

株式会社山田保建築設計事務所代表取締役

愚733 広 島 市 中 区 本 川 町2丁目 6番 11号 第7ウエノヤピJ レZ階

電 話0822 ( 92) 8211代

暗 734 自 宅 ・ 広 島 市 西 区 己 斐 東 2 丁目 12番 27号

電 話0822( 71) 加 90

山 恒

ごム

，ロ回

株 式 会 社 山 田 工 務 底 取 締 役 社 長

骨 651 神戸市中央区君主弁通 4 丁目 1 番 3 号

電 話078( 232) 18∞代

署 ＶＵ ト Ｑ Ｒ 自宅・神戸市北 Ｑ ｩＡＺ Ｑ ｛ｊ ｉｔｉｾｲ 1 : 谷上古々山29

1孟078 ( 581)  2055 

名 智 正 会 員

山 文 次田

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀1丁目 6 1i1' 8号 電 漏06( 443) 8161 大 代

事 665 ｾｉ 宅 ー 宝塚市南円 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｒ 号 電 話0797 (72)  2511 

山 義 fT 回

株 式 会 社 竹 中 工 務 底

・541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電 信06 (252)  1201大 代

署 665 自 宅 ・ 宝 塚 市 得 議 荘 14 - II 電，!，li 0797 (72)  5858 

山本 ↑専

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

槽 530 大 阪 市 北 民 中 之 島 3 丁目 2 番 4 号 制 日 ピ ル 内

電 信06 ( 385)  1361代

骨 565 自 宅 ・ 吹 田 市 漏白 台4丁目 23番8号 電 結06 ( 831)  6100 

山 幸売多

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長

畢 540 大 阪 市 東 区 京 僧 3 丁 目 70 電 信06伶41)3651 

横 田

.(;舟

下失

ミ' b

J 口

横 田 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 607 京 都 市 山 科 区 上 花 山 花 ノ l珂町39 電 話075 ( 592)  3966代

署 ω 6 自 宅 ・ 京 都 市 左 京 区 鹿 ヶ 谷 上 宮 の 前 町

電 話075( 771) 4014

名 嘗 正 会 員

士

ロ回 光 太 郎

和 員国

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

晶日O 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 5 番 14号 電 鈴06 ( 363) 4051  

骨 659 自 宅 芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797 ( 22) 3282 

名誉正会員

若林 吉繁

二 葉 屋 袋 備 工 業 株 式 会 社 会 長

愚 氏 同 領 海 市 東 別 府 3 r 目 7 番 8 号 電 信06 (349 )9193 It 

e605 自宅・ 京 郎市東山 rR滑水2丁目 232 電 飴075 (561 )  6283 

若山繁

近畿- . t : Ｇ［ｴ ｾ＠ [ 事 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

8531 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 東2丁目 3番 41骨 ‘ 話06 (375) 6ぽ) ( )

・661 自 宅 ・ 兵 庫 県 尼 崎 市 武 庫 之 荘2丁目2 s 番11号

電 話06 (436)  1381 

渡 恵辺

東 洋 シ ヤ y タ 一 株 式 会 社 取 締 役 会 長

・156 自宅・東京餌世田谷区篠丘2ー7 - 1 8 1電信03 (420)  6476 晶 540 大 阪 市 東 区局 管 町 1 - 1 2 日 生 ピ ル 電 話06 (943)6571 代

串 560 自 宅 ・ 畳 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 電 話凶 ( 856) 0983

士

口
虞 助田

株 式 会 社 ナ ニ ワ 代表取締役

... 543 大 阪 市 天 王 寺 区 九 ケ i土町611昏地 電 話06 ( 771) 9123

串 662 自 宅 酋富 市IA之 池 町 14ー 14 電 話0798 (74) 侃 45

事 務 局 同

社 同 法 人 日 本 建 築 協 会
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昭和55年度・第 4 回若い会員の集い

レクリ工ーション施設を考える (3)

みどりのやすらぎの里

“ グリーンピア三木"を訪ねる

レ ポ ー ト

前回天候カ河愛しく少々不安があって、朝起きて

空を見ると朝焼けが出ていたが晴れていた。

参加者は中津の世界長ピル前に集合、パスは定

刻を少し遅れて出発したが、中国縦貫道を吉川イ

ンターチェンジで降りて田園風景の中を走り、予

定通りグリーンピア三木へ到着した 。早速セミナ

ーハウスで安弁建築設計事務所の松山氏、坂倉建

築研究所の幸田氏、同じく大久保氏より施設とそ

の設計について説明があった。

大規模年金保養基地「グリーンピア三木」は年

金福祉事業団が厚生年金等の加入者、受給者を対

象にそれぞれの趣味や年齢、体力に応じて各種の

カルチュアーやスポ ーツを楽しませることを目的

として兵庫県三木市の豊かな自然の中に建設した

ものである。 300 人収容のホテルをはじめペンシ

スに乗って三角屋被に特長のある室内温水プール たが、これほどのうねりを持つ芝の広がりは少な

や体育館、今はシーズンオフの屋外プール、テニ い。手入れの良い芝を踏む快さは近年、われわれ

スコート、バレーコート、サイクリングセンター の覚えたものだが、そのかわきをこの丘は満足さ

のあるスポーツゾーンへ移動、施設を見学後遊歩 せる 。ただし入園者が多いと機子は変わるだろう

道を歩いて里子外ステー ジへ行った 。 この観客席は がー… 。 ともあれグリーンピアの序曲にふさわし

一面の芝生斜面で広々と気持がよく、登りつめる い丘である 。

とそのまま本館前の芝生広均へ続いている 。最後 丘を越えるとプールがあり、それからは山林の

に園芸場、パラ園、温室を見学し、再び本館前へ 中をくねる道路がいろいろな施設へ導いてくれる 。

もと' って帰りの集合時間までを自由時間としてー 敷地面積を言われでもピンとこなか ったが、はる

時解散、各自サイクリングや野外ステージの芝生 か前面の山の中腹が境界と言われてその広きに篤

で備になったり、大浴場で湯につかるなどゆった くと同時に、それが山林ばかりで、施設の廻りは

りとした時間をすごした 。 別として人の歩ける地面が舗装道路以外にないこ

最後に、末筆ながら、本企画に際し種々ご協力 とに意外な思いをした。 この場所を選定した人々

をいただきました附安井建築設計事務所、側坂倉 の考えを問うべくもないが、おそらく樹のある広

建築研究所ならびにご多忙中にもかかわらず講師 い場所ということで終わってしまったのではない

としてご説明ご案内をしていただきました総山 ・ だろうか。人々の喜びそうな施設を揃えること、

幸田 ・大久保各氏に対し、また企画当初よりご配 快適に歩ける道路で結んで人# は巡礼のごとく廻

慮をいただきましたグリーンピア 三木の皆様に紙 って楽しむ、山に緑は深〈細かいら走を持つ地形

上より厚くお礼申しあげます。 は人の目を楽しませる・ ・・ こんなところだろうか。

レ ポＭｾ ・ 井本隆 一 Ｈ阪急 電 鉄Ｉ ( 間違っていたらお詳しの程) 線をたとe って点に

. ( J き、また線をたどる・ ・・廻遊式庭園である 。訪

れる人々が己れの想いのままに歩ける広い緑の地

もっ と歩け る地面を 面を欲しがると lまれなかったのだろうか。第一

の芝の丘の向こうに第二、第三の丘に想いは進ま

森谷 晋作 なかったのか。完備した舗装道路も良いが落葉を

E富む楽しさも良しとは思わなかったか。

ョン、ロッジ等の宿泊施設、多目的ホール、集会 大阪から中国縦貫道路に乗り、加古川が里子に出 関西のようにチマチマした地形の土地に住むわ

場、結婚式場、宴会場、レストラン、大浴場、体 るあたりに広がった低い山林地帯に入る 。車は在 れわれは、何よりも自由に歩ける広い地面が欲し

育館、温水プール、屋外プール、サイクリングコ 来線から分かれ、浅い谷の奥へなめらかにすべり い。地形の選定のまずき グリーンピアの最大

ース、テニスコート、ノ〈レーボールコート、トリ 込んで行く 。路の両側に人の手の入 った地表が急 の失点だろう 。巨額の費用を投じ世間の期待を集

ムコース、 l 周 400 m のトラッ夕、野球場、展望 遠に広がり、疎林の問にコティジ風の建物や池が めていた施設だけになんとも口惜しいことである。

塔、セミナーハウス、工芸場、農園芸場、野外ス 現れ、長大なゲートを抜けると正面は空を限 った 諸施設は屋根と壁を統ーしてさわやかであるが、 ー

テージ等、これらが約制万d の敷地に配置され、 芝の丘である 。導入部から 一気 に盛り上げる この種の施設の中の建物は、古い宿屋や僧院によ

1 日の最大収容人員は 9000人である。設計上の留 快い演出と言える。 <見られる武骨さと無表情さの方がより似つかわ

意点は、敷地を広く感じさせるようにサーキユレ 芝の丘は管理棟のテラスから始まり、野外コン しいのではあるまいか。

ーション道路を r 8J の字型に、建物や道路をで サート、ホールを大きく抱き込んで三木グリーン 天気も良〈、芝の丘で過ごしたひと時は楽しか

きるだけ目立たぬように稜線沿いに配置し、 50数 ピアの中心的な場である 。 この丘が一番、楽しか った。 また、訪れてみたいものである 。

棟ある建物は屋根、外壁をデザイン統ーしている 。 った。この頃、L主たるところで広減公園が誕生し (天 理 市 間 市 長公室)

7 月中旬にオープンして以来20万人が入場してお

り、平均して 1 日2000人で、ほとんどが車で来場

する。原則的には車の入場は禁止、湯内の移動は

マイクロパスを定時運転する。夏はプールで入場

者が多くなるが、冬も人を集めるために現在アイ

ススケート場の工事にかかるところである 。計画

では来場者が 1 週間ぐらい滞在して保養すること

を目途にしていたのだが、現実は日帰りの人がほ

とんどで、またセミナ ーハウスの利用法がどうも

あいまいだという問題点もあるようだ。

説明のあと各施設の見学に移った。セミナーハ

ウス、本館の諸施設、ホテルの見学後、芝生広場

に続くテラスで各自持参した弁当をひろげで昼食

休憩。午後はグリーンピアの方で用意していただ

いたマイクロパスに分乗して各施設を順次見学し

た。

本館前から、木立ちに囲まれて立つペンション、

コテージの横を抜ける坂道をパスが登ると瀬戸内

海、六甲の 山なみも見えるという展望塔がある。

テニスコート、 トリムコ ースが谷底に見える綾線

の道を走って工芸場へ到着、ここには木工や陶芸

実習室があってこれを見学した。またマイクロパ
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がしたためられている 。 r厚 生 年 金 保 険 、 船 員 保

険 及 び 国 民 年 金 の 受 給 権 者、及 び 被 保 険 者 等 の 福

祉の噌進に資する保養のための総合施設であり、

とりわけ老人の総合的 かつ多様な生き甲斐対策の

拠 点 で あ るとともに勤労者や一般の人身の健 全な

余暇利用 にも資するものである 。J ( 点線筆者) 。 こ

こで点線 で示した部 分 に つ い て は 、 全 国11 カ所 の

基 本 計 画 づ く り に何 らかの か た ち で 、 た ず さわっ

た お そ らくすべての人身にと って大きな課題とし

てのしかか っでいたはずである 。 「年金保聖書基地 」

たるゆえんは、どこにあるのか? 大企業が、土地

を買い占めて開発するレ ジャーラ ン ドといかなる

点で相違があるのか、という点である 。

グリーンピア 三木では、どうであったか? 高齢

化 社会がはじまりつつある現段階で、これから何

十 年 と か け て 運 営 されていくであろうグ リー ン ピ

ア三木 について評価 を下 すのは好ましいとはいえ

ない。 がしかし、基本計画の段階で、 さま ざまな

か た ち で 検 討 が く りかえされた「老人福祉」に対

する具体的な答え (基本計画では、たとえば老人

が余暇を楽しみながら健康管理 ・健康相談を行う

ような システムを考えようという話があ った) が、

明確なかたちでみられなか ったこと 。 それどころ

か、計画が実路段階に近づけば近づくほど、入場

者 を婚 す必要性から、単なる レク リエーション施

設としての検討に重点が移行して い ったと いう事

実 は、明記しておいてよいものであろう 。 これは

「大規模年金保養基地」の位置づけの見直しとし

ての意味があるのか、それともも っ と大前提とな

る「老 人 福 祉 」 の あ り 方 そ の も の の 考 え 方 の 見 直

しになるのかは、もう少し様子をみてみたいと思

う。 いずれにせよ、難題ではあるが、この点につ

いて運営の段階で「三木」が、ユニークなこころ

み を 今後展 開 さ れ て い く こ と を 、 心 からのぞむ次

第 で あ る。 (市浦都市開発建築コンサルヲンツ)

庸隆

日本建築協 会の 「若 い会 員の集い」で系統 的 に

実施 している 「レ ク リエ ー ション施 設を考える」

の一連 のプログラムのーっとして 、5 5年 7 月中 旬

三木市細 川 町 にオー プンした大規 棟年 金保 養基地

「グリーンピア三木」を見学し た。総 勢 3 8名 、 若

い人々から年輩の方々 までの幅広い参加があり、

か つ 当 日 は 好 天 に 恵 まれ、企画した者としては 、

このうえない喜 ( f であ った。 以下、参加したもの

の一 人として 、感想、をまとめてみたい。

グリー ンピア 三木 は、年 金 福 祉 事 業 団 が、全 国

11 カ所に計画している大規模年金保養基地 のト ッ

プをき って開設の運びと なったもので、全 国他 基

地 にと っての試金石ともいうべき性格をも ってい

る。 その運営の成否が、 {也基地 計画に多大な影響

を及ぼすことは想像にかたくない。

私 事 で 恐 縮 で あ る が、私は所属する市浦都市開

発建築コ ンサルタ ンツで、数年前に、紀伊半島の

ほぼ南端に位置する 、近畿圏におけるもう 1 カ所

の基地基本計画を担当しており、その後もその基

地 の小規様な修正基本計画をまか される 機 会対あ

った。 そのため、 三木 の開設は、 個 人 的 に も き わ

めて心待 ち に し て いたとともに 、 かついかなるか

た ち で、運 営 が 展 開さ れるか 、少 なからぬ関心を

いだいていた 。

「大規模年金保養基地」 の 計 画 に た ず さ わ った

者として、いろいろな点について考えさせられ、

かつ参考にな った点があ ったが、ここでは 、施 設

の 基 本 的 な 性 格 づ け に つ い て 若 干触 れてみたい。

当三木 の 、 昭 和4 9 年 12月にまとめられた「三木

地 区 基 本 計 画 案 」 が、 私の手もとにある 。 そのは

じまりの方に、基地 設立の目 的 としてつぎの一文

「年金保養基地」の課題

三好

手紙州1111111111111111111111州111111111酬

グリー ンピア 三木見学会ありがとうございました。沿 革 を 記 し た 記 念 碑 が あ り ま し た の で

兄て下さい。写 真 の 正 面 は フ ィ ル ム 切 れ の た め に と れ な く て 残 念 で し た。

「子供とりで」よりパラ園に行く曲がり角の頂上にありました。

浜 田 正 二 郎 (中央復建コンサルヲンツ)

昭和5 5年10 月1 8日凶 集合9 : 0 0 - 解散18 : 4 0  

大規機年金保養基地 グリーンピア三木

{兵庫県三木市細川| 町繍山)

松山 車野氏Ｈ ｾ 樹安井建築稔 昔 十司匹務所 Ｉ

幸 田 庄 二 氏 ( (; 鮒J . &倉建築研究所)

大 久 保 久 能 氏 ( 向 上 )

3 8名

9  : 0 0  r中津J 駅前集合→ 9: 15 出発

10 :  30  グリーンピア三木到着E

10 ・4 0 - 1 2 : 30  施段政明及び本館ホテルの見学

13: 1 0 - 1 5・∞ 圏内諸施設の見学

15 ∞- 16 : 40  自由行動

17 : 0 0  出発→18・40 大阪着 ・解散

本館( シルバーホール) で続要観明を聞く

鶴 師
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「職能雑論」一建築家

と は ?

大 久 保 昌 一

1  .  建築家の職能とは

職能というのは建築家の側から提供する機能と、社会の側が

建築家に期待する機能とが一致したときに落ち着くのだと思わ

れるが、職能論が話題にのせられる背景をとくに考えなくとも、

建築家と社会との聞には常に意識のずれがあるように思われる。

建築家の側から言わせると建築家の職能に対する評価が、欧

米に比してわが国の場合は不当に低いということである。バイ

ヤスをかけて見なくとも、私にもどうもそのように思われる。

しかし、これは建築家を低〈評価する社会の側に一方的に偏

見があるのではなく、建築家の側というか建築界といったらよ

いのか、の側にも問題がありそうである。欧米では、建物と建

築を峻別しているように思われるが、そういう意味では建物に

関係する技術者たるビルグーと建築にかかわるアーキテクトと

を同様に仕分けてとらえており、後者つまり、アーキテクトに

は高い社会的評価が与えられているのだと思う。それには、伝

統的に建築に対して時代を超越した普遍的価値を感受するとい

う社会慣習があってのことだと思われる。建築は建物にそのよ

うな超越論的価値が注入されたものであり、その限りにおいて

建物どは全〈異質のものであり、建築はその価値によって都市

の中に、あるいは都市の不可欠の一部として、または、田園や

自然の風景の中に欠くことのできない要素として自らを位置づ

けることができるのであり、人々は、それを眺め、感受し、利

用することを通じて人聞の内部の何かが高揚されてゆくことを

思うのである。社会はそのような建築を大切にし、誇りに思い、

同時にかかる価値のアンサンプルを生み出した建築家に対して

も尊敬をなげかけるのである。

ところで、ここで私が超越論的価値と名付けたところのもの

は、もっと具体的に言うとどういうことになるのであろうか。

私はここで述べている建築は、現代の建築ではなく歴史時代の

建築をイメージしている。歴史時代の建築には、物理的な時間

によって風化されてゆかないいわば永遠の価値が充満している

ように思われるからである 。逆に言えば現代建築はそのような

価値に関しては未定形の状況に置かれているからである 。もち

ろん 、現代建築はその生誕と同時に、その時代の用や美につい

ての一定の評価を受けることになるが、その評価が時聞の経過

に常に耐えてゆけるかどうかは、これからの話であるからだと

考えるからである( このことについては後でもう一度考えてみ

たい) 。この超越論的価値を生み出す能力というのは、言ってみ

趨築と社会/ 1981年 1 月号 57 



- 職能論 とその背景

れば尋常な能力ではないのであるから、そのような能力を身に

つけた建築家が社会の尊敬を一身に集めることのできるのは、

至極当然のことと言わねばならない。

しかし、この話はそもそも建物の全体を覆い包む超越論的価

値というものがあってのことであるが、一体この超越論的価値

というのは何であろうか。歴史時代においては、建築はよく凝

れる音楽であると評され、また、絵画や彫刻といった芸術を抱

擁してこれらを統合する芸術の母であると言われていた。しか

し、このような建築の神話は 19世紀中葉以来崩れ始めたと言っ

てよい 。産業革命の成果が建築の領域に色濃く現れるに至って、

事情が変化した。よく言われるように、鉄とガラスとコンクリ

ートが要求する形態と力学が建築の存立基盤を変えてしまった

ために、これまでの神話が通用しなくなったと言われる 。 しか

し石と煉瓦による建築が、鉄とコンクリートに置き替えられた

ときに何がどう変わったのであろうか。事実上の変化として、

石や煉瓦が構造材から仕上材に変化したことによって、石( 自

然物) の持つ形態と力学的特性との関係が号| き裂かれてしまっ

たことは事実であるが、そのことだけが事情を変えるモーメン

トになったとは思えない。そうではなくて、カを支える自然材

が力から開放されたときに、それと同時に建築は歴史的な価値

からも解き放たれたのではなかろうか、そして、そのことが当

の事情を変えてしまったのである。建築のもつ記念碑的性格は、

そのときから建築を離れていったし、さきに超越論的価値とい

7 言葉で述べた永遠的なものに対する思慕の情が漂白されてし

まったと考えられる。換言すれば、建築はその時代の要請に即

物的に応えればよいのであって、時代を越えていつまでも衰え

ることのない精神性のようなものを人々はもはや求めなくなっ

たのである。要するに産業革命以来、一般化した工業化の流れ

の中で、建築だけが独自の価値を保持することが不可能になり、

工業化の属性としての科学的合理主義 ・反復的生起の可能性あ

るいは標準化または画一化が、人間的価値の測定不能性 ・非条

理性といったものを打ちくだいてしまったのである。それゆえ、

建築界で活躍する主役が、ボザール出のアルシテクテからエコ

ール ・ド・ポリテクニク出のアルシテクテ・エンジニュールに

変わったとギージオンが指摘している 19世紀後半から事情は変

わったのである。そして、おそらく、社会の建築家に対する評

価も変わり、社会の期待を受けて建築家の職能も変化し、そし

て今も変化しつつあるのだと思う。
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2.  コ ー デ イ ネ ー タ ー か イ ン テ グ レ ー タ ー か

また、このような変化は、建築家とクライアントの関係をも

変えていったし、クライアントの精神構造そのものをも変えて

いった 。

それゆえ建築家の職能は、このような変化に対応すべ〈、二

極分化しつつあるように思われる 。一つの極は専門分化した各

部門の技術的制約や技術的要求を受けて、用の形象化に向けて

これを統合するという、建築家がいつの時代にも負わされてき

たであろうインテグレーターとしての役割に忠実で‘ あり、か

つ、社会変化が当然ひきおこすであろう空問機能の陳腐化に対

して、全身全霊をもって抵抗しようと考えている極と、もう一

つの極は現代的な組織の機能分担関係の中でイメージプランか

ら実施設計に至る問、クライアントの要求を空間化するという

一貫した役割をになって各部門に技術的条件を示し、部門聞の

調整を行い、コーディネーターとして機能し、社会変化が惹起

するであろう空問機能や社会の形態感覚の変化に対しては不可

知論者となる極である 。

しかし、クライアントである社会の側は、建築家の側のこの

ような二極分化の傾向には関心を示さず、それゆえに極によっ

て評価を異にするわけではない 。ただ、職能集団の一員( オー

カ" ニゼーションマン) としての建築家と作家主義的な建築家個

人とは何らかの仕分けをしていることは事実であるが、つくら

れた建築と建築家との聞の関係は、上記の場合どう変わるのか、

あるいは主体の違いによってつくられる建築にどんな違いが出

てくるのか、一般には分からないし、また関心もないように思

われる 。

しかし、本当は、前者の極と後者の極は、大組織の設計事務

所や建設会社の設計部および個人の名を冠した建築事務所また

はフリーアーキテクトのいずれであろうと、そのあり方とは無

関係であってアーキテクト個人の人間性に依存するところであ

り、評価が異なってしかるべきであり、また、当然そのような

精神的 ・能力的エンティティとしての建築にそれが顕現すると

思われる 。

3.  工 業 化 の 中 の 建 築 家

工業化の中で建築だけが独自の価値を持つことが不可能にな

ったと書いたが、このことに早くから着目して抵抗を続けたの

が、ラスキンやウィリアム ・モリスであったと思われる 。 しか

し、工業化というあがない難い歴史の流れをむしろ積極的に認



めた上で、工業化の所産を人間的枠組みの中へ位置づけようと

努力した建築家達が、 20世紀前半の建築界をリードしていった。

ル ・コルビュゼ( ロンシャンの教会堂は除< ) 、ウォルター ・グ

ロビュース、ミース ・ファン ・デェル ・ローエ、そしてフラン

ク ・ロイド・ライト( ライトには多くの例外はある) さえもそ

うであった。例外と言えば、ゴーディくらいのものであろうか。

彼らは、工業化に対して人間化を対立させるか、あるいは工業

化を人間化のための土台であると考えるかは別として、人間性

に優位を与える点において同一であったが、現在では、優位を

与えられるべき人聞が物化してしまった感がある。その例証を

並べてみると、組織の大型化とそれに伴う官僚化、情報の発達

に伴う生活様式の画一化、あるいは情報的被操作化、受身化、

テクノロジーの高度化に伴うあるいは、科学思想、の普及にとも

なう宗教的信仰心の喪失、アニミズムの退行がそれである。パ

ルテノンに遺蹟だけが保持することのできる抽象化された生命

や、中世のパジリカ教会において演出された神への通路、光へ

の憧れといったものは、すべて直射日光に曝されたフィルム画

像のように透明になってしまって何も見出すことができない。

このような時代にあって、建築家の職能に期待している乾燥し

た機能はどのように評価されるべきであろうか。

4.  建築経済と建築哲学

飛行機の坪単価と建築のそれとを比較して余りにも低い建築

の単価について憤慨するのが正常であるのか、身の程を知らぬ

馬鹿者とののしる者に理ありとするのが是か、建築経済と建築

哲学との関係という視点からも建築家の職能論が展開されてよ

いようにも思われる。経済とその範囲喜に入る技術の言葉に献訳

されつくした建築の中には、もはや哲学の入り込む余地がなく、

それゆえ、他の技術者には与えられない質の異なる評価を建築

家にだけ与えることができなくなったと考えられる。

5.  万能者の消滅

チグリス ・ユーフラテスやナイルの時代の建築家は、神に次

ぐ創造者、自然の恐威から民族集団を守り、民族集団の一体性

と未来への発展を象徴する手がかり( シンボル) を形象化する

ことができた。つまり、治水を中心とした伝承的技術と祭政の

中心概念であった神の表現に手を貸すことができた。また、ギ

リシャ ・ローマ時代にあっては、建築家は直接民主主義と寡頭

政治にとっての広場を演出することができた。とくにローマ時

代の建築家はローマ都市の標準化された設計図を将軍達に教育

. . 能諭とその背畏

することによりその必携とし、あるいは自ら出向いていって、

汎ヨーロッパ的にローマ都市を築き上げて、ローマ皇帝のヨ ー

ロッパ支配に手を貸すことができた。ロマネスクの時代には 、

その能力は農村の修道院に移され、修道僧が都市づくり、むら

づくりの統轄的役割を背負うことになった。それゆえ修道院は

農村工業の拠点であり、村人のための学校であり、魂の救済の

場でもあった。また、中世のビショップは、民衆の天国への憧

憶をパットレスに支えられたボールト天井とステンドグラスの

パラ窓によって表現することができた。さらに、ルネッサンス

の建築家達も、古典古代の空間的秩序、シンメトリーとオーダ

ー を復活させることによって神を中心とした中世の鋳型をはず

し、人間中心の自由な姿態を枠づけする形をとりつくろうこと

ができたし、それがまた近代国家の形成に当たって絶対王権の

権威の表現とも一致することとなり、宮廷を中心とする貴族ノ f

トロン達の中に建築家としての職能を不動のものとしていった。

また、幾何学的な宇宙の秩序を都市形態の中に表現しようとし

た彼らの願いに、職能を普遍的原理と同化させようとした努力

を認めることができる。

ところが、前にも記したよ 7 に産業革命以降このような建築

家の能力も、そのような能力を求める人々の態度も、がらりと

一変してしまったのである。

社会は建築家の職能に対してかつてのように卜ータリティを

求めなくなった。以前のょっに指導性を求めなくなった。建築

家は建物をメディヤとする単なる形象士になってしまったので

ある。画家や彫刻家が色や形を問題としているのと同じ程度に、

また音楽家や作曲家がリズムや旋律を扱っているように 、エ レ

クトロ ニ ックスを駆使してグラフィックスを操作している電気

技師のように、部分化してしまい、もはや建築家は万能ではな

く、それぞれの固有の領域と多少とも重複する像を描きつつ、

新しい自分自身の像を求めているといったところであろうか。

社会の側もまたその投影としてうつろいでいるように思われる。

建築家は内なる論理によって成り立っている自分の職能と、

外からの( 社会の側、クライアン 卜の側からの) 論理によって

つくられた職能とのギャップによって違和感を覚えているのが

現在ではなかろうか。

6.  建築家の倫理

つぎに、職能ということと倫理ということとどのように関係

するのであろうか。ずいぶん前の話であるが、 ミノル ・ヤマサ

キが妻子ある身でありながら、 他の女性とあらぬ関係をもった
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ことが世間に知れ渡った( ほんとうかどうかは知らぬし、まち

がいならばミノル ・ヤマサキに対して申し訳ないが) 、そのと

たん彼の設計料が急降下してしまったという話を聞いて、なる

ほどアメリカという国はさすがピューリタンの国である、 jっカミ

国は逆でめかけを沢山持てるのはそれだけ大物である証拠であ

り、浮気はスキャンダルどころか、設計料を引き上げる要因と

して作用する 。 そう言えば、フランク・ロイド ・ライトの場合

はどうであろうか。 また建築家ではないがピカソの場合はどう

であろうか。領域は違うが、谷崎il 割一郎と佐藤春夫の場合はど

うであろうか。わが敬愛するイギリスの作家ディ ッケンズの場

合はどうであろうか。一人よがりかも知れないが、答えがすで

に出ているように思われる 。要するに個人的モラルの問題では

なく、職業的モラル、専門への忠誠と責任感が問題なのである 。

7. 職能と思想

最後に建築家の職能と思想、との関係はどうであろうか 。私事

にわた って恐縮であるが、あるとき小説書きの高見順(歴史上の

人物とな っている大家ゆえに敬称を略す ) と建築について話す

機会をもったことがある 。昭和34、35年の頃であ ったと思う 。

当時私は日本住宅公団に勤めており、枚方の香里団地とか豊中

の旭ケ丘団地の計画を終えて千里のニュータウンのパ イロ ッ ト

プラン ( マスタープランの前段階) に従事していた頃であ った。

セスナ機に乗って空から千里の地形や地貌を総体として理解す

るために大阪層群の上の貧弱な植生と、小刻みの地皮を眺めた

りしていたときであったので、文京区音羽町の講談社別館で高

見順とお会いしたときは、まずそんなことをお話したように覚

ば、素人同士がああでもない、こうでもないと言うておるより

ましではないか、ということでそれではと言うので高見順と私

が会うことになったのだと思う 。

私は自分の偏見を払拭するために住宅公団本所にいた同僚二

人を伴って講談社を訪れたのであった 。 えらい人に会うという

ので多少堅くな っていた私達に、高見さんは住宅公団大阪支所

の支所長田中倍ー君は、一高野球部の同輩ですというようなこ

とから口を聞かれ、世間話などをされて、私どもの気をほぐし

てくれ、さすが小説書きは官僚とは違 って細やかな気づかいを

してくれることよと感心させられたのであったが、そのとき「建

築家は思想を持つべきであり、思想のない建築家というのは存

在しないということ 。 その意味ではわが国には建築家と称すべ

き人がいない」ことを高見さんが主張された 。 i古旧忘れうべ

き」の作者としてハンサムな笑みを浮かべた和服姿の高見順を

唯一の高見像と思 っていた私には、このときの高見さんは、イ

ルプロポーショナルに大きな顔をしていて驚いたのであったが、

このときもあのやさしい笑みは同じ性質のものであったことを

記憶している 。 その高見さんの口からこのような断定的でいく

ぶん冷たさをも った結論を聞こつとは夢にも思 っていなかった

だけに、はなはだ意外であった 。高見さんは、言うまでもなく

御自身の結論をもっておられて、それを私達に傍証してほしか

ったのではないか。そのとき高見さんは建築家と職人とのちが

い、芸術家とクラフトマンとの違いについても自説を披露され

たように覚えている 。

文学の世界では、その当時までうるさいほどに、戦争責任が

論議され、転向や転々向の問題について暗いやり切れないよう

えている 。確か団地の計画承認を東京本所でもらうために、た な論争が行われていたが、ジャンルは異なれ、閉じ芸術を志向

またま上京する用意をしていたところへ、東京の兄から電話が していたであろう建築の世界では、いわゆる戦犯級( 1 ) の人々が、

あって、建築家像についてできれば高見順に話してくれないか 敗戦後は一転して民主主義の旗頭としてジャーナリズムを飾つ

という依頼に、実はこれから東京へ出張するところであるから、 ていただけに、高見順の主張にはこちらはひと言もなかったの

東京へ着いたら電話するということで話を合わせ、高見順と会 であった 。高見順のイメージしている建築は変わってしまった

ったのである 。 のか。建築家だけが世間ずれしてしまったのか。建築家の職能

当時、各所で出始めた週刊誌に原田康子が挽歌とかいう題で と思想、との関係について今さらながらこちらの認識不足を恥じ

小説を連載し、その中へ建築家を登場させたのであるが、高見 入る次第であった 。パウハウスの建築家達は、ナチスの弾圧に

順には、どうもその建築家は彼の建築家像と合っていないのを 対して、アメリカへの亡命という形で彼らの思想、をまもったの

常々不満に思っており、今度講談社の出している雑誌に連載を に比して、わが国の建築家達は、箪部の圧力に対して、最初か

約した自分の小説に登場させるはずの建築家について、正しい ら思想を捨て去ることで身をまもったというのであろうか。思

建築家像をはっきりさせておきたいという希望があ って、実は 想とは、歴史の方向についての正しい認識であり、行動規範と

私の弟が建築家のはしくれで、あるいは建築家志望で現在住宅 なるものであろうが、むつかしい問題ではある 。

公団にいるのだが、彼から建築家について何か質問してもらえ (おおくぽまさかず大阪大学教授・法学部)
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建 築 家 の 職 能

山 根 正 次 郎

はじめにことばの意味をはっきりさせておきたい。

〔職能( 人) J Pr of es s i on 

Vocat i on， cal l i ng esp. ， one that i nvol ves some br anch of l earn-

i ng or  sci ence， as the l earned pp. ， {di vi ni ty， l aw， medi ci 問 )

( The Oxf ord Di ct i onary )  

- 職業とくに学問的素養の必要な知的職業。もとは法律家、医師、聖

戦者をいう 。 ( コンサイス英和字典)

・専門職業者の中で社会的に独立し自由な立場に立ってその判断と責

任において自主的仕事をなしうる建て前をとり、→聞の人間としてまたそ

の職業に関して自己の信念と良心を主張し貫くことが可能な職業人をFr ee

Prof ess i on とよぴ、それには医師、弁護士、公認会計士、建築家があげ

られる 。これら職業人は権力から独立し、自律性・と自主性を主張し、同時

にお互いの連帯感と生甲斐によ ってその職能を保持しようとする 。また

Prof essi on は自由であり物質に左右されることがないから、雇傭関係に

あるものや著しい従属関係にあるものは含まれない。( 古沢鉄之助氏論文)

わが国では古くには職能ということばはなかったようである。

したがって今もなお社会に十分定着していないきらいはあるが、

Pr of es s i on に対応する日本語としては他に適当なことばが見

当たらない 。 しかしその意味は上記であきらかである 。

〔建築家) Ar c hi t ec t  

Prof ess' or of bui l di ng， who pr epar es pl ans and superi nt ends 

wor k ( The Oxf ord Di ct i onary )  

・建築家は、建築主からの委嘱をうけて高度の創造力と技術力と、他

の幾多の専門分野の作業をまとめる総合力によ って、建築主の君、図を十分

尊重すると同時に、積極的に社会文化的配慮を払うことを基本姿勢として

主任をも って設計する 。すなわち Prof ess i on とよばれるゆえんであり、

建築主との関係は請負契約にみられるような従属関係ではなく、ある距維

をも って自主性を堅持するものである 。彼らは材料施工に関する兼業を自

ら禁止しているように、自分自身を律する倫理観をもち、したがってその

立場は社会的にみて公正であり、その設計行為は営利を第一目的とせず、

他のいかなる権力にも左右されるべきでない。そして報酬をうけることは

営利行為でなくて、自由な独立性を堅持するための要件である 。 ( 弁護士

・宮原守男氏 )

なお宮原氏によれば、施工業とは「建築主との聞に工事契約

を結び適当な給付をうけることによって建物を完工するわけで、

工事金と仕事とが対価関係になっており、それによって利潤を

あげることを目的とする営利会社である」ということになり、

この両者を対比させるとちがいがは っきりわかる 。

ところで建築家ということは、はわが国ではひどくあいまいに

使われている 。大学教授でも官庁営繕課員でも施工会社設計部

員でも建築を設計しさえすればすべて建築家とよばれているが、

これはたいへんな間違いだと思う 。正しくは彼らは研究教育者

であり公務員であり施工会社社員であって、それぞれに使命感

と誇りをも っているはずである 。決して建築家とよば、れるべき

でない。建築家とは建築の設計監理を専ら自らの業とする職能

人のみをいつことばである。

このことをまずはっきりさせておきたい。

〔建築事務所と建築士事務所〕

建築家が仕事をする場を建築事務所という。これはわが国に

建築家というものが現れて以来のよび名である。一方、建築士

法では資格をもっ建築士であれば彼がどこに所属しようとも事

務所登録さえすれば直ちに建築士事務所が成立する。施工会社

設計部ももちろんこれに含まれるし、建築事務所も建築士事務

所のひとつとなっている 。実はこのことが設計界の混乱を招い

ている大きい元凶である。閉じ呼称でよべば実質も同じだろう

と世間が思うのはあたりまえである。ところが一方は職能人と

しての建築家の仕事場であり、他方は施工会社内の一部門であ

って、これらは社会に対する役割が全く異質のものである。そ

ういわれればなるほどちがうと一度はわかっても、いつも同じ

よび方をしていると、いつのまにか混乱してくるのが人情とい

うものである 。 まことに困った現状だと思う。

建築士法のなかで、建築事務所とそれ以外の設計組織とを区

別する用語がなぜ採用きれなかったのか、不思議なことである。

〔専業事務所と兼業事務所〕

いま建築家の仕事の場を専業事務所といい、施工会社設計部

のそれを兼業事務所といっ呼び方があるが、これはたいへんな

まちがいである。兼業事務所というと、もともと設計監理を業

としている建築事務所が本業のかたわら材料の代理屈をやった

り、小さな工事をヲ| き受けて工務屈まがいの仕事もしているも

のをいうと解釈するのがふつうである。専業事務所とは、そう

いうことは一切やらないで、ただひたす ら職能人として設計監

理の業務に専念している事務所のことである。兼業事務所とい

うことばが、上記の意味でなく施工会社の設計部をきして使わ

れているのは、世の誤解を招くことはなはだしい。 なぜかとい

うと、施工会社設計部は施工を専業とする施工会社のなかの一

部門であって、独立体ではない。決して兼業などではないので

あって、立派な施工業という専業者なのである。それを兼業な

どというのは失礼な話であるし、会社のなかの設計部という一

部門をとりあげて建築士事務所などとよぶのはそれが独立して

いるかのごとき錯覚を起こさせかねず、施工会社としてもとん

だ迷惑で‘ あろう 。 これも建築士法で設計組織でさえあれば何で

あろうとひとからげにして建築士事務所とよんでいることに原

因がある。

〔監理と管理) Super v i s i on a nd Ma n a geme nt  

Supervi se :  di rect  or  wat ch wi t h authori t y the wor k or pr oceed-

i ngs or progress of  over see 

Manage :  conduct ， cont roll 

( The Oxf or d Di ct i onary)  

監理とは s upe r v i se または s uper i nt end すること、つまり他

人が行う仕事を、はなれた立場からみとどけることをいう。つ

まり第三者としてみるという意味が字句そのものに含まれてい

る。管理とは ma na g e すること、つまり自分の仕事を自分で調

挫して段取りよく事が運ぶようにとりはからうことをいう。こ
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れは自分自身ですることであって第三者の意味は含まない。

建築家が自分で設計したものを施工者が施工するのをsuper -

vi se して完成まで見届けるのが監理であり、施工者が自分の仕

事すなわち施工を滞りなくすすめるよう調整するのが管理であ

る。 r監理」ということばにははじめから第三者性が入ってお

り、 「管理」にははじめから自主性が入っているのである。

こんなわかりきったことを書いたのは、近頃「第三者カンリ」

とか「自主カンリ j などという訳のわからない言葉が横行する

という奇妙な現象が目につくからで、このようなことばが使わ

れること自体がますますことを混乱させる基になる。念、のため

につけ加えると「第三者監理J r 自主管理J は二重語であり、

「第三者管理J r自主監理J は意味をなさない語である。発音

が同じなので不便なこともあるかもしれないが、お互いに意味

をはっきりわきまえておればまちがうこともなかろうし、どう

しても誤解されそうなときは、私はあまり好きではないが、英

語をつかえばいちばんはっきりすると思う。

*  *  

きて以上でいくつかのことばの意味を述べてきたが、半分ぐ

らいは私の考えが入っている。しかし私自身はそんなにまちが

っていないと思っている。引用した他の説も私は全面的に賛成

しているから、結局今まで述べてきた内容は全部私の考えであ

るとい っていい。本文の目的は建築家の職能についてであるが、

ここまで書いてくると、私の職能観はあらためて説くまでもな

く、どうやら浮き彫りにされてきたように思う。

しかしわが国では建築家の職能はまだまだ確立されていると

はいえないことは、ご承知の通りである。日本建築家協会は唯

一の職能団体として、長年に亘ってそのための職能法制定を訴

えつづけているわけだが、そこでよくいわれることは、一体建

築家の職能というものが現代の資本主義社会のなかで存立しう

るのかという問題である。結論をさきにいうと、私は存立しう

ると信じている。ただしそれには時間と条件が必要で、ある。な

ぜか 、それは妨げるものがいろいろと多いからである。

少しそれにふれてみたい。

よくひきあいに出される医師や弁護士、公認会計士の世界は

曲がりなりにも法規制その他によ ってその職能は確立されてい

るようにみえる。そうなり得た原因のひとつは、扱う対象が人

聞の生命であり、現実の生々しい経済問題であり、世の悪のわ

ずらわしきであるということではないか。どれも身に追った目

前の現実問題である。それにくらべると、建築の世界で文化だ

環境だといっても世間はそれほど切実に感じない。病気や事件

にくらべて思考の射程距離が長すぎるのである。理論上は一応

わかっていても誰でも当面の現実問題で頭がいっぱいで、職能

などといっても、まあまあそのうちにということになりやすい。

近祝日良的思考よりできない人はとくにそうである。これが原因

のひとつではないかと思う。
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もうひとつは、職能確立の中心となるべき肝心の建築人の意

見がなかなか素直に一致する形をとらないということがある。

それぞれに立場や面子があり、これlこ俗慾が積み重なるのはど

この世界でもみられることだが、情ないことと思う。もっと広

い視野で自我をすてて考えれば容易に一致しそうに思えること

が、なかなかむつかしいのは人聞の集まりではやむを得ないの

かも知れないが、これがかなり根強い。さらには推進運動の中

核となるべき建築事務所の世界では、事務所の数が多すぎるた

めに連帯感がうすく、いたずらな競争の結果、世の評価を低め

るような現象が起こり勝ちなことも推進の障害になっている。

建築家はひとり人をやとえばもはや建築家でなくなる、とい

った人がある。自分だけなら自分の責任で自由にふるまえよう

が、人をやとえば多少とも企業的配慮が生じざるをえない、と

いつことであろう。しかし今や建築家がほんとうにひとりで設

計監理を行える場はきわめて限定されてきており、その業務体

制はいよいよ組織化されざるを得ない傾向にある。自由職業人

の面と企業的配慮の面との両方が必要となるわけだが、組織が

大きくなるにつれて当然後者の比重が大きくなってくる。仮の

姿とはし、いながら株式会社も顔を出し、職員組合が結成され、

公取委の介入も起こる仕儀となる。

しかしそれは企業的色彩が濃くなるということであって、職

能意識が消滅することではなく、 prof essi on は底流として厳

存するはずである。もし設監法人が成立すれば、その底流はは

っきりと表面に現れることになろ 7 。病院にも経営上企業的配

慮があるのはいうまでもないが、株式会社0 0病院は奇妙だが

医療法人0 0病院なら社会は納得するのである。

設計監理業務は文化創造活動であって、これに企業的形態が

附加されても 、職能意識を失わない限り「資本主義的誘惑J に

おしながされてしまうことはないはずである 。

「資本主義的経営組織をもっと、いやでも利潤追求に駆りた

てられ、営利だけのために業務を行っている事務所も多く、文

化創作活動という考え方をすべての事務所に強制できない」と

いう論もある。現状ではたしかに否定できない現象だが、だか

らといって資本主義社会のなかで資本主義的経営体の形をとっ

. ていても職能意識を見失わない道もありうると思う 。それは建

築家自身の自覚によることてもり、建築家協会の主張する職能

法の成立はそれをたしかなものにするひとつの手fXである。自

由職能人としての建築家が組織をもって資本主義社会に活動す

ることは可能であり、人類の文化創造の上で必要な姿である。

われわれは考察を現在の眼下にせまく限ることなく、将来のひ

ろい視野のなかで焦点を見定めていきたいと思う。

ただしこれには条件がある。すなわち建築家自身がいたずら

な自己主張をして世に甘えることなく、倫理の確立と自己研舗

によって社会の信頼をつることがそれである。

( やまね しょうじろう 日本建築家協会関西支部長)



- 私の職能観ー建築

建築家の「俗性」

i畢 良 雄

〈建築家〉 という 言葉を . 広辞苑でヲ| いてみたが、ない 。か

わりに く建築士〉があ った。 r所定の国家試験に合格した建築

家。一級と二級がある 4

辞書にさえ登録されない理由は、 「建築家という概念J が、

あいまいすぎるからであろう 。作家といえば、小説を書〈人と

すぐ説明はつくが、建築家は「建築を作る人」と、単純には定

義できない 。おそらく、百人の建築家がいれば、百通りの定義

が出てくるだろう 。

建築家は、自己流に解釈した定義を用いて、自分を建築家だ

とい っている 。 どんな定義をしてみても、必ずほかの建築家か

ら文句が出る 。それを恐れた広辞苑の新村氏は、あえて、その

語をはずしてしまったのかもしれない。

では、建築外の人たちは、建築家をどう定義しているか。 ，

ちらの定義は、そうまぎれはなくて、筋が通 っているところが

面白い。

「建築家虚業論J という座談会記事がある( 朝日ジャ ーナル

1967年12月24 日号)。 文芸評論家の荒正人、劇作家の飯沢匡、

学習院大学教授の大野 晋の三氏が、 「現代建築のあり方J を

めぐ って話している 。三氏とも「建築家の作品は、見せる家、

試みる家であって、住める家ではないJ という点で、見事に一

致している 。

もうひとつ、評論家の吉本隆明氏はつぎのようにいう 。 rわ

たしたちは、建築設計家なるものの存在をし っている 。かれら

はなにをする男たちであるか。なんのことはない 。図面でジャ

ーナリズムに登場したがる男たちを指すにすぎない。その図面

を街や広場に実現してみれば、おおくはただ醜悪をつくりあげ

ているにすぎないことが実証される 。現在、 〈法〉は世界中ど

こでも、それを行わずに、それを視たら醜悪で・あるようにおも

われる文学、芸術に、ワイセツ罪を適用するほどに低級だが、

醜悪な建築物を視て、ワイセツ罪を適用するほど高級ではない。

そこでこの男たちはいまも通用しているのだJ ( 都市1969年冬

季号 )。

他のより多くの知識人に、 「建築家をどう思うか」と同じ質

問をしてみたところで、多分、同じような答えがくり返される

だけだろう 。建築家に対する一般の認識は、このようなものだ

ということを、建築家は、よくよく心得ておかねばならないと

思う 。

なぜ、そうなのか。わが国では、建築家に対する需要が、き

わめて低か ったという理由もある 。たいていの人は、 〈大工さ

ん〉に家を建ててもらい、 〈建築家〉 をたのめる人はごく限ら

れていた 。

しかし最大の理由は、建築家が、そのことをいっこうに不思

議がることがなか ったためなのである 。はたしてこれまでに、

建築の話が、新聞の一面ト ップを飾ったことがあるだろうか。

建築家仲間では、 70年代最高の傑作などともてはやきれる作品

でさえ、新聞の社会面にとりあげられることはまれなのである。

建築家は、建築の社会性を深〈考えることなく、むしろ自分

の作品の* 非社会性。を誇る一面さえみられた。 rこの作品の

良さは、イ谷衆には分からないj とい った、おごりさえあった 。

一流建築家といわれる人の書く文章のあの途方もない晦渋きに 、

そのおごりの一端をみることもできるだろう。

しかし俗衆は、建築家の持つ「俗性」については、きわめて

敏感で・ある 。f谷衆を突き放したその俗性に反発しているのが、

前掲の座談会である 。

建築家の「職能」をあげるなら、まず第一に、この「おごり」

を反省することである 。建築家は、何よりも人間に近く、人聞

の中に住まねばならない。施主との聞に意志を交し合う努力を

重ねていかねばならない 。村野藤吾氏の有名な言葉がある 。199

% までは建築家は謙虚に後に号 lいて聞く 。 ( 中略) ところが、

99%号| いても 1 %は残る 。それが村野です。村野自身でさえど

うすることもできない 1 %なんて。すJ ( 新建築1980年 1 月号)。

第二は、建築家が、建築以外の世界の人たちと話し合うこと

である 。建築家と話をしても、まるで面白くないという人がよ

くある 。建築しか知らない人聞は、 水人聞の中。に入っていく

ことは不可能である 。中へ入れない建築家は、抱えこんだ「お

ごり J におぼれ、自らを慰める以外に、生きていくすべもない 。

第三。建築家は、スコアラー( 建築に関する諸条件を編成す

る者) であることを自覚するべきである 。スコアの中には、外

的 ・内的環境、人々の行動 ・感性、すべてが取り入れられなけ

ればならない。そうしたものの総合の中に、一つの作品が完成

する 。スコアのないの作品。が、どれほど現代の日本の都市を

よごしていることか。

( さわ よしお アトリエ・サワ主宰)
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- 私の職能観一造園

技術の交流

吉 村 元 男

大阪のある画廊の主催で、造形作家を中心にインテリア作家、

建築家や造国家、都市計画家などが集まり、現代のデザインを

語る会が聞かれた 。造形作家側からは主として建築家に多くの

問題提起がなされたように記憶している 。建築空間にも っと豊

かな芸術作品が置かれるよっにといっ意見があり、建築家はそ

のために努力をして欲しいということであ った。

建築家の方は概してこのような意見に対しては寡黙であ った。

建築を一つの作品として考えている中 堅の作家群は、おそらく

自らの設計による空聞のなかに彫刻や絵画を組み込むことには

かなりの抵抗があるようにみうけられた 。 これにはいくつかの

要因はあるだろう 。現代建築の機能や意匠を十分理解しうる芸

術家が多くいないこと、予算がきりつめられていることなど、

建築家と芸術家は今日よい組み合わせとしての作品をつくる状

況にないことは確かであることが、この会に出席してわか った。

しかし、考えてみれば他のジャ ンルにも閉じ状況はある 。あ

まり建築家のみをせめるのは気の毒で‘はある 。建築家は都市計

画家を目のかたきとしているし、造国家は建築家の従属した地

イ立に甘んじていたりしている 。

このようなジ ャン ル聞の交流の少なさは、ユーザーである一

般の人達にと っては不幸で・ある 。せ っかく良いものをつくりあ

げたと制作者側が自慢してみせても、ユーザーからみれば、単

一的で無機的な空間であ ってはその作品の社会的な価値は半減

するだろう 。

もちろん、ある建築家が造園やイ ンテリア、それに芸術作品

なども協同でや ったとしても、必ずしも良い結果を生むとは限

らない 。一方、 一人の建築家がそのすべてを建築家の視点を頑

固に 貫いてっくりあげたもので良いものは良いものとしてある 。

わたしはいま、この両者の成功、不成功 の基本的な分かれ道は

どこにあるのだろうかと考えている 。そして、結論に達したこ

とは、 、スケール感覚。にあるということであ った。

わたしは別にヒステリ ックにそれぞれのジャン ル聞の融合、
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交流を主張しようというものではない 。 まずこのことだけはこ

とわ っておこっ 。

ジャンル聞の融合、統合の前提になるものは、まずそれぞれ

のジ ャンルのも っているスケール感覚をもう一度現代都市に対

応させて再整理することであるといいたい。 ヒューマン ・スケ

ールはル ・コルビ ジェら近代建築家たちがいいだした言葉であ

るが、果たして今日の現代建築はヒューマ ン ・スケールの尺度

にの っとっているだろっか。わたしはヒューマン ・スケールと

いう尺度は必要だと思うと同時に、ヒューマン ・スケールだけ

ですべてが解決しえるとはとても思えない。

現代の空開設計においては、尺度喪失の時代とい ってもよい

であろう 。あるいは尺度オンチ、尺度混乱の時代といえるかも

知れない。

造園家は、たとえば樹木という材料を扱う 。建築空聞のなか

で樹木が生育する条件は、ヒューマン ・スケールではなく、む

しろ tree- scal e とい った生物固有の尺度が必要とされる 。道

路の設計をする都市計画家なり土木設計家は自動車のスピード

と通過量などから割り出された尺度をも っている 。

このように、わたしたちの周辺は多くの尺度による空間，が交

錯し、入り乱れてなりた っている 。

情念を主体とする芸術作品が都市空間や建築空間に入 ってく

る条件は、情念と複雑きわまりないこれらの空間尺度とをどの

ように対応させるかという点にあるだろう 。いいかえれば、情

念はある一定の空間尺度をきちんともってはじめて、都市や建

築空間と対等の立場で存在しつる条件が芽生えてくるのである 。

千里ニュータウ ンの いくつかの公共空間に彫刻lがある 。わた

しは 10数年前、この配置設計に従事したが、現在、そのいくつ

かを見て 、やはり千里ニュータウンになじんでいるものとそっ

でないものとの差がはなただしいことを知り、その差がどこか

らきているのかと思うようにな った。スケール感覚の問題はそ

こで痛いほど知らされた 。

いくら有名な彫刻家の作品が町のなかにあ ったとしても、周

辺の建築群と等価的なスケールをもたない場合、それは単なる

装飾的な意味しかもちえず、建築、都市と彫刻とは不幸な出合

いに陥るに違いない 。 この場合、等価とは単にスケールが建築

と閉じということではない 。建築群と、それがっくりあげる空

間、そして道路、広場の組みあわせのアンサ ンプルとでもいい

うる「何か」を読みと ったときにはじめて、その場に固有の尺

度を生み出しうるに足る彫刻を、それが置かれている場を構成

している他のエレメ ン 卜と等価とい っているのである 。

このようなとき、樹木はも っとも樹木らしく、建物の外壁、

道路の舗装面、ベンチ、カンパンなど、すべての要素はその場

においてにわかに生き生きとしはじめるのである 。

とはい っても、こ のような例は私的な計算し うる空間では実

現しうるとしても、公共の場では容易ではない 。 しかし、都市



に創造的で豊かな空間を生みだしてゆくためには、それぞれの

ジャ ンルが一つの場をめぐ ってそれぞれの尺度 ( スケール) を

もう一度内省し、そこで尺度にしぽって融合し、混合し、総括

きれる必要がある 。

わたしは、画廊における造形作家と建築家のやりとりのなか

にわ って入り、突然、電柱の話をした 。いくら建築家が雑誌に

のるような素晴らしい建築を作品としっくりあげたところで、

その前にきたない電柱があれば写真のとりょうがないではない

か。建築家は単に建築だけの世界に閉じこもらないで、電柱を

なくすような運動など、公共空間への積極的な発言 をする必要

があるのではないかという主旨の発言 をしたが、これも黙殺さ

れた形とな った。

ある芸術家はわたしの発言に対して、電柱もいまや一つの風

物詩とな って都市の景観になじんでおり、犬もそこでションベ

ンをしよるでという話をいただいた 。 ここでは何もコメン卜は

っけないでおこう 。

さて、もう一つ建築家と土木設計家に対する要望を記して、

この小論をおわることにする 。最近、大阪の中之島一帯につい

て多くの議論が交わされ、い くつかの提言がなされている 。図

書館、市役所など一連の近代建築の保存および再生、がそれで

あるが、わたしはそれらの内容について触れようとしているの

ではない 。すでに多くのプロポーサールにお眼にかか っているの

であるが、いまだ護岸、堤防に ついて触れているものがないの

はど うしたことだろうか。

水の都である大阪がそうでなくな って久しい 。いま大阪市に

とってもっとも重要な空間計画の課題は、水辺の復元 ・再生で

なければ、ならない 。中之島はまさに島であり、水にかこまれて

いるということが、その原風景である 。 また、中之島が大阪の

シンボルであるとするならば、、水辺空間を無視した中之島プラ

ンはその社会的意味を半減させるだろう 。中之島にいくら素晴

らしい現代建築が実現しょうが、水辺とのよい組み合わせがな

ければ、その建築は中之島に建てられる必然性を失うのである。

そこのところをまず建築家に十分認識していただきたい 。返す

刀で土木設計家にも申し上げる 。高i弱lのおそれから堤防はます

ます高くならざるをえないことは十分承知しているけれども、

河川工学上の安全性を満たしながらなおかつ人びとが日常容易

に水に近づけうる護岸、堤防の設計を実現していただきたい 。

いま中之島に求められているのは、一部のジャンルからだけ

の提言ではない。土木、建築、造園、生態などのそれぞれのジ

ャンルが束にな って護岸、水辺を中心に、それぞれのスケール

を堅持しながら新しい中之島空間を創造する総合プロジェクト

づくりが早急に求められている 。

新しい仕事に対する考えは 、まさにこのような個別の職業、

技術の互いの交流をおいてありえないのではないだろうか。

( よしむら むとお 環境 '1>S;;lI" i珂研究所所長)
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- 私の職能観ーシンクタンク研究員

「一級建築士」によせて

高 田 公 理

いうまでもなく「職能」とは、単に「職業 ・職務上の能力」

を意味するにすぎないのだけれども、わたしなどの感じるとこ

ろをいえば、このことばには、 「そうとうていどの訓練をつん

ではじめてえられる能力で、そっでないものにはマネすること

さえできない、ある種の神秘性をただよわす技能」とい った趣

がこめられているような気がしてならない。そうい った意味で

は、現代は「職能が滅亡しつつある時代J であるともいえよう 。

じっさい、トラ ック運転手、行商、ひよこのセールスマン、

建築現場のてっだい、スナ ック経営者兼バーテンダ一、コピー

ライタ一、大学講師、そしてシンクタ ンクの研究員一一これら

はいずれも、学校を卒業したのち、およそ 15年のあいだに、わ

たしじしんの生業となった職業名である 。そのかぎりでは「職

能」の名に値するものなのであろ 7 。けれども、それでメシが

くえるようになるまでに、つらい訓練をうけたという感慨が、

いっこう、わたしの記憶のなかにないのである 。

たとえば、トラ ック運転手は、それが「偉大な職能」であ っ

た明治時代とちがって、こんにちでは免許証さえあれば誰もが

たずさわることのできる職業とな っている 。スナ ックのバーテ

ンも、カクテルのっくりかたをひととおりおぼえるのに、ゼニ

をかせぎながら、 2 - 3 ヵ月もかければじゅうぶんであ った。

また、大学の先生なども、数冊のタネ本を用心ぶかくかいこみ

さえすれば、 「化の皮J のはがれることはめ ったにないのでは

あるまいか。

つまり、かつては伝承集団や子弟関係をとおしてのみったえ

られた知識や技術のおおくが、システム化されマニュアル化さ

れるとともに、書物をはじめとするさまざまな媒体をとおして

社会全体の大衆に開放されるようになるにつれて、すくなくと

も糊口をしのぐに必要なていどの「職能j は、いとも簡単に身

につけることができるようになってきた、というわけである 。

*  *  

とはいうものの、みていて、 「これはとても一朝一夕には身

につきそうもないぞ」とおもわざるをえない、専門的な知識や

経験や技術の蓄積を必要とする職能の領域がのこされているこ

ともまた、否定できないじじつである 。

そのひとつが、わたしにとっては、 「大工 ( の棟梁 )J という
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職能である 。なかでも、むねあげの前の「材木をきざむ」作業

一一大工は、材木置物のかたわ らで、た った 1 枚のベニヤ板に

えがかれた平面図をほとんど唯ーのたよりに、っかいこんだ盛

査をもちいて、規格化された材木を「きざみ」つづけるのだが、

ある日とつぜん晴天の大安に、現場でそれらをくみあげれば、

何のことはない、ほとんど家のかたちができあがってしまうの

をみていると、わたしなどには、まるで手のこんだ手品をみて

いるとしかおもえないのである 。

とい ったような事情で、大工といっ職能は、わたしにと って、

もっとも畏敬の念をはらわせられるもののひとつとな っている 。

*  *  

ところが、建築現場の風景をながめていると、手品師のごと

く華麗にたちまわりつつも、服装はといえは‘菜 ッ築服とニ ッカ

ポッカをつつましく身につけているにすぎない大工の棟梁のか

たわらに、こけおどしのスリーピースなどをダテにきこんだ、

大学卒とおぼしき一級建築士ふぜいが、サングラスなどをきめ

ながらタバコをふかしていたりするのが目にはいる 。かれら

「一級建築士J の職能とは、い ったい、何なのであろうか。

いうまでもなく、も っとも初歩的には、それは、関係官庁な

どとの調整をはかりつつ、構造計算だの建築法規だのを基礎と

して設計図をひき、すくなくとも償却期聞はこわれることのな

い建物の仕様をとりまとめ、かつ、その建設過程を管理するこ

とで‘ある、といえるだろっ 。そして、そのかぎりで‘は、たとえ

「つけ焼刃 」であろうとも、かれらが大学で小耳にはさみ、あ

るいは資格試験の前日まで記憶にはげんだ専門知識や図面っ く

りの技能はそれなりの意味をも っているし、かつまた、大工の

棟梁のそれを凌駕しているとみてよい 。

けれども、も っとたいせつな「一級建築士J の職能は、とく

にそれが住宅建築であるばあいは、そこにくらす生活者のくら

しのための舞台装置としての空間にふさわしい、実用上の、あ

るいは象徴的の工夫を、おもう存分ことらすことのできる能力

ではなかろうか。そして、もし、建築現場で、大工の棟梁のう

えにたつ権限と責任がかれらに、あたえられるとするならば、

わたしは、こうした、かがやかしい「職能」のゆえである べ き

だろう、とかんがえるのである 。

だが、じ っさいには、とりわけ「大学卒の、わかい、男の一

級建築士」が設計 ・監理してできあがった建物は、こと庶民の

すむ住宅建築に関するかぎり、きわめてふつごうなことがおお

い、というのが実情であるように、わたしにはおもわれる 。

*  *  

その最たるものは、わたしじしんが、わかい男の一級建築士

とやらに設計 ・監理をまかせて建設して、すこぶるひどい目に

あった「わたしの家j である 。それは、 35坪たらずのちいきな

家だ ったし、かれにしてみれば 「作品のひとつ」にすぎなか っ

たのであろ う。 けれども、施主であるサラリーマ ンのわたしに



とっては、それは、その後の毎日をすごすための、相当に高価

な買い物だったはずである 。

完成したのは昭和53年 6 月。たしかに当初は、よくはれた自

の午後など、純白のプラスター・スタ ッコの単純な形の外観は

濃紺の空の下にうつくしくはえた。居間の天井にくりぬかれた

ふきぬけは、つつましくも「快適な空間」を手にいれたわたし

をほほえませるにたる、くらしの舞台装置のひとつとなった。

ところが、やがて山あいの住宅地にはさむい冬がやってくる 。

季節のとおり雨のしみこんだプラスターは、きびしい寒気にい

てついてポロボロになる 。趣味的にうがたれた「天井の穴J は、

16畳の食事室兼居間を寒冷地獄に早がわりさせる。そとづらの

空間をうつくしく演出するために圧迫された台所の空間の不合

理な狭小さは、モノの収納の効率を阻害し、家中を混乱におと

しこむ。

l 年がすぎ、梅雨の季節がおとずれる 。すると、数おおくの

アルミサ ッシュから雨がもってくる。一級建築士の「美意識」

をみたすために、寸たらずとならざるをゑなかった大屋根の軒

のみじかさと、窓の上方にしつらえるべきであった庇の省略が

原因であることがわかる 。

さらに、あるとき、ちいきな地震があった 。純白の外壁に、

ながい亀裂がはいる 。そして、 2 度目の秋の台風一過のある朝、

わたしたちは、家の外壁が、およそ 4 メートル四方にわたって、

ごっそりとめくれおちていることに気づカミざるをえないのであ

った 。

もちろん、これは極端な事例だろう 。 そのうえ、こうした

「家づくりの失敗」の発現に、 「一級建築士」の設計・監理を

「管理」すべき位置にあ った施主としてのわたしじしんの怠慢

と無能が介在していたことはいなめまい。けれどもこれらの問

題をさしひいたとしても、こうした事例の現出する背後には、

「一級建築士としてくえる職能のレベル」の設定に、すくなか

らぬ問題があるのではないだろうか。

*  *  

では、その問題とは何か?

ひとつは、一級建築士のおおくが、しばしば、みずからの職

能を「芸術家J のそれと同一視するとともに、その設計によっ

て建設される住宅を、みずからの i( 芸術) 作品」ととらえがち

な点である 。 もとより、わたしは、住宅の根拠が「すむための

実用性J にだけあるとかんがえる頑迷な機能主義者ではないが、

他方、それが、ひとえに、一級建築士の「芸術的感興」の実現

の契機であるとするのはバカげたおもいあがりだろうとかんが

える 。

いまひとつは、一級建築士が、しばしば、建築とかかわる専

門的知識だけで、その職能をまっとうしうるかのごとくにかん

がえるらしいことである 。その結果、かれらは、現代日本人の

生活に対する常識的教養がいちぢるしくかけてしまうようなの

である。

じっさい、かつて、われわれは、いわゆる「マンションの L

D  K J に72時間のあいだ、 V T R をもちこんで、そこでの現代

日本人のくらしを観察する、といった調査をおこなったが、そ

の結果によると、冬になるにつれて、数おおくの洋聞の L D K

に堀ゴタツがもちだされ、その結果、高価なソファがコタツに

はいった人の背もたれとしてしかっかわれなくなるといった珍

妙なじじつ、あるいは、モダンなふきぬけのある居間で、さむ

さをふせぐために一家の主がレインコートをきてウロウロして

いるといった不思議な風景、などを採集することに成功した。

つまり、もし数おおくの一級建築士たちが、現代日本人の生活

の現実についての知識と教養を、もうすこし幅ひろくもってい

たならば、住宅建築をめぐる諸事情は、いささかなりともマシ

になるのではなかろうか、というわけである 。

*  *  

ここでは、結果として、一級建築士をヤリ玉にあげることに

なった 。けれども、こうしてみると、現代の日本社会にあって

は、冒頭に示唆したように、 「職能J とよびうるほどの職能が、

きわめてすくなくなりつつあるのではないかという予感が、現

実感をともなってくるょっにおもわれる。地におちた医者の職

能しかり、的中することのない経済予測をする経済学者の職能

しかり、で、ある 。

そこで、シンクタンクなどといっ、いささか特殊な業界に属

しているみずからのことをふりかえってみよう。じっさい、業

界の寄り合いなどにでて、システム・ダイナミクスだの、コン

ビュータ・シミュレーションだのといった専門用語がむなしく

とびかうのをながめていると、わたしじしんをふくめて、シン

クタンク研究員の「職能」に、怪体なおもはゆさをおぼえるこ

と、しばしである 。

そんなとき、わたしは、じぶんじしんの日常のくらしとそれ

をささえる常識に回帰して、みずからの「職能」がうみだした

結果物を検討し、評価しなおすようこころみる 。住宅建築の問

題にひきよせていえば、このことは、一級建築士ではなく大工

の棟梁がしばしばロにする、施主のタメ、家のタメ、というい

い草ににているのであろうか。

いずれにしても、あらゆる「職能」の意味が滅亡しつつある

現代の日本の社会で、もし、その復権が可能であるとすれば、

それは、みずからのくらしかたそのものへのふかい沈潜と、そ

こでとぎすまされるであろう平凡な常識に回帰しつつ、あらゆ

る職能の根拠を、生活の地平からみさだめなおすことであろう

とおもわれるのである。 1980.  11. 15 

( たかだ まさとし 株式会社ンー・ディー・アイ主任研究員)
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- 私の職能観一弁護士

異議申し立てのすすめ

五 十 嵐 敬 喜

ここ 10年の聞に、多くの建築家と知りあった。仲間になった

人もいるが、多くは加害建築物を設計した人達であり、その他

に建築審査会や日照紛争調停委員会などで、応酬した建築家委

員も少なくない。やや独断と偏見に満ちたいい方を許してもら

えば、建築家には建築家独特の共通した特徴といったものがあ

るように思われる 。それは、よって立つ立場というのをこえて

「従順J であるということである。もちろん例外もなくはない

が、それは建築家のパーソナリティからもたらされたといつよ

りは、むしろ、地主の金儲けの片棒をかついだか、あるいはそ

の犠牲になった結果である。さて「従順」というなかには、

「すなおで、人に逆らわないJ といっ、善意の部分もあるが、

悪意にとると「自己主張をしないJ という意味も含意される。

私のみたのは後者である。

1970年代は、建築家にと って、画期的な年であった。一方で、

高度経済成長による，恩恵をもっとも受けた年であり、他方で住

民運動の激烈な洗礼を受けた年でもあったからである。この問、

建築家は、まず施主に妥協し、役所に従い、そして住民に譲っ

て、建築物を完成させた。建築家は、一連の妥協のプロセスの

なかに、おそらく支払われた報酬以上の努力をそそぎこんでき

たといってよい。内容的にみても、私( 弁護士) であったら、

はねつけたであろうようなことにも、へりくだってきたことを

知っている。

妥協の理由を問うと、「拒否したら食べていけなくなるから J

というのが一つであり、さらに「自分が拒否しても、誰か他の

建築家が同じようなことをしてしまうだろう J というのが、も

う一つの回答である 。そこが、弁護士とちがうというのが、建

築家の共通した応答であった 。

そこから、建築家の職能法制定の論理、つまり建築家に医者

や弁護士と同様な、身分保障。を与え、拒否権を行使させよ、

という主張がでてくるのだが、私にはやや異論がある 。

ロスコウ・ パウンド ( 1870年生、アメリカの法学者、 「英米

法の精神J i法と道徳」等の著者として有名) によると、プロ

とは「他の職業と向じく収入を得なくてはならないが、他の商
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売や仕事においては、そのことが第一の目的とされているとこ

ろ、プロフェ ッションの場合には偶然的な結果に過ぎない」の

であり、さらにプロたるには、 「公共に対する奉仕の精神」が

必要であり、そのためには「組織J と「学識に裏づけられた技

術の研鏑J が不可欠だといつのである 。 ところが職能法制定の

主張には、職能法制定のための前提についての検討がなく、職

能法が制定されたら、自分達はプロになる、という前提と結果

をごっちゃにした主客転倒がある 。少なくも、建築家の妥協の

プロセスのなかに、吃立した公共に対する奉仕の精神をみるこ

とは困難で‘ あろう 。

1970年代の住民運動は、視点をかえていえば、建築家に対す

る、ラブコー j レゲの運動でもあった 。住民は加害建築物に遭遇

して負けてもともとといっ聞き直りのなかから日照権を主張し、

指導要綱を作らせ、ついに国会において日影規制基準という法

律を作らせた 。建築家に浴びせかけた、建築物の環境適合性、

その延長としての町づくりの主張は、実は建築家と敵対するも

のではなく、建築という行為の本質を突いたものであったはず

である 。ロスコウによ っていえば、現代建築家に要請される

「公共に対する奉仕の精神 j そのものといってよい 。 したがっ

て、職能法からみれば、住民の主張は、自己が泥だらけにな っ

て取り組むべき対象であったのであり、それをないがしろにす

るさまざまな障害に対して、拒否権を行使して、自己主張する

絶好の機会であったとい ってよいのである 。

しかし、住民のラブコールは聞に飛散し、建築家は肩をすく

めて嵐のすぎるのを待 っていた 。

ＱＹＸＰ 年代、建築家には 、黄金の時 ｈ がきたようである。日Ｉｾｾ

基準の制定によって、権利を努力しないで手にいれられるよつ

になった住民は、いつしか、全く体を動かさなくなってきたか

らである 。ぶつぶついうだけの住民ならば、いつでも蹴散らす

ことができょう。もう一つ最近の地価高騰は、住民の団結の基

礎を掘り崩し、町づくりの主張から、その輪郭を消失させた 。

都市の住民は、常に被害者であるのではなく、いつ加害者に転

化するか、自分でもコ ント ロールすることができなくな ったの

である。かくて建築家は、誰とも衝突することなく、安心して、

建築物をつくることができるようになった。それでは、職能法

の主張はどうなったのであろうか。 もう不要にな ったというの

は、すっきりした意見である 。ここでいう職能法は、いわば住

民対策のためであったのであり、住民運動はそれを必要としな

いほどに落ちこんだ。反対に、どうしても必要だというなら建

築家は、その理由を明らかにしなければならない。身銭を切っ

て異議申し立てをするとは、先輩から教えられた、弁護士とし

てのプロフェ ッショナルの条件であった 。 しかし、職能法不要

論にも必要論にも、襟的がみえなくなったのは、どういうわけ

であろうか。

(いがらし たかよし 弁" 盤上 )



アンケート

建築界における、職能グ

明建築する砂という創造的職能領域は、人間の生活空聞の構築と

いう意味で、社会にと って基盤的となる営為です。社会的背景の変

貌に伴 って、この職能領域は、領域の拡大、分化とその境界領域の

発生等、変貌を遂げつつあると言えます。

職能領域の拡大は、地域 ・都市計画、社会計画等への進出であり、

領域の分化は、設計をはじめとする構造、設備、インテリア、施工、

その他への技術レベルの上昇と技術の細分化に伴う機能分化ととら

えることカずできます。

一方、これらの技術分野のすき聞をうめる境界領域の課題も重要

な問題点とな っています。

このような状況の中て¥ 建築界は総体として社会の中で巨大な職

能集団を形成しつつあるとともに、建築家とそれらをとりまく分野

との聞に、職能に関するさまざまな葛藤が生じております。

本誌では、ほぽ10年前に* 建築家の課題と責任。特集を行ってい

ます。 ここで、先に述べた背京を踏まえ、あらためて幅広く、建築

家一建築関連技術者の職能意識やその展望を発掘してみようと思い

たちました。

今回は、あえて建築家以外の分野の方々からのご意見をいただく

ことにより、建築家そのものの職能とその周辺領域の職能問題につ

いて焦点をあててみたいと考えたわけです。

日々、さまざまな組織、企業または個人として、またさまざまな

建築分野で苦闘されているみなさまの赤裸々なご意見を期待し、ア

ンケートをお願いする次第です。

以下に設問 3 点を記します。

設 問

問1 建築家のはたすべき役割をどのようにお考えになりますか、

また建築家に期待すべき二とは何カ¥あなたの業務との関連

でお答え下さい。

問2. その中で、あなたがたの分野の職能はどうあるべきと考えま

すか。

問3 その他、あなたなりの職能に関するご意見をお聞かせ下さい。

以上、設問 3 点を設けましたが、 3 聞ともご意見をお寄せ下さっ

ても、また l 問だけでもさしっかえありません。

1. モテ' ュラー・コーディヰーション/ 奨 . iE和

2. 多織化のなかで思うこと/ 浅関弘之

3. 鎖均車窓般をただせ/ 中村随一

4  . 総合費伝/ 池山壮一郎

5. 自称建築震/ 感中一男

6 . プランナープラスコーデイヰーター/ 能事事馨樹

7. 文化遺産として後世に残る作品を/ / 育調理 司

8  . 合意形成の技術/ 金井高進

9. 行政と住民との銅盤機能/ 佐. 鍵玄

10. 生活と樹木に測する犠能/ 上回怠弘

11 . 建築する分野の役鶴/}11崎敬三

12. 地主重住民との関わりへの資任/ 童図裕弓

13. 俊民・鼠畏の要求の質的レベル〆竹山清明

14. 建築家に期待するニと/ 橋本敏子

15. 土地開銀と建築自主の職能/ 秋吉公平
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Z  

- インダストリアルデザインの立場から

モデュラー・コーディネーション

巽 正 和

私たち電器メーカーのデザイナー ( 1  D デザイナー) が対象とす

る家電製品は、もともと生活の場では単品的・道具的に扱われるも

のが多〈、デザイナーもまたそれを前提として一個一個の「物J の

あり方に重心をおいてデザインしてきたのである 。 しかし、この数

年の傾向を見ると、単品的からシステム的、道具的から設備的に考

えねばならないものが多くなってきており、住空間とのかかわりを

強めてきている 。

たとえば従来、流し、ガス置台、調理台を並べることで構成し て

いた厨房セットが、今やシステム・キ ッチンにな り、 「白モノ J と

呼ばれる洗濯機や冷蔵庫もすっかりカラー化し、洗濯機は乾燥機と

ドッキングしてホームランドリーを構成する 。冷蔵庫は「ちょっと

大きめ」を志向しているうちに台所空間にかなりの体積を占めるよ

うになり、壁にピッタリ付けられる「後ろすっきり」のデザインが

評価されるようになってきたのである。

システム ・キッチンや洗濯機、冷蔵庫は家電製品の中でも設備的

なものであり、それらが住宅空間に存在する仕方としてイ ンテリア

性が要求されるのは当然でヤあるとも言えるが、本来、道具的とみな

される調理用機器 ( 炊飯器、ポ ッ ト、オーブン ・トースター、ホ ッ

トプレート 、 ミキサ一等) にもフォルムやカラーのコーディネーシ

ヨンが要求されるようになってきた。

このように生活者が家電製品に対してインテリア性、システム性

を求めるよ t になってきたことは、家電製品が単にあれば良いとい

う段階から、より望ましいあり方、空間的に調和のとれたあり方が

求められる段階に入ったと言える 。

， 80年代は「量から質への転換の時代J とも、 「心の豊かさを求め

る時代J とも言われているが、家電製品の今日の状況はまさにこの

転機にさしかかっていることを物語っている 。

ここにおいて、われわれ 1 D デザイナーがなさねばな らないこと

は、つぎの三つである。

まず第一に量産量販の論理から脱皮し多機種少量生産によ って 多

様化する生活者のニーズに対応することである 。第二により快適な

生活を実現するために各機器をインテリジエンス化することである 。

そして第三には機器を空間的、システム的に位置づけすることであ

る。そしてその中でも設備的、システム的製品についてはモデュー

ルやジョイン卜 ・システム、エネルギーの給排システムを明確にし、

統合することである 。

この中で第一、第二への対応はイ ンダス トリー自体の中で、ある

いは 1 D デザイナーの努力によって解決できるが、第三への対応は

建築家やインテリア ・デザイナーの協力なしには実現し得ない問題

を含んでいる 。つ まり、建築一一インテリア一一製品を通してのモ

テ' ュールやモデュラー・コーテP ィネーショ ンを確立すること、各部
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材や機器の ジョイント ・システムを統合するにはこの三者の協力が

必要なのである 。

これからの社会に対して 1 D が職能としてあるべき姿は従来の製

品スタイリストから、イメージ・メーカ一、コンセプト ・メーカー

に、あるいは製品開発のためのコーディネーターに変身することで

あり、活動領域を拡大することである。また造型や空間にかかわる

専門分野とのジョイント ・ベンチャー的役割を果たすことだと考え

る。

そしてわれわれ 1 D職能が建築やイ ンテリアとい った職能に望む

ことは、インダストリーのもつ生産のメカニズムに対して今以上に

理解をもってほしいことと、その製品性能を生かすための空間的配

慮をお願いしたいことであり、とくにモテ・ュラー ・コーテ' ィネ ーシ

ョンの確立には空間をとりあっかう先輩職能としてのリーダーシッ

プの発揮をお願いしたものである。

( たつみ まさかず 松下電器産業株式会社電化デザインセンタ一三国デザイン室室長)

2  

- インテリアデザインの立場から

多様化のなかで思うこと

浅 田 弘 之

週末の新聞広告欄を埋める戸建・集合住宅の分譲広告、公営住宅

の募集パンフレット、どれを見ても類似スペースの中でのパズルを

思わせる平面図群と内部仕様。

住宅不足に対する廉価大宜供給の必要性と、それを支える工業生

産化がもたらした均質化は、住み手の経済的事情と同時に工業化社

会の中でシステムに組み込まれていった人間の生活パターンの均一

化の方向と一致することによ って、 上記住空間の典型をつ くり上げ

てきた。人々はその狭小さに不満を持ちつつも、一方で均質化され

た空間に住むことによって隣人もまた自分とシステム社会の中の同

族であることを確認し、一種の安心感と連帯感を持ち得たとも言え

る。

工業化社会から情報化社会へ、画一性から多様性の時代へと移行

していくなかで、いま徐々にライフスタイルの変化が起こっている。

テクノロジーの高度な発達による社会構造の変化は、階層 ・年齢に

関係な〈人々の生活のあり方に影響をもたらす。一方 、住空間は、

生産システムの発展とともにますます「工業生産品化」されていく

であろう。

とすれば、この工業生産による画一化の方向と、生活の変化と多

様化がもたらす住空間へのニーズの多様化という相反するものへの

対処は、建築家またはインテリアデザイナーという職能人が正面か

ら受けて立たねばならない。

いまインテリアブームであるといわれる 。庖頭には、ファ ッショ

ン化された商品が山積みされ、r n : 庖ではインテリア関連の雑誌が氾

濫し結構よく売れているといっ。しかしその本の内容たるや、単な

る商品の紹介 ・広告の域を出ないものや、現実離れのした「写真の

ためのインテリア空間J であ った りするものがほと んどといって よ



い。これらに対して、ある人は単なる一時的流行といい、他の人は

その内容の空疎 ・無責任さを指摘する。そのような一面のあること

は事実である。

しかし提供された均一化した空間を、多様化のなかで住み手がそ

れぞれに自分の空間に仕立て直していこうとするときに、たとえそ

れが専門家やジャーナリズムに空疎、無責任と批判され、実際内容

に乏しいものであったとしても、大半の人々がそれにしか指針を見

出すことが出来ないでいるとしたら、それは建築家、インテリアデ

ザイナーたちの対応力の欠如に対する痛烈な批判と受け止めねばな

らないとするのは、この職能分野にたずさわっているわれわれの

任意識過剰でレあろうか。

( あきだ ひろゆき 綜式会社高島屋大阪府装飾部課長)

3  

@ インテリアデザインの立場から

領 域 意 識 を た だ せ

中 村 隆 一

問 1 生産という次元でみれば、建築というのは巨大な一品生産

体である。デザインの問題より前に技術の集積として出来上がった

生産体に十分なホ性能と安全性。を保障するのが、建築家の第ーの

役割lである。

建築家に期待することは、設計行為のいろいろな次元に精通すべ

きは当然であるが、オール7 イティーである以前に、他のジャンル

のデザインの可能性を引き出すプロモーターであってほしい。

昨今の建築について思うことであるが、公共建築物の作品が、相

変わらず施工側からの方法論か、乾びたモニュマン性の追求でしか、

デザインされていない。真に民主的に開放された計画が成されなけ

ればならないと思う 。

問 2 インテリアデザインというのは、もともと大組織の設計事

務所の職能分担から生まれてきたのであるが、それは単なる技術の

分担であって、本質的には、すぐれた建築家は、すぐれたインテリ

アデザイナーなのである。私のように小規模の事務所で仕事をする

場合、インテリアデザインといえどもその内容は建築的でもあり、

場合によってはきわめて産業主義的要素を強くすることもある( 1 苫

昔前デザイン等L 技術の濃度で、職能分化が結果的に、、分担。になる

とすれば、インテリアデザインが建築と分担しているのは、素材感

の追求一一テクスチュアという次元、それに色彩計画。一番大きな

次元としては、道具系( カーテン等装飾的なものも入れて) の建築

へのフォローである。仕事の方法としては、建築家とのギ・ヴアンド

テイクが早ければ早いほど明確な分担が生まれ、結果として、すぐ

れた仕事になる 。

逆に、おそければ、ろくな事はないのである 。 これは、建築のデ

ザインの補追行為になり兼ねないからである 。 インテリアデザイン

は、見方を変えれば、建築の完成度に関わる次元の問題として、そ

の存在を問われても良いのではなかろうかと思う 。

問 3 職能に関する意見であるが、建築家は、とくに社会的機能

建築家をとりまく領域・分野に意見をきく

としていろいろなジャンルのデザインの統合を、これからは意識し

て仕事をすべきであると思う。領域分担に よる不文律よりもむしろイ

ンダストリアルデザイン、グラフィックデザイン、その他のさまざ

まなプロダクトデザイン等に、どれだけ興味以上のリアリティーを

持っているかと聞いたい。企業のための建築プロジェクトの場合、

場合によっては、アイデンティティーのはっきりした次元のデザイ

ン分野が建築家をぐんぐん引っばっていくこともあるだろうと思う。

それが、設備系なのか、場合によってはグラフィック系なのか、案

外わかったものではない。公共建築でもそういう可能性が十分にあ

ると言える。一一ーーインテリアデザインが単に道具系の中に、グラ

フィックデザインが商業主義の中に、インダストリアルデザインが

機器の中に、落ち込んでしまうような領域論になってしまうのでは、

建築をも含めて、環境のデザインというのは、進歩がないのである。

( なかむら リゅういち ノ - J レプランニングアソシエイツ主宰j

4  

- 設備設計の立場から

総 合 責 任

池 山 壮 一 郎

問 1 建築家、これほど大きな広い意味を持った言葉も少ないと

私は思っている。無から有を創造し、それもただ単なる個人の噌好

に止まることが許されず、作品は社会に容認され、それを利用する

人々に容認されたものでなければならない。それもその一時代のみ

に受け入れられるものでなく、その作品が存続する限りある意義を

持ち続けなければならない。建築家は文化の担い手として、自覚を

新たにし、大いに人格を磨き、作品の質を高め、後世に誇るものを

残して欲しいものである。

一方、作品は各種技術者との協同作業であり、専門外の技術分野

を一人の建築家がこれを極めることは不可能である。しかしこれら

の各種技術を有機的に統合する必要があり、建築としての総合責任

を持たねばならない。この統括者は建築家をおいて他にはない。

現代の建築家はもはや単なるデザイナー としての価値を追求する

のみでは不十分でいある。各種の技術者の要求を包含し、さらにその

適否を十分判断でき得る者でなければならず、技術者を越えたデザ

イナーとなることが必須条件であろう。

問 2 建築の中にあって、設備技術が単独に存在し得る分野は少

ない。建築計画と有機的なつながりを持ち、機能の良し悪しが竣工

後ストレートに出てくるのが通常である。

設備計画が優秀で、建築計画が悪いという事例はほとんどわれわ

れの白からは見受けられず、設備計画が優秀でh あれば建築計画もた

いてい優秀であると恩われる。

われわれ設備技術者は建築家の良きパートナーとならねばならず、

良きパートナーとなるには建築をよりよく理解する必要がある。電

気あるいは機械のハードな技術のみでは対応できるものでなく、建

築としての基本事項、ひいては人間としてのあり方までも加味され

た技術対応が必要となろう。設備技術者もあらゆる機会を把え、自
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己の技術を通じて建築のなんたるかを学ばねばならないと思う 。 ま

たよりよい機能の充実のため、建築の可能性をより多〈引き出すた

め、技術者は技術開発に努め、建築家の{ l ! i を実現させる右腕となる

よう努力せねばならない。

問 3 欧米においては医師 ・弁議士と同様、建築家の社会的地位

は相当高いものと聞く 。その背去には 、社会的責任を建築家が有形

・無形に負い、長い歴史の中で答えることによって社会がこれを認

めているからであると恩う 。

日本においても、建築家の多くは社会的責任を自ら認め努力され

ているが、さらに自己の役者IJ を広〈世に問うべきであり、社会一般

の期待に応えることによって支持を得、自らの社会的地位の向上を

さらに計ることが肝要であると恩われる 。

( いけやま そうい ちろう 妹式会社竹中工務 l九段J十部10¥11昔slk .  ;設備刊 当)

5  

- 設備設計の立場から

自 称 建 築 家

田 中 一 男

建築家とは、建築という文化を支える人達の総称であると考えて

いる 。 したがって、 「建築家の職能領域の拡大」なんて言われるこ

とは全くの誤りであり、 「関連技術者との境界領域の云々 J に至つ

てはすべて間違いであると考える 。なぜなら、建築家とは単なる建

築設計家とは異なり、建築に対する哲学を持ち合わせ、建築と人間

や環境についてあらゆる観点から思索、創造できる人でなければな

らないからであり、たとえて言うならば、建築家とは戦争にあ って、

戦士の状況を正確に把握し、彼我の戦況を正しく判断し、さらに最

善の作戦に断を下し、味方を勝利に導〈一軍の「将j でなければな

らず、建築設計家とは、それにあっては単に作戦立案者の参謀の立

士jきであるに過ぎない。

私は建築学科を卒業し、その後建築設備の業務に約 10余年携わり、

現在、建築設備設計家であるが、これは自分の能力の適正を建築設

計家の範ちゅうにありと考え、さらに、工学的見地に立って建築空

間の環境制御する分野が自らに最も相応しいと判断したが放である 。

建築界の内で境界領域という言葉がf変われ出した原因は、建築家と

建築設計家との混同にあり 、自らは建築設計家の職能しか果たし得

ないでいて、自分のことを建築家なりと考えている連中が多いから

に相違な〈、さらに、自らの職能に誇りを持てず、やたら建築家と

いう職能のみが至高の職能と考えるが放であろうと思う 。

自称建築家はよく次なる発言をすることがある 。 i 昨今は設備が

複雑 ・高級化し、また、構造 ・消防関係の法規制がうるさく、われ

われはホ建築する。のに難しくて困る」と 。

とんでもない。かつて、人聞の住生活に初めて水道の入ってきた

とき、屯気が初めて通じるようになったとき、さらに、人工的な暖

房が初めて取り入れられたとき、工Lの建築家は同じ溜息を j曳らした

であろうか。設備とか構造が建築を打ち壊すことはあり得ず 、もし

あり得るとすれはー「将」の存在しない建築設計家と関連技術者の集
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団設計であるからであり、設計手法内における専門家同士のいわゆ

る「民主的J ということが、 「烏合の衆恐J にな っている場合が多

いことに気付かねばならない。そのように建築家とは特殊な能力を

有した専門家であるが、一伽!の建築に一人の建築家が必ず必要であ

り、その建築家が自らの意志通り ( ちょうど医師が手術を地すよう

に) 、* 建築する砂状況が確保されねばならず、そのためには建築家

は多くの専門領域の知識 ・技術を生かす必要もあり、その多くの専

門家は自らの職能に誇りを有していなければその能力は発探され得

ない。

私の領域である設備設計の分野は、建築設計の分野とも、構造の

分野ともかなりの重なりあいがあるが、これはそれぞ j し思いのまま

自らの専門性から設計計回すべ きであり、その境界を分断すること

なしに、建築家の職能をも ってこれを決着すべきであり、それによ

り至高の建築の成立を見ると与える 。このシステムが確立されない

まま建築の成立を見ると、これは建築公害につながりかねなく、ま

た、建築が金もうけの手段に使われることが多くなるのもやむを得

ない。 もう、自称、建築家の 多くの誕生は結構でレある 。これは 一つは、

大学、高校の建築学科における無責任な建築教育にかなりの責めが

あり、また、安易な建築家像を輩出する建築ジャーナリズムにも安

めがあると考える 。

{ たなか かず お イI阪会社 G ｅ ， 設 備 ｾ ＱＱＱ ｩＱ ｪ 代 点 取締役 Ｉ

6  

- 構造設計の立場から

プランナーフ。ラスコーディネーター

能 勢 善 樹

問 1 建築家はプランナーであると同時に、コーディネーターで

なければならない、そ の ような専門職能の重要性を、われわれ自身

が認識することから始まり、社会に認めさせなければならないと、

私は考えます。

建物の内部釜聞の構成と、外部の環境構成のイメージを具体化す

るプランナーとしての専門家である上に、いろいろな専門分野を調

室きするコ・ーディネーターの役割l を、現代はますます必要としていま

す。プランナーが必ずしもす ぐれたコーディネーターとは限らない

し、関連性もない。構造専門家がコーディネーターであ ってもよい。

ただ 、プランナー+ コーディネーターの場合にのみ建築家と 言い得

ると思っています。

コーディネーターは、他の技術分野の明確な一般概念を身につけ

ていなければ役目を来たせません。互いに矛盾する要素を調整し、

放終的な判断を下し、全体についての資任を負う立場ーからい って、

基礎的な知識は不可欠のものだからです。

さて、私の業務との限J: i ! l i で建築家に Jtll 得したいことと 言えば、ま

ず、プランナーとしての意図の中で、重要で決定的なポイントがど

こにあるのかをは っきり示してほしいことです。ネルヴィはこう言

っています。 r建築家は構造の分野においても、建物抵抗性の基礎

となる構造計画の創造者でなければならない。この基礎的段階では、



高等数学や複雑な公式や計算法は不要で・ある j と。意図を実現する

技術的解決方法は一つではありません。替わり得るいくつものアイ

デアーを構造専門家から引き出してほしい。格闘の末に、双方ピタ

ッと来るものがある、そんな関係を持つことこそ、われわれの仕事

の冥利と考えます。

プランナーの要求はすべてが絶対であり、それをこなすのが技術

専門家であるという姿勢や、どうせ化粧でどうにでもなるもの、当

座安ければ適当に、という考えは構造プロにと って相性がよくない

というほか、なさそうです。

問 2 私が学校で建築を学んだのは、プランナーになりたか った

のであって、たまたま、構造分野を職業とするに至ったと思ってい

ます。私達の世代ではこのような人が案外多いのですが、最近の傾

向は初めから分化が始ま っているようです。だから、私は自分と建

築家をドライに対置して感じることはできません。建築設計の中で、

出来上が ったら全部隠れてしまう、縁の下の力持ちであ っても、プ

ランナーの意図を理解し、協同して業務を進めてゆく上て¥きわめ

て高度な判断を必要とする職能だと考えます。

構造設計の分野での最も中心的なテー7 は安全性と経済性の問題

です。 とくに不確定ではあるが、いつどこで起こ っても不思議で、は

ない地震に対して、生命財産を護る耐震安全性の問題は、経済性の

問題をからめて、構造設計者にゆだねられています。設計者によ っ

て、安全住も経済性も同じものはできません。 役所の確認を通れば

よいといっても、そこには方法によ って必ず偏ができます。建物の

建つ地域、建つその場所の地盤、建物の剛さ柔らかさの性質、その

建物の用途等によって、もちろん、法律上の計算手法は一応きま っ

ていますが、法規ではカバーしきれない、設計者の判断によらざる

を得ない部分が重な っています。 コンビューターで計算できても、

設計できないゆえんのものです。安全性と経済性のバランスの上に

立 った重要な専門分野であるにもかかわらず、私は、社会的な評価

が低いと思っています。それはなぜか。それはやはり、構造設計の

職能がコーディネーターの陰にかくれて顔が見えないことにあり、

この職能の責任も同時にかくれてしまっていることにあると思うの

です。

どんな専門家集団の組織から設計がまとめられてゆくにせよ、た

だ単に、コーディネーターによ って管理された集団であ ってはなら

ず、各専門分野は建築主からも社会からもよく見えていること、専

門分野に属する責任の所在がは っきりしていることが、社会から建

築設計の職能として認められる条件ではないだろうかと思います。

( のせ よしさ 能 野 建築情 i宜研究所)

7  

- 構造設計の立場から

文化 遺 産 として 後世 に 残 る作品 を ノ

青 柳 司

問 1 建築の分野も多岐にわた ってきたので、はじめに私のいう

建築家を定義させてもらいます。現在、建築意匠の分野も、ディテ

建築家をとりまく領主義・分野に意見をき〈

ールを担当するものや、平面計画 ・立面などを担当するものなど、

いろいろの職種に分化されてきましたが、私のいう建築家というの

は、今までのデザイナーとは違って、建築意匠にも構造や設備と 同

様な職能が存在し、それらを含めて全体をまとめていく人 、いいか

えれば設計者グループの指揮者を指しています。ですから建築意匠

の出身でなければならないとは思っていません。( でも、建築意匠

出身の人が圧倒的に多いと思います)

本論の建築家の役割のことですが、それは設計グループ全体が目

的に向かつて全能力を発揮する環境をつくることだと 思います。

つぎに建築家に期待することは何かというのですけれど、現在の

世の中は政治 ・経済が中高をきかせていて、文化大革命でもおきない

かぎり、せまい範闘での期待しかもてません。その期待というか、

私の希望を少し述べさせてもらいます。

近代以前は、宗教とか絶対君主の権力などが、目的のため社会全

体を一つの方向に向けていろいろな文化をつくってきました。それ

にかわるものを建築家に持ってほしいと思うのです。それは設計グ

j レーフ・の人達が心から、やってやる。という気持ちを持つような環境

づくりで、建築家の思想や人格などがまわりをそうさせると思いま

す。 また建築家は自分の考えていることをわかりやすく表現するこ

とが大切です。むずかしい言葉を使ってえらぶっている人を見かけ

ることがありますが、逆効果なのでやめて下さし、。それと共通の尺

度を明確にするのも相互理解に大変役立つと思います。

いいたいことをゆ ってきましたが、建築家の人達にほんとにやっ

てほしいことは、前の時代の人達がわれわれにいろいろな文化遺産

を残してくれたように、文化遺産として後世に残る作品を一つでも

多くつくるよう心がけて下さい。

問 2 構造の分野も、コンビューターの発達にともない急激に進

歩した構造解析など、急に幅が広くなってきました。現在、構造設

計を担当している人達の多くが、解析そのものが構造の仕事と思っ

ていたり、また商売として構造計算をやっている、あるいは自分の

専門とした分野の構造技術者として行動していて、本来の構造設計

の目的に向かつて本気で仕事をしている人が少なくなってしまって

います。上記した仕事も大切ではあるけれども、設計に生かしてこ

そ意味があるので、設計者としての目的をわきまえて自分の専門技

術を設計に生かしてほしい。

参考に私の設計に対する心がまえを紹介してみます。一つは企画

・基本設計時で、クライアントそして建築家になったつもりで構造

計画を考えるべつぎは実施設計時で水自分が職人になって作るとし

たらどう考えるという気持ちで設計するか、そうすればきっと心のこ

もった親切な設計ができると思うのですが、どうでしょうか。

( あおやぎ っかき 日建設計大阪本社精進部長 )

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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C. 建築界における鴻鈎V に関するアンケート一一間1 . 建築家のはたすべき役割/ 問 2. 自分たちの職能はどうあるべきか/ 問 3. 自分なりの職能に関する意見

8  

- 都市計画の立場かち

合 意 形 成 の 技 術

金 井 高 造

問 1 建築家は、都市の生活空間をリアルに表現できるという特

技から、都市計画の分野においては、その役割l発揮がますます要請

されてきていると思われる。このことは、都市計画を具体的に推進

していくためには、行政および市民を含めた誰にでもわかりやすい

計画づくりが重要になってきていることを示している。生活空間の

現況と問題点、生活空聞のあり方を市民にわかりやすく表現するこ

とにより、市民を計画づくりの調査、計画、事業実施の各過程に参

加しやすくし、そのことが、計画 ・事業の合意形成をより具体的に、

空間的により深〈把握した段階で進められることになる。

建築家に対する期待としては、計図づくりといっても構想、計画、

事業化までが一つのまとまった計画過程であり、これらの過程を完

T させるためには、少し不得意の分野に属すると思われる行政計画、

午業化対策としての諸制度、財政面までの技術を身につけることを

求めた L 、。さらに 、計画づ くりが地についたかたちで進むためには

調査 ・計画づくりを一般化、体系化させるとともに、合意形成の技

術を合わせて身につけることによって計画づくりが大きく開花する

ものと思う。合意形成の技術は、問題点と課題、意向把握、計画調

盤、事業化対策などの調査計画手法の体系化を含み、これらの技術

を蓄積することによりその職能が確立していくと確信している。

問 2 私のコンサルタントの分野の職能としては、当面する行政

課題に対して、現況の問題点を経理し、課題を発見整理し、問題解

決の方向を設定し、解決策を長期的見通しも持って打ち出すことで

ある。

これらの課題に答えるためには、専門分野の計画技術体系を把握

しているとともに、相手( 委託者等) の立場、おかれている条件を考

慮した土で、説得力ある検討過程を組み立てることがまず必要とな

る。

単に問題解決のための技術的方策が打ち出されることで業務が完

了することもあるが、解決策が関係者の合意にな ってはじめて解決

されたことになる場合が多い。

そのための説得 ・合意形成技術が重要となっており、関係者の組

織化と合意形成、専門分野以外の関係分野との計画調整、事業実現

方策などの検討が求められている。

問 3 現在、考えているあるべき職能をまとめる。

①自分の属する専門分野の技術体系と地域づくりの課題である現

地重視、住民意向を重視した総合的調査・計画 ・事業手法の体系化

を結びつけて問題の解決に取り組む。

②計画づくりの進め方として、関係者に合意の得られる表現て¥

問題点、課題の設定、問題解決の万法、結果の評価、解決策( 計画)

をシステム( 図) 化できる。

③構想 ・計画・事業化までを鵠・に見通して、実現可能な計画づく
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りができる。

④合意形成の能力および技術を身につけるために、問題点の絵理

能力、説得力ある表現方法と話し方、組織における計画調盤方策な

どの検討を日常的に進める。

⑤問題解決のための技術カをつけるために、専門分野、関係分野

の先端技術を把握し 、関係者の人脈を確保し、問題に対応した関係

分野の技術を合めて組織体制を作り、問題解決のリードができるよ

うにしていく。

{ かない まんぞう 地域計画III 築僻究所)

9  

- 都市計画の立場から

行 政 と 住 民 と の 調整 機 能

佐 藤 健 正

民間都市計画コンサルタントが「業j として成立し、各分釘' から

人材供給が行われるようになったのはそう古いことではなく、昭和

30年代の末期から昭和40年代の初期のことであった 。高度経済成長

期] に公共事業が増大した・ことに伴って、都市計画業務がそれまでの

ように行政内部で処理し得なくなったという現実的な要請が背景と

してあったが、一万て¥それは都市計画プランナーという新しい職

能に期待し、あるいはそれを志向する動きを伴っていたと考えられ

る。しかしその歴史の浅さから、また対象分野の広さなどから、コ

ンサルタン卜の社会的役割lや職能についてはまだその形成 ( あるい

は混迷) の過程にあると言ってよい。職能の確立に関連して、者[1市

計図コンサルタントが当面する課題として私なりに感じていること

を述べてアンケートへの回答にさせていただく 。

(1)  技術力の向上とその評価

コンサルタントの存立基盤が、第一に提案能力を含めてその技術

力にあることは当然、で、計画の総合化の方向であれ、専門分化の万

，i'J であれ、技術力の蓄積は今後ますます重要となる。そのためには

「何でも 屋」的状況を脱して、対象領域ないし技術領域を明確化し

つつ、質的向上をすすめていくことを考えなくてはならない。

さらにコンサルタントの技術力の評価ということが問題になる 。

現状ではわれわれの業務の多くがクライアントである行政の. j l [ 当部

局との関係のみで完結し、その性格上成果が公開されることも少な

い。業務の成果や技術・ノウハウについて何らかの評価刀法を開発

することは、クライアントに対する責任の一つでもあり、向らの能

力，i'J 上にと って も必要でhあり、燥しい課題ではあるがぜひ取り組ん

でいかなければならない。

これらに関述するが、コンサルタントは業務の成来がその後に来

たす役)1司や、その問題点、あるいはそれが修正される経過などを見

とどけながら、成果を生かすことと、これに対する批判l を受けとめ

る努力をもっと行うべきである 。

(2) 自立するプランナーの必要性

都市計画における環境アセスメントの導入、住民参1m手法の呼入

が現実的な課題となりつつある。こうしたシステムが兵に適切に作



動するために、第三者的立場にたっ 「フ。ランナー」の職能が重要と

ならざるを得なし、。 コンサルタ ン トが技術提供者あるいは助 言者的

立場にあ って最終的な判断をクライア ン トに委ねるのに対して、こ

の場合、プランナーは独立 した立場を持ち、その判断と責任におい

て計画行為や評価行為を行 うという高度な社会的使命を担い、また

行政と住民との調整機能をも持つことが考えられる 。このような活

動にふさわしい信頼を得るためにプランナ一個人に高い資質・能力

が求められると同時に、その独立性を保証するしくみが社会的基盤

として定着する必要がある 。当初に述べた歴史の浅さや、コンサル

タント の実態およびこれをとり閤む環境などから みて決して容易な

道筋ではないが、こうした方向を模索しつつ、着実な実績を重ねて

いくことであ ろう。

( さとう たけまさ 株 式会社市首 首都市開発往 築 コ ン サ ルタン ｾ Ｉ

10 

- 造園の立場から

生 活 と 樹 木 に 関 す る 職 能

上 田 昌 弘

建築家というよび名は私にと って、なかなか素敵なひびきがある 。

画家や音楽家、はては書家、どれもロマンの香りをただよわせ、わ

れわれの住んでいる世の中の、汚らわしさとかいまわしさとかとは

無縁なすがすがしさと、孤独を感じさせる 。

が、勝手な空想、は、現実社会にはま ったく無駄なことと思いしら

される 。われわれの周囲の建築家は、精力的に駆けまわり、施主を

説得し、業者を監督し、魔法のように巨大なビルをつくりあげてし

まう 。できあがった巨大な構造物はわれわれを見おろし、あたりを

見まわしている 。われわれは建築家の職能に、ただ感心せざるを得

ない。その力は、むしろ政治家や、評論家とい ったイメージを感じ

させる 。造船や土木では普通、家はっけないで、技術屋とい った言

い方がされることを思うと、単なる語呂あわせで、大した意味もな

いのかもしれないし、はじめのイメージが単なる偏見で、本来そん

な堂々とした力のあるものにつけられるべきものなのかもしれない 。

ともかく、建築家は、われわれの生活時間の大部分をすごす場を、

最終的にとりあつか って驚くべき技術力の集合、統率により、それ

を実現させる職能を持 っている 。その仕事の成果と、そのための専

門分野の広がりの大きさを思うと、その職能の高度さはま ったく比

類なく感じられる 。

ところで、私自身は造国設計を業としているが、主な仕事は、公

園つまり建築をたてない生活の場をとりあっかうこと、樹木などを

とりあっかうことである 。これは、も っともな話であ って、建物の

必要のない場に、高度な職能を持つ建築家に来ていただくわけには

いかないし、樹木のように なんだか統ーがなくてとらえどころヵ、

なく、構造物をつくることに影響のないものまで、かま っている H肢

がない のがあたりまえである 。

だから大てい、われわれの職能は、樹木に関するプロフェ ッショ

ナルとい った方がおぼえやすい 。

建築家をとりまく領域・分野に意見をきく

ところが、正直なところ私自身は、あまり樹木などに自信はない。

仕事ではつか っているが、なんだか本当に良〈知っているような気

はしない。知 っている領域はやや違うだろうが、本当の樹木のプロ

フェ γ ショナルというのは、植木の生産や手入れをしている植木屋

さんだろう 。だから、歯切れのいい樹木のプロフェ ッショナルとい

う職能は、実はあまりふさわしくない 。だからや っぱり、われわれ

の職能とは、建築家があまりに知らねばならぬことが多すぎて手を

つけないでいる樹木などをとりあっかうこと、そして、建築家に来

てもらうまでもない場を考えること、そして、時折、建築家が忙し

すぎて、とり残された場のつくろいといったものになる 。

ところがこれらは建築本体のようにしっかりかたちづくられるも

のではないので、まわりの様子により、つくるもののスケールも性

格も、その場で与えられてしまう 。ただ利用するのは、建築の中で

も外でも人であるので( も っとも自動車に乗ると人ではなくなる場

合もあるらしいが) 、そんなところから考えてゆかねばならない。

だからいつも、時閉め中でかわる樹木や自然の景観といった、とら

えどころのない、こちらから制御できないものに対しでも日常的に

つきあわねばならない。そんな習慣ができると、自然にそんな空間

の大小や、変化とい った意図的に動かせないものへのつきあいの経

験が、難しく幅広い建築的な技術・知識のかわりに、集綴される。

日常的であれば、たとえばお金の有る無しゃ、その多少による使い

勝手が誰にでもわかるように、空間の多少やっかい勝手がわかって

くる 。そんなところに建築家との違いがでてくるのかもしれない。

たとえば粘土で、彫そをつくるのと、木目のある板切れを彫って彫

刻をつくるのとで、職能上の差異があるのかどうか知らないが、そ

んな差があるようである 。

どちらも人の生活の場を直接さわる仕事であるが、実際につくる

構造物の大きさは、実際の職能の関係をあらわしてしまうようであ

る。ただ、人の生活をあつかうということは、人を少し離れて、外

から見ることが要求され、あるときは、社会の大勢とは反する目に

気がつくこともやむなしとなろ 7 。そんなとき、建築家は、そのこ

とばのひびきのように見えるのかもしれない。

(う えだ まさひ ろ 株式会社造紫代表取締役 )

11 

- 施工の立場から

建 築 す る 分 野 の 役 割

川 崎 敬 三

大企業と中小企業の立場の相違から、今固めテーマに対する考え

方は、われわれ中小企業の立場からでは余りにも事の従え方が小さ

いのでやや気おくれを感じないわけでもありませんが、この問題を

通 っていかなけれは‘ 現実に生きてゆけない切実さがあるので、敢え

て述べてみました 。

適正予算、適正価格、適正利潤、という言葉は最近の中小企業建

築界て酬は大へん珍しい言葉にな ってまいりました 。お役所の総花的

薄味的予算は、とくに中小建築業者を栄養失調に追い込み、あげく
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の果ては再起不能に陥れるという悲しい現象が見られるのが現状で

あります。

最近では、民間工事にもそれに似た気配が出てきております。施

主が大へん小利口になられたのか、ずるくなってこられたのでしょ

うか、たくさんの業者から時間をかけて見積をさせ、あげくの果て

に上位二、三社からもう一度叩き合わすのです、バナナの叩き売り

のように。支払い条件、自社の金繰り、工事の手持量から考え、だ

れ・かが原価を割った価格で突っ込むのも当然でしょう 。予算を知っ

ていながら予算をオーバした設計図ができ、それがそのまま業者の

見積合わせにかかり、業者の競合により予算以内の価格提出を期待

する、施主も設計者も。この状況が続いている問は互いの信頼感と

か建築の適正価格の維持はのぞめそつにないと思います。適正な価

格で立派な設計図にもとづき適正な設計料を払い、しっかりした監

理のできる報酬を払って、立派な建物を建てる原則を、いつの間に

か、だれかが破ってしまいました。

建築界は何といっても設計事務所がしっかりとした信念のもとに

リーダーシップをとってもらわねばなりません。建設業者が互いに

首を締め合う状況に追い込まれたり、設計事務所が技術料を競合さ

せられ、その設計料が入札にかけられる現状では、建築界とくに中

小企業の建設者のまともな発展は無理ではないでしょうか。施主、

設計者、施工者が三位一体となって三笑主義の成果が全うできる世

の中に早〈創り上げることが大切であろうかと思います。

建設業界の、とくに中小企業における苦しい現況は以上のような

ものでありますが、そのことと同時に、われわれの分野での考え方

として、最近とくに社会的に求められつつある建設物の品質保証に

ついて、建設業者はとくに発注者( または購入者) が力の弱い個人

である分譲マンション、分譲住宅を中心にその品質保証を徹底し、

欠陥製品を出さぬよう品質管理体制を確立することが必要でありま

す。

またわれわれ建設業の一般のイメージを悪くしている原因には、

建設公害や労働環境の悪さなどがありますが、これとて高度成長時

にはさほど環境破壊の認識も大きくなく、成長至上主義が幅をきか

せていましたが、これからは物質的にも生活環境も豊かにな って国

民の目がきびしくなりつつあり、ただ設計図通りに施工するだけで

なく、近隣問題その他数多い公害問題の処理等を含めて、われわれ

の建設活動は、そのイメージア ップをするためにも社会的に創造的

役割を果たす近代的産業であらねばならないと思います。

( かわさ き けいぞう 株式会社近畿建設社長)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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12 

- 官庁営繕の立渇から

地 域 住 民 と の 関 わ り へ の責 任

室 田 裕 司

地方公共団体 ( の首長 ) は、地域住民の信託にこたえて、地域住

民の生活( 産業、経済、教育、文化、福祉、衛生等あらゆる部門で)

を守り、発展させていかなければならないが、現在および将来にわ

たって何か望まれ、何を提供すべきかを見極めて施策の発窓がされ

る。

発意された施策が建築物を介在して行われる場合に、官庁営繕は、

その施策の実現のために関与することになる 。

およそ地方公共団体は ( 国も当然ながら) 、建築発注者としては、

最も多種多様にわたり、また多量の建築物を地域住民に提供してい

るものである 。これらの多くの建築物が、それを利用する者として、

あるいは近隣者としての地域住民に、現在および将来にわた って大

きな影響を及ぼすものであり、創られる過程で十分な吟味がなされ

たのち提供されるべきである 。企画から利用に供された後の点検ま

での聞に官庁営繕の果たすべき役割は、つぎのようなものでないか

と私考している 。

1  . 企画および基本構想 ( 基本計画) 策定への参与

発意された施策の実現のための方途の検討は担当部門 (事業主管

課 ) に委ねられるが、これと共同して、立地・敷地条件 ・機能・規

模・概予算等の基礎的調査を行い、検討を重ね、徐々に基本構想、を

まとめ、基本計画書を作成して首長の判断を仰ぎ、施策としての実

現へ参与する 。

2. 予算審議にあた って建築部門での参与

施策実現のための意志表示として予算案が議会に提示されるが、

建築予算案と建築的説明資料の作成。

3. 議決 ( 住民の代表たる議会での施策の承認) された予算の執行

イ 設 計 ( 基本設計 ・実施設計)

ロ 工 事 監 理

内部設計監理による技術力の向上蓄積の必要はあるが、設計監理

委託によるメリ ッ トもある 。要は、官庁営絡の志向する点を明確に

し、官庁営繕技術者としての自信を持 っておれば委託問題で大騒ぎ

することはない。設計監理を委託することで、建築士としての責務

の実践状況の実態も把握でき、指導行政部門との連携も図れるので

はないか。

自ら工事監理を行うことで、内部監理技術力の増進は当然ながら、

建設業者指導によ って、建設業法担当部門との連携も図れ、これも

指導行政部門の推進につなげられるものであろう 。

4  供用開始後の建築物の維持、運営上の点検

かし点検を始めとする建築物としての維持点検、機能上の点検作

業を通じて、技術的諸元、建築企画目的の達成度のチェ ックおよび

それらの統計的または技術的資料の収集蓄積による今後の公共建築

へのフィードパ ックとその資料の公開によって、設計監理、建設業



界等の進歩への寄与も図れるのではないか。

以上、要するに、官庁営繕は発注者機関の内部にあって、建築企

画から維持管理 ・運営点検に到るまで一貫して建築生産に携わるも

のである 。民間営繕部門と異なり、その一貫作業が、地域住民の生

活に非常に大きな関わりをもつものであり、その責任の重さを自覚

し、たゆまぬ不断の研鎖が必要である 。

( むろた ひろし 京都府土木建築部営締課長 )

13 

- 官斤営鎗の立場から

住 民 ・ 国 民 の 要 求 の 質 的 レ ベ ル

竹 山 清 明

私の属している兵庫県などの建築技術職員を多数擁している大き

な自治体での建築家の過し方には、大きく分けてつぎの二通りがあ

るといえる 。ひとつは、有名な作家建築家や大事務所の、いわば、

「エリート」事務所とでもいえるような設計事務所の場合である 。

この場合は設計対象も記念碑的な自治体の首長にとっても宣伝効果

のあるようなものが多〈、設計内容についても、企画や基本設計か

ら工事監理までのすべてを委嘱され、建築家の意図が最優先される

場合が多い。 また当然のことながら、そのような場合には設計期間

や設計料もそれなりに潤沢なものとな っているようである 。 ここで

は、建築家はその職能に応じた役割を一応果たしているように見え

る。

もうひとつは、そのような「エリート j 事務所でない設計事務所

( こちらの方が自治体からの外注はず っと多い ) の場合である 。 こ

のような「非エリート J 事務所が委嘱されるものは、学校・公共住

宅・保育所など日常的に住民や職員が接する施設が多いのだが、こ

こでは、設計事務所は一般的にはドラフト事務所として遇されるこ

とが多い。 自治体の技術職員が作 ったスケ ッチを笑施設計にまで図

面化するのがその役割であり、工事監理まで委嘱されることはほと

んどない 。このような場合、自治体側から出されるスケ ッチについ

ても、自治体技術職員のおかれている酷しい現状から見て十分な内

容のものになりにくく、また設計事務所への外注の条件が期間的に

も設計料の点でも非常に酷しいということ、さらに外注を受ける設

計事務所の技術カが不足しがちであるなどの点から、設計され建設

された施設は、一般的には必ずしも質の高いものにはなりえていな

い現状であるといえよう 。

建築一般のあるべき姿として、住み手 ・使い手本位に、高い技術

カをも って計画 ・設計 ・施工されており、かつ社会的な財産として

良好なスト ックとなり得るものでなければならないのは当然のこと

である 。公共建築については、さらに社会性が強いという点から、

そのような条件をより高い水準で満たしていることが必要とな って

くる 。 しかし現実には、多くの場合そのような理想からかけはなれ

た形で建築が作られていくのである 。 ここでは、自治体建築技術職

貝も建築家も、その職能に応じた役割j を果たしきれていないといえ

るだろっ 。

建築家をとりまく領犠・分野に意見をきく

自治体技術職員は 、数少ない人員で多量の図面のチェックと工事

監理、複雑な書類づくりなどに汲々としているという状況であり、

一般的にいって技術者としての発達が十分に保障されているとはし、

えず、自治体内でその立場や職能が十分に確立しているとはいい難

い状況にある 。さらに、無理な設計条件を設計事務所に押 しつける

ということにより、民間の建築家の職能を切り崩していく役割さえ

果たしている側面をも指摘できるのである。設計事務所についても 、

結営上の問題などから無理な条件でも委嘱を受けざるをえず 、設計

の内容にロを出す余裕もないような状況の中で、建築家としての職

能切り崩しの際限のない悪循環の中に落ち込んでいる ように見える。

建築家の職能を考えるとき、先にあげた「エリート J 事務所の問題

よりも、このような酷しい現実の中てゆ苦闘している大多数の「非エ

リート J 事務所の問題が中心的な課題となってくるといえる。

では、このような現状を打開していく鍵はどこにあるのだろうか。

大きい問題であり簡単に答えの出るような 問題ではないであろうが、

ここでは、そのひとつの有力な鍵となり得る 、使い手 ・住み手であ

る住民 ・国民の要求の質の問題を挙げておきたい。住民 ・国民の建

築やまちづくりに対する要求は、一般的には今はまだ「量さえあれ

ばよい」という即自的な段階でしかないが、全体として、それが創

られるものの質にまで目を向け言及するような高い段階に達すると

いう状況になれば、事態は大きく変わ っているに遠いない 。

建築家が座して「職能確立」を唱えているだけでなく、住民や国

民の中に入っていき、要求を聞き、組織し、その実現をめざす実践

の中で信頼と高い技術力を獲得し、住民・国民の要求のレベルをさ

らに高いものにしていく、そのような動きの積み重ねの中でこそ、

「職能の確立」といわれるものを、主体的に現実化していくことが

できるのではないかと思うのである 。

( たけやま さよあき 兵庫県都市住宅部住宅建訟謀)

14 

- ユーザーの立場から

建 築 家 に 期 待 す る こ と

橋 本 敏 子

建築家が他の専門職とちがう点は、建築そのものが直接自にみえ

るかたちで社会とかかわっているということからくる「綜合的な創

造力」が求められている点にあると考えます。

しかし、残念なことに現実には建築家の独善的なデザインの誇示

や、経済性優先の建築が幅をきかせ、本当に地域の環境や、生活、

あるいは文化的な背景に十分な注意を払った綜合的なモノづくりに

お目にかかることが少なくなっているようです。

各分野での機能細分化、専門化がますます強まり、視野の狭い専

門パカが増加している現代において、単なる専門技術者ではなく、

建築家が本来持っているはずの幅広い視野と、創造カを、失ってほ

しくないものです。建築家と称、する方々にもいろいろありますので、

一概にこのような期待をよせるのは無理かもしれませんが。

( はしも と としこ 生活環境文化研究所)
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15 

- 不動産鑑定の立場から

土 地 問 題 と 建 築 家 の 職 能

秋 吉 公 平

土地問題は建築家の領分ではないと考えておられる方は多いと思

います。土地の計画的利用の誘導や、地価の誘導的抑制といったも

のは現在では政策的な介入による効果が大きいわけで、建築家に限

らず、われわれ不動産の専門家にも扱いにくい問題であることは変

わりありません。 しかし、今や土地問題はわれわれの職能の確立と

切り離せない問題であると提起されたらどうでしょう 。建築家にと

っても本来の職能が、土地問題によ ってゆがめられ、歪曲化されて

はいないでしょうか。 自分自身の問題としてとらえる必要が出てく

るはずです。

私は、建築家の最も大切な、専門的な仕事はやはり、住宅ではな

いかと思 っています。早川和男先生の 「住宅貧乏物語」をひきあい

に出すまでもなく、現在、日本の住宅は、他の先進国に比べ、大変

貧困な状態だと思います。量的な充足は統計上は一応満足されたと

いわれていますが、統計には住むにたえないものも相当含まれてい

たり、遠高狭の住宅公団などの空家団地も含まれたりして、笑態は

おそまつなものですし、質の問題でいえば、とうてい満足で与きるも

のではないはずです。この原因はいまやは っきりしています。高度

成長時代以来今日まで続いている政府の持家政策と民間供給促進に

よる政策的サボタージュがその主たる原因でしょう 。すでに先進国

では持家の購入限度額は年収の 3 倍までが常識とな っていますが、

今の日本では年収平均400万円としても 5 年から 8 年とな っており、

サラリーマンの家計に著しい負担とな っています。そのほとんどは、

建て売り住宅かマンションの購入によるもので、建築家の手になる

ものは微々たるものです。建築家はいまだ、一部の高所得層を顧客

としているにすぎません。住宅の設計ではメシは食えないと苦笑す

る建築家をたくさん知 っていますが、笑 ってすまされる問題でしょ

うか。建築家は本来の職能であるはずの一般大衆の住宅のあり方に、

ほとんど係り合えないでいるのです。これが、職能硲立にとって設

も大きな壁であることを私は疑いません。

すでに都市部では、借家建築は採算に合わないといわれて久しく

なります。私ども不動産の鑑定にたずさわるものにと っても、収益

性の不動産たる借家等の賃料をデータとして、元本と果実の関係か

ら適正な賃料および土地価格の判定を行うことはきわめてむずかし

くな っています。 しかし、本来、土地の価絡は、キャピタルゲイ ン

よりイ ンカムゲインによ って判断されることが健全で与あると巧えら

れています。借家供給を困難にする土地政策は、まさに土地の神性

化を促し、土地と人間との健全な関係を破域するものです。黒川紀

章氏の提唱されたホモモ一ペ ンス ( 動〈民衆 ) 論は、いまや住宅ロ

ー ンにしばられて動きょうのない人たちをどう説明するのでしょう

か。

きて、日本では、土地と建物は別々に登記されています。 ヨーロ
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ッパなどでは土地と建物は 一体のものとして登記されます。 この点

で、日本は大変進んだしくみをも っていたはずです。時代の変化に

対応できる土地利用の柔軟性をも っていました 。それが、一方で区

分所有のマンションなどの方式を欧米からそのままとり入れた結果、

いまや土地と建物は一体で取引されるものという常識すら生み出し

ました 。 もっと地上権イ寸マ ンションや、内装のみを分譲するマ ンシ

ヨンがあ ってもよいはずです。そうなれば、建築設計の与条例二は線

本的に変わ ってくるはずです。人工地盤なども、 もっと本格的に検

討されるべきだと思います。そうならないと、建築家はいつまでも、

庶民の住宅を設計できないと，思います。

土地問題の所在、住宅供給の機本的な見直しを含め、未来の住宅

のあり方を手さぐりすることなしに、建築家の機能の確立、大衆と

のむすびつきの強化は，ほとんど不可能であると信じます。諸賢の

ご検討を期待します。

( あきよし こうへい 阿部不動産鑑定 '1>務所勤務 不動産鑑定 l::1iI1)
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1  .  はじめに

市職能砂が社会との関係の中で形づくられていくものであれ

ば、社会という背景の変化にともなって、その意味、内容、役

割なども変遷してし、くのは当然であろう。とくに、建築を創造

する。という社会にとっては基盤ともなる所業であればなおさ

ら、その職能の行方は揺れ動く性格のものと言えよう。建築家

とその周辺領域に関する職能論は常にこうした命題を背負って

幾度となく語られ、論議されてきた。これらの議論の目的は一

応、 刈故能の確立H を目指しているものの、かならずしも結論

や結果を導き出し得る性格のものでもない。あえて、論議を収

束させれば帰するところ、内にあっては「建築家( 自己) の自

覚 j と「建築教育J に、外に対しては「社会へのアピール」と

「法的規制J という自明の理に落ち着くことになる。しかし職

能論は繰り返し論じられることに意味を持つ。論議はその時代

の中にあって自己点検と 、新しい時代への展望に対する思考の

契機ともなるべきものである 。

本誌ではちょうど 10年前の 1970年、 「建築家の課題と責任J

特集を行った 。 それから 10年後の今日、 ホ建築を創る砂本質に

おいては不変ではあるものの、 、建築を生み出すH 状況と意識

の上にかなりの変化が生じてきている。たとえば職能領域の拡

大と分化、さらには境界領域の狭間などに代表される事項であ

る。

従来、建築に関する職能論は* 建築家の職能' を対象に九、

わゆる建築家。によって内々に語られる場合が多かった。いわ

ば内なる論理の展開にして、おのずと論議の幅に限界もあった 。

そこで、今回はあえて~、わゆる建築家かの周辺領域、それも

建築創造の日常業務上、最も身近な関連領域の分野の方々にホ建

築家への期待と役割。について意見を求めた 。( 図参照) 周辺領

域から、建築家の在るべき姿。を映し出すことによって、現在

の、建築家の在る姿H との比較を試みようとしたわけである。

また同時に、建築家との関係の中で変貌しつつある周辺領域の

職能がいかなる状況にあるかも明確にしようとの意図で行われ

た。

アンケート回収後、職能論特集の編集幹事による意見討論会

が開催された 。 これはそれについての概要を筆者の責任でまと

めたものである 。

図. アンケートを求めた関連分野
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2  .  アンケートにみられる建築家像

多少のニュアンスの違いはあるものの、アンケートからは比

較的共通のイメージの建築家像が浮かび上がって見える。これ

を簡単にまとめると、つぎのようになろう。

求められる建築家とは ……

①設計界にあっては単に建築デザイナ一、プランナーだけでは

なく 、思想、哲学々を持ったコーディネーター

②建築界にあっては、文化の担い手としてホ社会的文化遺産砂

をつくり出すためにリーダーシ ップを発揮する人

③社会にあっては、住宅などを対象にホ大衆との結びつきを持

って H 住み手の要求をかなえてくれる人

以上が建築家周辺の関連領域分野から映し出された* 建築家

かくあるべき姿。の概要である 。 これはある面では当然の役割

要求でもあり、また、反面、過大要求ともとれる 。 しかし何よ

りも現状に対する逆説的意味を多分に示していよう 。

第ーの 、コーディネータ_ " については機能分化しつつある

建築職能状況にあり、内的には各専門領域をつなぎ、境界領域

の狭間を埋め合わせる統括者としての役割を求めている 。 また

外的には対社会に対し調整者であることを要求している 。 しか

もこの場合、同時に能力以外の何か・一つまり哲学ともいうべき

ものを求めている 。建築家の持つ技術 ・感覚以外のいわばフィ

ロソフィーが統括、調誕の媒体として働かんことを指摘してい

よう 。

第二のホリーダーシ ップ。については建築界にあって、より

質の高い生活空間を創造していくためには、何よりもまず建築

家に強い信念と指導性を持つてはじめて可能との見解である 。

こうした意見は建築界全体から建築家のみならず設備 ・構造 ・

インテリアなどを含めた設計界全体への要求と捉えたほうが矛

盾がない。

第三に、建築家に社会とのかかわりにおいて大衆とのより多

くの接触を持つことを要求していることが上げられる 。 この要

求が、関連領域の分野からのf齢、指摘であることに、注目され

る。建築家の職能確立の具体的方策として、住宅を介した住民

との結びつきを強調しているのである 。住宅、しかも一般大衆

を対象にした住宅を通して、住まい手、使い手の要求を受け入

れ、その手法を建築創造全般の展開に応用していくことから、

社会的な職能認知が始まるとの主旨である 。 これらの指摘は、

従来の建築家が一部の階層、階級だけをしか対象にしていない

ことに対する強烈なアイロニーとして受けとることもできる 。

以上が求められる建築家像である 。いわば建築家が周辺からま

さに刃物をつきつけられた状態に過している図が思い浮かべら

れるのである 。

3  .  建築家の思想性
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建築家に求められるコーディネータ一能力は、ある意味でこ

こで同時に求められている思想性とは裏腹の関係にあるとも言

える 。 この相対する関係は ホ正と負。の意味を持つと考えられ

る。負の意味とは、従来からの建築家の思想、性の無さが逆に幸

いして周囲の条件を無難に包括し、調整者の役割をスムーズに

演じてくることができたといつものである 。そして、この建築

家の自己主張を持たない姿勢が、逆に幅の広い視野の形成と、

そして活動の場の拡大に役立ってきたとの、シニカルな見方で

ある 。 多様な社会構造の中でのコーディネーターは、逆に思想性

がネ ックとなろうと言うものである 。 それはちょうど現在のわ

が国ト ップの為政者が無難なこととして祭り上げられた評価に

似ていないこともない 。 この見解は、さらに、反面つぎのよう

なもう一つの負の意味を含んでいる 。建築家の持つ思想性が、

時として社会の中での立脚点を欠き、硬直化した場合に、逆に

調整に支障をきたすことである 。たとえばそれは建築家が独善

的作家主義とも 言 うべき状態に陥 ったときである 。 この とき建

築家は周辺から浮かび上がり、調整不能者と評価される 。 さら

に社会からも反発を受け、職能の基盤を失 ってし、 〈。 以上、コ

ーディネート能力と思想性の負の関係についての両極端とも 言

うべき状態について取り上げた 。現状の* 建築家の在る姿。 と

不思議とオーバーラ ップする部分が感じられる 。

以上のごとく、建築家の思想性が社会との対応関係において

遊離したとき、設計者聞のみならず建築界において、そして社

会との関係において信頼を失っていく 。建築家の思想性とは、

時代の求める価値・規範に対し正しい認識を持ち、それに敏感

に反応し得る能力と言い換えることができょう 。 ここに建築家

に求められるコーディネート能力と思想性との正の関係が生じ

る。こうした建築家の持つ能力以外の何か、つまりフィロソフ

ィーと専門領域の持つ技術 ・見識が相互にかかわり合って統括

・調墜され新たな思考の展開が始まっていく 。今日、さまざま

な時代要求をいかに選択していくかが建築家の見識として関わ

れているのである 。

4  • 建築家の社会的役割

建築家に求められる役割と佐置づけは、時代によ ってそれぞ

れ異なるものであった 。それは建築が社会を反映するものとし

ての成立基盤を持 っていたからにはかならない。建築と社会、

社会と環境、建築家と環境ーなどの聞は有機的な関係で結びつ

いている 。社会の要求が建築と建築家をつくり、逆に建築と建

築家が環境を規定する関係にあるとも言い表せる 。

建築家の職能は常にこの力学関係の上に位置してきた 。そし

てまた、建築がもともと多様な学問領域をかかえた学際的ジャ

ンルとして発展してきたため、内的には専門分化、外的には職

能の拡大という構造をとらざるを得なかった 。 こうした状態の

中で建築家の社会的役割、位置づけは時代の価値の中ではじめ



て論評し得る性格を持つ。

建築家の職能論には大きく内なる理論と、外なる理論の二つ

が内在する。内なる理論とは設計全般 ・施工など関連領域を含

んだ建築創造にたずさわるものすべてを包括した論議である 。

そして、外なる理論とは対一般社会をも巻き込んだ論議である。

この意味では従来の建築家を対象とした、いわゆる建築家の職

能論は、内の内なる理論。 である。 しかもさらに悪いことには、

各団体がそれぞれに職能論を展開し、そのつながりがないこと

である。内と外の双方の論議が結絡することではじめて職能と

しての成立基盤をみよう。 しかし何よりもまず必要なのは内的

理論の展開である。つまり建築界全体をふくめた職能論の展開

で、あろう。

文化的ストックとしての建築をつくり出す成立基盤の希薄な

わが国において、 しかもその状況に甘んじている多くの建築家

の存在があっては、真の職能成立はあり得ない。はたしてこう

した状態にあって、社会からの建築家の評価はまことに低いも

のと言わざるを得ない。 この八方塞がりとも言うべき状況を打

ち崩すには、まず内的理論の展開が必要で・あろう。職能論の意

義はここにある。

ほんの数年前まで一部あるいは多くの建築家にとって、社会。

とはクライアントおよびその周辺の社会、もしくは建築界をさ

すものと思っていた 、 という話も聞く 。 この意識は、まさに建

築家が一部の階層を対象にした狭い穀の中で生息していたこと

への明証である。そして、またそれが故にその穀からも正当な

評価がないまますごされていた 。設計入札、 ダンピングなどカて

その例であろう。殻は建築家を認めなかったというより認めた

くなかったという言い方が、 この場合適切であろう 。

一つの建物を、建築する。ことはクライアントばかりでなく、

建物の立つ地域とそれにかかわり合うあらゆる人々とに多様な

関係を持つことである 。今 、建築家が内的理論を通して自らこ

のことを認識しはじめた、 という新たな展開が生じた時期と言

えよう。

5  .  住民からの出発

建築家が真の職能確立を得るには、住民もしくは地域からの

出発が必要との指摘がある 。建築家が住宅問題を通し、住民と

接し、広〈国民の信頼を得ることが職能確立につながる 。 そし

て、職能に幅を持たせてゆく。ルネッサンス時代に、はじめて

個人の建築家が認められた。 しかしそれは一般大衆の中で位置

づけられたわけではなく 、、ノマトローネ。を中心に形つ。くられ

たものであった 。 このように建築はもともと帝王の権威や宗教

の権威に奉仕するところからスタートしたと言ってもよい 。あ

る意味では、現在もこの延長上に位置づけられていよう 。住宅

作家と言っても、ほとんどが吐V を対象にして大衆のための

、宅。を対象にはしていなかったとの指摘もある。いわは¥
守'

」

のようにして大衆にとって建築家は無縁に近い存在であった。

そればかりか作家的独善主義に陥 った建築家のつくる建物が環

境変化のもたらすインパク卜によって、大衆から反発をも受け

ている 。 このようにして職能の信用性すら失う結果を招いてい

る現状である 。

また、内部にあっては建築家に対しつぎのような批判も聞こ

える。本来、建築が形づくられる以前には大衆との接点という

下積みの作業がある。これを通りすごして建築家はいいとこ取

りだけをする傾向にあると・ …一 。つまり、単に造形技術者とし

てのみ振る舞うばかりで、社会と の接点に関する計画の術を知

らなきすぎる 。 そして、 これが一層社会性を失わさしめている

と… ・・・。 また、建築家が多様な業務活動を口実に、忙しきの中

で飛び回るうちに、基本的な美の規範・造形に対する情熱すら

失っているのではないかと・・ 。

このような批判が建築界の内部から、それも関連領域の分野

の声として起こっている。まさに建築家の現状の苦悩を物語っ

ているのではないだろうか。

職能確立のためには建築家が大衆社会から浮遊した存在でな

〈、大衆の中に、住民の中に入り込んで自己の思想、と技術を試

し、発展していくことが今、必要な方策の一つではないだろう

か。けだし、建築家の評価とは形象化された建築によってのみ

はじめて成立し得るものである 。 しかし、社会との接触はこう

した創作活動を通しただけでなく、建築家が、個人として人間

として社会的に発言しつづける姿勢が必要であろう 。 それが外

的な論議の展開であり、 しかも同時に、内的に働きかけのイン

ノf クトを持つものに成り得ょう 。

6  .  環境教育の必要性

建築家の思想形成のために「歴史教育」 と 「地域教育」の必

要性が問われている。歴史教育は過去の蓄積を通して未来への

仕事を掘り起こすばかりでなく、古い文化財に対する共感をつ

くり上げる。また、地域教育は喪失しつつある地域環境への愛

情を取り戻し、地域に対する責任意識を呼びもどす。工学が優

先されすぎた建築教育の中にあって、 「歴史と地域J という教

育の二本柱は環境に対する深い洞察と共感とに対する思考の手

だてを与えるカギとも成り得る。 もとより思想、は外から与えら

れるものでなく個人の中で構築され醸造される。建築家の思想、

が社会の中で根づき、息づくためには地域とそこで住まう人間

とに対する 、共感。を 通じて自己の思想、を確認し、発展させる

必要がある 。まさにここに建築家の社会的使命なるものの基盤

があろう 。

さて、 可土会H がよい建築を生み出す母体ともなるものなら

ば、建築教育とは単に建築家教育といった綾ノl、化されたもので

はないはずである 。建築教育は社会全体の教育システムとして

検討の必要性があろう 。 ところで¥ ヨーロ ッパの都市美と 日本
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の そ れ と の 比 較 論 が よ く さ れ る 。 西 欧 諸 固 め 都 市 美 は 、管理さ

れ つ く し た 美 し さ が あ る と 言 う 。 そ れ は 市 民 の 環 境 に 対 す る 共

! 惑が基盤となって生まれたも の であろう 。 と す れ ば 日 本 に お け

る 環 境 に 対 す る 思 い や り の な さ は 、 市 民 の 環 境 に 対 す 共 感 の 欠

| 徐に帰国もしよう 。環 境 を 形 づ く る も の は 建 築 家 だ け で な く 一

般 の 社 会 の 側 に も 責 任 が あ る 。 市 民 は 自 然 、 地 域 、 文 化 財 な ど

に 対 す る 深 い 愛 着 と 、 そ の 環 境 を 保 持 し 続 け る 義 務 が あ る 。古

い も の へ の 理 解 と 新 し い も の へ の 批 判 、 こ れ が よ り 良 い 環 境 と

建 築 を 創 リ 出 す エ ネ ル ギ ー と な る 。 こ こ に 環 境 教 育 の 原 点 が あ

る。環 境 に 対 す る 教 育 は 単 に 専 門 家 教 育 だ け で な く 、 社 会 一 般

を 含 め た 教 育 シ ス テ ム と し て 位 置 づ け の 必 要 が あ る 。 環 境 教 育

が 幼 児、義 務 教 育 、 そ し て 社 会 教 育 の 中 で 育 ま れ る こ と に よ っ

て 環 境 に 対 す る 社 会 の ‘ 美 の 規 範 砂 が 成 立 し よ う 。 スト ッ クと

し て の 建 築 を つ く り 出 す に は 環 境 に 対 し 責 任 を 持 ち 続 け る 市 民

の 出 現 が 必 要 で あ る 。 環 境 に 理 解 を 示 す 市 民 と 、環 境 に 対 す る

深い共感を持ち得る建築家集団がし、て、はじめて職能としての

機 能 も 生 じ る 。建 築 家 は 環 境 を 構 築 す る も の の 最 先 端 に あ っ て 、

一 般 社 会 を 含 め た 環 境 教 育 の 必 要 性 を 広 〈 社 会 に 訴 え る 役 目 も

負 っ て い る の で は な い だ ろ う か 。

7  • まとめーもっと批判をー

環 境 に 対 す る 、 共 感 。 と 批 判 の 精 神 一 こ れ が よ り 良 い 環 境 と

建 築 を 生 み 出 す 原 動 力 と も な ろ う 。

日 本 人 は 美 意 識 に お い て は 発 達 し て い る が 、 環 境 の 中 の い 醜w

に 対 し て は 鈍 感 と 言 わ れ て い る 。 ホ醜砂なるものは避けて判断

しないとも言われる 。 これでは批判を生まなし、 。 そ し て 、 建 築

の 分 野 に は 論 評 が あ っ て 批 評 が 発 達 し て い な い と も 言 わ れ る 。

日 本 人 の 中 に は 人 と 行 為 と を ト ー タ ル に 結 び つ け て し ま う と い

う土壌がある 。 こ の た め に 人 情 が 生 じ て 批 判 が で き に く く な る

と言 う。 一 方 、 ヨ ー ロ ッパ に は 「 罪 を 憎 ん で 人 を 憎 ま ずJ 、つま

り 人 間 と 人 聞 の 行 為 を 別 個 に と ら え る 思 想 が あ る 。 こ こ に は 批

判lの 素 地 が あ る 。

環 岐 に 対 す る ホ 共 感H と は ま た 一 面 、環 境 に 対 す る 美 意 識 を

養 う こ と で も あ る 。 美 意 識 を 研 ぎ 澄 ま し 、 批 判 し 合 う こ と に よ

って市民も 、 そ し て 建 築 家 の 中に も 、 美 の 規 範θ が 生 ま れ て こ

よう 。 そ し て 建 築 に お け る 峨 能 論 の む す び と し て な に よ り も

" Man of  Sympat hy" の 重 要 性 を 強 制 し た い 。

滅 1 ｌｾ＠ flJill ，lltilfi U  i  ill 築界80年代へのl)，¥;J J Ui'J，相55年6 月12 日付

‘ 2  i  ill 築 と社会J 1970年 8 月 Vol  51 

.3t此.i . i i . 設備・イ ンテリ アなど|刻j主芯1¥1分野を 除い た主II 築の計画・ 設計 ーな低

にたずさわる 人身をさす。

可 4 大久保品一 i ill 築家の戦能の肢史的反I J f J :

(1)ローマl時代 ー…・ ill 築家・都市計両家であり同時に将軍・支配者でもあ った。

(2) ロマ ネス クH与代 ・・修道院のm侶を小心のl滑l荷集団とし て成立していた。

(3) 中世のl時代 …  ビンヨ y プをu1.. .' .. :として峨人i主の戦能集団として統合さ

れていた。

(4)近世ルネッ サンス時代 …糾Ａ の ｩｬ￬Ａｾ 袋 とと も に 例入 の ｩｬｬ 築家が登場 。 術力

E 'I';'; サロ ンでの位i世づけ

(5) 産業改革以後 ・・・ 0 ポザールでなく 技術析的処築家のijfji 握J

( か とう っとむ Jj( ｲＮ ｾ 工ぷ 繊紙大学 ・ 必師 ・ 住環筏学科 Ｉ
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監 評 一 一 一

建築家と職能一一建築家のプロフェ ツ

ションとはイ可か 山本正紀著

fll 文社刊 ・8 .6 'i'l J  445頁 ・￥ 2，200

本st : は、生まれるべくして生まれたもので、 「公取問題」な

どで一躍世論にのせられたが それ以前より議論されてきた建

築家の職能についての包括的な記述て¥まことに時立を得ている 。

本書の内容は、第 I 部の 「建築家の職能j 、第 II 音11の「建築家

の職能の歴史J 、第 III 音11の「建築家の職能の考察」、第 W音11の「資

李ト一一建築家の実態J という 4 部から構成されている 。

著者は、第 I 部のなかの 「建築家の職能の特質」の章におい

て、建築家を「建築創造の仕事に頭脳労働の形で参加をしてい

るすべての人々 J と定義している 。わが国の建築家は 、フラン

スのアーテイスト型、イギリスのジェントルマン型から、アメ

リカのビジネスマン型への進展が著しいと指摘しているのは間

デ"・・4シゼ .

白い 。いわば従来からのアメリカの実用主義のわが国主主築界の

定渚ということであろうか。

第III 音11の「建築家の機能の考察」のなかで、昭和はじめのが『

名種夫、西山州三の二つの論文を考察しながら、戦後の建築家

の三つの分化現象ーーすなわち①戦域分化、②階層分化、③専

門分化を論じているが、この三つの分類でとらえられない新し

いタイプの建築家として現出してきたものに、 OHP速卸Jの建

築家、住民運動の建築家、 C MR ( コンストラクション ・マネ

ジャー) としての建築家をとりあげている 。また、建築家の職

能倫理として、 8 つのカテゴリをあげている 。①忠誠、②自主

性、③知識と能力、④ギルド的忠義、⑤忠義、⑥不同意、⑦法

定f { 任、③公益奉仕の 8 つである 。これらは、場合によ っては、

お互いに矛盾しあうことが多いので、この矛盾的職能倫理を超

えて考察するものとして、①ゼネラリストとスペシャリスト、

②個人とギルド、③プロフェ ッションとビジネスというそれぞ

れの義務の聞の矛盾について論じている 。

最後に、著者は、プロフェ ッションのビジネス化、逆に、ビ

ジネスのプロフェ ッションイじというように、プロフェ ッション

とビジネスの均質化という均質化現象をあげ、この立場から、

建築家については 、①独立した建築家のビジネス化、②建設業

のプロフェ ッション化、③企業内の建築家のプロフェ ッション

化の 3 点を指摘している 。

本f!?の主要な特長は、 「職能の歴史」の記述にあると思われ

るが、以上の新しいタイプの建築家の出現、職能倫理をこえる

もの、均質化現象等の指摘も注目に値する 。数多くの資料を調

べながら、よ くまとめられており、非常に参考になることはま

ちがいない。 しかしながら、記述の仕方は、やはり、 70年代ま

での考え方であり、来たして、 80年代の今後の建築家の職能な

り動向を知る上で本質的に解明していく思想、が薄いように思わ

れる 。いわば、何か浅い記述のように思われてならない。何か

が欠けている 。たとえば企業のプロフェ ッション化とーロにい

うけれど、企業国家そのものの本質への分析がないままに現象

のみ示される 。また、地域に根ざす建築、住民に奉仕する建築

家のイメージが浅いし、 70年代に住民から建築家にラプコール

されてきた時代から、 80年代以降の、むしろ建築家から住民に

ラプコールしていかねばならない時代( 五十嵐弁漣土のある発

言) にとっては、あまりにも、本質的なつっこみが足りないよ

うに思う 。総じていえば、 「地域J とか「文化J に対する哲学

がないということであろう 。これが全般に建築家に欠けている

ということを暗に示している 。

ともあれ、多くの「建築家」に読んでもらい、自らを正し考

えてもらいたい本である。 ( 松井 昭光)
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スタッドコネクタの設計

と使い方

平 野 道 勝

図 1 は 、鉄 骨 部材 と他 材 を 結 合 す る 方 法 の

中 で 、 ス夕、y ドを用いるものおよび力学的に

それ に 類似 したものを示したものである 。 こ

の 中 で、「頭付 きスタッド‘ 」を用いるものがス

タッドコネクタ (s t ud connecter) とH乎lまれて

いる 。

ス タ ッ ド コ ネ ク タ は 、 鉄 骨 に 溶 植 し た 後 、

その 周 辺 にコンク リートを打ち込んで鉄骨と

コ ンク リー トとを結合するのに用いるのであ

るが、そ の使い方には、 図 2 に示すように 、

合 成 ぱ り で の 鉄 管 ぱ り と コ ン ク リ ー ト 床 ス ラ

ブのシアコネク夕 、鉄骨鉄筋コンク リー ト 造

での鉄骨柱とかぶり R C部 と の シ ア コ ネ ク 夕 、

鉄 骨 フ レ ー ム 内 に 打 ち 込 ま れ た R C壁 と 周 辺

鉄 骨 と の 結 合 材 、 鉄 骨 の ベ ー ス プ レ ー ト あ る

い は エ ン ド プ レ ー ト の コ ン ク リ ー ト へ の ア ン

カ一等 多 種 多 様 な も の が あ り 、 さ ら に そ の 応

用 範 囲 は 拡 が る も の と 考 え ら れ る 。

鋼 製 頭付 きスタッドの材 質 ・形状 等 に つ い

伸 び

(%)  

20以上

表 2 形状、寸法およびその許容差

: 広三募要

頭付きスうｾ Ｇ ｾ ド ス9 ッドボル ト

( a )  ( b )  

:戸ぷダ:34

4 タケ乞乞乞災

ねじ付きスタy ド 溶 接 鉄 筋

( c )  ( d )  

図 1

合成 ti り

( a )  

鉄骨フレームの中の壁

( c )  

J

。
『
。
一
・
言
。
円
一

o

ル

図 2

では J I S ( 日本工業規格) は定められていない

が、 J S S 8  ( 日本鋼構造協会規格頭付 きスタ

ッド) が定められている 。 同規 格 か ら 抜 粋 し

て、 表 1 に機 械 的性質を、 表 2 に形状 ・寸 法

を示す 。 なお、銅製ねじ 付 きスタ ッ ドについ

ても 、 日 本 鋼 構 造 協 会 が 規 格 案 を 検 討 し て い

る。

ス タ ッ ド を 鉄 骨 に 溶 接 す る に は 、 い わ ゆ る

ス タ ッ ド 溶 接 に よ る の で あ る が 、 そ の 施 工 に

つ い て は 、 日 本 建 築 学 会 が 溶 接 工 作 規 準 珊 ・

ス タ ッ ド 溶 接 を 定 め て い る 。 スタ ッ ドj容接は

専 用 溶 接機 を用いて行い、スタ y ドl 本 の 溶

接 所 要 時 間 は 数 秒 で あ り 、 品 質 の 安 定 し た 溶

接も 比較 的 容 易 に 得 ら れ る が、電 源 設 備 な ど

には十分な準備が必要である 。 溶 接 部 の 検 査

に は 、 溶 接 し た ス タ ッ ド の 打 撃曲 げ 試 験 が 行

単 位

車由 径 d  頭 部 直 径 D

頭部厚 T 首下の

呼ぴ名

溶接後の仕上がり 標 準 形 状 お よ び

基準寸法 許容差 基準寸法 許容差

最 小 丸み T
長さ L の許容差 寸 法 表 示 記 号

12 ，0  

12  22 ，0  

:t 0，3  

T  ヌ -

16 ，0  土 2

16  29 ，0  士0，4 10 2 以上 d  ....:) 

19  19 ，0  32 ，0  

:t O，4  

22 22 ，0  35 ，0  

わ れ て い る が 、 超 音 波 探 傷 法 の 適 用 も 開 発 さ

れつつある 。

ス タ ッ ド コ ネ ク タ を 用 い る 構 造 を 設 計 す る

ときに 問題 と な る の は 、 コ ネ ク タ と し て の 剛

性 と 耐 力 で あ る が 、 各 種 の 設 計 基 準 で は 耐 力

の み が取 りあげられている 。

合成ばりのスタ y ドコネクタの基準として

は 、 日 本 建 築 学 会 の 合 成 ば り 精 造 設 計 施 工 指

針 が 定 め ら れ て い る 。 向指 針 に よ る と 、 等 厚

ス ラ プ中 のスタッドコネクタ 1 本 の 設 計 せ ん

断耐力 q， (kg) は、( 1 ) 式で算定される 。

q， = 0 .5α 5 1 吉c . Fc ...・・・(1)

αs スタ ッ ドの軸断面積 (crr1)

F c : コンクリー卜の設計基準強度 (kg/ crr1)

E c : コンク 1) ー ト の ヤ ン グ 係 数 (kg/crr1)

(1)式は実験式であるから、 向指 針 に 示 さ れ

ているように、その適用範囲を誤らないよう

にしなければならない 。

したがって 、 ス タ ッ ド 周 辺 の 状 況 が ス ラ ブ

と異なる 、図 2 ( c) のような、壁の中のスタ y

ドの耐力 ¢叩 については、 (2) 式 が 提 案 さ れ て い

る。

包山 = 1 百万百 (0 .5 α 5J E c . Fc ) … ・・(2)

D : 壁 厚 (cm) で 、30cm以 上 の と き は30 と

する 。

図 2 (d) のようにコンクリートアンカーとし

て 用 い ら れ る 場 合 に は 、 引 抜 力 が 作 用 す る こ

とになる 。 スタ ッ ド1本 当 た り の 引 抜 耐力 PU

を与える実験式として、 A C I などから (3) 式 が

提 案 さ れ て い る。

P u = Ac '  j F' C ・・(3)

F c : コンクリートの設計基準強度 (kg/ crr1)

A c : コンクリートコーンの投影面積 (crr1)

(図 3 参照)

P  

LILX I J /  

_ L _' ¥比冶?

-→ トーD

e (叶 )

投影面積

図 3

もちろん、 (3) 式 のf直が、スタ y ド材そのも

の の 強 さ を 越 え る と き は 適 用 で き な い。

引抜 力 と せ ん 断 力 を 同 時 に 受 け る と き の 耐

力 (P、q， ) としては、 (4)式 が 提 案 さ れ て い る 。

(P / P u)  2  +  ( q，/q，u)  2  =  1 … (4)  

スタ ッ ドコネクタあるいはアンカーの挙動

に つ い で は 、 見 る べ き 理 論 解 析 が 行 わ れ で な

く 、 現 在 の 知 見 は 減 荷 試 験 か ら 導 か れ た も の

で あ る か ら 、 設 計 荷 重 の 設 定 、 実 験 条 件 と 設

計 条 件 と の 差 異 の 勘 案 な ど に 注 意 し な け れ ば

ならない 。

( ひらの み ちかっ 東京康科大学教授 ・工学博士)

建築と 社会 1 1981年 l 円r; 83  
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各種消音器とその性能

貞弘 匡

一 般に使用されている消音総には、 (1) エ ル

ポの内貼り、 ＨＲＩ セル型消音搭、 ＨＳＩ 流線型 ｙ￬ｾ 音

日号、 (4) マフラー型消音様、 (5) ス ピ リ ッ タ ー 型

消音潟、 (6) チ ャ ン パ ー 内 貼 り 、 等 が あ り 、 そ

の い ず れ も 形 状 お よ び 減 変 性 能 に 特 徴 が あ り .

J十回 . It生，汁Hキには施工場所 ・許 容 騒 音 等 を 1-

分 考 慮 の |て、適 材 適 所 に 組 み 合 わ せ る こ と が

有 効 か つ 経 済 的 で あ る 。

消音器の形状および性能

1. 内 鮎 り エ ル ポ 消 音 器

グラスウール 32 K  

50mm厚

25 Q  

11' /3  

図ー 1

内貼りエルポの構造

表- 1  50mm庫内貼りエルポの性能

15 

20- 75 - 1 5 0 - 300- 6∞- 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞“ 10，0∞ 

周波数 Hz 一一一ーム

表ー 2 25mm厚内貼りエルポの性能
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h

d
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-

-

-
ー

ぬ

減

衰

量

2 0 - 7 5 - 1 5 0 - 3∞- 6∞- 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞- 10，0∞ 

周波数 Hz -一ー一一ι

ダ ク ト の 消 音 装 置 で 、 内 貼 り エ ル ポ は 消 音

効 果 が よ い の で一 書多く用いられているが、

前記の減衰: f i l でわかるように、中高周波域に

比 し て 低 周 波 域 の 性 能 が 悪 い の で 、 よ り 効 果

を 1: l f るために、つぎのような方法が用いら

れる 。

1 )  1吸音材の J亨さを地す。

表 - 1  ( グラスウール3 2 K . 5 0 mm厚)

表 ー 2 ( グラスウール3 2 K  ' 2 5mm厚)

84 也集と社会 / 1981' ド111η

2  Ｉ内貼り面積を ｬｾ す 。

た と え ば図 ー 1 の W お よ びH をW +200mm、

H  + 10 0mmとする 。

3  ) エ ル ポ 背 後 を 共lkj 型にする 。

2. 共 鳴 型 エ ル ボ 消 音 器

50mm空間

50mm厚グラスウール32 K  

パンチング鉄板

( 穴径 10mmjlS ，開孔 ｾＵＰＥＩ

図- 2

日 切 共鳴型エルボの4構造

表- 3 共鳴型エルボの性能

1V=600mm 

15 

n

υ

p

b

 

』

l

l

1

1

ぬ

減

衰

量

2 0 - 7 5 - 1 5 0 - 3∞- 6∞- 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞-10.α lO 

周波数 ｈｺ 一一一ｾ

3. セ ル 型 消 音 器

叫-ff Mは¥' : 綿{ 単品':ir を1""11

表 - 4

40 

《

U

《

U

ハ
U

A

l

l

-

-
ぬ

滅

衰

量

2 0 - 7 5 - 15 0 - 3∞ - 6∞- 1，2∞ー2，4∞-4，8∞-10ぷ苅

周波数 Hz 一一一一ι

セ ル 型 消 音 絡 の 一例 で あ る 。 比 較 的 減 衰 抵

は 大 き い が 、 ダ ク ト 符 の 内 部 を 小 さ い 面 積 の

通 路 に 分 割 す る の で 、 ダ ク ト 断 面 が 大 き く な

る欠点がある 。 i威主主 Iまも、内日占りエルボ同様

ｬ ニ低周波 ｦ 或の ｮ￭ｩｩｾ がＺｉｴいので、より効果を上

げるには内貼りエルボ問機に、

1  ) 吸 音 材 の J写さを附す。

2  ) 内面に共I ! 財反を取り付け、背後に空間を

取 る 。

等で効果は上がるが、附f而 秘 が 膨 大 す る 。

4. 流 線 型 ( 屈 曲 型 ) 消 音 器

流線型消音苦言は、消脅総身if本を現場で取り

楕円型 (半楕円

型) の表面

パンチ ング鉄板

内部口 y クウー

ル繊維充演

図- 4

流線型消音器

の4構造

表- 5 流線型消音器の性能

20 

5

0

5

 

i

l

l

-

-
ぬ

減

衰

量

20- 75 - 150- 3 0 0 - ω0 - 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞叶0，収泊

周波数 Hz 一一一ー ム

付 け た も の で あ り 、 減 変 性 能 は 低 い がj瓜此が

少 な い と き は 、 ダ ク ト と 同 時 製 作 す る と 、 よ

りお性能消音i ¥: l が考えられる 。

5. マ フ ラ ー 型 消 音 器

ー--弔

'" 
ご 穴径10mmjlS

要 図ー 5

相_j _". ，ーj __ ，白 マフラー型( 低周波周)

函ム二二」ー 消音器の車種造

表- 6 マフラー製 (低周波周) 消音器の性能

羽

目

0

5

』

1

I

l

l

1

A
山

減

衰

量

20- 75 - 150- 3∞- 6∞- 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞ 

周波数 ｈｺ 一一一一ｾ

マフラー型消音総は、理論式でもわかるよう

に空I/IJ存 政 を 大 き く す れ ば よ り 性 能 が よ く な

る。 また内面の穴の l持j 孔 率 を 大 に す る こ と に

より、全t或用マフラーとなるが、ダクト、J-r.去

が70伽 m角を，凶えると許しく性能が低下する 。

各種消音器の経済性

表 - 7 は 今 ま で 説 明 し た 各 種 消 音 慌 の 経 済

比較である 。 表 ー 7 で わ か る よ う に 、 中 市 周

波 域 ( 3 0 0 - 6 0 0H z以 上 ) の 消 音 工 事 は 安 価 で

あ る が 、 低 周 波 域 ( 1 5 0 - 3 0 0H z 以 下 ) は 向 価

で 、 そ れ ぞ れ の 消 音 穏 の 特 徴 が 表 れ て い る 。

以 1: の こ と よ り 、 消 音 器 の よ り よ い 組 み 合 わ

せが経済消音につながる 。
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当

た

り

値

段

2 0 - 7 5 - 1 5 0 - 3∞- 6∞- 1，2∞- 2，4∞- 4，8∞- 10，α泊

周波数 Hz -一 一 一 』
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W/ C = 49%、64%

スランプ= 8- 2100 
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)

AEコンクリー卜

IV/ C = 5 4 % 

スランプ= 8聞

砕石20mm

. ・天然砂100%

ｾ Ｚスラグ砂 ＲＵＥ 置換

0 :  ｾ＠ 50% 。

口ｾ 75% 。

. :  "  10 0 % 。

450 

4∞ 

却

刻

抑

制

圧

縮

強

度

(

}

E

¥

笠

)

施工材料の頁

7 6  

91 28 

材 令 ( 日 )

図- 9 圧縮強度

150 
高炉スラグ骨材その 3

<> : 天然砂

マ: 天然砂と

スラグ砂

1  1の配合

・ : スラグ砂

初

脱却3∞ 4∞ 日加

圧縮強度 (kg/倒)

図- 10 磁げ強度と圧縮強度の関係

AE コンヲリー 卜

IV/ C =49 %， 64% 

スランプ= 8 - 21αn

砕石20mm

。 : 天然砂1∞ %

マ: 天然砂とスラグ砂

1  1の配合

・: スラグ砂10 0 %

日02∞ 3∞ 4∞ 

圧縮強度 (kg/ cn{)

引張り強度と圧縮強度の関係

200 
1∞ 

40 

プレーン、 AE、

A E 減水剤コンクリー 卜

材令 28日

W/ C  :  40- 60% 

S L  :  8 - 18倒

砕石20mm

40 

恭一

高炉スラグ細骨材

ll - 3. スラグ砂を用いたコンクリートの

性質

田代

30 

静

弾

性

係

数

3. 1  調合およびまだ固まらないコンクリート

スラグ砂を 用いたコンクリー卜の調合は、前記

の「使用規準案」によると、つぎのごとくである 。

1∞ 

初

初

引

張

り

強

度

E  
、、

ｾ＠ 10 

副) ( )

スラグ砂

0  

25 

50 

1∞ 

日泊
2∞ 3∞ 4∞ 

圧縮強度 (kg/αrl )

図- 12 静弾性係数と圧縮強度
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図- 11

凍結融解サイフル( 回)

関 1∞120 140 160 1初 2∞220 240 2印 怨O 耳目
印40 

AEコンフリー卜

W/ C= 6 4 % 

S  L = I8an 

砕石初mm

<> : 天然砂

マ : 天然砂とスラゲ砂

1 :  1の配合

φ : スラデ砂

動

弾

禁句

数

百

分

率

(%) 

材 令 ( 週 )

2 3  4  8  13 お 39 52 

W/ C = 6 4 % 

S  L =18聞

砕石20mm

<> 天然砂

マ . 天然砂とスラグ砂

1  1の配合

・ : スラグ砂

AE コン7 リート

.  スラゲ砂100%置換

ロ スラデ砂 50%置換

つ 天然砂100%

砕石20剛

12 18 

57 例

単位水量とスラン プ

辺。

210 

m

m

 

単

位

水

量

{

モ

¥

曲

者

180 

21 

71 

( S  L  : 叩) 8  

(1V/ C : %) 49 

図- 6 長

さ 4

変

化

率

i  - 6  

Cコ

×  

ω  

A E コンクリートの凍結訟解鼠験

長期強度は、天然砂コンクリートの強度を追い越

す( 図- 9)。ま た、曲げ強度も同じ傾向を示す。

圧縮強度と曲げ強度、引張強度および静弾性係

数との関係を 図ー10、11 、12に示す。通常の場合、

天然砂コンクリー卜と同程度と考えて差し支えな

乾燥収縮はスラグ砂コンクリートの方が小さい

(図ー13) 。凍結融解に対する抵抗性は、 A E コ ン

クリー卜であるかぎり問題ない( 図ー14) 。

rn.  むすび

高炉スラグ骨材は、厳絡な品質符理のもとに製

造される安定した品質の骨材である 。 その特性を

理解して使用すれば、コンクリー卜用1 ' 1' 材として

十分使用できる 。一方では、河川産の良質な f1' 材

が年々減少している 。資源有効利用の観点からも、

高炉スラグ骨材が新しい骨材として 、ますます使

用されてい くことを期待するものである 。

( たしろ きょう いち 株式会社神戸製鋼所利付加技術開事長)
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図 - 14A E コンクリー卜の長さ変化率

設計基準強度の最大値は普通コンクリートの場合

270kg/ cni とする 。調合は、原則として試し練りを

行って定め、表面活性剤を用いる 。

まだ固まらないコ ンクリートの特性としては 、

天然砂コン 7 ' ) ートとくらべ、大体つぎのことが

いえる 。

(1)  単位水12 粒チが多少角ばっているので、所

定のスラ ンプを得るための単位水量は 4 %程度多

くする必婆がある( 図- 6)。

(2) 細 骨材料 良好なワーカピリチーを得るため、

細骨材率を 1 - 2 %多くするのがよい( 図ー7 ) 。

(3) 空 気 公 述 行 空 気 が 多 くなる傾向があるので、

骨材修正係数を考慮する必要がある 。

(4)  プ リ ー ジ ン グ 軟 練 り の 場 合、プリージング

が多い傾向がある (図- 8 ) 。

3. 2 硬化したコンクリート

スラグ砂を使用したコンクリートの圧縮強度は、

初期では天然砂を用いたコ ンク リートよりやや低

い。 4 週強度では、 l i ぽ等 しくなる。そ れ以降の

- 8  

図ー13
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日本建築協会

月間の動き

昭和55年 11 月分

理 事
43』E • 

19日 411寺- 511寺 於会館集会室

出席者 塚本会長、足立 ・福田正副会長ほか13名

議 事 山 土 地1! 1 I i 入特別委民会設置の件

(2)  土地購入資金借入承認の件

(3)  第17向よろず相談住宅展開催の件

(4)  事務局職n下期賞与支給のイ牛

(5) 住宅の防災安全計画議習会↑ 品質のf牛

(6)  入退会者示認の件

(7)  報告事項

会 長 叙 勲 祝 賀 会 打 合 会

26 日 正 午 - 21時 於会館集会室

出席者 足立副会長ほか 5 名

議事 開催日 l時、会場、案内先など決定のf牛

事 業 委 員

A .  

. " .  

若い会員の集し、小委員会

4 日 6  11寺- 9  H寺 於会館集会室

出 席 者 桑 田 幹 事 ほ か11名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  第 3 同企画「都市住宅を考える(5) J な

らびに第 4 同企画「リクレエーション

施設を考える(3)J の実施報告

(3)  第 5 回企画「大阪の教会建築を訪ねて」

の報告

(4)  第 6 間以降の企画について

広報小委員会

5 日 611寺- 911寺 於会館集会室

出席者 西村副委員長、片岡・原見両幹事ほか

3 名

議事 (1)  前向の事業委員会の報告

(2 )  第48回展示写其実施報告

(3)  第49回展示写真経過報告

(4)  ｾＵＰ 同以降の写真展示について

(5 )  新しい研修会企画について

見学会小委員会

6- 日 611寺- 7 1時半 於会館集会室

出 席 者 島 田 副 委 只 長 南 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) 前回の事業委凸会の報告

(2)  9 月、 10月の見学会の実施報告

(3)  11月の企画について

(4 )  12月以降の企画について

委 員 会

13日 12時半 - 2 時 於会館集会室

出席者 三品委員長、市川・乾 ・鶴田 ・島田・

西村・阪倉各副委員長ほか l 名

議事( 1 ) 各小委日会の事業報告及び事業企画

(2)  その{ 也

86 越築 と社会 1 1981 年 l 月日

「ポートピア '81 J 見学合同分科会(1)

13日 611キ- 8 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 福 家主査ほか 4 名

議事 「神戸ポートアイランド博覧会の諸施設を

見る J ( 仮称) の企画について

若い会員の集い 「建築家に聞く 」分科会

14日 6 時半 - 911寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾 主 査 ほ か l 名

議事 「建築家に話を聞く」の講師について

海外視察団企画小委員会

17日 6 時- 7 時40分 於会館集会室

出 席 者 高 島 主 査 ほ か 6 名

殺事 (1) 海外視察団( 第 7 回) 企画委員の組織

について、並びに主査の互選

(2 )  見学先の選定

(3 )  開催の時期及び日数その他

若い会員の集し、 「建築家以外の人の話を聞く 」

分科会

20日 6 時半 - 9 時半 於会館集会室

出 席 者 木 田主査ほか 2 名

議事( 1 ) r建築家以外の人の話を聞く」の企画

(2 )  そのほか

「ポートピア '81 J 見学合同分科会(2)

28日 6  A寺- 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 石古委員ほか 2 名

議事 (1)  テーマについて

(2 )  開催日時その他企画の詳細について

(3 )  会告原稿の検討

編 集 委 員
ム
一
品

構造分科会

6 日 4  A寺- 6 時半 於会館集会室

出 席 者 横 井 幹 事 ほ か 4 名

議事 (1) 12月号特集について

(2 ) 構造の頁の企画

(3 )  原稿作成のためのスケジュール

広告企画小委員会

10日 4 時 - 6  n寺 於会館集会室

出席者 三輪委員長、渡辺副委員長ほか 6 名

議事 (1) 11 月号「転機にたつマン ション ・集合

住宅」特集広告収入報告

(2)  12月号「これからの建築設計と新耐t ! {

設計法」特集広告途中経過報告

(3) 正月号謹賀新年挨拶広告途中経過報告

(4)  2 月号「台所まわりの計画と設備」特

集広告企画

委 員 会

13日 511寺- 61昨 於会館集会室

出席者 三輪委只長 、問里子副委員長

議事 (1) 11月号= 第27回脊年技術者特集経過報

告

(2)  11月号= 転機にたつマンション ・集合

住宅一都市型住宅の諜組と方向ー特集

経過報告

(3)  12月号= これからの建築設計と新耐震

設計法特集経過報告

(4)  1 月号= 職能論特集報告

(5)  2 月号= 台所まわりの計画と設備特集

報告

(6)  3 月号= ポートピア '81特集編集幹事会

報告

(7)  4 月号= 施工材料特集の件

(8)  5 月号= 災害と法一安全な環境をめざ

してー特集の件

(9 ) 収支状況報告

1 月号 「職能論」特集座談会

13日 6 時 - 8  n寺 於会館集会室

出席者 大久保昌一( 大阪大学) ・蓬偽亨( 京都

建築事務所) 両特別幹事、 三輪 ・小北・

加藤各委員

作品作風小委員会

19日 2 時- 4 時 於会館 3 階会議室

出席者 間聖子副委員長ほか 3 名

議事( 1 ) 56年 1 - 2 月竣工分新建築の選定

(2) 作品P R状況報告

施工材料分科会

21 日 6時- 8 時15分 於会館集会室

出席者 三浦幹事ほか 4 名

議事 4 月号施工材料特集の企画一一 シーリ ング

材特集のテーマと執録者の選定

住 宅 委 員

A .  

. ".  

住宅展資料小委員会

6 日 6 時- 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 奥村、山田、山本、総林、岩本各委員、

吉田徳治氏

級事 スライド「住宅の庭」作成の件

委 員 会

" 日 5  11寺50分- 7 n寺 於会館集会室

出席者小西委員長ほか 8 名

議事 第17図よろず相談住宅展の件

住宅展資料小委員会

15日 211寺- 6 1侍 於会館 3 階会議室

出席者 奥村副委員長ほか 3 名、吉田徳治氏

議事 スライド「住宅の庭」作成の件

教 育 委 員

A 恥

. " .  

建築工事実務講習会講師との懇談会

12日 5 時 半 - 8H寺 於会館集会室

出席者 講師: 金田宏氏、羽生永紀氏、綿里子文

雄氏

小委員会 . 佐々木副委員長 津路幹事

ほか 3 名

法 規 委 員

A .  

. " .  

委 員 会

26日 3 時 - 511寺 於会館 3 階会議室

出席者 岡本委日長ほか 10名

議事( 1 ) 災害と法一学会での動向 ・考え方を聞

く 講師: 小林正美氏( 京都大学)

(2)  特集案の具体化( 執筆者等)

建 材 委 員

A .  

2 冥

委 員 会

26日 4 時 - 611寺 於会館集会室

出席者 元木委員ほか 5 名

議事( 1 ) 材料説明 : アキレスフォームボード

興国化学工業

(2)  今後のメインテーマおよび新建材紹介

コーナーほか

第26回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表 彰 式 |

8 日 2 時 - 3 時 於会館集会室

出席者 ーの会代表坂内幾男氏、川崎前審査

委員長、多胡教育委員長ほか 5 名

多古月教育委員長の挨拶、川崎審査委員長の審査結



果の報告に続いて、入選者に対し賞状 ・賞牌を多

胡教育委員長より、最優秀作品に対し関西建築家

懇談会ーの会 ・坂内代表より賞状と記念品をそれ

ぞれ授与した後、現在工事中の「大阪駅前第 4 ピ

ル」の見学を行 った。

見 学
ム
一
品

大阪市庁舎新築工事の見学会( 第 1 期工事)

( 本 会 大 阪 府 建 築 士 会 大 阪 建 築 設 計 悶 )

協会 ・大阪建築士事務F肘品会 4 会共催

14日 l 時半 - 4 時( 第 U E)

参加者 47名( 内、本会参加者28名)

設計監理 大阪市建築局 ・(附日建設計

施工( 建築) 附大林組 ・附鴻池組共同企業体

同 上

( 昨年11 月、本会工高生デザインコンクール入選考見学会記念媛影より・鹿島建設提供)

表千家の名席を見る( 本年度茶室見学会・第2回) I 講師 ・渡部和夫氏より、 21世紀への明、け係ξ ~

22日 3 時 - 5  R寺 | 現代社会と人づくり~についてお話を伺 った。

参加者 29名

講師 帝塚山学院大学教授工学i埠士岡田孝男氏

建築技術選書講座シリーズ( 第 8 回) I  

「コンクリート工事の管理」と f p C建築の話」

19日 9 時半 - 17時 於大阪府立労働セン

建 築 業 務 基 準 委 員 会

ター

7 日 2 時- 4 時 於東京建築士会会議室

出席者 関係団体より 25名 (本会より吉田事務

局長)

議事 設備技術者問題に関する小委員会報告の検

討について( 前回継続)

聴講者 43名

講師

在 阪 建 築 友 好 8 団 体 懇 談 会

7 日 5 時- 7 時 於太閤園庭の間• f コンクリート工事の管理」

日本建築総合試験所所長奥島 正一氏 |  中圏内家古土木建築学会訪日団一行の来阪に際

紛 日 建 設 計 参 与 宮 秋 利 厚 氏 | して懇談会を開催、日中間の友好を深めた。本会

(同大林組工務部工務課長 三浦 康夫氏 | より、「ふるさとのすまい J 1冊、「建築と社会」数

• f p C  建築の話J I 号贈呈した。

M AI建築構造研究所所長下伊豆隆三氏 1 1一一一- ー

ハ 1 月 の 入 会 者 (敬称略)

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 I  I  

I  1  ( 団体会員 l 社〕

11 日 8 時半 - 10時於大阪グランドホテル |  林佃商帯電建附

出席者 77名 I  ( 個人会員 3 名〕

当日は関西テレビ客員解説委員 、大阪芸術大学 iiiJ 門 良 治 福 岡 泰 造 藤 原 利 久
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賀 正

1981 

設計事務所有志

|刷|
A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃

ム
口

、

旬，‘

‘

本社事務所 大阪市南区谷町 7 丁目 12-1 新谷町第3ピル2F T E L  (06)768-1771 ( 代)

東京事務所 東京節中央区月島4丁目 13-3 秀和月 島レジデンス 108 T E L  (03)531-3954 

7 ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  T E L  (07437)3- 6137 

，いJフオイル r .  I  一級建築士事務所管 家

アトリエrrerOl 1 室 内 建 築 設 計 事 務 所 佐 々 木

克 子

恵 子

大阪市北区天満 3 丁目 1 番 1 号 玉 置 ピ ル 4 階 〒530 (06)351- -8920 ・6307

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋3丁目 8番3号 マ チ ス ビ ル 電話 06 ( 358)  5598 ・3497

株式会社井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

〒 530 大阪市北区鶴野町 1 番 3 号 ( 安田ピル) 電話 06 (372)  ＲＸＲＱｾ 何

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2 番20号( 清光ビル) 電話 (562) 4343- 5 
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株式会社伊藤建築設計事務所

取締役社長
伊 藤 鎌

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦3丁目 3-6 ( 日経錦別館) 電話 (052) 951- 111関。

東京事務所 東京都千代田区神田美土代田T 7  ( 久保ピル) 電話 (03) 294- 606H内

の 25泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
幸斤

Eコ 史

〒530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号( オオシマビル) T E L  (06) 364- 907H的

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

_._ 

毛

.IDi. 

日

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 18番 1号( 第 10森 ピ ル ) 電話 03 ( 501)  0286的

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3  電話 06 ( 201)  5  3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・ 新 阪 急 ピ J レ 電 話06 ( 341)  1  7 2 7  

東京司匹務所 電 話 03( 263) 9  7  5  8  福 岡 事 務 所 電 話 092( 761) 2 2  0  6  

③ 
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 ( 403) 0251大代表

大飯事窃所大阪市北区堂島浜1丁目 4番27号堂島中町ピル 電話06 ( 344) 2096代 表

株式会社
西

ラパ品

員又

岬

半
ー

コ

コ

ロ

取締役社長 西

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番15号( 第一協業ピル) 電話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  ( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

広島事務所広島市中区大手町 2 丁目7 番 1 号( 三 葉 ピ ル ) 電話 (46) 0  1  4  4  
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@  

建築・都市・上下水道

調 査 計 画 ・ 設 計 監 理

図

句9

株式会社篠田川口建築事務所

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁目 21 番 2 1 号

T  E  L  9 6 2  - 7  5  8  1  ( { に)

T  E  L  9 7 1  -- 2  2  5  5  (協 同 )

株式会社 目白 手口

=/ 1， 

E又

代 表取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代表取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

計

本 社 事 務 所 大阪市西区新聞T1丁目 5番7号四ツ橋ピル T E L 代 表 532- 3421

神 戸 事 務 所 神戸市中央区八崎通4丁目 2番17号久徳ピル T  E  L078- 251一0651

東 京 事 務 所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03- 583- 2086 

株 式 会 社 創 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号星和地所扇町ピル6階 T E L 大阪 (06) 312- 3587代表

株 式 会 社 大 建 設 雷十

取締役社長 千 原 大 五 郎

本 社 東 京 事E港 区 新 僑 1 丁 目 10香 7 号 ( 大 和 鍬 行 新 相 官 ピ ル ) 東 京 ( 572川 59S( 代 )

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 沼 1 丁目 12番 8 骨 安 回 生 命 式 阪 ピ ル 大 阪 { “ 1) 9351(代 }

名 古 屋 $ 務 所 名 古 屋 市 中 区 鍛4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ピ ル 名 古 厩 ( 261 ) 8531( 代 }

九 州 事 湾 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番1号 明 治 生 命 小 倉 ピ ル 6 階 小 倉 ( 521 ) . 285( 代 )

分 室 室 蘭

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所

代表取締役
内 藤 真

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜 ビル) 電話 ( 211 ) 2 7 0 6  ( 代)

株式会社 東 海 設 計

代表取蹄役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目7番1号( 伊努町ビル) 〒崎oTEL052- 261- 2白 1( 代表)

東京司E務 所 東 京 都 中 央 区 京 桶1丁目同番4号( 東信ピル) 〒1倒 T E L 0 3 -!施1-()81S( 代表)



東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4  8 電 話 202- 3626

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 馬 喰 町 2 - 1 - 1 電 話 663- 1765

( 住 友 銀 行 浅 草 橋 ピ ル6階)

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

本 社

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

九 州 事 務 所

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06) 202- 0391 

東京都千代田区永田町 2( 氷団町ビル) 電 話 東 京 ( 03) 581-1251

名古屋市中村区名駅 3 ( 堀内ビ l レ) 電話名古屋川2)571-8471

北九州市小倉北区魚町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉( ω3) 541-6531

( 北九州清和ビル)

⑨ 
株式会社内藤建築事務所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606京都市左京区中大鳩町T1  8  9 番 地 電 話075( 781) 4111代

繕務所・出張所 青森・東京・松本・静岡・名古屋・京都・奈良・大阪

高 知 ・ 衡 問

22 長田建築事務所

長
肘

凶正 雄

干542 大 阪 市 南 区 上 汐 町 3 - 5 9  ケーエスピル 電 話 7 6 8 - 6 1 2 1

株式会社日建設計

収 締 役 社 長

大阪本社代表

土木業務所代表

清

夫

男

元

滋

憲

事

菅

谷

安

小

藤

〒541 大阪市東区繊堀 2 丁目 3 8

電話 o 6- 203  - 2  3  6  1  ( 大代表)

有限会社村野，森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 ( 624) 0  9  2  6 代 表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  電 話 (253) 0  8  7  5 代 表

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 矯 茅 場 町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1 代 表
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株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06(943)1371 ( 大代)

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

賀 正

1981 

建設業者有志

株 式 会 社 あ め り か 屋

取 締 役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 〒 530 大阪市北区中之島4丁目 3番25号 電 話 代 表 (444) 1501番

株 式

会社 浅

取締役社長 j菱

沼 組

沼 茂 夫

本 社 ・ 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 海 町 8 番 地 の l 電 話 大 代 表 ( 768) 5222 

東京本社・東京都新宿区荒木町 5 番 地 電 話 代 表 ( 357) 0261 

支 底・名古屋・札幌・仙台・広島・福岡

2 5 新 … 工 務 所

取締役社長 新 昭

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話 代 表 大 阪 ( 313) 1331番

支 庖 ・ 東 京 都 千 代 図 区 後 楽 町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 ( 291) 3741番

支底・名古屋市中区大須 4 丁目 1 番71号( 時計ピル) 電話 名古屋 ( 262) 1725番

安藤建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長 岡 幸 夫

大 原 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 ( 453) 2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 洲2丁目 2番7 号 電 話 大 代 表 ( 272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸・京都・沼津・札幌・宇都宮・北九州・熊本

， 



組西
椋式会社今必齢

、 ｾ［ｉｊ
雄

電話06( 779) 3  3 6  1  

電話03( 354) 0  5  8  1  

奈 良 ・ 埼 玉

害

時

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 西 宮

西

A 、

7  
取 締 役 社 長

本 社

支 庖

営 業 所

組林大

式

社

株

会

@  

良日

東京本社・東京都千代田区神間司町 2 丁目 3 番 地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 l苫 ・ 大 阪 市 東 区 京 僑 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 償 浜 ・ 北 陸 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 福 岡

芳林大取 締 役 社 長

組制奥

@  
株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電 話 大 阪 ( 06) 621-1101( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 ( 03) 404-8111( 大代表)

札幌・仙台・浦和・東京・繍 j兵・千葉・名古屋- 大阪・神戸・広島・高松・北九州・福岡

イ変村奥取 締 役 社 長

本 社

東京本社

支 庖

社
メ込

Z ミ式株設建島鹿

郎

朗

ム

ハ

士

口

J  11 

村

取 締 役 社 長 石

奥
取 締 役 支 庖 長

(404 )3311 ( 大代)

( 245) 2311( 大代)

電話 03

電 話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

株式舎社柄谷エ務右
⑨ 

良B

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 0 6 ( 4 1 1 ) 1 4 5 1 ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田 ・ 三 田

}I頂谷柄
取 締 役 社 長

本 社

営 業 所

設建畿近
会 社式株

① 

敬崎
i

 

l

 

---B

，

 

取 締 役 社 長

大 阪06 ( 448) 5601代電話大阪市西区江之子 島1丁目 2番 2号社本

07755 ( 2 )  1361- 2  
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近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社

夫正梨木取締役社長

2581代表(763)  大阪 06電 話大 阪 市 南 区 谷 町 9 丁目 1 番地〒542

組大阪支底谷株式念社熊

⑨ 
牧 田 甚

熊 谷 太 一 郎

専務取締役大阪芝居長 星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番( 大代表)

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5 号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

長

長

A  

:，，; 

本土

f受

f生

締

締

取

取

本 社

大阪支庖

会 社甲 南 建 設 工 業 株 式

ゐ
電 話 (06) 308- 1551大 代 表

電 路 ω 6) 437- 9631代理豊

富町舌 ( 03) 253- 4455代 表

電 信 ( 078) 2 2 1 - 6293代 表

電 話 (0722) 29ー o 0  8  8  

.，舌 ( 092) 471ー 7 2  7  )  

電 信 (052) 6 8 1 - 6 7 4 5

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 ー 18(共 同 ピ ル)

神 戸 市 中 央 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号( 菊海 洋 興産 ピ ル)

塀 市 街 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 憎 多 区 縛 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号 ( 住 友 生 命 ピ ル)

名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 町 1 1 1

組池鴻社抹式会_8 
藤

大阪市東区 北 久宝寺 町 4 - 27 電話大阪 ( 244)3500( ダイヤルイン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2- 3- 11 電話東京 ( 296 )7700( ダイヤルイン受付台)

名古屋・広島 ・福岡・鹿児島 ・松江・仙台・高松 ・札幌・繍j兵・神戸・京都・金沢

池鴻取締役社長

本 社

大阪本庄

東京本庖

支 庖

社

ｾ＠
Z 玄式株業エ藤佐

@  

佐 藤 欣 治 ・ 常 務 取 締 役 大 阪 支 庖長 小 町 谷 武 司

本 社・ 東 京都中 央 区 日本橋本町 4 - 8  電 話 東 京 (661 ) 1231 ( 大代 )

大阪支庖・大 阪 市 東 区 北 浜 l ー 2 5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖・ 東 京 ・名古屋 ・北陸 ・ 札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜 ・四国

取締役社長

宇土
Z為

喜三式株設建水清

里子 土也 来己

木 下 正

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 石 堂 信

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 2 ー 1 6  - 1 電 話03( 535)4111

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 37 電 話06(443)  5431 

支 庖 名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札 幌 ・横 浜

矛Ij

長

長社

社

冨リ
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俗文建設株式令必
‘炉

き当ユ

1 0  

回

目本楠常務取締役大阪支庖長

大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地(新住友ビル 2号館)電話 06(220) 8  7  1  2  

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

大阪支庖

本 庖

組

古

岡

高

銭

式

社

株

会。
雄

大 阪 市 西 区西 本 町 2 丁 目 2- 11 電 話 大 阪06(531) 6431( 大 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町31番 地 官邸舌東京03 (265)  4611 ( 大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 千 葉 ・ 償 浜 ・ 北 陸 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 四 国 ・ 福岡

釧路帯広・苫小牧函館・背森・盛岡・秋田・山形・福島・水 戸 ・字 都 宮

前編・浦和 ー多摩ー甲府・富山ー金沢・福井・長聖子岐阜 ー毒事問 . i:章・大海

京都・神戸 ・和歌山・徳島・松山・ 高知・松江・間山 ・山 口 ・北九州 ・長 崎

熊 本 大 分 ・ 宮 崎 ・ 鹿 児 島 沖 縄

善
金

V

内

心

市

許

取締役社長

本 社 ・大阪 支 社

東 京 支 社

支 后

営 業 所

建

取 締 役 H 一
社長 ｉｾ

専 務 取 締 役 『百

大 阪 支 I前長 川 、

東京都新宿区西新宿1丁目25番l号新宿センターピル TEL東京 (348)1111大代表

大阪市東区本町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大阪 (262) 1131大代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 新 潟 ・高 松

会 社式株設成大

⑨ 

虞

古

田

本 社

大阪支庖

支 底

社式 会

幸 平

↑専

株

沢

沢

設

大

大

子

A

-

1

-

E

波

長

叶

闘

い

司

会

社

1
う

役

役

締

締

取

取

幸大
@  

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁 目 4 番 21 号 電 話 06( 538) 0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203) 0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03( 407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052( 581) 7376代

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 悟0852( 21) 3747代

富 山 ・ 仙 台 ・ 滋 賀 ・ 兵 庫 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 静 岡

本 社

本 社 分 室

東 京 支 J書

名 古 . ヨt l d

絵 江 舗 " . 所

出 張 所

底務工中竹

株 式

会 社

κp、
てV

統

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州

千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 金 沢 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 北 九 州

中竹取締役社長

本 庖

支 庖

営 業 所

鉄建建設株式会社大阪支庖

⑧ 
章島児

西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役

良B

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 1- 10( 天六阪急ピル) 電話 (358) 032l ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411 ( 代表)

越子金常務取締役支庖長
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@

 

戸 田 建 設 雲 ま 大 阪 支 応

取 締 役 支 庖 長 山 口 道 博

大阪市西区西本町1丁目 13番47号( 新信濃橋ピル) 電話06- 531- 6561 ( 大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 番 l 号

支 庖 東 京 ・ 関 東 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 社 大 阪 支 窓

実常管室小松英二 主務E締2 田中巌夫

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大手町 1 - 5 - 4 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

安田火災大手町ピル

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2-2-8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  1  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

e  
震 島 建 設 株 式 会 位 大 阪 支 庖

取締役支庖長 熊 谷 良 訓

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151 ( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 北 陸 ・ 四 国 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 京 都 ・ 滋 賀 ・ 堺 ・ 奈 良 ・ 姫 路

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生 回 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 〒541

支 庖東京・大阪・名古屋・福岡・広島・仙台・札幌・四国・沖縄

@  明日をささえる

酉 松 建 設

本 社 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 電 話 03 (502)0211 

、

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 厩 僑 2 丁目 9 番 地 電 話(202) 4  7  9  1代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1号 電 話(241) 4  1  7  1代表
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底支阪大組間
株 式

会 社

@  
雄

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 ( 201) 2751( 大代表)

庖 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番( 大代表)

庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・北陸・札幌・広島・高松・海外工事局

隆

オて

ｾ木

本

支

盾努工
--------F 

-----F 

... 
，

F

 

谷長

跡式

会者tｾｾ＠
彦

電 話 06(203)  5611 

電 話03(586) 5451

武

ー
ー-

E

P

，
，

，

 

大 阪 市 東 区 平 里 子 町 5

東 京 都 港 区 赤 坂 3 丁目 21 番 20号

4  0  

/.、

' 仁1長代表取締役会長

大 阪 支 社

ネ土

母島
フジタ工業

本

未来をひらく

常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1 番 1 6 号 電 話 (345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支 庖 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海外・リマ・カラカス・サンパウロ・キトー・ロサ ンゼルス ・グアム・クウェート

不二建設株式会社② 

大阪市西区西本町 3丁目 1番 9号 〒550 電話 06 (541)  5534代表.9301代表

東京都新宿区西新宿 4丁目 5番2号 〒160 電話 03 (377)  5  1  7  1  代 表

名古屋・福岡 ・札幌・仙台・静岡 ・大垣 ・四日市・京都・広畑・広島・大分

社本

支底・出張所

株式会社 庖務工木藤

取締役社長 藤 木 銭 三

本 社 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06 (944)  1468 ( 代)

大 阪 本 底 ・ 大 阪 市 東 区 両 谷 町 1 丁 目 1 3  電 話 06 (944) 1461 (代)

支 底 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 話 03 (357)  1611 ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864 (22)  3330 ( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878(51)  7272 ( 代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075(311) 4131 ( 代)

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 4 丁 目 18の 2 電 話 092(441) 6585 (代)

営 業 所 ・埼 玉 ・ 多 摩 ・ 静 岡 ・名 古 屋 - 字 治 ・岡 山 . 1.蕊 島 ・ 新 居 浜 ・熊本

@  

真柄建設株式会社大阪支応

4惨
木

大阪市淀川区宮原4丁目4番50号 電 話 大 阪(06) 393- 1171( 代表)

東京都千代田区麹町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263- 1211( 代表)

東京・名古屋 ・金沢 ・富山・福井・京都 ・大津・神戸 ・新潟 ・福岡

ム

口

、
Y

1

孝々佐
常務取締役支庖長

大 阪 支 庖

東 京 本 社

支庖・営業所
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。

⑥ 

@  

⑮ 

。
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前回連畿工業稼式会社大阪支庖

取締役支庖長 井 戸 賢

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電話大阪 ( 353) 7891( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電話東京 ( 265) 5551(代表)

株 式 会 社

松 村 組

取締役社長

松 村 雄

本

支

社・ 大 阪 市 北区 天満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

庖 ・ 東 京・名 古 屋 ・ 札 幌・仙 台・広 島・福 岡

三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

取締役大阪支庖長 森 川 祐

大阪支庖 大阪市北区中之島 3 - 4 - 18(三井ピル 2 号館) T  E  L  06- 443 - 1321 

本 1苫 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 ー 1 T  E  L  03- 863 - 3111 

村 本 建 設 株 式 会 社

代 表取締役 村 本
監主

主主
両司

本 唐 奈良県北葛城郡広陵町安部547 電 話 大 和 高 田 (55)  1  1  5  1  ( 代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目 49 電 話 大 阪 (774) 2111 (受付案内台)

東京支庖 電 話 東 京 (238)2111(受付案内台) 名古屋支后 電 話 名 古 屋 (241) 1511刊

福岡支底 電 話 福 岡 (711)9251 三重支庭 電 話 津 (26) 2949 

望 月 建 設 株 式

之〉

社A  

代表取締役社長
望 月 太 良R

本 社 大阪市北区曽根崎新地 1丁目 1番23号 電話 大阪 (344) 8651 (代表)

株式会社 森 組

取 締 役 社 長 ホオ木ミ

幸 彦

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201- 2761( 代)

支 庖 東 京 ・名古屋・九州 ・札 幌 ・奈 良

営 業 所 仙 台 ・新 潟 ・横 浜 ・滋賀 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・熊本・高松



@  

建材・

-<0>-

@  

eb 

株式含社米国工務底

取締役会長

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 国 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪上 ノ町 7 T E  L 大阪 (06) 771 -7771代 表

賀 正

1981 

設備工事・報道印刷業者有志

クリーン工アのコンサルタント

アイ工ム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 浪 速 区 塩 草 3 丁目 9 - 4  T E L  (06)561- 3901代

東京本社東京都荒川区西日暮里6・42-8 飯田ビル1階 T  E  L  (03)894- 8831 

青 盛 建 材 株 式

必ｾ
:z:;; 

取 締 役 社 長 青 盛 巌

社

広 島 市 中 区 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電話 0822- 92- 3200

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 鳥 取

株 式 会 社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 一 郎

営 業 所 大 阪 市北区中崎西 2丁目 1番 3号 電 話 06 (312) 6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5 代

防煙防火は臨ｾで h  

11喉シャ11' ' - 1- 工業練式会宇土大阪支庖

代 表 取 締 役 社 長 小 俣 茂

取 締 役 大 阪 支 庖 長 栗 栖 千 宣

99 



。
宮武株飾麓阪文

@  
下盛ユ

1 口

篭J f ; 06( 444)  1410( 代)

電 話 03 ( 234) 0551 (代)

電 話078( 321) 2009( 代)

知

日

号

川

川

4

ピ

ピ

h

U

尾

合

川

川

は

松

聯

j

i

(

(

 

目

ト

一

姥

げ

い

即

沼

町

手

町

銅

山

京

区

下

担

問

阻

E

千

生

市

都

市

阪

京

戸

大

東

神

取締役社長

本 社

営 業 所

社

.-d、

Z ま式株業工賀5頁

。
新

大 阪 市西 区 土 佐 堀 1 了 目 2 帯 30号 電 話 ( 06) 4  4  1  - 5  1  7  1  

東 京 都 港 区 新 橋 6 丁 目 17番 目 号 電 話 ( 03) 4  3  4 ー 7 1  1  1  

東 京 ・大 阪 支 庖 名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡

札 幌 ・ 東 北 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 金 沢 ・ 高 松

賀須取締役社長

本 底

本 社

支 社

営 業 所

is 事責株 式 会 社

争
j青内木

和

取締役会長

正 八 郎

大阪市南区瓦屋町3番了68番 地 ( オートセンタービル ) 包 話768・5031附

東 京 都 千 代 目 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号 ( 九段ビル ) 電 話262・3241附

田取締役社長

本 社

東京支庖

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

③ 
庖商シヤノミ

テタ
株式会社

四 郎彦林舘代表取締役

電 話 ( 075)  681 - 7  2  2  1  (代 )

@  社

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37

東亜印ルーフィング

東 亜 工 業

東 軍 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

式株

電 話0729- 94- 5682
〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4 番27号

東 京 ・ 名 古 屋

大 阪 ・ 東 京

本 社

営 業 所

工 場 山歌和

ず才 f 指

木 下 み ど り

株 式 会 社
.
創
一

9

 

.
m一

T E L  ( 06 )  3  4  5  - 9 0  5  5  

T E L  (06)  252- 3906 

T E L  (06) 202- 5260 

T E L  ( 078) 251- 0595 

T E L  (06) 308- 2668 

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1 喬 1 8 号

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 (御 堂 ピル )

大 阪 市 東 区 償坊主2 丁 目 3 6 - 4  

神 戸 市主宰合 区 磯 辺 通 4 - 2- 26 

大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 5 - 13 - 15  

本 社

御 堂 営 業 所

繍 堀 営 業 所

神 戸 営 業 所

新 大 阪 営 業 所
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⑧ 

TOTO特約庖株式会社

""' -7 
代表取締役

土

口田 虞 助

本 社 〒 543 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話771- 9123(:内

生野営業所 〒544 大阪市生野区巽西2丁目 7番24号 電 話758- 7280的

相原営業所 〒582 相 原 市 円 明 町 2 1 7 番 6 6  電話 (0729)77-728附

お
芸芸西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
半

ナ

'

4

1

'

 

良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津六 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)

逼玄

大 阪 で 唯 一 の

きま日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中 山 豊 雄

代 表 取 締 役 中 山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高蝿犠 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話 202- 6861( 代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 ( ユニ高麗橋) 電話 941- 6847 ( 代表)

<@t  

日 刊 建 設 産 業 新 聞 ・ 日 刊 建 産 速 報

去を日刊建設産業新聞社

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ビル ) 電話06(23l) 8171( 代)

神 戸 支 局 神 戸 市 基 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078( 291) 0541- 2  

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)1 9  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961)1691( 代)

争惨

⑮

 

株式

会 社 日刊建設通信新社関西支社

取締役関西支社長 山 口 哲 雄

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エ ハ ラ ビ ル 電 話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 . . 話 (502) 8  5  8  1代表

活字のない印刷工場

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区飯南町 7- 5- 30 電 話06侭06) 1111代

日本写植センター 〒892 鹿 児 島 市 名 山 町 4 - 7 三 宝 ピ ル 電 総0992 (26) 4371 

. 山写植センター 干708 津 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  電 話08682(  8  )  4377 

沖縄写植センター 〒 銃 犯 南 風 原 村 嫌 嫌 沖 縄 印 刷 団 地 電 話 回88 (55) 61∞ 
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…@闇

f h  

モヲ

マルヱス印. . . ルーフィング企シングル

日新工業株式会社大阪支唐

大阪支庖長代理 中 田 勝

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4  f t 東京 ( 882) 2424 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 8 大阪 ( 533) 3191大代表

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 山 形 ・ 工 場 / 東 京 ・ 埼 玉 ・ 山 形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 533) 3  1  9  1 大代表

⑧ 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 宇 治 正 豊

本 社 大 阪 市 淀 川 区 新 北 野1丁目 4番21号 電 話 代 表 06 ( 302) 飽31

ピ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C: J目P 回 責 任 施 工

防 熱 工 事 段 計 施 工 哩E ・，
プラスオール) ＮＮＮＮ，ＮＮｾｉｉＢｉｉ｟ｾ＠ 1 M'  

} 製 造 販 売 電 ，

コ ー キ ン グ J ----，- W 

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区京町線 1 - 1 0 - 1 7 ( 大栄ビル) Tel. <443>9721( 代)

〒101 東京都下代111区神図小川町3-28( 三東 ビル) Tel. <292>1961( 代)

ｈｾｾＡｩｬｩｊｲ＠ : 札制 <721>6031 ・6307 仙fi <21>5366( 代)

f ，， 'i l-r.<931>4574 ・3393 fi，¥附<78>3361 ( 代)

囚

自主化成正案様式含縫代理庖

1i ｡ｾ 和 ｚ 擬械式奮枇代理 ｭ

ι .Y三 産 業 様 式 苔 托

代 表 取 締 役 侮 馬 正 明

｀緊副 ｂ 大阪市西区切本町 Ｑ 丁目 ＱＷｾ 昏 ＱＵ 号電信 ＨＰＶＩ 大代表 ＴＴＱＭ 0  3  7  8 .  

出 張 所 東 京 ・ 広 島 工 場 大 津 ・ 竹 原

'  

?々

営難品目 建築金物、装飾金物、金具金物、

其他踏金物別注設計製作、オリジナル金属製家具

練式会社山本金属製作所

取締役社長 山 本 正 治

〒542 本 社 ・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 芭 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761) 0  1  2  7 代

〒570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2 代
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装 美 建 材

金 属 建 材

デザインされた環境づくり

UNION 

株 式

会記 み・t ; . 建結託

No.l 販 売 部 ・ 地 .2 施 工 部

本 社 大 阪 市 西 区 四 ッ 橋 筋 四 ッ 橋 角 電 話 541- 1861- 8  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723- 2277- 8

山 建 ソ ー ピ 大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 ( 立花通) 電話 541ー2152- 3

252=オン

取締役社長 立 野 良B

本 社 大 阪 市 西 区 南 沼 江2- 13- 22 干 550 電 話 06( 532) 3731 ( 代)

東 京 営 機 所 東 京 都 星 田 区 石 原 4 - 3 - 1 干 130 電 話 03 (625)  8131 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 車 道 町 3 - 1  〒461 電 話052 (935)6021 ( 代)

虎ノ門ショールーム (17森ピル 1F) 東京郵送区虎ノ門ト26-5 〒105 電 話 03 (508)  2558 ( 代)

. 殊院内部
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地芦三，士

U2 uhg」F こコ
総合天井システム知器 |  

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、、、ALTS工法、は当社狸自の

照明灯ユニットおよびヨコルミ製T パーを建物のモジュール| こ配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さら lこ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能! こしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 T 目 3 番 ア 号 干5 3 0 . 路 (06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル 干105 電 信(03) 437- 3361間

禍 岡 福 岡 市 博 多 区 住 吉2 丁 目 16醤 27号 干812 電 信( 092) 291- 045鎖倒

名古厩名古 屋 市西区俵町 Ｒ 丁目 Ｑ 番 Ｖ 雪干 ＴＵＱ 電信 ＨＰＵＲ Ｉ ＵＲＲＭＵＴＳｾ

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目f番 8号 第1広 瀬 ピ ル 干980 ・ 鱈( 0222) 65- 656底的

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 室 川 1 1  9 番 他 〒900 ・路( 0988) 53- 685α 倒

104  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和ピ ル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電話 大阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です。

この防水層は ( 一層 防 水) 地工するだけで、防水は完鐙です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に wh、耐酸、耐来品性に {憂れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式舎枇

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 ( 571)  2703 

大飯事務所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 ω (391) 1081 - 2  

崎玉官業所 崎玉県楠川市東1- 6- 10 電話 0487(74)2845- 6

厚木出張所神寮川県厚木市金問字古畑259 電甑 0462 (21)  6092 

名古屋出張所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町
電笛 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  



、

空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ 答喜朗目玉業社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市淀川区加島 1-58- 59 電路 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

震災詞汚禁処毒設計地工

φ 持 大 阪 城 口 研 究 所

取締{ 支社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大 路正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市中央区下山手通 6 - 2 - 8 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

・m 大阪電気暖房株式会社

' * 庖 大阪市内if>Z江戸纏 1 丁目10番17号 〒550 'l¥t，l吊(441 )8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 丁目2 番17号 〒104 1電話(535) 5251  

支 社 大阪 ・東京 ・名古屠

支 庖 札幌・仙台余沢・広島・ 4富岡

営. 所 新淘・天恩 ・岡山・高低 ・熊本

出張所 帯広 ・背森・秋田 ・盛岡・前縫・千葉 ・繍浜 ・静向

富山 ・福井・豊田 ・京都・神戸 ・徳山 ・鹿児島 那ｾ

海外支底 シン ガポ ー ル

空 気 関 手口設 備

給 排 水 ・衛生水 道

電 気 設 備

府 房 ム

環 境衛 生 地 G

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 黛 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

埋事支出長 杉 y甫 敏 郎

大 阪 市 康 区 北 浜 2 丁 目 2 2 番 地 司u 合 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 后 東原 ・日比谷・ 三僧ピル

支 唐 名 古 庫 、 緬 岡 . 札 縦 、 広 島 . 仙 台 、 北 侵

出 蝉 所 倣浜、 l叫| 刻、静| 旬、鴨川、| 出:lul 、 金 沢

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和般傭 ・その他管工事一切の惣計・絡工

⑮ 斎 え 三 業 株 式 会 社

本 社東京郷千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) - 7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2-38 電信 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営難所仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・福間

出 張 所 福 井 ・ 倉 愈 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備え生計施工

令 三 建 設 備 工 業 株 案 審 絃

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区 日本橋蝋毅町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札幌 ・広 島・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

。樟式会社三晃空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13i書20号 司tf 主 06- 363ー1371

東京本広 東京郎新宿r.. ( 西 新 宿 析 宿 住 友 ビ ル 屯 話 03 - 344 - 1911 

大阪本応 大阪市北区西天満 3 丁目 13書20号 ・ol Uii 06- 363 - 1371 

支 活 名 古屋 市 中 村 区 下笹 島町 11 - 2 屯"ii052- 581 - 8571 

広 ，(，¥rn 中 医 紙 J:;l 四T l f i l 2 砕22幻 屯ぷ0822- 47 - 4535 

福岡 市 中 央区大 名 Ｒ 丁目 Ｔ 番 ＲＲ 号 ｾ ｉ ｕ ，ｬｩＰ ＹＲ Ｍ ＷＶＱ Ｍ 3795 

出 張 所 仙 台 ・償浜 ・福弁・京都 ・神戸 ・松江 ・高松 ・沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術て挑む一 一

窃 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南区瓦屋町 3 番丁681在地(オー トセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2丁目 2番 5号( 九段ピJレ8 階)

郵便番号102 電話 東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  新日本空調株式会社

大 阪 支庖 大阪市北ほￆＺ，ￇ［Ｇ， ｩｾ 1  T 目 2 I1'f 6 } } ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社東京貌中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

ｏｾＡ 君芸業捗 ｚｆ 含 ｦ さ
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給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電信大阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・京都・天理・川西

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 『て7 設 計 施 工

第ーエ紫抹式会ー社

大阪支庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天満 3 丁目 6 番 1 4 号

- 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

空 間 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 内 1

(681 )  5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区天満1- 5- 20 1' I U舌( 06 ) 352- 350 H代)

三 重 支 1苫 路 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話( 0592) 26- 361α代)

四日市営業所四 日 市 市 西 末 広 町 電 路( 0593) 53ー 743H代)

滋 賀 営 難 所 大祢市打出浜 13 - 15 mn舌( 0775) 22- 9738(代)

名古屋営業所 名古屋市中村区則武1-2当地J 舌(052) 452- 3701側

、‘

暖 ・ 冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

品 凶

ー+・

@ 遥 暖 房 眼

寺電・ー..，.，

⑫吉元議選幅員J

ーーーーーーー・' ‘ "，U :I，"

大阪支属 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

E -目闘DAI骨? コ
空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 然 工 総 練 武 舎 極 大 阪 安 倍

CJ l  

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

平山玄葉桜ｾ念駐
大 阪 市 西 区 初 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京郡中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

ｾ＠ ld 名 古 屋 ・ 福 岡

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t  06- 441 - 1994 ・443- 0331

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約庖

空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 上 下 水 道 施 設

環 境 衛 生 施 設 ・ 公 害 防 止 施 設 / 設計・施工・監理

。 大 晃 設 備 株 式 会 社 ⑫ 山 田 工 襲 積 書 倉 紅

本 社 大 阪 市北区西天満 5 寸ト12 電話 06- 313- 1846

芸品番］ｾ 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

Z 喜jEZEBP 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 包括0720- 49 - 2128 

訟 備 都 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

繋郁容量祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128 

本 社 大阪市西区 Ji( 町掘 1 - 6 - 8 電話 06(443)8161 ( 大代表)

(環I克袋縫事業部専用) 電話 06(447) 0831 ( 代表)

分析セン空一 大阪市淀川区三ill 屋市ト1- 35 電話 06(308) 1491 

支 庖 東京・名古l五・稲岡

営 業 所 京国1・神戸 ・姫路広島・高松 ・松山

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

建築物自制自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 エ 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図 翻 二葉屋装備工業株式会社

( 創業大正 7 年 ) 取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48) 第 12064号
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電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ 語調島 . e: ='  . L. &L 一....b.

陽 電 丸 株 式

代表取締役 山 本 1奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 -- 2 - 4 刷 H ピ ル

T E L  大 阪 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 }

市 摂 * r， 3  - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

h-': 都 市 有 庶 民 同 点 rq， '1; 野 町 2 1  

ｔｅｌ 京＼＼ｾ 075- (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 1-1: )  

市 中 央 区 碩 民 1 - 1  4  - 8  

T E  L  Ii fl岡 ω 2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

S

A

 

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工事

ー逮

国吹

本

事司士曾割陣所

京書官官官 儀 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1 - 1 東 阪急 ビ ル T E L0 6- 313- I I OI

支 広 東 京・ 名 古 屋・ 舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島・ 四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

悩 問綱 同 出 損所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大 阪 支 社 長

大阪市東区高周僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 続 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全国主要都市 20ャ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，.、.

代 表 取 締 ほ 坪 弁 大

大阪市北医西天満 2 了目 6 - S ( 堂 ピル 7 際 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 反 日 本 矯 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 偏 山

社一ー・・・圃圃.株 式 会 社

社

怠

ヨド

支

ー

出 E置 所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 エ 司E設 計 施 工

ゐ

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 犀 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 役 社 長

社本

H  

r.5 

底

本

支

支

営業所神 戸営 業所

A  

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

17" i 7 ト踊気工: ; = . ; 二戸J レ ヲ 蝕 式Q I t

総 合 般 備 工 事 〈般 計 ・ 施 行〉

建 o. 電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント・昔十裟 ・空 調 ・土 木

⑧ 

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 1 番 3 号

T E L  0 6 - 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・ 高砂・ 二t 原・徳山 ・松山 ・新屑 浜 ・福岡・沖縄

千E色

1 0  方く
取締役社長

社

昨

刷

所

業

支

事

本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

ｩＡｾ＠

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 22- 8  

T E L  (  06)  452- 1151  ( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広島・ 福 岡

四林取締f支社長

社本

Board &Sl ate 

ｾ＠

Standard 

東相

フ タ パ 黒 3阪

事業所

ナニワ媛匂 12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

治

連

区

元
一

町

一

す

自

七

四

-一

電

附

削

九

O

九
五

内 …下守

牡 寺 数 奇 屋 周 瓦 … 大 仏 瓦

床 ・壁 内 外 装 用 瓦 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タイル ー 大 仏 タ イ ル

古 代 土 器 調 高 温 〆タ イ ル 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

京 郷 市 車 山 区 今 問 軒 大 仏 池 田 町 9 ( T)  9  075(  5'1 )33“ { 代 )

東 京 郡 新宿 区 西 皐 稲 田 3 丁目 23番 8 号 03 (202 )7801 ( 代 }

早 稲 田 セ ν ト ラ ル ピ ル 1 F" 

京 都清 水 山 崎 。 訓戸

107  

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市北 区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港 区 新僑 2 - 1  S  ( ニュ 一新僑 ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1 ・( 代)

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

、

場コニ

長

官

種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパート

各ポ
、ソ

酸

陶器、

/ 耐

J  



奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = 'I} 湾 * - 溺 庖

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 続本町パス{ 事前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 e  550 

天 理 営 業 所 天 王里 市 丹 波 市 町 新 町 50

営l 建蚊省飽定の防火材料

難 | セメント系吹付材 ソリジツトスタイン 基材同等 o  0  0  3号

ロ l 特殊 リ シ ン 吹 付 材 ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 号

ロロ l

アタリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4 骨

特殊壁装材製造販売和室に最適

悶.一練)凋副 J: J : J ! ] D:2 

付らった( 誕生トレ卜感覚

: アースウェイブカーテン E

L ラク、ジュアリーカーペット E

本 社 大阪市東住吉区駒川2-4- 22 電話 (06) 702ー 7814- 7

回 日 本 ブ 山 一 ン 株 式 会 社

干臼0・大阪市東区鎗屋町1丁目羽番地・ヤリヤマチピル

T E L 侃 (943) 6 4 8 1  ( 代)東京司J. 所・名古屋出張所・高松出張所・術開出張所

108 

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

大阪市東区高関橋 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 (202) 4905

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社ブフ工デキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区平 野 町 3 - 6 - 1

平 野 町 セ ンチ ュ リ ー ピ ル 1 F  

電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑誌に/

理 築 設 月 刊

圃ｾＫ圏直量Ｋ国画Ｋ圃圃Ｋ置軍事｛Ｑ｝
語 ｬｾ ｛￯ｊｾｾ副園田圏直圃閏圃

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

圃視点・随筆 業界， 学会，社会，文化について， 学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 毎号 2 点記録的な建築と設備の紹介

・ 特 集 業界，社会のニー ズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

| 雑 誌B 5 判・ 100頁 価 800円( 市販) 一申込次第見本逗司

社団法人 建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・正会員年会費 9，600円 ・申込みは事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階 出版部 (03) 561-7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京橋支庖普通預金0055- 082)

、.



日東工業( 株)

本 社 大 阪 ( 0 6 ) 2 6 4- 10 0 0 ( f t )  

底・東 京( 0 3  )  6 6 2 - 2 8 7 1  (代)

基 礎 杭 と 土 留 の コンサルタント

・名古屋 (0 5 2 ) 9 5  1  - 7  1  6 5  (代)

工場・大阪・奈良・千葉・徳島・島根

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布| 坊本 ・シート防水 ・モ JレタJレ防本

・樹脂注入接着工 法 作傾樹 ｉｭｾ 主人桜丘 ｩｬ ｬ￬ 修｛Ｇｬｽ

・亀 裂 補 修 工 事 件 傾 術lJi'1i.主 人 充 填 ・コーキング

・シ ー リ ン グ 工 事 シリコン チオコー Jレ・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アク リJレ・リシン ・弾 性 タ イ ル そ の 他

。建 設 業 許 可 大阪府知・j}，i午"f (般 - 5 3 ) ｾＵ Ｑ ＲＲＵｽ［ﾭ

( >日本 シ ー リ ン グ 工 事 業 協 会 々 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  ｉｾ｜＠ J I. 土 Z 井+←-r. II:

ｪ ， Ａ，布 Ｑｉ 也 ｉ［ｲｲｬＮ ， ｾｾｲ ピル ＲＰＱ S  岬沼 ｉＢＢｾ 守コｾＮＮＮＮて ＷＴＱＱＱ
T E L  06( 315)0701 ，.. . ，・. ，o .，.....・...-、r-#・

子二J nCSA Ｚ［Ｚニ ｊｮｮｾ ，ニＮＱＱＭ
セ キ サ ン パ イ ル ( S M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼キオ

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代点取締役 j賓 岡 ?告

本 社 〒 629- 31 ポ 船 府 竹'f ll1l網n 町下網型F

T  E  L  ( 07727)2 - 2  2  2  0  ( 代)

舞直ｬｉ ＧｩＺ ￍＢＮ ｾￎＧＮ斤 〒 ＶＲＴ 舞 鶴 市 制 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )
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膨張材 J I l 野田エクスパン

開 l ヲ ヌ" ' - Y J

Jll 野田セメント線式さ紅

本 音1I 東 京 都 日 程 創刊1- 1  - 7  T E L  531-4111 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 梅 田 1 - 8  - 17 T E L  341-8おl

支 庖 杓 幌 ・ 仙 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・高松 ・ 広 島 ・福 岡

製造元 日曽マスターピ ｊｌＹｾ 弐稼式会量

販売元 凋t 三J " J コI f . . 写勾居室お象事℃委書議士

本 社/ 点点/ ; 1 5 港区六本本 3 ー 16 - 2 6 曹 03-582-8811

大阪' ，'.l 議 所 / 太 阪 市 点 区 北 浜 3 ー 7 曹 06- 202- 3294 

⑤ ｟Ｇ＿ｊ ｟Ｉ｜ｩｾＭ 横代の断熱 ｭｾＭ ａＮｾＢ，
ゅごY ' - み

目E バイナリーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重栴造の断熱費雇用 ニ宣防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 社 開服部刊区捌2丁目1鰐 (千代田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

.7.，二J OCSA. . … … … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性 混 和 材 )

・ョーニJ D弓ヌヨニJ … … … … … … … … ・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ Ｑ二 ｊｏ 守 Ｓ 一千吻 Ｇｬｾ ……・・・・……コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修用意、硬セメント )

.:;::，二J DES. … … - … … … … ・… … … … 地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬材)

・安二J DI J OOO・… … … … … ・… … … コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品 JFJ 超 高 度 混和 材 ) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 亮 庖r  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
ム

宮ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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設備合理化に貢献する

ギ倍。! J : ユトヨ山ゴ

S K- l 00 S標 準 型

ι  

S K型・ l 層式( 桝) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス苦手は配管設備を著しく損傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・ 受 力 ゴ ・スライドヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 文 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 t庭付

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 澄 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設備業ヰ土を始め各方面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 1享 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 新 潟 新 沼 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東武テ' パート / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海上 新 本 社 ピ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル/ 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営業品目 〉

S K式グリーストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報T さ い 。一一一一一一

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大 阪 営 難 所/ 〒 532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島4- 5- 9( 浅井ピル) 宮 06 (304)  5481側

本 社 / 干 130 東 京 都 墨 田 区 東 駒 形4- 6- 9( 和幸ピル)

、‘
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

._. 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー - リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ ター・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ ター・

40 ・ピ ー ア ッ フ . @ シ ャ ッ タ ー - 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 谷町 1 - 1 2 日生ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡 崎 ・名古屋・富山・大津 ・京都・神戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他全 国 主 要都 市

臨就 ｦ￬ｾ 羽目印ｆｲ l清 酒 月'

肋 3 5 3 1 月 号 の 予 定 目 次 刊 司

• P C板を用いた地中連続壁工法

( T A I WA N  K U MA G AI ) 許 茂盛

・再ひ支持地盤の設定と地耐力の取り方

Ut 辰 工業 K K) 北 中 克 己

・複合工法による集合住宅の設計と施工

( K K 大 林 組) 樋 口 元 ー ほか

- 傾斜地を利用した集合住宅( 1  )  

住宅公団中部支社

・ フ リ ー ス ペ ー ス 共 同 住 宅 ( 1  )  

(九段総築研究所) 中 岡

・わかる設備( 8  )  

(井 上r- . Y. l Q: 計事務所} 井 上

栄 三

博

Ｍｾヨ ｏｏ Ｎ ｲＮＡ週間ｴＺＺｉＭ置 三 富ｾ藷 古 ヨＮＯ・・ ｉ

定価￥｛］ｾｾＮｾ 奇りの川ｬＱｬｩここ ｭ ドさい 。 ｉ

- 建 築 企 画 シ リ ー ズ (10)

(建 築 企l画協会) 福 田 龍一 郎

・ 情 造 計 算 デ ー タ シ ー ト (72)

(純生11，没，汁研究所) 中 川 淳

¥J t 築従前統，lt凶&. ・フォトニュース ・トピ γ タス ・建築ギ

の 良議 ・ 読者コーナー ・ 泌外の ｊ ｾ 凶 ・ ｬＮ￟材の動向 その他

直後購読ご希望の場合年間予約金￥10，2∞( 送料共)

好 評 発 売 中 /
| 建| 築| 技| 術| の| 出 l版| 案| 内 l

新 干lJ
I 亀 田 泰 弘 監 修

| 中 川 淳 編 著

時 !3i 樹 同 協 調 態3ji |(震建築工事検査の実際法恐縮I( 建築構造計算資料集J (全 8 巻)

第囚集に続き今回もできるだけ他の参考| 現場経験の浅い技術者でも工事検査の貴| 各種建築構造の計画 ・設 計 に 役 立 つ 実 用舎 な ど に は 掲 載 さ れ て い な い 実 用 的 な 問 | 任 を は た せ る よ う 、 現 場 に 即 し た 試 験 ・| 便覧として、わが国建築界はじめての建Ｇｾ￯ 検査の技術を懇切でいねいに解説した初ｼ
題を精選し、各種構造まで笑務に直車口し| の工事検査方法指導哲。 I築構造計算資料集。全8巻を予定している。
た 百 余 の 構 造 問 題 を 集 録 し た 。 第 囚 集 同 | ・上巻 8 5・453頁 定 価6，000円・送料350円| 憎櫨荷許

様ぜひ座右に備えて御活用下さい。 I・下巻 8 5・日5頁 定 価7 ，000円・送料350円|ー第1 巻

西 忠 錐 監 修
| 小 池 正 次 箸

(  築の接着工法) 監結1('住宅団地の土木設計) 転結 1・第 2 巻

ノ 送 料400円|、
ー料250… |・第 3 巻

接 着 工 法 は 建 築 工 事 の 広 い 範 囲 に 利 用 さ | 本 書 は 、 快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の

れ て お り ま す。 本 苫 は 設 計 ・施工に必要| 宅地造成、道路と駐車場、下水、汚水処| ・第 4 巻

な接着工法の決定版として、建築設計者、| 理施設、高架水槽、歩道橋、擁壁などの

施 工 管 理 に た ず さ わ る 現 場 技 術 者 、 そ の | 設 計 詳 細 と 実 例 を 解 説 し た 技 術 資 料 の 決 | ・第 5 巻

他 の 方 々 に 役 立 つ 接 着 工 法 の 参 考 書。 I定 版 0

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 編( 1 )

8 5・240頁 定 価3 ，800円

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 梢 造 編(2)

S問

主同

8 5・212頁 定 価3 ，000円

梢 造 編 ( 1)

8 5・225頁 定 価3 ，200円

梢 造 編 (2)

8 5・256頁 定 価3 ，500円

鉄 付 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柿 造 制

8 5・208頁 定 価3 ，200円

-
回

| 朝日京都新宿区北新宿i I m I l 中島ビル計
建 築 技 術 踏 口 座 東 和 加 番 倉 東 京 附 幻 [ J ! 代I
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錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

波 板 規 格 S 小 波 ・S 大波・ V i，皮・ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ポ波・ V デ ッキ

s v ジ ャ ンポ 波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 謂 求 下 さ い

選議市 I J I !J 9J 乱暴9J l 製造掠式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 06)412ー 5131 ( 代 )

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話大 阪 ( 06)488一主081 ( 代 )

支 底 及 工 場 大 阪 ・九 州、|・ 名古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484)4 2 - 3115( 代 )

支 唐 及 工 場 東 北

「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ品ヨ__. t :

今 、 家 づ く り 街 づ く り に 、

大 量 に 使 わ れ て い る ヘ ー ベ ル。

(軽量気泡コンヲリートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

へーベ Jレライトは、パネル会簡に補強

芯材 を内臓しています。木造住宅 ー鉄

.rl  住宅どちらにもマッチする 外 カベパ

ネルとして注目を mめています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ｾとに強い
. ヒ ピ 割 れ し に く い

. 重 厚 な タ ト 観 を つ く る

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

・冷 暖 房 貨 を節 減する、ぞiエ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる 0

・火 災 に 対 し て 安 全 な 辿 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 渓 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短 期間 で好みに合った、美しい建築をつくることができる 。

・隣 接建 築物 ー lまいに建 て ら れ 、 敷地 の 有 効利 用 が で き る 。

・建 築中 、 周囲 へ の迷 惑 が少 な く て す む。

・乾 式 工 法 で かつ断 熱n がよ いため 、結 路 に よ る ジ メ ジ メ

や カ ピ の 発 生 の な い健 康 的 な建 築 を つ く る こ と が で き る 。

. i丘公! 惑があり 、近 代感 覚 に 満 ち た建 築 物 を つ く る こ と が

できる 。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工葉桜絡 (JI S)製品

越 ｊｧ 臣認定耐火ｾ遣部材省エネルギー協力軍司品

ｊ､ｬ ｦ ｴＺ民主重量事 ｾｦｪ 民豆電盆益事土 ヘーペJL

〈長) 働新興子材三業所
、-いノ 干 550 大 阪 市 西 区 南 堀主 32ー 11 f t  ( 06)  

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 f t078(922) 0007(代)

高槻営業所〒 569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 f t0726 (96)  2889 

中国営業所 〒742 柳井市宮本浜( 柳井総合卸センヲー内)

f t08202 (2)  5211 



舎自のくらしをささえ

明日をひらくエネルギー

子力発

。 関 西 電 力

美浜原子力発電所
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押出し成型品

台座とアルミコーピング本体は、 f荻め込むと、両端音11の

かみ合いが、スプリン列こより強固に固定され、強風下

℃も本体が広がることがなく、外れる 心配はあ りませ

ん。また、パラベッ トは、一般に漏水原因になりやすい

部分ですが、コーピングどうしのジョイントには、シーリン

グを使用せず、i : ? Iiの存率い水切板を使用しており、雨{ 士

鮮は完壁です。耐蝕性の良いアルミ合金を使用、さら

に堅牢なアルマイト加工を施してありますので、耐候性、

耐腐蝕性に秀れています。また、モルタル笠木のように

凍害を受けることもありません。施工而では、台座取付

後、アルミコーピング木休を上から t1p し込むだけで、確

実に l京合します。また、シー リンク 処理11 も必要とせず、

絞維な工段も少なくなり、施工性は非常に良好です。

アルミ江狩ヌ美ししミ仕上り面カミ

シャープなスカイラインを画く。

完壁な剛士舞・耐久性・施工性を重視。

(

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

楠

国

一

夫

)

日 新 工 業

定

価

七

五

O

円

社株

本 社 東 京 営 業 所 ・ 東京都足立区千住東 2- 23-4 n  (882 )2424(代表)

大 阪 支 庖 . 大 販 市 西 区 新 町 1 - 12- 22  n  06( 533) 3191( 代表)

営 業 所 . 九 州 宮 092( 451 ) 1095 ・ 名 古 屋 台 052(741 ) 6257 

・札幌 n 011 ( 281 )6328 

出 張 所 . 広 島 n 0822( 21 ) 1019 ・ 仙 台 n 0222( 63) 0315 

場 .1奇 玉 ・ 山 形 ・ 北 海 道

雑 誌 03.379- 1  

. d.  

:zx 式業工新日

工

W- l 1 0  

断 面 図

種 類 : W - 150 ・W- 1 8 0 ・W- 2 1 0 ・W - 2 4目・ W - 270

j，j u  


